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はじめに

 地方独立行政法人市立東大阪医療センターの令和４年度における業務実績に係る評価に
ついては、市立東大阪医療センター業務実績評価会議設置要綱に基づき設立団体の長が
評価するにあたり、地方独立行政法人市立東大阪市医療センター評価委員会から事前に
業務実績評価全体に対して意見を聴取し、総合的に評価を実施した。

 評価に際しては、平成30年4月1日に決定した「地方独立行政法人市立東大阪医療セン
ター　業務実績評価の基本方針」及び「地方独立行政法人市立東大阪医療センター　年
度評価実施要領」に基づき評価を行った。
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第１項　全体評価

１．評価結果及び判断理由

地方独立行政法人市立東大阪医療センターにおける令和４年度の全体評価の結果は、

２．全体評価にあたって考慮した内容、意見及び要望

合計

2

12

3

42

※上記に掲げる数字については、ウエイト項目の項目数を２倍と算定し、他の項目と合
計した数字を表記しています。

「全体として中期目標・中期計画の達成に向けて計画通り進んでいる。」

である。

大項目

第2

第3

第4

第5   その他の業務運営に関する重要事項
を達成するためとるべき措置

  財務内容の改善に関する目標を達成
するためとるべき措置

　業務運営の改善及び効率化に関する
目標を達成するためとるべき措置

 市民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する目標を達成
するためとるべき措置

大項目
評価

5 14
評価

2 2

評価評価 評価

Ａ

　令和4年度の業務実績に関する評価については、第2から第5までの4つの大項目の
全てにおいて「評価A 中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでい
る。」と判断した。
　さらに2.全体評価にあたって考慮した内容、意見及び要望などを総合的に考慮し
た結果、新型コロナウイルス感染症の多くの入院患者受入を行うなど感染症への対
応を行った点、新型コロナウイルス感染症の影響下で患者の受入に制限がかかるな
か一般入院患者、外来患者の確保に努めた点、施設整備に関して院内環境の快適性
の向上を図った点、情報発信・個人情報保護に関する取組みの強化に努めた点、そ
れぞれ取り組んだ結果として、
「全体として中期目標・中期計画の達成に向けて計画通り進んでいる。」と判断し
た。

 平成28年10月1日に地方独立行政法人化した市立東大阪医療センターの移行後4年半におけ
る業務運営に関する目標を定めた第1期中期目標期間が令和3年3月をもって終了し、中期目
標期間における業務実績は「全体として中期目標をおおむね達成した」と評価した。令和3
年4月より第2期中期目標期間が始まり、医療センターが地域の中核病院としての機能を拡充
させ、また、経営基盤の確立を図るため、新たな業務実績評価指標にて評価を行うことと
なったが、第1期中期目標より継続する指標については第1期中期目標期間中の評価結果及び
取組み内容を考慮して評価した。
　令和4年度においても新型コロナウイルスは猛威を奮い続けたため、市立東大阪医療セン
ターは地域の中核病院として新型コロナウイルス感染症対応の最前線に立ち、想定を上回る
感染者数の急増等に対しても臨機応変に対応し、多数の新型コロナウイルス感染症罹患患者
の入院やコロナ外来におけるPCR検査の実施など、その役割を果たされた。

0 37

18

10

5

4

小項目評価数

12

3 7

4 23 010

2
評価

合計

Ａ

Ａ

Ａ
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(3)　がん医療　国指定がん拠点病院について問題なく更新できたこと。呼吸器内科医の確
保に向けた手法を検討すること。がん相談支援体制や情報提供についても、webや電話での
対応体制を強化したこと。

(4)　4 疾病に対する医療　脳血管疾患患者の受け入れや開頭手術件数は飛躍的に増加した
ことで医療水準の向上に一定寄与したこと。

(6)　院内環境の快適性の向上　病棟浴室のシャワールーム化や施設内の病棟壁・手すりの
改修等、院内環境の快適性向上に向けた取組みが進められたこと。

(7)　情報発信・個人情報保護　異常検知システム導入やバックアップシステムの冗長化等
を図ったこと。タブレットの有効的な活用について検討され、院内情報発信と会議の場で使
用することでＤＸ推進やペーパーレス化を図ったこと。

(10)　内部統制　市立東大阪医療センターと府立中河内救命救急センターを統括する法人本
部を設置し、内部統制等の強化に努められたこと。

(1)　救急医療　「断らない救急医療」を掲げ24時間体制で救急患者の受入に尽力した結
果、新型コロナ患者、重症患者の受入、脳・循環器の急性疾患の受入体制を確保したこと。

(14)　収入の確保　新型コロナの5類移行後においても同水準を維持できるか懸念があるこ
と。未収金の管理や回収強化については今後も努められたいこと。

(15)　費用の節減　物価高騰による材料費や光熱費等の高騰に対して、経費削減に取り組ま
れたこと。

(16)　施設整備に関する事項　中長期保全計画に基づいた設備改修が行われ、(仮称)エネル
ギーセンター棟の建設に向けた取り組みにも着手したこと。

(8)　地域医療支援病院としての機能強化　紹介患者数においては、昨年度実績より増加
し、目標を達成できたこと。

(5)　感染症への対応　感染症専用病棟、帰国者・接触者外来、地域外来・検査センター並
びに発熱外来を継続し、院内感染防止マニュアルを見直して中河内救命救急センターと連携
した新型コロナ感染拡大の防止に貢献したこと

　また、新型コロナウイルス感染症の専用病床確保の影響で一般入院患者の受入に制限のあ
るなか、病床回転率を上げ新入院患者数を減らさないよう取り組まれ、新規入院患者数の増
加、入院単価を維持した結果となった。手術件数についても前年度と比べ年間総手術件数、
全麻手術件数、緊急手術件数が増えた結果、過去最高の手術数ならびに手術室収益を記録し
た。さらに、内視鏡センターの整備、検査ブースの増設、画像診断センター受付の自動改札
化等を行い、病院の高機能化に努めた。他方、評価指標面では例えば救急車受入率などが目
標未達となっているが、受入件数以上に救急受入依頼件数が増加したことによる影響を受け
たことが目標未達の主たる原因と考えられるため、令和4年度においても令和3年度に引き続
き新型コロナウイルス感染症の影響を十分に考慮し、指標や各種取り組み内容を踏まえた評
価を行うこととした。

(9)　地域包括ケアシステム構築への貢献　患者やその家族とのリモート面談を行える体制
が整い退院時指導及び患者紹介・情報提供を行ったこと。

(11)　人材の確保　オンライン試験を継続し、既卒者の随時採用を行い、看護師等の確保に
努められたこと。

(12)　職員満足度の向上　更なるワークライフバランスに配慮した働きやすい職場環境の整
備に努められたいこと。

(13)　経営基盤の確立　新型コロナの5類移行後においても同水準を維持できるか懸念があ
ること。

　個別の項目で、評価にあたって考慮した主な内容、意見及び要望は、次のとおりである。

(2)　小児医療、周産期医療　新型コロナウイルス感染症に罹患した小児や妊産婦の受け入
れを積極的に行ったこと。周産期医療においては、OGCS参加施設として分娩前のPCR検査及
び新型コロナウイルスワクチン接種を実施するなど、安全、安心な分娩に取り組んだこと。
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　以上のほか、第6 医療センターにおける各部局の取り組みについては、新型コロナウイル
ス感染症の影響を受ける中、各指標の達成に向けて各部局が臨機応変に取り組んでいただい
た点は評価できる。

　財務内容について、入院収益は新型コロナ患者の受け入れに努めたことや高度急性期医療
（特に緊急手術症例の確保）の取り組みにより、外来収益は多くのコロナPCR検査外来対応
及びがん診療の取り組みにより212億3,987万円の営業収益を確保した。他方、営業費用にお
いては人件費の増加、材料費等の高騰による影響で前年度より10億8,812万円の増となっ
た。結果としてコロナ関連補助金収益の減少も響き、経常利益は前年度より17億2,424万円
下がったが、12億492万円の経常利益を確保したことで3年連続の単年度黒字化を達成した。
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第２項　項目別評価

１．大項目評価

第２

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

0

〇（1）

（2）

小計

情報発信・個人情報保護

医療の質・安全対策

2

構成比率

合計

2
患者満足
度の向上

3
信頼性の
向上と情
報発信

4
地域医療
機関等と
の連携強
化

Ｄ

1 1

〇

〇

1
医療セン
ターとし
て担うべ
き役割

5
項目名

0

評価
結果

救急医療

0

0

患者満足度の向上

小児医療、周産期医療 〇

2小計

〇

（2） 〇

0

0

0

◎

0

〇

00 2

0 1

◎

72

がん医療

4疾病に対する医療

災害時医療

感染症への対応

その他の役割

◎

◎

小計

（4）

（7）

（1）

（6）

院内環境の快適性の向上

市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するため
とるべき措置

中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。

評価評価 評価 評価

（3）

（5）

〇

　(3)小項目評価の集計結果の全てが評価3以上であること及び(4)評価にあたっての意見、
要望等を総合的に評価した結果、「A　計画どおり進んでいる」と判断した。

（1）

1

Ｓ

評価
小項目評価数

特筆すべき進捗
状況にある。

Ｃ

Ａ

重大な改善すべ
き事項がある。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

計画どおり進ん
でいる。

ＢＡ
やや遅れてい
る。

◎

（2）

（1）

0小計

地域包括ケアシステム構築への貢献

地域医療支援病院としての機能強化

（2）

3 24

00

100.0%

4 12

0.0%

2
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（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 1-（1）救急医療

● 1-（2）小児医療、周産期医療

● 1-（3）がん医療

● 1-（4）4 疾病に対する医療

● 1-（6）感染症への対応

● 2-（2）院内環境の快適性の向上

4
年度計画を上
回って実施して
いる。

年度計画を順調
に実施してい
る。

15 3
小項目
評価結

果

年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

　周産期医療については、新型コロナ感染症の影響下、少子化・常勤医師の退職に伴う医療
体制にも関わらず総分娩件数が令和４年度目標に達したことは評価に値する。また、血友病
包括外来を立ち上げたことにより小児血友病患者のQOLの向上に寄与した。しかし、小児救
急受入体制に関する項目については、いずれも目標に届かなかったため、計画を上回って実
施しているとは言えず、評価を「３」とした。

  感染症専用病棟、帰国者・接触者外来、地域外来・検査センター並びに発熱外来を継続し、院
内感染防止マニュアルを見直して中河内救命救急センターと連携した新型コロナ感染拡大の防止
に貢献したことから評価を「５」とした。

　病棟浴室についてシャワールーム化の工事は新型コロナウイルスの影響もあり、令和４年度中
の完成が出来なかった。令和５年５月に工事が完了し、使用できることから入院患者の生活環境
の改善が向上すると考えられる。
　その他施設内の手すりや破損部の修繕も適切に行っていることから評価を「３」とした。

2

　「断らない救急医療」を掲げ、２４時間体制で救急患者の受入に尽力された結果、救急搬送受
入件数や救急医療管理加算算定件数が昨年度実績及び目標を上回ったが救急車受入率は令和４年
度実績において昨年度実績より５．５ポイント減少し、目標達成に至らなかった。救急外来経由
入院患者については救急外来を介さず直接病棟へ入院する症例が多かった結果、実績が伸び悩
み、目標達成できなかった。しかし、新型コロナの影響を大きく受けた項目であることから評価
は「４」とした。今後は医師の働き方改革の方針に基づき安定した救急医療体制の構築に努めら
れたい。

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

  ４疾病に関する評価項目について、一部昨年度実績または目標を下回る項目もあったが、脳血
管疾患患者の受け入れや開頭手術件数は飛躍的に増加したことで医療水準の向上に一定寄与した
と考える。
　一方、糖尿病透析予防指導実施件数については重症化リスクの高い対象患者に対し保健指導を
実施したものの計画値を達成することは出来なかったことで腎臓内科と各診療部門との連携強化
には課題も残ることを勘案し、評価を「３」とした。

　国指定がん拠点病院について問題なく更新できたことは評価に値するが呼吸器内科医の確保に
至らなかった原因究明と確保に向けた手法の検討は必要であり、課題解決に取り組んでいただき
たい。
がん診療機能に努められた結果、昨年度実績と比較し、横ばいもしくは微増であるため、評価を
「３」とした。
　令和５年度は入院制限が解除されていることもあり、今後の診療実績に期待したい。
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● 3-（2）情報発信、個人情報保護
  個人情報保護については令和３年度に外部からのサイバー攻撃により診療業務に影響が出たこ
とから令和４年度にかけてセキュリティの強化について、異常検知システム導入やバックアップ
システムの冗長化等を図った。また、タブレットの有効的な活用について検討され、院内情報発
信と会議の場で使用することでＤＸの推進やペーパーレス化に大きく寄与した。セキュリティ強
化にかかる新たな運用については令和５年度から開始が見込まれているため、年度計画を順調に
実施していると判断し、評価を「３」とした。
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第３

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

0.0%

合計 3 0

年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

7

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

特筆すべき進捗
状況にある。

計画どおり進ん
でいる。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

40

〇

Ｄ
評価
結果

0

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

0

評価 評価 評価

やや遅れてい
る。

　(3)小項目評価の集計結果の全てが評価3以上であること及び(4)評価にあたっての意見、
要望等を総合的に評価した結果、「A　計画どおり進んでいる」と判断した。

（1）

Ａ

小項目評価数

1
業務運営
体制の構
築

3

（3）

（2）

(4)

3 0

（3） 人事給与制度

2 1

〇

人材の育成

小計

〇

◎

◎

〇

00

内部統制

適切かつ弾力的な人員配置

2
人材の確
保と育成

（1） 〇

年度計画を順調
に実施してい
る。

年度計画を上
回って実施して
いる。

〇

（2）

人材の確保

0

構成比率 100.0%

0小計

重大な改善すべ
き事項がある。

評価

業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置

中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。

医療資源等の有効活用

(4) 職員満足度の向上

1

3

病院の理念と基本方針の浸透

項目名 評価
5 4

0

小項目
評価結

果

5 4 3 2
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（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 1-（1）病院の理念と基本方針の浸透

● 1-（2）内部統制

  法人の評価を妥当とし、評価を「４」とした。

  令和４年度に市立東大阪医療センターと府立中河内救命救急センターを統括する法人本部を設
置し、内部統制等の強化に努められたことから評価を「３」とした。
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第４

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

小項目評価数

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 1 経営基盤の確立

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

3 2

0 0 2

0

100.0%

2 0

構成比率

1 2

0.0%

1

0

3
費用の節減

小計

◎

小計

評価

1
経営基盤の確立

2
収入の確保

0 0 0

　経常収支比率、医業収支比率ともに計画値を達成する事ができ３年連続の黒字決算、また資金
を確保できた点については評価ができるが、黒字化には新型コロナ補助金による影響が大いにあ
る。翌年度以降の収支には令和４年度と同等の新型コロナ補助金の確保が見込めないことも想定
されるが、年度業務実績の評価方法に基づき、計画値を上回っているため評価を「４」とした。

年度計画を上
回って実施して
いる。

年度計画を順調
に実施してい
る。

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

1

小計

合計

1

2

◎

0 0 0

　(3)小項目評価の集計結果の全てが評価3以上であること及び(4)評価にあたっての意見、
要望等を総合的に評価した結果、「Ａ　計画どおり進んでいる」と判断した。

財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置

評価
結果

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

5 4 3 2

0

評価

0

〇

項目名 評価 評価 評価

0

小項目
評価結

果

5 4

Ｄ

Ａ 中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。

重大な改善すべ
き事項がある。

やや遅れてい
る。

特筆すべき進捗
状況にある。

計画どおり進ん
でいる。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。
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● 2 収入の確保

● 3　費用の節減
　いずれの項目も概ね目標を達成できたことを踏まえ、法人評価と同じく評価を「３」とした。
今後も物価高騰による材料費の高騰や光熱費等の単価も上昇していることから後発品への切り替
えやＬＥＤ化への工事も含め、経費削減できるところについては契約方法を含め、対応手法につ
いて検討されたい。

　収益についてはコロナ補助金に依存している点も大いにあるがいずれの項目も目標を達成でき
たことにおいては、十分評価に値すると考える。また、未収金の管理や回収強化に努められてい
ることから評価を「５」とした。令和５年度には未収金回収業者を見直すことも含め、対策を強
化するということであるが迅速な対応を求めておきたい。
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第５

（１）評価結果

（２）判断理由及び考慮した事項

（３）小項目評価の集計結果

小項目評価数

※ウエイト設定した小項目は◎で表記し、項目数を「２」としている

（４）評価にあたっての主な意見、要望等

● 3　施設整備に関する事項

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

0

〇

1

年度計画を十
分に実施でき
ていない。

年度計画を大幅
に下回ってい
る。

構成比率 100.0% 0.0%

02

年度計画を上
回って実施して
いる。

年度計画を順調
に実施してい
る。

小計 0

1
中河内救命救急センターの運営

2
地域医療構想を踏まえた役割の明確
化

3
施設整備に関する事項

0

2

0合計

小項目
評価結

果

5 4 3 2

0 2

2 1
項目名 評価

1
年度計画を大
幅に上回って
実施してい
る。

0

0 0 0

0 0

0 0小計 0

5

1

〇

特筆すべき進捗
状況にある。

計画どおり進ん
でいる。

おおむね計画ど
おり進んでい
る。

やや遅れてい
る。

重大な改善すべ
き事項がある。

評価
結果

　中期保全計画に基づき、水熱源ヒートポンプビルマルチエアコン更新工事、内視鏡センター改
修拡張工事、病棟浴室改修工事等を行いつつ、病院美化として病棟共有部の手すり・壁の改修工
事を行ったほか、職場環境の向上を目的に、大会議室A・B・Cの改修を完了したことから計画的
な改修が進んでいると判断し、評価を「４」とした。

小計

4 3
評価 評価

◎

評価

その他の業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置

Ａ 中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。

評価

　(3)小項目評価の集計結果の全てが評価3以上であること等を総合的に評価した結果、「Ａ
計画どおり進んでいる」と判断した。
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２．小項目評価 

 
（１）地方独立行政法人市立東大阪医療センターの概要   

 

法人の長によるメッセージ 

～「誠実な医療」を地域の人々に～ 

 

平素は市民の皆さま、地域の医療機関ならびに関係機関の皆さまには、温かいご声援・ご支

援を賜わり心より感謝申し上げます。 

 

市立東大阪医療センター（旧東大阪市立総合病院）は 2016 年 10 月に地方独立行政法人病院

となり、以来、制度の基本理念である業務の公共性、透明性および自主性の確保、ならびに財

務の改善に努めるとともに、適切かつ効率的に病院運営を行うことを旨とし、これまで中河内

医療圏における「地域完結型医療」の中核病院として、地域の人々に高度急性期および急性期

医療を提供してまいりました。 

 

当センターは地域医療支援病院として、第一線の地域医療を担う、かかりつけ医およびかか

りつけ歯科医の先生方や、地域の病院・施設の皆様と強く連携し、市民が慣れ親しんだ地域で

高度の医療を受けられる、地域医療における、命と健康をまもる「最後の砦」の病院でありた

いと願っています。令和４年度より病院理念を“「誠実な医療」を地域の人々に”と変更しまし

た。 

 

これまでも、紹介患者に対する医療提供、医療機器等の共同利用の実施等を通じて、地域の

医療機関を支援してまいりましたが、その機能をさらに向上させ、どんな時でも、どんな状況

においても「断らない紹介医療」、「断らない救急医療」を実践できる体制づくり、またインフ

ラ整備に注力してまいる所存です。 

 

令和４年度初め、病院の事業目標として、１）病院の高機能化（DPC 特定病院群の認定）、２）

病院の現代化（デジタル化/インテリジェント化）、３）病院の美化－の３つを掲げ、これらを

念頭に事業をすすめることとしました。 

 

組織に関しては、昨年 8月に市立東大阪医療センターと府立中河内救命救急センターを

統括する法人本部を設置し、より一体的な医療提供、経営の効率化への取り組みを始めま

した。 

 

昨年度の主な整備・成果としては、▽特定行為研修指定研修機関に指定されたこと、また▽

内視鏡センターの整備・検査ブースの増設、▽画像診断センター受付自動改札化、▽病棟の全

面補修の着手、▽研修医ルーム（ホットデスキング）の整備、▽図書室の移転・整備などを行

い、また一昨年の外部からの不正アクセスによるシステム障害を契機に、▽電子カルテシステ
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ムのセキュリティ強化策として VNA 及び監視システムの導入、▽バックアップ強化策として

DACS の導入なども行いました。 

 

患者数（コロナ関係を含む）については、年間の新入院患者数は 14,223 人（+277 人）、延入

院患者数150,136人（+8,487）、外来紹介数26,008人（-751）、延外来患者数242,813人（+7,842）。

新型コロナウイルス感染症については、延入院患者数 9,075 人（-2,938）を受入れました。 

 

手術件数については、前年度（令和３年度）と比べ、年間総手術件数が 6,794 件から 7,432

件（＋638 件）、全麻手術件数は 3,031 件から 3,516 件（＋485 件）、また緊急手術は 425 件から

590 件（＋165 件）と顕著に増え、過去最高の手術数ならびに手術室収益（限界利益）を記録し

ました。結果、本年度 4 月より、昨年度新設された急性期充実体制加算を算定できることと

なりました。 

 

経営状況（損益計算ベース）については、医業収益は 18,393 百万円（前年比 1,075 百万円

増）、入院・外来収益に新型コロナウイルス感染症にかかる補助金・市からの繰入金等を加えた

営業収益は 21,240 百万円（前年比 625 百万円減）。営業損益はプラス 2,025 百万円。営業外収

益は 180 百万円、営業外費用は 1,000 百万円で、営業外損益はマイナス 820 百万円。最終的な

経常収支はプラス 1,205 百万円（前年比 1,724 百万円減）となり、３年連続となる経常収支比

率 100％以上を達成いたしました。 

 

最後に、地域医療構想に関しては、2025 年の病床数計画について、現在より２病棟 106 床を

急性期から高度急性期の病床への転換を目指すことを報告し、中河内二次医療圏において、高

度急性期・急性期の医療を提供していく役割を示しました。 

 

引き続き、市民がより安心かつ信頼できる誠実で安全な医療の提供とその基盤となる経

営改善にとり組んでまいります。 

今後とも皆様からのご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。 

 

地方独立行政法人 市立東大阪医療センター 

理事長 谷口和博 
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１．現況（令和５年３月３１日現在） 

（１）目的 

地方独立行政法人市立東大阪医療センターは、地方独立行政法人法（ 平成１５年法律第１１

８号。以下「法」という。）に基づき、医療の提供、医療に関する調査及び研究並びに医療に従

事する者に対する研修、地域医療の支援等の業務を行うことにより、東大阪市の医療施策とし

て求められる救急医療及び高度医療等を提供し、医療水準の向上を図り、市民の健康の維持及

び増進に寄与することを目的としています。（地方独立行政法人市立東大阪医療センター定款第

１条） 

 

（２）業務内容 

当院は、地方独立行政法人市立東大阪医療センター定款第 1 条の目的を達成するため、以下

の業務を行います。 

① 医療を提供すること。 

② 医療に関する調査及び研究を行うこと。 

③ 医療に従事する者に対する研修を行うこと。 

④ 医療に関する地域への支援を行うこと。 

⑤ 人間ドック、健康診断等の予防医療を提供すること。 

⑥ 前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

 

（３）沿革 

平成２８年１０月 地方独立行政法人として設立 

平成２９年 ４月 大阪府立中河内救命救急センターの指定管理を受託 

令和 元年１１月 許可病床数を５４７床から５２０床に変更 

 

 

（４）設立根拠法 

地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号） 
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（５）組織図（体制系統図）令和５年４月１日現在   

 

　

　
　 　

　

副　院　長

　

　

特 任 院 長 病 院 顧 問

がん診療連携 臨床検査部

　

（委）院内保育

　

　
　

（委）防災センター

　 （委）警備

（委）患者給食 （委）ＳＰＤ

（委）清掃

　 （賃借）寝具
　

 

　 （委）医事等

（委）中央材料滅菌
 

 

 

 （委）システム保守

 　

 

 　

　
 

　

病理診断科
臨床腫瘍部 採血センター 特定行為研修センター

医師事務作業補助部

    ※NCD登録
ＭＥセンター

臨床検査科
外来化学療法センター

臨床腫瘍科 研修担当
がんゲノム医療センター

事務手続き担当
診療録・病歴管理センター ロボット手術センター

放射線科 女性医学センター 臨床研修センター

歯科口腔外科
画像診断センター
(超音波検査を含む）

臨床研修医
歯　科 放射線治療センター

専門医制度
病理診断部

救急科（内科・外科救急） 医学生実習
臨床検査部  PCRセンター

市販後調査
麻酔科 人間ドック・健診センター

がん看護外来 医学研究寄付
形成外科 リハビリテーションセンター

メディア対応
耳鼻咽喉科 認知症センター

フットケア外来 治験・受託研究
皮膚科 認知症ケアチーム

産業医（メンタルヘルス）

泌尿器科 不整脈センター 医学研究・治験センター
ベビーママ健診 衛生工学衛生管理者

眼　科 脳卒中センター
ストマ外来 医学研究倫理審査 衛生管理者

手術棟 がん相談支援センター

安全衛生・労働災害
整形外科 緩和ケアセンター 難病相談支援センター DPC様式担当

職員健康診断
リハビリテーション科 緩和ケアチーム 看護外来 患者相談窓口 システム担当

ハラスメント相談窓口

産婦人科 心臓血管センター 入院受付 診療情報管理担当
母乳外来 総括安全衛生管理者

脳神経外科 心不全センター がん登録担当
両親学級

第１外来
患者総合支援センター 精神保健福祉士

呼吸器外科 血液浄化センター 第２外来
（化学療法・救急外

来・内視鏡・放射線）

歯科衛生士 入院担当
消化器外科 新生児治療部 ICU 地域支援病院機能推進

公認心理師 診療報酬請求担当

心臓血管外科 輸　血　部

情報管理課
乳腺外科 内視鏡センター 入退院センター 労働環境管理センター

経営企画

病院情報管理小児外科 消化器センター

外科系専門部門 手　術　部 小児医療センター 登録医管理・営業
歯科技工士 未収金

外科 集中治療部 NICU 広報（医療機関・患者）

医　事　課
救急医療部 周産期センター 側方支援

視能訓練士 外来担当

臨床工学科
６階北病棟 紹介・予約センター

言語聴覚士
７階南病棟

小児科
中央診療・中央管理部門 ５階南病棟 後方支援

緩和ケア内科 臨床技術係

消化器内科 地域医療連携室 栄養管理科
難病拠点病院機能推進室 ７階北病棟

脳神経内科
６階南病棟 前方支援

精神科 がんゲノム医療推進室

内分泌代謝・糖尿病内科 医療の質管理室
（クオリティーマネジャー）

医薬品情報担当 臨床検査技術第二科
９階南病棟

免疫内科 医薬品管理担当 リハビリテーション技術科 契約会計課
９階北病棟

血液内科・総合診療科 がん診療センター 病棟業務担当 理学療法士 財務・経理担当
８階南病棟

呼吸器内科 がん登録 作業療法士 物品・契約・施設担当

８階北病棟 メディカルサポートセンター

循環器内科 がん診療連携協議会

医療安全管理室

（医療安全管理者）
調剤担当 総　務　課

内科系専門部門 看護管理室 注射担当 放射線技術科 庶務・人事・研修担当
院内感染対策室

（院内感染管理担当）腎臓内科 病床管理センター 製剤担当 臨床検査技術第一科 給与・福利担当

新型インフルエンザ等感染症

対策本部

災害拠点病院機能推進

医　務　局
（鷹野）

看　護　局
（阿部）

医 療 技 術 局
（倉橋）

事　務　局
（竹本）医療の質・安全管理部

（山田）

薬　剤　部

（高垣）

田中 春美 (看護監) ホスピタリティ　病院美化
ハラスメント防止対応

医の倫理委員会
医の倫理監（辻井）

東山　聖彦 中森　繁

猿喰　浩子 ＷＬＢ　働き方改革
地域医療支援病院

運営委員会

人事審議委員会

（辻井）奥　　正孝 女性医学　健診 副院長 所属長会議

鷹野　　譲 診療報酬　医療機関係数
企画運営会議 院内委員会（別表） ハラスメント防止委員会

市立東大阪医療センター

総長　辻井　正彦
院長　中　　隆

医療安全管理委員会 内部統制委員会

（辻井）
院内感染防止対策

委員会　ICT・AST
地域連携推進本部 コンプライアンス委員会

第2期中期計画令和５年度　地方独立行政法人市立東大阪医療センター　病院体制系統図（組織-委員会・会議体連携図）
2023.4.1

理　事　会

　理事長　　 谷口　和博
（副理事長　　 辻井　正彦）

指定管理

中河内救命救急センター

所長代行　岸本　正文
法人本部（竹本） 法人運営課

山田　晃正
教育・研修　医療の質・安全

管理　感染対策
経営会議 労働安全衛生委員会

コンプライアンス

推進担当監（田口）
幹部会議 個人情報保護委員会

診療部長会 科長会看護局師長会
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（６）病院の所在地 

大阪府東大阪市西岩田三丁目４番５号 

 

（７）資本金の状況                       （単位 百万円） 

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

資本金 750       0       0 750 

 

（８）役員の状況 （令和５年３月３１日現在） 

役職 氏名 任期 備考 

理事長 谷口 和博 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
  

副理事長 辻井 正彦 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
市立東大阪医療センター院長 

理 事 江口 英利 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 

大阪大学大学院医学系研究科 

外科学講座消化器外科学教授 

理 事 嶋田 亘 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 

東大阪商工会議所名誉顧問名誉会

頭、（株）フセラシ相談役 

理 事 立花 静 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 
東大阪市副市長 

理 事 平本 善憲 
自 

至 

令和 3年 4月 1 日 

令和 7 年 3月 31 日 

東部大阪経営者協会専務理事 

 

監 事 岡本 好洋 

自 

至 

令和 3年 9月 1 日 

令和 6年度の財務諸表

承認日 

税理士法人陽光 公認会計士・税

理士 

監 事 小島 崇宏 

自 

至 

令和 3年 9月 1 日 

令和 6年度の財務諸表

承認日 

大阪Ａ＆Ｍ法律事務所 弁護士・

医師 

 

（９）常勤職員の状況 

常勤職員は令和５年３月３１日において８４９名（前年比１９名増加）となっています。 

（内訳）医師・歯科医師１１７名、看護職５２９名、医療技術職１４７名、 

事務職４８名（うち東大阪市からの派遣職員４名） 
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（10）患者数実績 

 

１，入院患者数（新入院患者数・延入院患者数） （単位：人）
Ｒ３年度 Ｒ４年度 前年差 前年比率

新入院患者数 586 452 ▲ 134 77.1%
延入院患者数 9,074 8,287 ▲ 787 91.3%
新入院患者数 183 261 78 142.6%
延入院患者数 2,811 4,207 1,396 149.7%
新入院患者数 112 125 13 111.6%
延入院患者数 1,688 2,918 1,230 172.9%
新入院患者数 0 0 0 −
延入院患者数 0 0 0 −
新入院患者数 1,554 1,356 ▲ 198 87.3%
延入院患者数 14,547 13,984 ▲ 563 96.1%
新入院患者数 1,289 1,226 ▲ 63 95.1%
延入院患者数 11,914 12,592 678 105.7%
新入院患者数 582 611 29 105.0%
延入院患者数 10,169 12,075 1,906 118.7%
新入院患者数 1,948 1,892 ▲ 56 97.1%
延入院患者数 9,359 8,407 ▲ 952 89.8%
新入院患者数 897 1,169 272 130.3%
延入院患者数 12,244 15,324 3,080 125.2%
新入院患者数 61 62 1 101.6%
延入院患者数 234 232 ▲ 2 99.1%
新入院患者数 396 374 ▲ 22 94.4%
延入院患者数 4,053 3,768 ▲ 285 93.0%
新入院患者数 136 144 8 105.9%
延入院患者数 782 841 59 107.5%
新入院患者数 669 713 44 106.6%
延入院患者数 9,859 10,764 905 109.2%
新入院患者数 396 489 93 123.5%
延入院患者数 7,380 8,787 1,407 119.1%
新入院患者数 113 148 35 131.0%
延入院患者数 1,508 1,768 260 117.2%
新入院患者数 623 614 ▲ 9 98.6%
延入院患者数 3,254 2,591 ▲ 663 79.6%
新入院患者数 1,153 1,327 174 115.1%
延入院患者数 12,041 12,991 950 107.9%
新入院患者数 1,185 1,082 ▲ 103 91.3%
延入院患者数 8,247 7,956 ▲ 291 96.5%
新入院患者数 254 275 21 108.3%
延入院患者数 2,228 2,170 ▲ 58 97.4%
新入院患者数 544 621 77 114.2%
延入院患者数 4,867 5,059 192 103.9%
新入院患者数 216 204 ▲ 12 94.4%
延入院患者数 2,541 2,414 ▲ 127 95.0%
新入院患者数 513 583 70 113.6%
延入院患者数 2,879 3,076 197 106.8%
新入院患者数 189 172 ▲ 17 91.0%
延入院患者数 3,355 3,048 ▲ 307 90.8%
新入院患者数 288 293 5 101.7%
延入院患者数 6,087 6,803 716 111.8%
新入院患者数 59 30 ▲ 29 50.8%
延入院患者数 528 74 ▲ 454 14.0%
新入院患者数 13,946 14,223 277 102.0%
延入院患者数 141,649 150,136 8,487 106.0%

その他

合計

産科未熟児

耳鼻咽喉科

皮膚科

口腔外科

心臓血管外科

緩和ケア内科

整形外科

脳神経外科

形成外科

眼科

泌尿器科

産婦人科

脳神経内科

小児科

消化器外科

小児外科

呼吸器外科

乳腺外科

消化器内科

腎臓内科

内分泌代謝内科

免疫内科

総合診療科

循環器内科
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２，外来患者数（紹介患者数・延外来患者数） ※PCR検査は内科に含む （単位：人）
Ｒ３年度 Ｒ４年度 前年差 前年比率

紹介患者数 4,974 2,518 ▲ 2,456 50.6%
延外来患者数 16,152 12,525 ▲ 3,627 77.5%
紹介患者数 347 384 37 110.7%

延外来患者数 4,951 5,361 410 108.3%
紹介患者数 378 372 ▲ 6 98.4%

延外来患者数 7,340 7,287 ▲ 53 99.3%
紹介患者数 230 245 15 106.5%

延外来患者数 7,727 8,045 318 104.1%
紹介患者数 325 303 ▲ 22 93.2%

延外来患者数 834 1,208 374 144.8%
紹介患者数 1,469 1,521 52 103.5%

延外来患者数 14,948 14,876 ▲ 72 99.5%
紹介患者数 2,348 2,478 130 105.5%

延外来患者数 15,096 15,450 354 102.3%
紹介患者数 113 93 ▲ 20 82.3%

延外来患者数 1,141 948 ▲ 193 83.1%
紹介患者数 1,057 1,096 39 103.7%

延外来患者数 8,877 9,110 233 102.6%
紹介患者数 182 253 71 139.0%

延外来患者数 2,908 3,262 354 112.2%
紹介患者数 1,125 1,173 48 104.3%

延外来患者数 16,284 17,741 1,457 108.9%
紹介患者数 518 644 126 124.3%

延外来患者数 10,603 12,959 2,356 122.2%
紹介患者数 76 84 8 110.5%

延外来患者数 972 1,062 90 109.3%
紹介患者数 150 143 ▲ 7 95.3%

延外来患者数 2,570 2,937 367 114.3%
紹介患者数 360 376 16 104.4%

延外来患者数 5,632 5,790 158 102.8%
紹介患者数 1,646 1,514 ▲ 132 92.0%

延外来患者数 14,789 14,253 ▲ 536 96.4%
紹介患者数 483 502 19 103.9%

延外来患者数 4,884 4,767 ▲ 117 97.6%
紹介患者数 609 707 98 116.1%

延外来患者数 5,000 5,103 103 102.1%
紹介患者数 1,098 1,268 170 115.5%

延外来患者数 11,225 11,977 752 106.7%
紹介患者数 1,056 1,112 56 105.3%

延外来患者数 17,256 18,333 1,077 106.2%
紹介患者数 876 816 ▲ 60 93.2%

延外来患者数 20,526 20,816 290 101.4%
紹介患者数 1,776 1,881 105 105.9%

延外来患者数 8,842 9,043 201 102.3%
紹介患者数 973 1,097 124 112.7%

延外来患者数 9,785 10,973 1,188 112.1%
紹介患者数 1,847 2,434 587 131.8%

延外来患者数 6,751 7,625 874 112.9%
紹介患者数 48 42 ▲ 6 87.5%

延外来患者数 4,409 4,260 ▲ 149 96.6%
紹介患者数 2,229 2,405 176 107.9%

延外来患者数 9,657 10,893 1,236 112.8%
紹介患者数 197 219 22 111.2%

延外来患者数 1,313 1,496 183 113.9%
紹介患者数 20 14 ▲ 6 70.0%

延外来患者数 1,837 1,533 ▲ 304 83.5%
紹介患者数 249 221 ▲ 28 88.8%

延外来患者数 1,908 2,357 449 123.5%
紹介患者数 0 93 93 −

延外来患者数 754 823 69 109.2%
紹介患者数 26,759 26,008 ▲ 751 97.2%

延外来患者数 234,971 242,813 7,842 103.3%

その他

合計

整形外科

脳神経外科

形成外科

眼科

泌尿器科

心臓血管外科

皮膚科

放射線科

歯科

口腔外科

緩和ケア内科

臨床腫瘍科

耳鼻咽喉科

循環器内科

消化器内科

呼吸器内科

脳神経内科

精神科

小児科

消化器外科

小児外科

呼吸器外科

乳腺外科

産婦人科

総合診療科

内科

腎臓内科

内分泌代謝内科

免疫内科
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２　財務状況
　（１）財務諸表の要約　　法人全体（市立東大阪医療センター+中河内救命救急センター）
　　①貸借対照表（令和5年3月31日） （単位　百万円）

資　産　の　部 金　額 負　債　の　部 金　額
固定資産 12,884 固定負債 10,382
有形固定資産 12,456 資産見返負債 507
無形固定資産 200  　資産見返運営費負担金 4
投資その他の資産 227  　資産見返補助金 387

流動資産 13,875  　資産見返寄附金 0
現金預金 8,678 　 資産見返物品受贈額 115
医業未収金 3,712 長期借入金 1,999
たな卸資産 77 移行前地方債償還債務 3,585
前払費用 19 長期リース債務 0
未収収益 1 引当金 4,291
未収入金 1,307  　退職給付引当金 4,291
診療費損害未収入金 77 流動負債 4,738
その他流動資産 4  一年以内返済予定長期借入金 671

 一年以内返済予定移行前
 地方債償還債務
 短期リース債務 0
 未払金 2,305
 未払費用 8
 未払消費税等 8
 前受金 9
 預り金 67
 仮受金 1
 引当金 668
 　賞与引当金 591
 　診療費損害引当金 77

負　債　合　計 15,119
純　資　産　の　部 金　額

資本金 750
資本剰余金 6,091
利益剰余金 4,799

純　資　産　合　計 11,640
資　産　合　計 26,759 負債純資産合計 26,759

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

　　②損益計算書（令和4年4月1日～令和5年3月31日）　　　 （単位　百万円）
金　　　額

営業収益 23,580
　医業収益 18,393
　救命救急センター事業収益 2,340
　その他営業収益 2,847
営業費用 20,912
　給与費 9,466
　材料費 5,688
　経費 2,852
　研究研修費 45
　減価償却費 1,164
　救命救急センター事業費用 1,697
営業利益 2,667
営業外収益 180
営業外費用 985
営業外損失 ▲ 805
経常利益 1,862
臨時利益 172
臨時損失 21
当期純利益 2,013

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

999

科　　　目
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　　③純資産変動計算書（令和4年4月1日～令和5年3月31日）　　  　（単位　百万円）
金　　　額

当期首残高 8,552
Ⅰ　資本金の当期変動額 0
Ⅱ　資本剰余金の当期変動額 1,075
Ⅲ　利益剰余金(又は繰越欠損金)の当期変動額 2,013
当期変動額合計 3,088
当期期末残高 11,640

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

　　④キャッシュ・フロー計算書（令和4年4月1日～令和5年3月31日）（単位　百万円）
金　　　額

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー 1,881
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー 552
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 1,354
Ⅳ　資金増加額 1,079
Ⅴ　資金期首残高 7,599
Ⅵ　資金期末残高 8,678

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

　　⑤行政コスト計算書（令和4年4月1日～令和5年3月31日）        （単位　百万円）
金　　　額

Ⅰ　損益計算書上の費用 21,919
Ⅱ　その他行政コスト 0
Ⅲ　行政コスト 21,919

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

科　　　目

科　　　目

科　　　目
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　（２）予算及び決算の概要

（単位　百万円）

科　　　目 予算額 決算額 差額

収入

　営業収益 22,679 23,609 930

　　医業収益 17,966 18,422 456

　　運営費負担金 619 592 ▲ 27

　　救命救急センター事業収益 1,959 2,340 381

　　その他営業収益 2,135 2,255 120

　営業外収益 198 186 ▲ 12

　　運営費負担金 81 81 0

　　その他営業外収益 117 105 ▲ 11

　資本収入 1,573 1,572 0

　　運営費負担金 1,083 1,075 ▲ 8

　　長期借入金 490 490 0

　　その他資本収入 0 8 8

　その他の収入 1 172 172

計 24,451 25,539 1089

支出

　営業費用 20,644 20,401 ▲ 243

　　医業費用 17,432 17,552 120

　　　給与費 8,629 8,743 114

　　　材料費 6,205 6,258 53

　　　経費 2,541 2,505 ▲ 36

　　　研究研修費 57 47 ▲ 10

　　救急救命センター事業費 1,920 1,691 ▲ 229

　　一般管理費 1,292 1,157 ▲ 135

　営業外費用 127 125 ▲ 3

　資本支出 2,487 2,440 ▲ 47

　　建設改良費 158 134 ▲ 25

　　償還金 1,844 1,844 0

　　その他資本支出 485 463 ▲ 23

　その他の支出 0 22 22

計 23,258 22,988 ▲ 271

単年度資金収支（収入-支出） 1,192 2,552 1,359

　（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と一致しないものがあります。

＊損益計算書の計上額と決算額の集計区分等の相違の概要は、以下のとおりです。

（１）損益計算書において計上されている現金収入を伴わない収益及び現金支出を伴わない費用を含んでおり

　　　ません。

（２）医業費用の給与費及び一般管理費に退職金及び賞与支払額を決算額に含めております。

（３）上記数値は消費税等込みの金額を記載しております。
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（２）全体的な状況   

 

１．法人の現状と課題 

地方独立行政法人として７年目となる令和４年度も、新型コロナウイルス感染症第７波及び

第８波対応と、急性期医療の両立維持に苦心したが、年度末には５類移行の方針が示され、ア

フターコロナに向けて舵を切ることが出来た。 

主な新型コロナウイルス感染症対応は以下のとおり。 

・第 7波、令和４年６月２５日～９月２６日 

ピーク時７０床を確保し、1 日最大６９人の入院を受入 

小児患者（発熱・疑い患者含む）が激増し、小児医療センターの入院患者が 1日最大１１人、

平日日中の小児発熱外来、輪番制の夜間小児救急が危機的状況に陥った。 

 また、職員、家族の家庭内での感染が拡大し、患者増加時に職員の欠勤が重なり、受入体制

の確保が困難な時期があったが、各部署が協力し困難な状況を乗り越えた。 

・第８波、令和４年９月２７日～令和５年３月２日 

ピーク時７２床を確保し、1 日最大５２人の入院を受入 

 国・大阪府等が、入院対象者を原則、中等症Ⅱ以上又は高齢者、小児、妊産婦、透析患者等

との周知が行われた事から、年末年始を含めて医療体制を維持できた。 

令和４年度コロナ延入院患者（疑似症含む）９，０７５人 

令和４年度コロナＰＣＲ等（ＰＣＲ、ＴＲＣ、抗原含む）検査数 ４１，２５３件 

経営状況では、年間の入院患者数１５０，１３６人（前年度比８，４８７人増）、外来患者数

２４２，８１３人（前年度比７，８４２人増）、入院・外来収益に新型コロナウイルス感染症に

かかる補助金等を加えた営業収益２１，２４０百万円（前年度比６２５百万円減）となった。 

一方、職員数の増による人件費の増、抗がん剤、手術材料の使用量増による材料費の増、電気・

ガス代の高騰による経費支出の増などにより営業費用は１９，２１５百万円（前年度比１，０

８８百万円増）となった。 

営業外の収益、費用を加えた経常収支はプラス１，２０５百万円（前年度比マイナス１，７

２４百万円）となり、３年連続での黒字となった。 

しかし、経常収支から新型コロナの病床確保料等を除いた収支は、マイナス８９５百万円とな

ったことから、次年度以降は補助金に依存しない医業収支の健全化に努める。 

  

２．大項目ごとの主な取り組み 

第１ 年度計画の期間 

特になし 

 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためと

るべき措置 

医療センターとして担うべき医療について、新型コロナ医療と急性期医療の両立維持を掲げ、

高度医療、救急医療（小児救急を含む）、がん医療、及び周産期医療等の提供を中心に地域の中

核病院として必要な医療を提供した。重点目標の 1 つとしていた新入院患者数も計画値を満た
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した。また施設基準においては、全身麻酔下での緊急手術症例が年間３５０例以上等の要件を

全て満たし、令和４年度の総合入院体制加算２から令和５年度は急性期充実体制加算に移行す

る事が出来、市民に対しより高度な医療を提供する施設であること、それに伴う診療収入を得

られることになった。 

救急医療については、新型コロナ感染症患者（疑い患者含む）増加の際は、市民から救急隊

への要請件数が増加し、当センターにおいても応需率が低下した。市内医療機関、医師会、救

急隊、保健所と定期的にＷＥＢ会議を行い、情報共有、対策検討を行った。 

小児医療（小児救急を含む）については、特に第７波において、多数の小児コロナ患者の入

院・外来受入と、職員の欠勤、夏期の暑さが重なり、危機的な状況となったが、各部署が協力

し乗り越えた。 

周産期医療においても、約６００件の分娩を行うとともに、新型コロナ妊産婦の入院にも対

応した。 

がん医療については、がん登録件数こそ前年度より減少したが、手術件数、放射線治療件数、

化学療法件数は前年度実績を上回った。 

地域がん診療連携拠点病院については、指定要件を満たし更新できたが、目指していた「高

度型」については、制度が廃止された。 

脳卒中については、ホットライン件数は前年度より１００件以上増加。脳外科的直達手術並

びに脳血管内手術も大きく増加した。 

心筋梗塞については、ＰＣＩ（経皮的冠動脈形成術）実施件数は前年度と比べて減少したが、

ＩＡＢＰ(大動脈内バルーンパンピング)、ＰＣＰＳ (経皮的心肺補助) など、重篤で緊急性の

高い循環器疾患患者の２４時間対応体制は維持した。 

災害拠点病院としての取組は、ＢＣＰ（事業継続計画）に基づく訓練の実施及びＢＣＰの改

訂、水害時避難確保計画に基づく机上訓練の実施、仮称エネルギーセンター棟の基本構想を策

定した。 

感染症対策については、新型コロナ感染症に対して、大阪府、東大阪市保健所等の要請に対

し、府立中河内救命救急センターと連携し、入院、外来、検査において、最大限の受入を行っ

た。 

また、令和５年５月８日の５類移行以後の患者受入体制、感染対策について、院外の関係機

関、院内各部署での検討を行った。 

患者ニーズの把握・改善にかかる、入院・外来患者満足度調査において、入院・外来ともに

総合満足度は概ね前年度並みを維持した。外来待ち時間については目標達成に向けて、内科の

紹介予約制、採血室ブースの増等の改善に取り組んだ。 

令和５年２月の病院機能評価受審に向けて、マニュアル整備・院内共有を図り、提供する医

療の質の向上に努めた。受審時の指摘・アドバイスを踏まえ、更なる改善に努めます。 

地域医療支援病院としての取組については、紹介患者数並びに逆紹介患者数、高度医療機器

の共同利用の受託件数は計画値を達成することができた。 

 

 

 

- 24 -



第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

市立東大阪医療センターと府立中河内救命救急センターの連携強化、業務効率化等を目的と

する法人本部を設けた。内部統制規程に基づく内部統制委員会を開催し、令和４年度懲戒処分

件数、相談窓口の運用状況について報告を行った。 

職員数について、令和５年３月には８４９名になり、前年同月と比較し１９名の増員ができ

た。そのうち看護職（助産師・看護師）については、令和４年度に６２名の退職があったもの

の、令和５年４月までに７１名を採用し、前年同月を上回った。 

 職員の人事評価については、令和４年度から本格的に開始した。 

令和４年１０月に市立東大阪医療センター特定行為研修センターを開設し、６名が受講を開

始し、また令和５年度の受講者８名を選考した。 

 病床稼働率については、新型コロナウイルス感染症対応で休床とした病床があり、７９．１％

となり、前年度より４．５ポイント増加した。 

 手術室手術件数については、７，４３２件となり、前年度より６３８件増加し、そのうち全

身麻酔下での緊急手術が４０１例となり、令和４年度計画の重点項目の１つである、急性期充

実体制加算の要件を満たす事が出来た。 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

収入のうち医業収益については新型コロナの病床確保の影響で、入院患者数は伸び悩んだが、

患者１日当たりの単価の上昇により１２３．０億円となり、前年度より７．４億円増加した。 

入院・外来収益に新型コロナ感染症にかかる休床補償、設備整備、職員人件費等の補助金収

入約２１．６億円等を加えた営業収益は２１２．４億円となった。 

費用のうち営業費用については、職員数の増、抗がん剤使用量の増、手術件数の増などによ

る材料費の増、電気・ガス代の高騰による経費支出の増などにより、１９２．２億円となり、

前年度より１０．９億円の支出増となった。 

その結果、医業収支比率は１０２．０％（目標１００．３％）、営業外の収入・費用を加えた

経常収支比率は１０８．５％（目標１０３．７％）となり、１２．０億円の黒字となった。 

今後の課題として、補助金に依存しない収益の確保が重要である。 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

中河内救命救急センターについては、新型コロナ重症患者の入院は減少し１７人を受入れた。

令和４年度の新入院患者は５７８人で前年度比６４人の減となった。 

新型コロナ第 7 波、第８波において、救急隊への発熱患者等からの救急要請が増加し、二次

救急医療機関での受入困難者に関する受入要請が増加し、応需件数が増加しても応需率が下が

る状況が続いた。 

地域医療構想については、２０２５年の病床数計画は、２病棟１０６床を急性期から高度急

性期の病床への転換を目指し、中河内二次医療圏において高度急性期・急性期の医療を提供す

る役割を示した。 

施設の長寿命化、災害対応については、地下にある発電・貯水設備の地上化にかかる基本構

想の策定を行った。 
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後
述

す
る

急
性

期
充

実
体

制
加

算
の

施
設

基
準

取
得

に
必

要
な

緊
急

全
身

麻
酔

手
術

の
増

加
に

繋
が

っ
た

。
　

一
方

、
応

需
率

の
低

下
は

、
受

入
件

数
以

上
に

依
頼

件
数

が
増

加
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

更
な

る
受

入
体

制
の

強
化

が
課

題
で

あ
る

。
　

救
急

医
療

管
理

加
算

算
定

件
数

は
、

令
和

４
年

度
も

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
係

る
診

療
報

酬
上

臨
時

的
取

り
扱

い
が

継
続

さ
れ

た
こ

と
も

あ
り

目
標

値
を

上
回

っ
た

。

ア
　

地
域

中
核

病
院

及
び

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
、

２
４

時
間

体
制

で
救

急
患

者
を

受
け

入
れ

る
「

断
ら

な
い

救
急

医
療

」
を

救
急

隊
と

連
携

し
実

践
し

て
い

く
。

同
じ

く
２

４
時

間
体

制
で

入
院

治
療

を
必

要
と

す
る

重
症

救
急

患
者

の
受

入
れ

、
必

要
な

検
査

・
治

療
が

で
き

る
よ

う
、

対
応

で
き

る
医

師
等

医
療

従
事

者
及

び
重

症
救

急
患

者
の

た
め

に
優

先
的

に
使

用
で

き
る

病
床

又
は

専
用

病
床

（
特

定
集

中
治

療
室

）
を

引
き

続
き

確
保

す
る

。
・

発
熱

患
者

・
感

染
症

患
者

と
一

般
救

急
患

者
と

の
動

線
（

交
差

）
に

配
慮

す
る

。
・

救
急

外
来

患
者

用
の

Ｃ
Ｔ

検
査

装
置

を
活

用
す

る
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

急
拡

大
時

に
お

け
る

一
般

救
急

医
療
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
　

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
（

検
査

体
制

の
交

流
、

電
子

カ
ル

テ
端

末
の

共
有

活
用

）
を

こ
れ

ま
で

以
上

に
強

化
す

る
。

超
急

性
期

脳
卒

中
及

び
急

性
心

筋
梗

塞
、

大
動

脈
解

離
な

ど
心

大
血

管
疾

患
な

ど
に

つ
い

て
は

医
療

セ
ン

タ
ー

で
対

応
す

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
患

者
、

緊
急

入
院

を
要

す
る

重
症

患
者

の
受

入
の

両
立

を
実

践
し

救
急

搬
送

困
難

事
例

が
増

加
し

た
中

、
救

急
搬

送
受

入
件

数
の

年
度

計
画

値
を

上
回

る
６

，
１

５
５

件
を

達
成

し
、

緊
急

全
身

麻
酔

手
術

の
増

加
に

繋
が

っ
た

点
等

か
ら

自
己

評
価

を
「

４
」

と
し

た
。

イ
 
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

（
検

査
体

制
の

交
流

、
電

子
カ

ル
テ

端
末

の
共

有
活

用
）

を
こ

れ
ま

で
以

上
に

強
化

す
る

。
超

急
性

期
脳

卒
中

及
び

急
性

心
筋

梗
塞

、
大

動
脈

解
離

な
ど

心
大

血
管

疾
患

な
ど

に
つ

い
て

は
医

療
セ

ン
タ

ー
で

対
応

す
る

体
制

を
構

築
す

る
。

イ
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
に

つ
い

て
、

中
河

内
医

療
セ

ン
タ

ー
と

検
査

の
相

互
依

頼
、

電
子

カ
ル

テ
端

末
の

共
有

な
ど

の
連

携
、

役
割

分
担

を
実

施
・

継
続

し
患

者
受

入
を

実
践

し
た

。
　

超
急

性
期

脳
卒

中
及

び
急

性
心

筋
梗

塞
、

大
動

脈
解

離
な

ど
の

心
大

血
管

疾
患

に
対

し
て

は
、

２
４

時
間

緊
急

手
術

対
応

が
可

能
な

体
制

を
維

持
し

た
。

の
継

続
と

、
新

型
コ

ロ
ナ

救
急

医
療

の
両

立
維

持
を

図
る

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

救
急

外
来

の
改

修
整

備
・

救
急

外
来

C
T
の

導
入

・
オ

ー
バ

ー
ナ

イ
ト

病
床

の
整

備
一

部
整

備
一

部
整

備
一

部
整

備
-

救
急

搬
送

受
入

件
数

（
件

）
4
,
8
5
7

6
,
0
0
0

6
,
1
5
5

1
0
2
.
6
%

救
急

車
受

入
率

（
％

）
5
5
.
4

8
0
.
0
以

上
4
9
.
9

6
2
.
4
%

救
急

外
来

経
由

入
院

患
者

数
（

人
）

2
,
7
0
6

3
,
5
0
0

2
,
8
8
6

8
2
.
5
%

救
急

医
療

管
理

加
算

算
定

件
数

（
件

）
2
2
,
4
2
6

2
0
,
0
0
0

3
0
,
0
3
0

1
5
0
.
2
%
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
2
）

小
児

医
療

、
周

産
期

医
療

周
産

期
医

療
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

影
響

下
、

少
子

化
・

常
勤

医
師

の
退

職
に

伴
う

医
療

体
制

に
も

関
わ

ら
ず

総
分

娩
件

数
が

令
和

４
年

度
目

標
に

達
し

た
こ

と
は

評
価

に
値

す
る

。
ま

た
、

血
友

病
包

括
外

来
を

立
ち

上
げ

た
こ

と
に

よ
り

小
児

血
友

病
患

者
の

Q
O
L

の
向

上
に

寄
与

し
た

。
し

か
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

感
染

拡
大

を
受

け
、

小
児

救
急

受
入

体
制

に
関

す
る

項
目

に
つ

い
て

は
、

い
ず

れ
も

目
標

に
届

か
な

か
っ

た
た

め
、

計
画

を
上

回
っ

て
実

施
し

て
い

る
と

は
言

え
ず

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

3
4

中
期

目
標

ア
 
小

児
救

急
病

院
と

し
て

、
小

児
救

急
医

療
体

制
の

充
実

を
図

る
こ

と
。

イ
 
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
 
、

 
受

入
機

能
の

充
実

に
努

め
る

こ
と

。
ウ

 
公

的
病

院
と

し
て

特
定

妊
婦

を
受

け
入

れ
、

出
産

・
育

児
へ

の
ケ

ア
を

行
う

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
中

河
内

医
療

圏
に

お
け

る
小

児
救

急
医

療
体

制
（

輪
番

制
）

の
中

で
中

心
的

役
割

を
担

う
。

水
、

金
、

日
の

小
児

初
期

救
急

医
療

・
二

次
小

児
救

急
医

療
を

継
続

し
て

行
う

。
ま

た
地

域
の

休
日

診
療

所
等

と
も

協
力

す
る

体
制

を
継

続
す

る
。

・
感

染
性

疾
患

や
喘

息
、

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
、

血
液

疾
患

な
ど

の
検

査
・

治
療

が
必

要
な

小
児

の
外

来
及

び
入

院
医

療
を

継
続

し
て

行
う

。
・

発
熱

児
と

非
発

熱
児

の
動

線
に

配
慮

し
た

小
児

科
救

急
外

来
を

整
備

す
る

。
（

感
染

症
診

察
室

３
周

辺
の

再
開

発
）

・
長

期
入

院
す

る
児

の
在

宅
移

行
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
医

療
的

ケ
ア

児
の

在
宅

療
養

を
支

え
る

た
め

の
レ

ス
パ

イ
ト

入
院

を
引

き
続

き
行

う
。

ま
た

、
療

養
生

活
を

送
っ

て
い

る
児

の
症

状
増

悪
に

際
し

て
は

、
地

域
の

医
療

機
関

や
緊

急
対

応
可

能
な

医
療

機
関

と
の

連
携

の
も

と
積

極
的

に
児

を
受

け
入

れ
る

。

ア
　

中
河

内
医

療
圏

に
お

け
る

小
児

救
急

医
療

体
制

（
輪

番
制

）
の

中
で

中
心

的
役

割
を

担
う

。
水

、
金

、
日

の
小

児
初

期
救

急
医

療
・

二
次

小
児

救
急

医
療

を
継

続
し

て
行

う
。

ま
た

地
域

の
休

日
診

療
所

等
と

も
協

力
す

る
体

制
を

継
続

す
る

。
・

感
染

性
疾

患
や

喘
息

、
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

、
血

液
疾

患
な

ど
の

検
査

・
治

療
が

必
要

な
小

児
の

外
来

及
び

入
院

医
療

を
継

続
し

て
行

う
。

・
令

和
３

年
度

に
開

設
し

た
発

熱
児

と
非

発
熱

児
の

動
線

に
配

慮
し

た
「

小
児

発
熱

外
来

」
の

運
営

を
よ

り
確

立
さ

せ
て

い
く

。
・

長
期

入
院

す
る

児
の

在
宅

移
行

に
お

け
る

サ
ポ

ー
ト

を
積

極
的

に
行

う
と

と
も

に
、

医
療

的
ケ

ア
児

の
在

宅
療

養
を

支
え

る
た

め
の

レ
ス

パ
イ

ト
入

院
を

引
き

続
き

行
う

。
ま

た
、

療

ア
　

新
型

コ
ロ

ナ
流

行
期

（
第

７
・

８
波

）
に

お
い

て
は

、
小

児
の

陽
性

患
者

が
急

増
し

た
た

め
最

大
１

２
床

を
確

保
し

て
受

け
入

れ
た

。
そ

の
た

め
他

の
疾

病
病

床
が

不
足

し
、

輪
番

日
に

お
い

て
も

地
域

開
業

医
か

ら
の

入
院

依
頼

に
応

需
で

き
な

い
こ

と
が

多
か

っ
た

。
救

急
入

院
患

者
数

を
増

や
す

に
あ

た
り

、
夜

間
救

急
輪

番
日

は
ベ

ッ
ド

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
満

床
を

回
避

し
、

救
急

外
来

か
ら

の
入

院
を

受
け

入
れ

ら
れ

る
よ

う
に

努
め

た
。

ま
た

日
中

の
小

児
発

熱
外

来
、

夜
間

小
児

救
急

に
は

市
外

、
圏

域
外

か
ら

の
患

者
が

殺
到

し
た

と
こ

ろ
に

、
夏

の
暑

さ
、

職
員

と
そ

の
家

族
の

感
染

に
よ

る
欠

員
も

重
な

り
危

機
的

な
状

況
も

あ
っ

た
が

、
院

内
の

協
力

も
得

て
乗

り
切

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
地

域
の

ア
ン

メ
ッ

ト
ニ

ー
ズ

を
探

り
、

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
医

療
を

新
規

提
供

す
る

こ
と

で
外

来
患

者
数

お
よ

び
入

院
数

の
増

加
に

努
め

た
。

　
令

和
５

年
度

は
地

域
の

開
業

医
か

ら
の

入
院

依
頼

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

流
行

で
停

止
し

て
い

た
レ

ス
パ

イ
ト

入
院

や
病

児
入

院
を

再
開

（
令

和
４

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

中
止

し
て

い
た

。
）

し
新

規
入

院
患

者
数

の
増

加
に

努
め

る
。
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
増

加
す

る
児

童
虐

待
や

ネ
グ

レ
ク

ト
に

対
し

組
織

的
な

サ
ポ

ー
ト

を
各

種
機

関
と

連
携

の
も

と
に

行
い

、
児

童
と

家
族

を
見

守
る

体
制

を
維

持
す

る
。

養
生

活
を

送
っ

て
い

る
児

の
症

状
増

悪
に

際
し

て
は

、
地

域
の

医
療

機
関

や
緊

急
対

応
可

能
な

医
療

機
関

と
の

連
携

の
も

と
積

極
的

に
児

を
受

け
入

れ
る

。
・

増
加

す
る

児
童

虐
待

や
ネ

グ
レ

ク
ト

に
対

し
組

織
的

な
サ

ポ
ー

ト
を

各
種

機
関

と
連

携
の

も
と

に
行

い
、

児
童

と
家

族
を

見
守

る
体

制
を

維
持

す
る

。
・

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

減
少

し
た

入
院

患
者

数
、

外
来

患
者

数
の

増
加

を
引

き
続

き
図

っ
て

い
く

。
ま

た
、

併
せ

て
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
よ

り
度

重
な

る
休

校
が

生
活

リ
ズ

ム
を

乱
し

、
子

ど
も

達
の

自
律

神
経

等
に

悪
影

響
を

も
た

ら
し

て
お

り
、

そ
の

一
つ

で
あ

る
「

起
立

性
調

節
障

害
」

に
対

し
、

広
報

や
市

政
だ

よ
り

等
を

通
じ

て
周

知
を

図
り

、
地

域
医

療
機

関
と

連
携

し
、

必
要

に
応

じ
て

入
院

加
療

等
で

対
応

し
て

い
く

。
・

血
友

病
地

域
中

核
病

院
と

し
て

血
友

病
に

関
連

す
る

院
内

他
科

と
の

連
携

を
強

め
、

血
友

病
包

括
外

来
を

立
ち

上
げ

る
。

ま
た

患
者

家
族

(
保

因
者

含
む

)
を

多
方

面
か

ら
サ

ポ
ー

ト
す

る
。
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
　

地
域

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
で

あ
る

と
と

も
に

、
産

婦
人

科
診

療
相

互
援

助
シ

ス
テ

ム
（

Ｏ
Ｇ

Ｃ
Ｓ

）
参

加
施

設
と

し
て

受
入

機
能

を
充

実
し

、
安

心
・

安
全

な
周

産
期

医
療

を
提

供
す

る
。

母
子

の
療

養
環

境
を

整
え

る
。

イ
 
地

域
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー

で
あ

る
と

と
も

に
、

産
婦

人
科

診
療

相
互

援
助

シ
ス

テ
ム

（
Ｏ

Ｇ
Ｃ

Ｓ
）

参
加

施
設

と
し

て
受

入
機

能
を

充
実

し
、

安
心

・
安

全
な

周
産

期
医

療
を

提
供

す
る

。
母

子
の

療
養

環
境

を
整

え
る

。

・
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

拡
大

期
に

お
い

て
は

、
確

実
な

小
児

医
療

体
制

の
確

保
を

図
る

。

ウ
 
近

隣
の

産
科

病
院

、
医

院
と

の
連

携
を

よ
り

強
固

に
し

て
い

く
こ

と
で

特
定

妊
婦

の
受

け
入

れ
体

制
を

強
化

す
る

。
ま

た
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

や
、

妊
婦

の
虐

待
や

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
妊

産
婦

に
つ

い
て

院
内

精
神

科
医

と
の

連
携

に
よ

り
、

安
心

し
て

子
供

を
産

み
育

て
ら

れ
る

周
産

期
医

療
体

制
を

構
築

す
る

。

ウ
 
近

隣
の

産
科

病
院

、
医

院
と

の
連

携
を

よ
り

強
固

に
し

て
い

く
こ

と
で

特
定

妊
婦

の
受

け
入

れ
体

制
を

強
化

す
る

。
ま

た
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
娠

や
、

妊
婦

の
虐

待
や

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
妊

産
婦

に
つ

い
て

院
内

精
神

科
医

と
の

連
携

に
よ

り
、

安
心

し
て

子
供

を
産

み
育

て
ら

れ
る

周
産

期
医

療
体

制
を

構
築

す
る

。

イ
　

地
域

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

、
ま

た
、

Ｏ
Ｇ

Ｃ
Ｓ

参
加

施
設

と
し

て
安

心
・

安
全

な
周

産
期

医
療

の
提

供
を

継
続

し
た

。

ウ
　

総
分

娩
件

数
に

関
し

て
は

、
少

子
化

・
常

勤
医

師
３

名
の

退
職

が
あ

っ
た

が
、

令
和

４
年

度
の

計
画

値
は

達
成

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
　

他
の

指
標

の
計

画
値

を
達

成
す

る
こ

と
は

出
来

な
か

っ
た

が
、

マ
ン

パ
ワ

ー
が

減
少

し
た

中
で

も
院

内
精

神
科

医
等

と
の

連
携

を
よ

り
強

化
し

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
件

数
は

令
和

３
年

度
１

１
２

件
に

対
し

、
令

和
４

年
度

１
１

７
件

と
実

績
を

伸
ば

す
に

至
っ

た
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

小
児

科
入

院
患

者
数

9
,
3
5
9

1
0
,
5
0
0

8
,
4
0
7

8
0
.
1
%

小
児

科
外

来
患

者
数

（
時

間
内

）
（

人
）

1
2
,
8
5
8

1
5
,
0
0
0

1
2
,
9
1
5

8
6
.
1
%

小
児

救
急

入
院

患
者

数
（

人
）

3
2
7

3
3
0

2
8
6

8
6
.
7
%
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
目

標
値

に
つ

い
て

は
６

項
目

中
、

１
項

目
の

み
の

達
成

に
と

ど
ま

っ
た

が
、

下
半

期
に

産
婦

人
科

医
師

３
名

の
退

職
が

あ
っ

た
中

、
総

分
娩

件
数

は
６

０
０

件
を

超
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ま

た
、

小
児

・
周

産
期

と
も

に
受

入
施

設
が

少
な

い
中

で
第

７
・

８
波

に
お

い
て

新
型

コ
ロ

ナ
患

者
を

最
大

限
受

け
入

れ
た

点
な

ど
か

ら
自

己
評

価
は

「
４

」
と

し
た

。

・
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

拡
大

期
に

お
い

て
は

、
確

実
な

周
産

期
医

療
体

制
の

確
保

を
は

か
る

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

総
分

娩
件

数
（

件
）

6
3
8

6
0
0

6
0
8

1
0
1
.
3
%

ハ
イ

リ
ス

ク
分

娩
件

数
（

件
）

1
1
2

1
4
0

1
1
7

8
3
.
6
%

妊
産

婦
緊

急
搬

送
入

院
診

療
件

数
（
件

）
2
2

2
4

1
3

5
4
.
2
%
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
3
）

が
ん

医
療

ア
　

令
和

５
年

４
月

の
国

指
定

が
ん

拠
点

病
院

の
更

新
に

つ
い

て
は

、
前

々
年

度
の

実
績

お
よ

び
令

和
４

年
度

の
が

ん
診

療
体

制
に

関
す

る
指

定
要

件
を

十
分

に
満

た
す

こ
と

が
出

来
、

問
題

な
く

更
新

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
な

お
、

当
セ

ン
タ

ー
が

目
指

し
て

い
た

「
高

度
型

」
に

つ
い

て
は

制
度

が
廃

止
と

さ
れ

た
た

め
指

定
さ

れ
な

か
っ

た
。

　
前

年
度

に
引

き
続

き
、

令
和

４
年

度
も

コ
ロ

ナ
渦

に
よ

る
影

響
が

あ
り

、
が

ん
診

療
の

実
績

は
計

画
値

に
は

届
か

な
か

っ
た

が
前

年
度

に
比

べ
劣

る
こ

と
の

な
い

実
績

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

国
指

定
が

ん
拠

点
病

院
に

つ
い

て
問

題
な

く
更

新
で

き
た

こ
と

は
評

価
に

値
す

る
が

呼
吸

器
内

科
医

の
確

保
に

至
ら

な
か

っ
た

原
因

究
明

と
確

保
に

向
け

た
手

法
の

検
討

は
必

要
で

あ
り

、
課

題
解

決
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

が
ん

診
療

機
能

に
努

め
ら

れ
た

結
果

、
昨

年
度

実
績

と
比

較
し

、
横

ば
い

も
し

く
は

微
増

で
あ

る
た

め
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

令
和

５
年

度
は

入
院

制
限

が
解

除
さ

れ
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

今
後

の
診

療
実

績
に

期
待

し
た

い
。

3
3

◎
ア

 
国

指
定

「
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
」

と
し

て
、

5
 
大

が
ん

を
は

じ
め

と
す

る
が

ん
患

者
に

、
外

科
治

療
・

放
射

線
治

療
・

化
学

療
法

及
び

緩
和

医
療

を
効

果
的

に
組

み
合

わ
せ

た
集

学
的

・
総

合
的

医
療

を
提

供
す

る
。

ア
 
国

指
定

「
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
」

と
し

て
、

5
 
大

が
ん

を
は

じ
め

と
す

る
が

ん
患

者
に

、
外

科
治

療
・

放
射

線
治

療
・

化
学

療
法

及
び

緩
和

医
療

を
効

果
的

に
組

み
合

わ
せ

た
集

学
的

・
総

合
的

医
療

を
提

供
す

る
。

・
国

指
定

「
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
（

高
度

型
）

」
の

指
定

に
向

け
て

、
が

ん
拠

点
病

院
機

能
推

進
室

（
（

仮
称

）
が

ん
診

療
セ

ン
タ

ー
）

を
新

設
す

る
。

中
期

目
標

国
指

定
の

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
が

ん
診

療
機

能
を

強
化

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
中

河
内

二
次

医
療

圏
唯

一
の

「
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

」
と

し
て

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

拠
点

病
院

で
あ

る
大

阪
国

際
が

ん
セ

ン
タ

ー
と

密
に

連
携

し
、

各
が

ん
腫

に
対

す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
医

療
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

・
国

指
定

「
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
（

高
度

型
）

」
の

指
定

に
向

け
て

、
が

ん
拠

点
病

院
機

能
推

進
室

（
（

仮
称

）
が

ん
診

療
セ

ン
タ

ー
）

を
新

設
す

る
。

・
中

河
内

二
次

医
療

圏
唯

一
の

「
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

」
と

し
て

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

拠
点

病
院

で
あ

る
大

阪
国

際
が

ん
セ

ン
タ

ー
と

密
に

連
携

し
、

各
が

ん
腫

に
対

す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
医

療
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
　

研
修

会
や

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
３

年
目

で
も

あ
り

院
内

で
は

感
染

対
策

を
考

慮
の

上
、

ｗ
ｅ

ｂ
、

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

ま
た

は
会

合
式

で
施

行
さ

れ
、

コ
ロ

ナ
前

に
遜

色
な

く
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

令
和

４
年

度
も

常
勤

の
呼

吸
器

内
科

医
を

得
る

こ
と

が
出

来
ず

、
応

援
医

師
に

よ
る

外
来

診
療

に
と

ど
ま

っ
た

。
外

来
化

学
療

法
に

つ
い

て
は

消
化

器
外

科
、

呼
吸

器
外

科
、

臨
床

腫
瘍

科
で

多
く

の
症

例
に

対
応

し
た

。

・
肺

が
ん

に
特

化
し

た
呼

吸
器

内
科

の
再

開
に

向
け

て
、

理
事

長
、

院
長

を
先

頭
に

大
学

へ
の

働
き

か
け

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

再
開

ま
で

の
間

、
呼

吸
器

外
科

、
臨

床
腫

瘍
科

及
び

内
科

系
医

師
に

よ
り

対
応

す
る

。

イ
 
多

職
種

か
ら

な
る

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
を

整
備

し
、

緩
和

ケ
ア

外
来

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
・

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

統
括

を
行

い
、

効
率

的
に

情
報

共
有

を
図

り
な

が
ら

入
院

通
院

を
問

わ
ず

緩
和

ケ
ア

提
供

の
更

な
る

充
実

を
目

指
す

。

・
研

修
会

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
に

よ
り

、
地

域
の

緩
和

ケ
ア

を
リ

ー
ド

し
、

在
宅

緩
和

ケ
ア

体
制

を
支

援
す

る
。

イ
 
多

職
種

か
ら

な
る

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
を

整
備

し
、

緩
和

ケ
ア

外
来

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
・

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

統
括

を
行

い
、

効
率

的
に

情
報

共
有

を
図

り
な

が
ら

入
院

通
院

を
問

わ
ず

緩
和

ケ
ア

提
供

の
更

な
る

充
実

を
目

指
す

。

・
研

修
会

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
に

よ
り

、
地

域
の

緩
和

ケ
ア

を
リ

ー
ド

し
、

在
宅

緩
和

ケ
ア

体
制

を
支

援
す

る
。

・
肺

が
ん

に
特

化
し

た
呼

吸
器

内
科

の
再

開
に

向
け

て
、

理
事

長
、

院
長

を
先

頭
に

大
学

へ
の

働
き

か
け

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

再
開

ま
で

の
間

、
呼

吸
器

外
科

、
臨

床
腫

瘍
科

及
び

内
科

系
医

師
に

よ
り

対
応

す
る

。

・
腫

瘍
科

医
の

確
保

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成
、

遺
伝

性
乳

が
ん

卵
巣

が
ん

症
候

群
（

Ｈ
Ｂ

Ｏ
Ｃ

）
に

対
し

て
、

乳
腺

外
科

、
産

婦
人

科
で

協
力

し
予

防
手

術
を

含
め

た
Ｈ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
患

者
に

対
す

る
全

人
的

医
療

の
提

供
を

目
指

す
。

・
腫

瘍
科

医
の

確
保

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
育

成
、

遺
伝

性
乳

が
ん

卵
巣

が
ん

症
候

群
（

Ｈ
Ｂ

Ｏ
Ｃ

）
に

対
し

て
、

乳
腺

外
科

、
産

婦
人

科
で

協
力

し
予

防
手

術
を

含
め

た
Ｈ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
患

者
に

対
す

る
全

人
的

医
療

の
提

供
を

目
指

す
。
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ウ
　

が
ん

相
談

支
援

体
制

や
情

報
提

供
に

つ
い

て
も

、
ｗ

ｅ
ｂ

や
電

話
で

の
対

応
体

制
を

強
化

し
た

取
り

組
み

を
実

施
し

た
。

指
標

に
つ

い
て

令
和

4
年

度
目

標
に

つ
い

て
：

実
績

は
概

ね
前

年
度

と
同

程
度

で
あ

っ
た

。
長

引
く

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
患

者
の

受
診

控
え

な
ど

は
「

が
ん

登
録

件
数

」
の

減
少

を
示

す
も

の
で

あ
る

。
さ

ら
に

入
院

下
の

治
療

（
手

術
件

数
な

ど
）

に
つ

い
て

は
明

ら
か

に
件

数
が

伸
び

な
か

っ
た

が
、

そ
の

一
因

と
し

て
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

入
院

病
床

数
の

制
限

の
影

響
で

あ
り

、
一

方
で

は
、

外
来

で
行

え
る

化
学

療
法

、
放

射
線

治
療

は
む

し
ろ

増
加

し
、

が
ん

治
療

を
外

来
で

行
え

る
よ

う
に

工
夫

し
た

結
果

で
あ

る
。

令
和

５
年

度
は

入
院

制
限

が
解

除
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
、

診
療

実
績

の
増

加
に

努
め

る
。

ウ
 
が

ん
に

関
す

る
相

談
支

援
と

情
報

提
供

に
つ

い
て

患
者

と
そ

の
家

族
の

悩
み

や
不

安
を

汲
み

上
げ

、
患

者
と

家
族

に
と

っ
て

よ
り

相
談

し
や

す
い

相
談

支
援

体
制

を
実

現
す

る
。

ウ
 
が

ん
に

関
す

る
相

談
支

援
と

情
報

提
供

に
つ

い
て

患
者

と
そ

の
家

族
の

悩
み

や
不

安
を

汲
み

上
げ

、
患

者
と

家
族

に
と

っ
て

よ
り

相
談

し
や

す
い

相
談

支
援

体
制

を
実

現
す

る
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

が
ん

拠
点

病
院

機
能

推
進

室
（

仮
称

）
が

ん
診

療
セ

ン
タ

ー
の

設
置

設
置

設
置

設
置

-

が
ん

外
科

手
術

件
数

（
件

）
7
9
2

1
,
1
0
0

8
2
3

7
4
.
8
%

が
ん

内
視

鏡
手

術
件

数
（

件
）

（
E
S
D
,
E
M
R
）

2
3
7

2
7
0

2
3
2

8
5
.
9
%

が
ん

放
射

線
治

療
延

べ
患

者
数

（
人

）
6
,
0
8
9

6
,
9
0
0

6
,
2
2
6

9
0
.
2
%

が
ん

外
来

化
学

療
法

延
べ

患
者

数
（

人
）

3
,
9
0
8

4
,
2
0
0

4
,
4
5
8

1
0
6
.
1
%

院
内

が
ん

登
録

件
数

（
件

）
「

医
療

資
源

病
名

が
悪

性
腫

瘍
に

関
連

す
る

病
名

で
あ

る
患

者
数

」
1
,
7
4
4

1
,
7
0
0

1
,
5
9
8

9
4
.
0
%

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
新

規
介

入
件

数
（

件
）

2
1
9

2
5
0

2
8
8

1
1
5
.
2
%
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

国
指

定
の

「
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
」

に
つ

い
て

は
問

題
無

く
更

新
す

る
事

が
で

き
た

。
コ

ロ
ナ

渦
で

の
受

診
控

え
の

影
響

が
未

だ
続

き
計

画
値

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
項

目
が

多
か

っ
た

が
、

外
来

で
の

化
学

療
法

、
放

射
線

治
療

件
数

は
増

加
し

て
い

る
点

か
ら

自
己

評
価

は
「

３
」

と
し

た
。
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
4
）

4
 
疾

病
に

対
す

る
医

療

ア
　

コ
ロ

ナ
の

情
勢

に
左

右
さ

れ
る

時
期

も
あ

っ
た

が
、

脳
神

経
外

科
・

脳
神

経
内

科
が

共
同

し
て

脳
卒

中
当

直
を

行
い

２
４

時
間

３
６

５
日

体
制

を
維

持
し

た
。

　
脳

卒
中

救
急

患
者

受
入

れ
件

数
も

前
年

度
を

１
０

０
件

以
上

上
回

り
、

脳
外

科
的

直
達

手
術

並
び

に
脳

血
管

内
手

術
も

計
画

値
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

3
◎

引
き

続
き

４
疾

病
に

対
す

る
質

の
高

い
医

療
の

提
供

を
行

っ
た

。

ア
 
脳

卒
中

等
の

脳
血

管
疾

患
・

脳
神

経
外

科
と

神
経

内
科

で
協

力
し

、
救

急
隊

員
か

ら
の

「
脳

卒
中

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

」
の

2
4
時

間
3
6
5

日
体

制
を

継
続

し
、

超
急

性
期

血
栓

溶
解

療
法

（
ｔ

-
Ｐ

Ａ
）

、
脳

外
科

的
直

達
手

術
並

び
に

脳
血

管
内

手
術

を
増

加
さ

せ
る

と
と

も
に

脳
卒

中
専

用
病

床
の

効
率

化
を

図
っ

て
い

く
。

４
疾

病
に

関
す

る
評

価
項

目
に

つ
い

て
、

一
部

昨
年

度
実

績
ま

た
は

目
標

を
下

回
る

項
目

も
あ

っ
た

が
、

脳
血

管
疾

患
患

者
の

受
け

入
れ

や
開

頭
手

術
件

数
は

飛
躍

的
に

増
加

し
た

こ
と

で
医

療
水

準
の

向
上

に
一

定
寄

与
し

た
と

考
え

る
。

一
方

、
糖

尿
病

透
析

予
防

指
導

実
施

件
数

に
つ

い
て

は
重

症
化

リ
ス

ク
の

高
い

対
象

患
者

に
対

し
保

健
指

導
を

実
施

し
た

も
の

の
計

画
値

を
達

成
す

る
こ

と
は

出
来

な
か

っ
た

こ
と

で
腎

臓
内

科
と

各
診

療
部

門
と

の
連

携
強

化
に

は
課

題
も

残
る

こ
と

を
勘

案
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

中
河

内
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

4
 
疾

病
（

脳
卒

中
等

の
脳

血
管

疾
患

、
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

、
糖

尿
病

及
び

精
神

疾
患

）
の

治
療

を
中

心
と

し
た

高
度

で
質

の
高

い
医

療
を

積
極

的
に

提
供

す
る

。

ア
　

脳
神

経
外

科
と

脳
神

経
内

科
で

協
力

し
、

救
急

隊
員

か
ら

の
「

脳
卒

中
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
」

の
２

４
時

間
３

６
５

日
体

制
を

継
続

し
、

超
急

性
期

血
栓

溶
解

療
法

（
ｔ

-
Ｐ

Ａ
）

、
脳

外
科

的
直

 
達

手
術

並
び

に
脳

血
管

内
手

術
を

増
加

さ
せ

る
と

と
も

に
脳

卒
中

専
用

病
床

の
効

率
化

を
図

っ
て

い
く

。

中
河

内
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

4
 
疾

病
（

脳
卒

中
等

の
脳

血
管

疾
患

、
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

、
糖

尿
病

及
び

精
神

疾
患

）
の

治
療

を
中

心
と

し
た

高
度

で
質

の
高

い
医

療
を

積
極

的
に

提
供

す
る

。

3

中
期

目
標

４
 
疾

病
 
（

脳
卒

中
等

の
脳

血
管

疾
患

、
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

 
、

糖
尿

病
及

び
精

神
疾

患
）

に
対

す
る

医
療

水
準

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
在

院
日

数
の

更
な

る
適

正
化

に
向

け
て

、
地

域
他

施
設

と
の

更
な

る
連

携
の

強
化

が
必

要
で

あ
り

、
ま

た
、

超
急

性
期

治
療

の
更

な
る

増
加

に
は

、
地

域
住

民
へ

の
脳

卒
中

へ
の

認
識

強
化

の
た

め
の

啓
蒙

が
必

要
で

あ
る

。

イ
　

循
環

器
内

科
と

心
臓

血
管

外
科

が
一

体
と

な
り

、
血

管
内

治
療

・
開

心
術

等
す

べ
て

の
循

環
器

疾
患

に
対

応
可

能
な

体
制

を
維

持
し

た
。

・
血

管
内

治
療

医
の

増
員

に
伴

い
、

超
急

性
期

を
含

め
た

血
管

内
治

療
は

増
加

傾
向

で
あ

る
。

ｔ
－

Ｐ
ａ

実
施

件
数

は
横

這
い

だ
が

、
こ

れ
は

搬
送

ま
で

の
時

間
に

左
右

さ
れ

る
部

分
が

あ
り

緊
急

対
応

可
能

な
体

制
（

脳
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
２

４
時

間
対

応
）

を
維

持
す

る
。

・
脳

卒
中

の
各

疾
患

に
最

適
な

内
科

治
療

を
集

中
的

に
行

い
、

早
期

の
回

復
へ

繋
げ

る
。

・
原

因
と

な
る

基
礎

疾
患

や
血

管
障

害
の

悪
化

因
子

を
明

ら
か

と
し

、
再

発
予

防
に

向
け

た
治

療
を

行
い

、
地

域
医

療
機

関
等

へ
情

報
提

供
を

行
い

連
携

す
る

。

イ
 
心

筋
梗

塞
等

の
心

血
管

疾
患

・
第

1
 
期

に
お

い
て

、
心

臓
血

管
外

科
手

術
を

開
始

し
、

よ
り

幅
広

い
多

く
の

緊
急

性
の

高
い

患
者

へ
の

対
応

を
行

う
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
循

環
器

内
科

と
心

臓
血

管
外

科
が

一
体

と
な

り
、

す
べ

て
の

循
環

器
疾

患
に

対
応

す
る

体
制

を
拡

充
す

る
。

・
脳

卒
中

の
各

疾
患

に
最

適
な

内
科

治
療

を
集

中
的

に
行

い
、

早
期

の
回

復
へ

繋
げ

る
。

・
原

因
と

な
る

基
礎

疾
患

や
血

管
障

害
の

悪
化

因
子

を
明

ら
か

と
し

、
再

発
予

防
に

向
け

た
治

療
を

行
い

、
地

域
医

療
機

関
等

へ
情

報
提

供
を

行
い

連
携

す
る

。

イ
　

心
筋

梗
塞

等
の

心
血

管
疾

患
・

第
1
期

に
お

い
て

、
心

臓
血

管
外

科
手

術
を

開
始

し
、

よ
り

幅
広

い
多

く
の

緊
急

性
の

高
い

患
者

へ
の

対
応

を
行

う
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
循

環
器

内
科

と
心

臓
血

管
外

科
が

一
体

と
な

り
、

す
べ

て
の

循
環

器
疾

患
に

対
応

す
る

体
制

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

2
4
時

間
t
-
P
A
体

制
の

整
備

の
有

無
継

　
続

継
　

続
継

　
続

-

t
-
P
A
実

施
件

数
（

件
）

（
超
急

性
期

脳
卒

中
加

算
算

定
実

績
件

数
）

9
1
5

9
6
0
.
0
%

脳
血

管
内

治
療

実
施

件
数

（
件

）
（

入
院

2
日

目
ま

で
の

実
施

件
数
）

2
0

3
0

3
1

1
0
3
.
3
%

開
頭

手
術

（
直

達
）

件
数

（
件

）
4
7

5
0

8
5

1
7
0
.
0
%

脳
卒

中
救

急
患

者
受

入
れ

件
数

（
件

）
1
9
2

2
1
0

2
9
9

1
4
2
.
4
%

脳
血

管
疾

患
患

者
の

入
院

日
数

（
日

）
1
9

1
9

2
4

未
達

成

脳
血

管
疾

患
患

者
の

退
院

時
情

報
提

供
数

（
件

）
1
7
0

1
8
0

1
9
2

1
0
6
.
7
%
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
Ｉ

Ａ
Ｂ

Ｐ
(
大

動
脈

内
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

)
、

Ｐ
Ｃ

Ｐ
Ｓ

 
(
経

皮
的

心
肺

補
助

)
な

ど
、

重
篤

で
緊

急
性

の
高

い
循

環
器

疾
患

患
者

に
２

４
時

間
体

制
の

対
応

を
実

施
し

た
。

・
Ｉ

Ａ
Ｂ

Ｐ
(
大

動
脈

内
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

)
、

Ｐ
Ｃ

Ｐ
Ｓ

 
(
経

皮
的

心
肺

補
助

)
な

ど
、

重
篤

で
緊

急
性

の
高

い
循

環
器

疾
患

患
者

に
2
4

時
間

体
制

で
対

応
す

る
。

・
内

科
的

治
療

抵
抗

性
の

外
科

的
治

療
を

要
す

る
冠

動
脈

、
弁

膜
症

な
ど

の
心

疾
患

の
外

科
的

治
療

を
提

供
す

る
。

・
急

性
心

筋
梗

塞
や

大
動

脈
解

離
な

ど
の

緊
急

手
術

が
必

要
な

疾
患

に
対

し
て

、
2
4
 
時

間
3
6
5
日

対
応

す
る

体
制

を
確

保
す

る
。

・
内

科
的

治
療

抵
抗

性
の

外
科

的
治

療
を

要
す

る
冠

動
脈

、
弁

膜
症

な
ど

の
心

疾
患

の
外

科
的

治
療

を
提

供
す

る
。

・
急

性
心

筋
梗

塞
や

大
動

脈
解

離
な

ど
の

緊
急

手
術

が
必

要
な

疾
患

に
対

し
て

、
２

４
時

間
３

６
５

日
対

応
す

る
体

制
を

確
保

す
る

。

・
内

科
的

治
療

抵
抗

性
の

外
科

的
治

療
を

要
す

る
冠

動
脈

、
弁

膜
症

な
ど

の
心

疾
患

の
外

科
的

治
療

を
提

供
す

る
体

制
を

維
持

し
た

。
　

ま
た

、
更

な
る

外
科

的
治

療
の

提
供

に
向

け
Ｔ

Ａ
Ｖ

Ｉ
（

経
カ

テ
ー

テ
ル

大
動

脈
弁

置
換

術
）

導
入

に
向

け
て

症
例

を
積

み
申

請
要

件
を

満
た

し
、

現
在

申
請

中
で

あ
る

。

・
急

性
心

筋
梗

塞
や

大
動

脈
解

離
な

ど
の

緊
急

手
術

が
必

要
な

疾
患

に
対

し
て

、
２

４
時

間
３

６
５

日
対

応
す

る
体

制
を

確
保

し
た

。
医

師
の

働
き

方
改

革
に

向
け

て
人

員
確

保
に

努
め

る
。

　
Ｐ

Ｃ
Ｉ

（
冠

動
脈

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
）

件
数

は
令

和
４

年
度

は
担

当
す

る
人

員
の

減
少

の
影

響
が

あ
り

２
８

１
件

と
な

っ
た

が
重

症
度

は
上

が
っ

て
い

た
。

　
令

和
５

年
度

は
Ｐ

Ｃ
Ｉ

（
冠

動
脈

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
）

３
０

０
件

を
目

標
と

し
、

更
な

る
研

鑽
に

努
め

る
。

を
拡

充
す

る
。

・
Ｉ

Ａ
Ｂ

Ｐ
(
大

動
脈

内
バ

ル
ー

ン
パ

ン
ピ

ン
グ

)
、

Ｐ
Ｃ

Ｐ
Ｓ

 
(
経

皮
的

心
肺

補
助

)
な

ど
、

重
篤

で
緊

急
性

の
高

い
循

環
器

疾
患

患
者

に
２

４
時

間
体

制
で

対
応

す
る

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実
績

令
和

4
年

度
目
標

令
和

4
年

度
実

績
達

成
率

急
性

心
筋

梗
塞

及
び

大
動

脈
解

離
の
2
4

時
間

診
療

体
制

継
続

継
続

継
続

達
　

成

緊
急

冠
動

脈
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

（
P
C
I
）

（
件

）
3
6
7

3
6
0

2
8
1

7
8
.
1
%

心
大

血
管

手
術

件
数

（
件
）

1
1
9

9
0

1
1
5

1
2
7
.
8
%
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ウ
　

教
育

入
院

に
つ

い
て

は
計

画
値

を
達

成
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

　
そ

の
一

方
で

、
糖

尿
病

性
腎

症
患

者
数

・
糖

尿
病

透
析

予
防

指
導

実
施

件
数

に
つ

い
て

は
重

症
化

リ
ス

ク
の

高
い

対
象

患
者

に
対

し
保

健
指

導
を

実
施

し
た

が
計

画
値

を
達

成
す

る
こ

と
は

出
来

な
か

っ
た

。
　

今
後

、
腎

臓
内

科
を

は
じ

め
と

し
た

各
部

門
と

の
連

携
を

一
層

強
化

し
二

次
予

防
・

重
症

化
予

防
及

び
三

次
予

防
に

重
点

を
置

い
た

医
療

の
提

供
に

努
め

る
。

ウ
 
糖

尿
病

・
二

次
予

防
・

重
症

化
予

防
及

び
三

次
予

防
に

重
点

を
置

い
た

医
療

を
提

供
す

る
。

・
糖

尿
病

性
腎

症
の

重
症

化
リ

ス
ク

の
高

い
医

療
機

関
未

受
診

者
等

に
対

す
る

受
診

勧
奨

を
行

い
治

療
に

繋
げ

る
。

・
近

隣
医

療
機

関
で

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
合

併
症

で
治

療
に

難
渋

す
る

症
例

に
つ

い
て

柔
軟

に
受

け
入

れ
を

行
い

、
各

診
療

科
・

部
門

で
協

調
し

て
治

療
に

当
た

る
。

・
併

存
症

と
し

て
糖

尿
病

を
有

す
る

各
種

疾
患

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

治
療

法
の

見
直

し
の

要
否

を
検

討
し

、
近

隣
医

療
機

関
に

情
報

提
供

を
行

う
。

ウ
　

糖
尿

病
・

二
次

予
防

・
重

症
化

予
防

及
び

三
次

予
防

に
重

点
を

置
い

た
医

療
を

提
供

す
る

。

・
糖

尿
病

性
腎

症
の

重
症

化
リ

ス
ク

の
高

い
医

療
機

関
未

受
診

者
等

に
対

す
る

受
診

勧
奨

を
行

い
治

療
に

繋
げ

る
。

・
重

症
化

リ
ス

ク
の

高
い

者
に

対
し

て
対

象
者

を
選

定
し

て
保

健
指

導
を

行
い

、
人

工
透

析
等

へ
の

移
行

を
防

止
す

る
。

・
近

隣
医

療
機

関
で

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
合

併
症

で
治

療
に

難
渋

す
る

症
例

に
つ

い
て

柔
軟

に
受

け
入

れ
を

行
い

、
各

診
療

科
・

部
門

で
協

調
し

て
治

療
に

当
た

る
。

・
併

存
症

と
し

て
糖

尿
病

を
有

す
る

各
種

疾
患

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

治
療

法
の

見
直

し
の

要
否

を
検

討
し

、
近

隣
医

療
機

関
に

情
報

提
供

を
行

う
。

・
重

症
化

リ
ス

ク
の

高
い

者
に

対
し

て
対

象
者

を
選

定
し

て
保

健
指

導
を

行
い

、
人

工
透

析
等

へ
の

移
行

を
防

止
す

る
。
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

エ
　

外
来

新
患

者
数

は
３

３
３

名
で

、
外

来
診

療
枠

を
最

大
限

使
用

し
て

診
療

を
継

続
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ま

た
、

入
院

患
者

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

し
て

も
積

極
的

な
対

応
を

継
続

し
た

。

・
認

知
症

外
来

は
１

４
４

名
、

ほ
ぼ

計
画

値
の

患
者

を
診

療
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
依

存
症

や
そ

の
他

の
専

門
治

療
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
必

要
な

疾
患

な
ど

、
医

療
セ

ン
タ

ー
で

対
応

困
難

な
場

合
に

は
、

対
応

可
能

な
精

神
科

施
設

を
紹

介
す

る
。

エ
　

精
神

疾
患

・
精

神
科

で
は

一
般

精
神

科
外

来
診

療
を

行
っ

て
い

る
。

精
神

科
専

用
病

床
は

持
た

な
い

が
、

身
体

合
併

症
の

た
め

の
入

院
患

者
の

心
の

ケ
ア

、
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

（
精

神
科

リ
エ

ゾ
ン

）
や

認
知

症
患

者
の

周
辺

症
状

（
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
）

に
は

積
極

的
に

対
応

す
る

。

エ
 
精

神
疾

患
・

精
神

科
医

２
名

体
制

で
一

般
精

神
科

外
来

診
療

を
行

っ
て

い
る

。
精

神
科

専
用

病
床

は
持

た
な

い
が

、
身

体
合

併
症

の
た

め
の

入
院

患
者

の
心

の
ケ

ア
、

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
（

精
神

科
リ

エ
ゾ

ン
）

や
認

知
症

患
者

の
周

辺
症

状
（

Ｂ
Ｐ

Ｓ
Ｄ

）
に

は
積

極
的

に
対

応
す

る
。

・
認

知
症

外
来

診
療

を
精

神
科

で
も

開
始

し
た

。
こ

れ
ま

で
神

経
内

科
が

主
に

担
当

し
て

き
た

が
、

今
後

当
科

に
お

い
て

強
化

し
て

い
く

。

・
依

存
症

や
そ

の
他

の
専

門
治

療
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
必

要
な

疾
患

な
ど

、
医

療
セ

ン
タ

ー
で

対
応

困
難

な
場

合
に

は
、

対
応

可
能

な
精

神
科

施
設

を
紹

介
す

る
。

・
認

知
症

外
来

診
療

を
精

神
科

で
も

開
始

し
た

。
こ

れ
ま

で
脳

神
経

内
科

が
主

に
担

当
し

て
き

た
が

、
今

後
当

科
に

お
い

て
強

化
し

て
い

く
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実
績

達
成

率

糖
尿

病
腎

症
患

者
数

（
初

診
）

（
人

）
9
1

1
0
0

6
7

6
7
.
0
%

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
実

施
件

数
1
9

2
5

1
1

4
4
.
0
%

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

不
可

例
の

教
育

入
院

件
数
（

件
）

2
8

3
0

3
1

1
0
3
.
3
%

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実
績

達
成

率

認
知

症
　

外
来

新
患

人
数

（
人

）
1
1
4

1
5
0

1
4
4

9
6
.
0
%

認
知

症
ケ

ア
加

算
算

定
の

実
績

件
数

7
,
2
8
7

4
,
8
0
0

9
,
5
6
6

1
9
9
.
3
%
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

脳
血

管
疾

患
は

目
標

値
を

大
き

く
上

回
る

実
績

を
達

成
。

ま
た

他
の

項
目

も
目

標
値

を
概

ね
達

成
し

て
お

り
自

己
評

価
は

「
３

」
と

し
た

。
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
5
）

災
害

時
医

療

ア
 
災

害
そ

の
他

緊
急

時
に

は
、

東
大

阪
市

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
東

大
阪

市
長

か
ら

の
求

め
に

応
じ

て
適

切
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）

及
び

災
害

時
院

内
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
病

院
事

業
の

継
続

に
努

め
る

と
と

も
に

法
人

自
ら

の
判

断
で

医
療

救
護

活
動

を
行

う
。

ま
た

、
医

薬
品

、
食

料
等

の
備

蓄
、

非
常

用
電

源
の

確
保

を
継

続
す

る
。

3
3

令
和

４
年

度
は

災
害

訓
練

の
実

施
を

経
て

Ｂ
Ｃ

Ｐ
や

避
難

確
保

計
画

の
改

訂
に

取
り

組
ん

だ
こ

と
で

防
災

機
能

の
強

化
に

寄
与

し
た

こ
と

は
評

価
に

値
す

る
。

ま
た

、
令

和
４

年
度

か
ら

職
員

へ
の

災
害

研
修

を
実

施
し

て
お

り
、

災
害

時
医

療
派

遣
チ

ー
ム

の
機

能
評

価
を

図
っ

た
こ

と
か

ら
年

度
計

画
を

順
調

に
実

施
し

て
い

る
と

判
断

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

ア
　

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
、

災
害

そ
の

他
緊

急
時

に
は

、
東

大
阪

市
地

域
防

災
計

画
に

基
づ

き
、

東
大

阪
市

長
か

ら
の

求
め

に
応

じ
て

適
切

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

Ｂ
Ｃ

Ｐ
（

事
業

継
続

計
画

）
及

び
災

害
時

院
内

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

き
、

病
院

事
業

の
継

続
に

努
め

る
と

と
も

に
法

人
自

ら
の

判
断

で
医

療
救

護
活

動
を

行
う

。
医

薬
品

、
食

料
等

の
備

蓄
、

非
常

用
電

源
の

確
保

を
継

続
す

る
。

ま
た

、
水

防
法

に
基

づ
く

水
害

時
の

避
難

確
保

計
画

の
定

期
的

な
見

直
し

、
計

画
に

基
づ

く
訓

練
を

実
施

し
、

不
測

の
事

態
に

備
え

る
。

ア
　

Ｂ
Ｃ

Ｐ
第

３
版

に
基

づ
き

、
令

和
４

年
１

１
月

２
４

日
(
木

)
に

府
立

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

合
同

で
災

害
訓

練
を

行
っ

た
。

　
令

和
４

年
度

の
合

同
災

害
訓

練
で

は
、

南
海

ト
ラ

フ
地

震
が

発
生

し
東

大
阪

市
域

は
震

度
６

強
想

定
と

し
発

災
か

ら
本

部
立

ち
上

げ
、

及
び

本
部

に
よ

る
当

セ
ン

タ
ー

事
業

継
続

の
決

定
、

傷
病

者
の

受
け

入
れ

指
示

発
信

を
行

い
、

３
年

ぶ
り

に
指

揮
所

の
立

ち
上

げ
と

患
者

の
受

け
入

れ
訓

練
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

訓
練

に
先

ん
じ

て
職

員
へ

災
害

時
参

集
手

段
の

調
査

を
実

施
し

、
職

員
の

非
常

時
参

集
と

安
否

確
認

手
段

を
確

認
し

た
。

こ
れ

ら
災

害
訓

練
の

検
証

結
果

を
基

に
、

Ｂ
Ｃ

Ｐ
第

４
版

を
策

定
し

た
。

・
水

害
時

に
お

け
る

避
難

確
保

計
画

に
基

づ
き

、
令

和
４

年
１

０
月

２
５

日
(
火

)
に

災
害

対
策

委
員

及
び

下
部

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
を

対
象

に
水

害
時

避
難

訓
練

を
机

上
に

て
実

施
し

た
。

患
者

や
職

員
の

避
難

に
加

え
て

水
害

時
の

被
害

想
定

、
事

業
継

続
の

た
め

の
設

備
維

持
・

物
資

確
保

な
ど

を
検

証
し

、
水

害
時

の
避

難
確

保
計

画
第

3
版

を
策

定
し

た
。

中
期

目
標

ア
 
市

の
定

め
る

地
域

防
災

計
画

に
基

づ
き

、
災

害
や

事
故

の
発

生
に

備
え

る
と

共
に

、
災

害
時

に
お

い
て

は
、

市
域

の
医

療
提

供
体

制
の

中
心

的
役

割
を

担
う

こ
と

。
イ

 
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

求
め

ら
れ

る
機

能
の

維
持

・
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
Ｂ

Ｃ
Ｐ

整
備

、
災

害
時

院
内

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

を
実

施
し

た
。

ま
た

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

合
同

で
訓

練
を

実
施

し
た

点
な

ど
か

ら
自

己
評

価
は

「
３

」
と

し
た

。

イ
 
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

で
共

同
し

、
中

河
内

医
療

圏
唯

一
の

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
、

他
の

災
害

拠
点

と
の

連
携

、
地

域
の

災
害

協
力

病
院

と
の

連
携

を
深

め
て

い
く

。
災

害
医

療
の

知
識

・
技

術
の

向
上

、
災

害
時

対
応

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

地
域

医
療

機
関

と
連

携
し

た
合

同
災

害
訓

練
の

拡
充

を
図

る
。

ま
た

、
大

規
模

災
害

発
生

時
の

援
助

要
請

に
応

え
る

た
め

、
災

害
時

医
療

派
遣

チ
ー

ム
（

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

）
の

機
能

強
化

を
図

る
。

イ
　

医
療

セ
ン

タ
ー

及
び

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
で

共
同

し
、

中
河

内
医

療
圏

唯
一

の
災

害
拠

点
病

院
と

し
て

、
他

の
災

害
拠

点
と

の
連

携
、

地
域

の
災

害
協

力
病

院
と

の
連

携
を

深
め

て
い

く
。

災
害

医
療

の
知

識
・

技
術

の
向

上
、

災
害

時
対

応
シ

ス
テ

ム
の

構
築

、
地

域
医

療
機

関
と

連
携

し
た

合
同

災
害

訓
練

の
拡

充
を

図
る

。
ま

た
、

大
規

模
災

害
発

生
時

の
援

助
要

請
に

応
え

る
た

め
、

災
害

時
医

療
派

遣
チ

ー
ム

（
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
）

の
機

能
強

化
を

図
る

。

イ
　

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
、

職
員

が
災

害
医

療
の

知
識

と
対

応
を

理
解

出
来

る
こ

と
を

目
的

に
、

令
和

４
年

度
よ

り
３

カ
年

計
画

で
職

員
へ

の
災

害
研

修
を

実
施

中
で

あ
る

。
　

災
害

時
医

療
派

遣
チ

ー
ム

（
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
）

に
関

し
て

は
、

八
尾

Ｓ
Ｃ

Ｕ
で

の
訓

練
に

参
加

（
令

和
４

年
６

月
１

日
、

令
和

５
年

２
月

１
日

）
。

ま
た

備
蓄

品
の

点
検

を
実

施
し

た
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

B
C
P
整

備
・

毎
年

見
直

し
実
施

一
部

実
施

継
続

実
施

-

災
害

時
院

内
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整
備

一
部

整
備

点
検

・
実

施
実

施
-

合
同

災
害

訓
練

の
実

施
（
1
回

/
年

）
（

中
河

内
救

急
セ

ン
タ

ー
と

共
同
）

実
施

１
回

/
年

実
施

-

E
M
I
S
(
広

域
災

害
・

救
急

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

）
へ

の
参

加
実

施
継

続
実

施
-
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
6
）

感
染

症
へ

の
対

応

感
染

症
専

用
病

棟
、

帰
国

者
・

接
触

者
外

来
、

地
域

外
来

・
検

査
セ

ン
タ

ー
並

び
に

発
熱

外
来

を
継

続
し

、
院

内
感

染
防

止
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
見

直
し

て
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

た
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

の
防

止
に

貢
献

し
た

こ
と

か
ら

評
価

を
法

人
評

価
と

同
等

の
「

５
」

と
し

た
。

ア
 
地

域
中

核
病

院
と

し
て

（
自

治
体

病
院

）
、

ま
た

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

重
点

医
療

機
関

と
し

て
、

大
阪

府
・

東
大

阪
市

保
健

所
等

か
ら

の
要

請
に

従
い

、
感

染
症

専
用

病
棟

、
帰

国
者

・
接

触
者

外
来

、
地

域
外

来
・

検
査

セ
ン

タ
ー

並
び

に
発

熱
外

来
を

整
備

し
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

東
大

阪
市

民
の

期
待

に
最

大
限

応
え

る
体

制
を

構
築

す
る

。

5

中
期

目
標

新
型

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
感

染
症

等
、

健
康

危
機

事
象

が
発

生
し

た
時

は
市

の
担

当
部

署
等

と
連

携
し

て
そ

の
対

応
を

講
じ

、
公

的
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
　

令
和

６
年

度
か

ら
の

国
の

第
8
次

医
療

計
画

策
定

に
お

い
て

、
従

来
の

５
疾

病
・

５
事

業
に

新
興

感
染

症
等

へ
の

対
応

を
加

え
て

、
５

疾
病

・
６

事
業

と
さ

れ
る

予
定

を
踏

ま
え

た
対

応
を

検
討

し
て

い
く

。
イ

　
地

域
中

核
病

院
と

し
て

（
自

治
体

病
院

）
、

ま
た

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

中
等

症
・

重
症

一
体

型
病

院
１

と
し

て
、

大
阪

府
・

東
大

阪
市

保
健

所
等

か
ら

の
要

請
に

従
い

、
感

染
症

専
用

病
棟

、
帰

国
者

・
接

触
者

外
来

、
地

域
外

来
・

検
査

セ
ン

タ
ー

並
び

に
発

熱
外

来
を

整
備

し
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

東
大

阪
市

民
の

期
待

に
最

大
限

応
え

る
体

制
を

構
築

す
る

。

5
◎

ア
　

第
８

次
医

療
計

画
を

見
据

え
て

今
後

の
医

療
セ

ン
タ

ー
の

中
期

計
画

、
年

度
計

画
の

あ
り

方
を

検
討

し
た

。

イ
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

中
等

症
・

重
症

病
院

と
し

て
、

大
阪

府
・

東
大

阪
市

保
健

所
等

か
ら

の
要

請
に

従
い

、
感

染
症

専
用

病
棟

、
帰

国
者

・
接

触
者

外
来

、
地

域
外

来
・

検
査

セ
ン

タ
ー

並
び

に
発

熱
外

来
を

継
続

。
ま

た
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
重

症
入

院
患

者
の

受
入

を
実

施
し

た
。

　
特

に
第

７
波

で
の

小
児

患
者

の
急

増
、

第
７

・
８

波
で

の
職

員
・

家
族

の
感

染
に

よ
り

多
数

の
欠

勤
者

が
生

じ
た

際
は

、
関

係
部

署
が

お
互

い
に

協
力

し
難

局
を

乗
り

切
っ

た
。

ま
た

、
市

内
の

病
院

、
医

師
会

、
保

健
所

、
救

急
隊

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

代
表

で
定

期
的

に
ｗ

ｅ
ｂ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
行

い
情

報
共

有
、

対
応

協
議

を
行

っ
た

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
 
既

存
の

院
内

感
染

防
止

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

見
直

す
と

と
も

に
、

新
た

に
指

定
感

染
症

発
生

を
想

定
し

た
Ｂ

Ｃ
Ｐ

（
事

業
継

続
計

画
）

を
整

備
す

る
。

ウ
 
発

熱
者

・
感

染
患

者
（

疑
い

患
者

を
含

む
）

と
非

発
熱

者
、

特
に

基
礎

疾
患

を
持

つ
患

者
と

の
動

線
分

離
に

最
大

限
配

慮
し

た
、

適
切

な
救

急
医

療
を

提
供

で
き

る
救

急
外

来
体

制
を

構
築

す
る

。

エ
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

以
外

の
新

型
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
関

す
る

情
報

収
集

を
継

続
す

る
と

共
に

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
院

内
感

染
対

策
用

の
備

品
を

整
備

す
る

。

ウ
　

既
存

の
院

内
感

染
防

止
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
見

直
す

と
と

も
に

、
新

た
に

指
定

感
染

症
発

生
を

想
定

し
た

Ｂ
Ｃ

Ｐ
（

事
業

継
続

計
画

）
を

整
備

す
る

。

エ
　

発
熱

者
・

感
染

患
者

（
疑

い
患

者
を

含
む

）
と

非
発

熱
者

、
特

に
基

礎
疾

患
を

持
つ

患
者

と
の

動
線

分
離

に
最

大
限

配
慮

し
た

、
適

切
な

救
急

医
療

を
提

供
で

き
る

救
急

外
来

体
制

を
構

築
す

る
。

オ
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
以

外
の

新
型

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

関
す

る
情

報
収

集
を

継
続

す
る

と
共

に
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

院
内

感
染

対
策

用
の

備
品

を
整

備
す

る
。

エ
　

患
者

動
線

に
配

慮
し

て
外

来
・

入
院

と
も

に
即

応
で

き
る

体
制

を
維

持
し

た
。

ウ
　

既
存

の
院

内
感

染
防

止
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

を
行

う
と

と
も

に
、

感
染

症
版

の
Ｂ

Ｃ
Ｐ

策
定

に
着

手
し

た
。

オ
　

新
型

コ
ロ

ナ
以

外
の

新
興

感
染

症
も

見
据

え
た

Ｂ
Ｃ

Ｐ
を

策
定

中
で

あ
る

。
ま

た
防

護
具

に
つ

い
て

も
必

要
数

の
備

蓄
を

行
っ

て
い

る
。

項
　
目

令
和
3年

度
実
績

令
和

4年
度

目
標

令
和

4年
度

実
績

達
成

率

院
内

感
染

防
止

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

点
検

・
見

直
し

継
続

継
続

継
続

-

指
定

感
染

症
発

生
時

の
BC

Pの
整

備
未

実
施

整
備

策
定

-

PC
R検

査
体

制
の

整
備

（
大

阪
府

・
東

大
阪

市
の

要
請

対
応

）
継

続
整

備
整

備
-

新
型

感
染

症
に

か
か

る
外

来
体

制
の

整
備

（
大

阪
府

・
東

大
阪

市
の

要
請

対
応

）
継

続
整

備
整

備
-

新
型

感
染

症
に

か
か

る
入

院
体

制
の

整
備

（
大

阪
府

・
東

大
阪

市
の

要
請

対
応

）
継

続
整

備
整

備
-
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
中

等
症

・
重

症
病

院
と

し
て

多
数

の
入

院
受

入
を

行
い

、
中

で
も

他
院

で
は

受
け

入
れ

困
難

な
小

児
・

妊
産

婦
・

透
析

を
要

す
る

コ
ロ

ナ
患

者
も

積
極

的
に

受
入

を
行

っ
た

。
外

来
に

お
い

て
も

自
宅

待
機

中
の

陽
性

患
者

の
体

調
悪

化
、

か
か

り
つ

け
医

か
ら

紹
介

の
あ

っ
た

疑
い

患
者

の
Ｐ

Ｃ
Ｒ

検
査

を
多

数
受

け
入

れ
た

。
　

ま
た

第
７

・
８

波
に

お
い

て
多

数
の

職
員

の
欠

勤
が

生
じ

た
中

で
も

工
夫

を
行

い
体

制
を

維
持

し
受

入
を

行
っ

た
点

か
ら

自
己

評
価

は
「

５
」

と
し

た
。
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第

２
 
市

民
に

対
し

て
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ

の
他

の
業

務
の

質
の

向
上

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
１

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

し
て

担
う

べ
き

役
割

（
7
）

そ
の

他
の

役
割

3
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

目
標

に
達

成
で

き
な

か
っ

た
項

目
は

市
民

公
開

講
座

の
開

催
、

治
験

等
の

実
施

件
数

が
あ

っ
た

。
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

を
大

き
く

受
け

て
い

る
も

の
で

あ
る

た
め

、
一

定
理

解
が

で
き

る
も

の
で

あ
る

。
ま

た
、

難
病

患
者

等
の

入
院

診
療

件
数

に
つ

い
て

令
和

４
年

度
は

目
標

の
７

割
程

度
に

留
ま

っ
て

い
る

が
昨

年
度

よ
り

件
数

が
伸

び
て

い
る

。
以

上
の

こ
と

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
結

果
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

な
お

、
令

和
５

年
度

中
に

開
設

予
定

の
認

知
症

健
診

を
含

め
た

脳
ド

ッ
ク

の
実

施
に

よ
る

予
防

医
療

の
推

進
に

大
い

に
期

待
す

る
。

3
ア

　
予

防
医

療
　

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
市

民
公

開
講

座
の

開
催

は
見

送
っ

た
。

子
宮

癌
検

診
は

週
に

４
回

、
乳

癌
検

診
は

週
に

１
回

予
約

制
で

実
施

し
た

。
認

知
症

の
検

診
を

含
め

た
脳

ド
ッ

ク
の

新
設

に
向

け
て

準
備

を
行

い
令

和
５

年
度

中
に

開
設

予
定

で
あ

る
。

中
期

目
標

ア
 
検

診
、

公
開

講
座

等
を

通
じ

て
 
疾

病
予

防
の

啓
発

を
行

う
こ

と
。

イ
 
難

病
患

者
に

対
す

る
適

切
な

医
療

を
行

い
、

患
者

・
家

族
を

支
援

す
る

こ
と

 
。

ウ
 
臨

床
研

究
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

治
療

方
法

の
開

発
 
や

病
気

の
原

因
解

明
に

取
り

組
む

こ
と

。
エ

 
市

が
行

う
保

健
・

福
祉

関
連

施
策

に
協

力
し

、
関

係
部

署
と

の
連

携
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
予

防
医

療
専

門
性

の
高

い
領

域
の

市
民

検
診

、
市

民
向

け
公

開
講

座
の

開
催

な
ど

を
行

い
、

特
に

5
 
疾

病
に

対
す

る
疾

病
予

防
の

啓
発

に
努

め
、

市
民

の
健

康
維

持
に

寄
与

す
る

。
（

が
ん

検
診

〔
胃

が
ん

、
子

宮
が

ん
、

肺
が

ん
、

乳
が

ん
〕

）

ア
　

予
防

医
療

専
門

性
の

高
い

領
域

の
市

民
検

診
、

市
民

向
け

公
開

講
座

の
開

催
な

ど
を

行
い

、
特

に
５

疾
病

に
対

す
る

疾
病

予
防

の
啓

発
に

努
め

、
市

民
の

健
康

維
持

に
寄

与
す

る
。

ま
た

、
特

色
あ

る
健

診
体

制
へ

の
見

直
し

を
進

め
る

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実
績

達
成

率

市
民

公
開

講
座

開
催

（
年
1
回

以
上

）
未

実
施

年
１

回
以

上
未

実
施

-

が
ん

検
診

の
実

施
実

施
継

続
実

施
-

人
間

ド
ッ

ク
・

健
診

セ
ン

タ
ー

体
制

の
見

直
し

一
部

実
施

継
続

実
施

-
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
　

難
病

医
療

　
難

病
患

者
の

入
院

及
び

外
来

診
療

と
も

、
令

和
４

年
度

は
３

年
度

よ
り

実
績

が
上

が
っ

て
お

り
、

大
阪

府
難

病
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

地
域

の
難

病
医

療
に

貢
献

で
き

た
と

。
だ

が
令

和
４

年
度

の
計

画
値

に
は

達
し

な
か

っ
た

の
で

、
よ

り
一

層
、

外
来

の
段

階
で

早
期

に
難

病
の

可
能

性
の

あ
る

患
者

を
精

査
加

療
へ

つ
な

げ
て

い
く

。

イ
　

難
病

医
療

大
阪

府
難

病
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

、
指

定
難

病
に

関
す

る
専

門
医

療
の

提
供

、
保

健
所

や
在

宅
医

等
の

関
係

機
関

と
の

連
携

、
市

民
へ

の
情

報
提

供
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

患
者

が
住

み
慣

れ
た

地
域

に
お

い
て

身
近

に
専

門
医

療
（

難
病

診
療

連
携

体
制

）
を

安
心

し
て

受
診

で
き

、
療

養
を

継
続

で
き

る
体

制
を

構
築

し
て

い
く

。

イ
 
難

病
医

療
大

阪
府

難
病

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
、

指
定

難
病

に
関

す
る

専
門

医
療

の
提

供
、

保
健

所
や

在
宅

医
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
、

市
民

へ
の

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
患

者
が

住
み

慣
れ

た
地

域
に

お
い

て
身

近
に

専
門

医
療

（
難

病
診

療
連

携
体

制
）

を
安

心
し

て
受

診
で

き
、

療
養

を
継

続
で

き
る

体
制

を
構

築
し

て
い

く
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

難
病

患
者

等
入

院
診

療
延

べ
件

数
（

件
）

1
,
6
9
7

3
,
0
5
0

2
,
1
5
4

7
0
.
6
%

難
病

外
来

指
導

管
理

件
数

（
件

）
5
,
3
8
8

5
,
5
5
0

5
,
4
7
0

9
8
.
6
%

- 48 -



中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ウ
　

治
験

・
臨

床
研

究
の

推
進

治
験

に
関

し
て

は
大

幅
に

目
標

を
下

回
っ

た
。

近
年

の
治

験
は

が
ん

関
連

の
も

の
が

多
く

、
ま

た
h
i
g
h
 
v
o
l
u
m
e
 
c
e
n
t
e
r
に

依
頼

が
集

中
し

て
お

り
、

当
院

で
の

実
施

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
ま

ず
は

が
ん

等
で

診
療

実
績

を
積

み
重

ね
、

治
験

実
施

者
の

期
待

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

な
体

制
を

整
え

る
よ

う
努

め
る

。
一

方
で

臨
床

研
究

の
件

数
に

関
し

て
は

充
分

な
件

数
を

実
施

で
き

て
お

り
、

当
初

の
目

標
を

上
回

る
こ

と
が

で
き

た
。

ウ
　

治
験

・
臨

床
研

究
の

推
進

・
先

進
的

な
医

療
や

治
療

方
法

の
開

発
に

資
す

る
た

め
、

臨
床

研
究

を
積

極
的

に
実

施
す

る
。

・
新

医
薬

品
等

の
開

発
促

進
に

資
す

る
た

め
、

治
験

実
施

体
制

を
強

化
す

る
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

か
か

る
臨

床
研

究
、

治
験

に
参

加
し

、
よ

り
良

い
治

療
の

開
発

に
参

加
す

る
。

な
お

、
臨

床
研

究
等

の
た

め
の

診
療

情
報

等
、

臨
床

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

際
は

、
個

人
が

特
定

で
き

な
い

形
に

デ
ー

タ
を

変
換

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

の
暗

号
化

を
行

う
等

、
厚

生
労

働
省

「
人

を
対

象
と

す
る

医
学

系
研

究
に

関
す

る
倫

理
指

針
」

、
「

手
術

等
で

摘
出

さ
れ

た
ヒ

ト
組

織
を

用
い

た
研

究
開

発
の

在
り

方
」

等
の

指
針

を
遵

守
す

る
。

ウ
 
治

験
・

臨
床

研
究

の
推

進
･
先

進
的

な
医

療
や

治
療

方
法

の
開

発
に

資
す

る
た

め
、

臨
床

研
究

を
積

極
的

に
実

施
す

る
。

･
新

医
薬

品
等

の
開

発
促

進
に

資
す

る
た

め
、

治
験

実
施

体
制

を
強

化
す

る
。

な
お

、
臨

床
研

究
等

の
た

め
の

診
療

情
報

等
、

臨
床

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

際
は

、
個

人
が

特
定

で
き

な
い

形
に

デ
ー

タ
を

変
換

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

の
暗

号
化

を
行

う
等

、
厚

生
労

働
省

「
人

を
対

象
と

す
る

医
学

系
研

究
に

関
す

る
倫

理
指

針
」

、
「

手
術

等
で

摘
出

さ
れ

た
ヒ

ト
組

織
を

用
い

た
研

究
開

発
の

在
り

方
」

等
の

指
針

を
遵

守
す

る
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

治
験

実
施

件
数

（
件
）

1
1

1
5

3
2
0
.
0
%

臨
床

研
究

実
施

件
数

（
件
）

9
3

9
0

1
1
0

1
2
2
.
2
%
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

エ
　

保
健

福
祉

行
政

と
の

連
携

　
大

阪
府

中
河

内
保

健
医

療
協

議
会

、
東

大
阪

市
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
な

ど
の

会
議

へ
の

参
加

を
通

じ
て

、
大

阪
府

、
東

大
阪

市
等

の
行

政
機

関
と

の
連

携
を

深
め

、
地

域
の

医
療

体
制

の
構

築
に

貢
献

し
た

。
　

運
動

お
よ

び
言

語
発

達
遅

滞
を

意
識

し
て

診
療

し
、

発
達

支
援

が
必

要
な

患
者

を
東

大
阪

市
立

障
害

児
者

支
援

セ
ン

タ
ー

(
レ

ピ
ラ

)
へ

積
極

的
に

紹
介

し
て

い
る

。
し

か
し

レ
ピ

ラ
の

医
師

の
都

合
に

よ
り

令
和

４
年

度
は

患
者

受
け

入
れ

が
制

限
さ

れ
て

い
た

た
め

対
象

の
患

者
は

他
の

医
療

機
関

（
森

之
宮

病
院

や
大

阪
市

立
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
）

に
紹

介
し

た
。

そ
の

た
め

レ
ピ

ラ
へ

の
紹

介
数

は
計

画
を

大
幅

に
下

回
っ

た
が

、
発

達
支

援
が

必
要

な
患

者
は

適
宜

紹
介

を
お

こ
な

っ
た

。
今

後
も

レ
ピ

ラ
や

他
施

設
と

の
病

-
病

連
携

を
強

化
し

、
発

達
支

援
が

必
要

な
患

者
紹

介
数

の
増

加
に

努
め

る
。

な
お

、
レ

ピ
ラ

の
医

師
確

保
、

放
射

線
技

師
応

援
な

ど
の

協
力

を
行

っ
た

。

エ
 
保

健
福

祉
行

政
と

の
連

携
・

大
阪

府
中

河
内

保
健

医
療

協
議

会
、

東
大

阪
市

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

な
ど

の
会

議
体

へ
の

参
画

を
通

じ
て

、
社

会
・

医
療

問
題

に
適

切
に

対
応

で
き

る
よ

う
大

阪
府

、
東

大
阪

市
等

行
政

機
関

と
の

連
携

を
深

め
、

市
民

の
健

康
の

保
持

増
進

に
寄

与
し

て
い

く
と

と
も

に
、

院
内

に
お

い
て

も
多

様
な

相
談

に
応

じ
て

い
く

。
・

精
神

疾
患

の
早

期
発

見
と

精
神

保
健

福
祉

士
の

確
保

を
図

る
。

・
東

大
阪

市
立

障
害

児
者

支
援

セ
ン

タ
ー

（
レ

ピ
ラ

）
と

の
連

携
を

図
る

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
必

要
な

運
動

発
達

遅
滞

を
有

す
る

児
を

積
極

的
に

紹
介

し
て

い
る

。
ま

た
言

語
発

達
遅

滞
を

有
す

る
児

の
原

因
検

索
及

び
フ

ォ
ロ

ー
目

的
に

て
紹

介
し

当
院

と
連

携
し

て
診

療
を

行
う

。

エ
　

保
健

福
祉

行
政

と
の

連
携

・
大

阪
府

中
河

内
保

健
医

療
協

議
会

、
東

大
阪

市
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
な

ど
の

会
議

体
へ

の
参

画
を

通
じ

て
、

社
会

・
医

療
問

題
に

適
切

に
対

応
で

き
る

よ
う

大
阪

府
、

東
大

阪
市

等
行

政
機

関
と

の
連

携
を

深
め

、
市

民
の

健
康

の
保

持
増

進
に

寄
与

し
て

い
く

と
と

も
に

、
院

内
に

お
い

て
も

多
様

な
相

談
に

応
じ

て
い

く
。

・
精

神
疾

患
の

早
期

発
見

と
精

神
保

健
福

祉
士

の
確

保
を

図
る

。
・

東
大

阪
市

立
障

害
児

者
支

援
セ

ン
タ

ー
（

レ
ピ

ラ
）

と
の

連
携

を
図

る
。

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

必
要

な
運

動
発

達
遅

滞
を

有
す

る
児

を
積

極
的

に
紹

介
し

て
い

る
。

ま
た

言
語

発
達

遅
滞

を
有

す
る

児
の

原
因

検
索

及
び

フ
ォ

ロ
ー

目
的

に
て

紹
介

し
当

院
と

連
携

し
て

診
療

を
行

う
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実
績

達
成

率

東
大

阪
市

立
障

害
児

者
支

援
セ

ン
タ

ー
（

レ
ピ
ラ

）
へ

の
紹

介
件

数
（

件
）

3
0

3
0

7
2
3
.
3
%
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

予
防

医
療

、
難

病
医

療
、

治
験

・
臨

床
研

究
の

推
進

、
保

健
福

祉
行

政
と

の
連

携
、

女
性

医
学

、
血

液
内

科
に

つ
い

て
、

概
ね

実
施

で
き

た
点

よ
り

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

カ
　

血
液

内
科

の
充

実
悪

性
リ

ン
パ

腫
・

骨
髄

異
形

成
症

候
群

な
ど

の
診

断
を

外
来

に
て

多
数

実
施

し
た

。
ま

た
現

状
（

血
液

内
科

医
師

数
１

名
）

で
は

入
院

診
療

は
対

応
が

困
難

で
あ

る
た

め
、

血
液

内
科

の
入

院
診

療
の

行
え

る
病

院
へ

の
転

院
が

円
滑

に
行

え
る

体
制

を
構

築
し

対
応

し
た

。

オ
　

女
性

医
学

女
性

医
学

外
来

で
対

象
と

な
る

紹
介

患
者

を
、

毎
週

金
曜

日
午

後
の

専
門

外
来

（
女

性
医

学
外

来
）

に
て

診
療

を
実

施
し

た
。

カ
　

血
液

内
科

の
充

実
悪

性
リ

ン
パ

腫
・

Ｍ
Ｄ

Ｓ
（

骨
髄

異
形

成
症

候
群

）
な

ど
、

血
液

疾
患

へ
の

外
来

診
療

の
対

応
を

強
化

す
る

。

オ
 
女

性
医

学
女

性
の

月
経

困
難

症
、

更
年

期
障

害
、

骨
粗

し
ょ

う
症

を
は

じ
め

と
し

て
、

骨
盤

臓
器

脱
治

療
、

女
性

心
身

医
学

、
女

性
内

科
、

女
性

ス
ポ

ー
ツ

医
学

と
言

っ
た

分
野

を
扱

う
外

来
の

設
置

に
向

け
て

準
備

し
て

い
く

。

オ
　

女
性

医
学

女
性

の
月

経
困

難
症

、
更

年
期

障
害

、
骨

粗
し

ょ
う

症
を

は
じ

め
と

し
て

、
骨

盤
臓

器
脱

治
療

、
女

性
心

身
医

学
、

女
性

内
科

、
女

性
ス

ポ
ー

ツ
医

学
と

言
っ

た
分

野
を

扱
う

外
来

の
設

置
に

向
け

て
準

備
し

て
い

く
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実
績

達
成

率

「
女

性
外

来
」

の
設
置

設
置

設
置

設
置

-
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
患

者
満

足
度

の
向

上
（

1
）

患
者

満
足

度
の

向
上

3
多

く
の

項
目

で
目

標
を

達
成

し
て

お
り

、
入

院
時

や
入

退
院

実
施

件
数

も
昨

年
度

よ
り

大
き

く
増

加
し

て
い

る
。

一
方

、
患

者
満

足
度

調
査

の
項

目
中

、
外

来
患

者
の

待
ち

時
間

に
対

す
る

不
満

も
あ

り
課

題
が

あ
っ

た
。

し
か

し
、

得
ら

れ
た

課
題

に
つ

い
て

は
院

内
で

情
報

共
有

し
な

が
ら

解
決

に
取

り
組

ま
れ

た
こ

と
か

ら
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

3
ア

　
令

和
４

年
１

０
月

に
入

院
患

者
に

対
し

て
は

約
１

ヶ
月

、
外

来
患

者
に

対
し

て
は

１
週

間
の

期
間

、
患

者
満

足
度

調
査

を
実

施
し

た
。

調
査

結
果

は
患

者
サ

ー
ビ

ス
医

療
環

境
向

上
委

員
会

で
検

討
し

た
後

、
病

院
職

員
で

共
有

し
、

患
者

等
病

院
利

用
者

に
対

し
て

は
患

者
情

報
コ

ー
ナ

ー
へ

の
掲

示
と

病
院

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
掲

載
し

て
公

表
し

た
。

患
者

満
足

度
調

査
で

得
ら

れ
た

改
善

を
要

す
る

課
題

に
つ

い
て

は
、

当
該

委
員

会
の

み
で

な
く

関
係

部
署

・
委

員
会

へ
情

報
を

提
供

し
て

課
題

解
決

を
図

っ
た

。

中
期

目
標

ア
 
患

者
満

足
度

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

は
、

経
営

の
健

全
化

に
も

繋
が

る
重

要
な

要
素

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

定
期

的
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
う

な
ど

、
患

者
の

満
足

度
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

い
、

満
足

度
の

向
上

に
努

め
る

こ
と

。
イ

 
院

内
で

働
く

全
て

の
職

員
一

人
ひ

と
り

が
接

遇
の

重
要

性
を

認
識

し
、

研
修

等
に

よ
り

日
々

向
上

に
努

め
る

こ
と

。
ウ

 
入

院
患

者
を

中
心

と
し

た
き

め
細

や
か

な
配

慮
を

行
う

こ
と

で
、

入
院

中
の

生
活

面
で

の
不

安
を

取
り

除
き

、
病

状
の

回
復

に
専

念
で

き
る

快
適

な
環

境
を

提
供

す
る

こ
と

。
エ

 
外

来
患

者
の

 
診

察
 
・

 
検

査
 
・

 
会

計
 
の

 
待

ち
時

間
 
を

短
縮

し
、

院
内

 
滞

在
 
時

間
の

短
縮

に
努

め
る

こ
と

。
オ

 
急

性
期

の
医

療
機

関
と

し
て

、
退

院
後

の
生

活
を

も
見

据
え

た
診

療
計

画
と

医
療

を
提

供
す

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
患

者
満

足
度

調
査

（
入

院
・

外
来

）
を

引
き

続
き

実
施

し
て

、
医

療
環

境
及

び
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

現
状

と
課

題
を

把
握

し
、

患
者

満
足

度
の

向
上

に
つ

な
げ

る
。

ア
　

患
者

満
足

度
調

査
（

入
院

・
外

来
）

を
引

き
続

き
実

施
し

て
、

医
療

環
境

及
び

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
現

状
と

課
題

を
把

握
し

、
患

者
満

足
度

の
向

上
に

つ
な

げ
る

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

入
院

患
者

満
足

度
＞
9
0
％

達
成

（
9
8
.
5
）

継
続

達
成

（
9
8
.
3
）

-

外
来

患
者

満
足

度
＞
9
0
％

達
成

（
9
7
.
0
）

継
続

達
成

（
9
8
.
0
）

-

患
者

サ
ー

ビ
ス

医
療

環
境

向
上

委
員

会
開

催
（

月
1
回

以
上

）
継

続
（

1
1

回
開

催
）

年
1
0
回

以
上

年
1
2
回

実
施

-
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
　

患
者

等
か

ら
の

ご
意

見
に

つ
い

て
は

、
当

該
委

員
会

か
ら

関
係

部
署

へ
改

善
策

の
提

出
を

求
め

、
そ

の
内

容
は

毎
月

の
委

員
会

、
所

属
長

会
、

病
院

幹
部

で
共

有
す

る
と

と
も

に
、

患
者

情
報

コ
ー

ナ
ー

へ
掲

示
し

公
表

し
た

。

ウ
　

令
和

４
年

度
は

、
紹

介
患

者
な

ど
外

来
患

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
充

実
を

目
的

と
し

て
外

来
受

診
案

内
の

冊
子

を
作

成
し

、
紹

介
状

受
付

や
初

診
窓

口
、

再
来

受
付

機
、

総
合

案
内

に
設

置
・

配
布

し
た

。
入

院
患

者
に

対
し

て
は

、
オ

ン
ラ

イ
ン

面
会

シ
ス

テ
ム

の
案

内
文

書
を

作
成

し
て

、
入

院
案

内
と

と
も

に
配

布
・

周
知

し
た

。

イ
 
患

者
等

の
ご

意
見

及
び

患
者

満
足

度
調

査
結

果
に

対
し

て
、

関
係

部
署

で
迅

速
な

改
善

に
取

り
組

み
、

対
応

策
を

院
内

掲
示

等
で

公
表

し
て

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

。
普

段
か

ら
接

遇
の

大
切

さ
を

浸
透

さ
せ

、
全

職
員

が
常

に
患

者
や

家
族

の
立

場
に

立
ち

、
誠

意
を

持
っ

た
対

応
を

す
る

こ
と

に
取

組
む

。

ウ
 
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
医

療
連

携
室

の
入

退
院

支
援

部
門

に
、

入
退

院
支

援
及

び
地

域
連

携
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

専
従

又
は

専
任

の
看

護
師

、
社

会
福

祉
士

を
配

置
し

、
入

院
時

か
ら

患
者

が
安

心
し

て
療

養
に

専
念

で
き

る
よ

う
診

療
内

容
、

入
院

期
間

、
退

院
後

の
在

宅
療

養
に

関
す

る
説

明
を

行
い

、
患

者
の

同
意

（
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

）
を

得
た

上
で

診
療

を
開

始
す

る
（

入
院

前
支

援
体

制
の

充
実

）
。

イ
　

患
者

等
の

ご
意

見
及

び
患

者
満

足
度

調
査

結
果

に
対

し
て

、
関

係
部

署
で

迅
速

な
改

善
に

取
り

組
み

、
対

応
策

を
院

内
掲

示
等

で
公

表
し

て
患

者
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

る
。

普
段

か
ら

接
遇

の
大

切
さ

を
浸

透
さ

せ
、

全
職

員
が

常
に

患
者

や
家

族
の

立
場

に
立

ち
、

誠
意

を
持

っ
た

対
応

を
す

る
こ

と
に

取
組

む
。

ウ
　

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

地
域

医
療

連
携

室
の

入
退

院
支

援
部

門
に

、
入

退
院

支
援

及
び

地
域

連
携

業
務

に
関

す
る

十
分

な
経

験
を

有
す

る
専

従
又

は
専

任
の

看
護

師
、

社
会

福
祉

士
を

配
置

し
、

入
院

時
か

ら
患

者
が

安
心

し
て

療
養

に
専

念
で

き
る

よ
う

診
療

内
容

、
入

院
期

間
、

退
院

後
の

在
宅

療
養

に
関

す
る

説
明

を
行

い
、

患
者

の
同

意
（

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
）

を
得

た
上

で
診

療
を

開
始

す
る

（
入

院
前

支
援

体
制

の
充

実
）

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実
績

達
成

率

職
員

接
遇

研
修

会
開

催
（

年
2
回

以
上

）
実

施
継

続
実

施
-
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

エ
　

外
来

で
の

院
内

滞
在

時
間

短
縮

の
た

め
、

外
来

業
務

プ
ロ

セ
ス

改
革

と
し

て
患

者
番

号
表

示
モ

ニ
タ

ー
と

連
動

し
通

知
可

能
な

A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
（

S
m
a
-
p
a
）

を
導

入
し

た
。

　
ま

た
診

療
費

後
払

い
シ

ス
テ

ム
の

更
な

る
拡

充
の

た
め

、
対

応
可

能
な

範
囲

を
拡

大
す

る
予

定
で

あ
る

。

・
患

者
支

援
窓

口
（

医
療

相
談

窓
口

）
に

お
い

て
、

患
者

等
か

ら
の

疾
病

に
関

す
る

医
学

的
な

質
問

並
び

に
生

活
上

及
び

入
院

上
の

不
安

等
に

関
す

る
相

談
に

つ
い

て
懇

切
丁

寧
に

対
応

す
る

体
制

を
充

実
さ

せ
る

。

・
入

院
患

者
の

基
本

的
な

日
常

生
活

能
力

、
認

知
機

能
、

意
欲

等
に

つ
い

て
総

合
的

な
評

価
を

行
っ

た
上

で
入

退
院

支
援

を
行

う
。

・
面

会
が

困
難

な
情

勢
・

状
況

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

面
会

・
遠

隔
面

会
シ

ス
テ

ム
、

ビ
デ

オ
通

話
（

説
明

）
等

の
導

入
を

検
討

し
、

患
者

・
家

族
へ

の
サ

ー
ビ

ス
向

上
を

図
る

。

・
患

者
支

援
窓

口
（

医
療

相
談

窓
口

）
に

お
い

て
、

患
者

等
か

ら
の

疾
病

に
関

す
る

医
学

的
な

質
問

並
び

に
生

活
上

及
び

入
院

上
の

不
安

等
に

関
す

る
相

談
に

つ
い

て
懇

切
丁

寧
に

対
応

す
る

体
制

を
充

実
さ

せ
る

。

・
入

院
患

者
の

基
本

的
な

日
常

生
活

能
力

、
認

知
機

能
、

意
欲

等
に

つ
い

て
総

合
的

な
評

価
を

行
っ

た
上

で
入

退
院

支
援

を
行

う
。

・
面

会
が

困
難

な
情

勢
・

状
況

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

面
会

・
遠

隔
面

会
シ

ス
テ

ム
、

ビ
デ

オ
通

話
（

説
明

）
等

を
活

用
し

、
患

者
・

家
族

へ
の

サ
ー

ビ
ス

向
上

を
図

る
。

エ
　

外
来

で
の

院
内

滞
在

時
間

短
縮

の
た

め
、

外
来

業
務

プ
ロ

セ
ス

改
革

を
継

続
し

て
行

う
。

以
下

の
外

来
運

用
シ

ス
テ

ム
（

「
自

動
再

来
受

付
機

」
、

「
患

者
番

号
表

示
モ

ニ
タ

ー
」

、
「

診
療

費
後

払
い

シ
ス

テ
ム

」
等

）
の

更
な

る
運

用
効

率
の

充
実

。

エ
 
外

来
で

の
院

内
滞

在
時

間
短

縮
の

た
め

、
外

来
業

務
プ

ロ
セ

ス
改

革
を

継
続

し
て

行
う

。
以

下
の

外
来

運
用

シ
ス

テ
ム

（
「

自
動

再
来

受
付

機
」

、
「

患
者

番
号

表
示

モ
ニ

タ
ー

」
、

「
診

療
費

後
払

い
シ

ス
テ

ム
」

等
）

の
構

築
を

図
る

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

入
院

時
支

援
実

施
件

数
（

件
）

3
,
0
7
7

2
,
7
0
0

4
,
2
3
0

1
5
6
.
7
%
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
顔

認
証

付
き

カ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
資

格
確

認
シ

ス
テ

ム
の

運
用

は
継

続
し

行
っ

て
い

る
が

、
利

用
者

の
増

加
は

限
定

的
で

あ
り

浸
透

に
む

け
た

活
動

を
継

続
し

て
い

く
。

オ
　

入
退

院
支

援
実

施
件

数
は

目
標

値
と

は
い

か
な

か
っ

た
が

、
令

和
３

年
度

よ
り

１
，

２
９

５
件

増
と

な
っ

た
。

　
次

年
度

は
患

者
の

立
場

に
た

っ
た

視
点

を
よ

り
大

切
に

し
、

入
院

早
期

よ
り

多
職

種
（

医
師

、
社

会
福

祉
士

、
看

護
師

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

、
理

学
療

法
士

等
）

で
連

携
し

病
状

の
回

復
に

専
念

で
き

る
快

適
な

環
境

を
提

供
す

る
。

　
ま

た
多

職
種

連
携

に
よ

り
退

院
後

の
療

養
・

生
活

も
考

慮
し

た
包

括
的

な
実

施
し

た
。

・
時

間
帯

に
よ

り
混

雑
す

る
血

液
（

検
体

）
採

取
対

策
と

し
て

、
採

血
室

に
自

動
受

付
機

を
導

入
し

た
。

オ
 
上

記
の

ウ
と

同
様

の
入

退
院

支
援

部
門

に
、

入
退

院
支

援
及

び
地

域
連

携
業

務
に

関
す

る
十

分
な

経
験

を
有

す
る

看
護

師
及

び
社

会
福

祉
士

を
配

置
し

、
患

者
が

安
心

・
納

得
し

て
退

院
し

、
早

期
に

住
み

慣
れ

た
地

域
で

療
養

や
生

活
を

継
続

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

・
入

院
後

早
期

よ
り

長
期

入
院

や
退

院
困

難
な

要
因

を
有

す
る

患
者

を
抽

出
し

、
退

院
支

援
看

護
師

、
社

会
福

祉
士

及
び

関
係

職
種

（
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

、
理

学
療

法
士

な
ど

）
に

よ
る

退
院

支
援

計
画

書
策

定
な

ど
、

退
院

調
整

を
行

う
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

・
顔

認
証

付
き

カ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
資

格
確

認
シ

ス
テ

ム
の

活
用

。

・
午

前
時

間
帯

に
よ

っ
て

混
雑

す
る

血
液

採
取

体
制

（
採

血
室

）
を

拡
充

す
る

。

オ
　

上
記

の
ウ

と
同

様
の

入
退

院
支

援
部

門
に

、
入

退
院

支
援

及
び

地
域

連
携

業
務

に
関

す
る

十
分

な
経

験
を

有
す

る
看

護
師

及
び

社
会

福
祉

士
を

配
置

し
、

患
者

が
安

心
・

納
得

し
て

退
院

し
、

早
期

に
住

み
慣

れ
た

地
域

で
療

養
や

生
活

を
継

続
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

。
・

入
院

後
早

期
よ

り
長

期
入

院
や

退
院

困
難

な
要

因
を

有
す

る
患

者
を

抽
出

し
、

退
院

支
援

看
護

師
、

社
会

福
祉

士
及

び
関

係
職

種
（

薬
剤

師
、

管
理

栄
養

士
、

理
学

療
法

士
な

ど
）

に
よ

る
退

院
支

援
計

画
書

策
定

な
ど

、
退

院
調

整
を

行
う

体
制

を
充

実
さ

せ
る

。

・
午

前
時

間
帯

に
よ

っ
て

混
雑

す
る

血
液

採
取

体
制

（
採

血
室

）
を

拡
充

す
る

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

患
者

待
ち

時
間

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（

外
来

）
＞

8
0
％

（
患

者
満

足
度

調
査

項
目

）
8
4
.
9

継
続

7
6
.
1

-

自
動

再
来

受
付

機
等

の
整

備
整

備
継

続
整

備
-

診
療

費
後

払
い

シ
ス

テ
ム

の
導

入
導

入
継

続
整

備
-
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
患

者
・

家
族

へ
の

丁
寧

な
対

応
を

行
い

、
コ

ロ
ナ

渦
に

お
い

て
感

染
対

策
の

観
点

か
ら

制
限

さ
れ

る
面

会
に

関
し

て
も

オ
ン

ラ
イ

ン
面

会
に

て
対

応
す

る
な

ど
の

活
動

を
行

い
、

一
定

程
度

の
患

者
満

足
度

を
得

た
と

判
断

し
、

自
己

評
価

は
「

３
」

と
し

た
。

・
コ

ロ
ナ

の
感

染
拡

大
で

転
退

院
が

困
難

と
な

り
、

入
院

２
０

日
を

超
え

る
患

者
が

一
時

的
に

６
０

名
を

超
え

た
。

そ
の

た
め

、
１

０
月

か
ら

転
退

院
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

を
開

始
し

た
。

医
師

、
病

棟
師

長
、

多
職

種
で

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

行
い

、
転

退
院

が
困

難
な

状
況

を
共

有
し

、
早

期
か

ら
支

援
や

調
整

を
開

始
し

た
。

ま
た

他
施

設
と

リ
モ

ー
ト

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

情
報

交
換

を
定

期
的

に
行

い
、

短
期

間
で

円
滑

に
転

退
院

が
す

す
む

よ
う

に
取

り
組

み
を

実
施

し
た

。

カ
　

在
宅

療
養

担
当

医
療

機
関

又
は

介
護

保
険

施
設

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
等

と
リ

モ
ー

ト
に

よ
る

情
報

共
有

や
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
実

施
し

た
。

そ
の

場
合

は
、

厚
生

労
働

省
の

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

し
た

。

・
3
0
 
日

以
上

の
長

期
入

院
患

者
に

対
し

て
、

地
域

か
か

り
つ

け
医

療
機

関
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

と
の

連
携

を
推

進
し

た
上

で
、

社
会

福
祉

士
及

び
退

院
支

援
看

護
師

が
介

入
し

、
早

期
退

院
ま

た
は

転
院

に
向

け
て

調
整

す
る

。

カ
 
退

院
後

の
療

養
に

つ
い

て
、

在
宅

療
養

担
当

医
療

機
関

又
は

介
護

保
険

施
設

等
と

共
同

し
て

説
明

・
指

導
の

支
援

を
行

う
。

共
同

指
導

は
対

面
で

行
う

こ
と

が
原

則
で

あ
る

が
、

ビ
デ

オ
通

話
が

可
能

な
機

器
を

用
い

て
行

う
こ

と
も

可
能

と
す

る
。

そ
の

場
合

、
個

人
情

報
保

護
の

た
め

、
厚

生
労

働
省

の
「

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

の
安

全
管

理
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
遵

守
す

る
。

・
2
0
日

以
上

の
長

期
入

院
患

者
に

対
し

て
、

地
域

か
か

り
つ

け
医

療
機

関
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

と
の

連
携

を
推

進
し

た
上

で
、

社
会

福
祉

士
及

び
退

院
支

援
看

護
師

が
介

入
し

、
早

期
退

院
ま

た
は

転
院

に
向

け
て

調
整

す
る

。

カ
　

退
院

後
の

療
養

に
つ

い
て

、
在

宅
療

養
担

当
医

療
機

関
又

は
介

護
保

険
施

設
等

と
共

同
し

て
説

明
・

指
導

の
支

援
を

行
う

。
共

同
指

導
は

対
面

で
行

う
こ

と
が

原
則

で
あ

る
が

、
ビ

デ
オ

通
話

が
可

能
な

機
器

を
用

い
て

行
う

こ
と

も
可

能
と

す
る

。
そ

の
場

合
、

個
人

情
報

保
護

の
た

め
、

厚
生

労
働

省
の

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

遵
守

す
る

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実
績

令
和

4
年

度
目
標

令
和

4
年

度
実

績
達

成
率

入
退

院
支

援
実

施
件

数
（

件
）

8
,
2
2
6

1
2
,
0
0
0

9
,
5
2
1

7
9
.
3
%

- 56 -



第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
患

者
満

足
度

の
向

上
（

2
）

院
内

環
境

の
快

適
性

の
向

上

3
病

棟
浴

室
に

つ
い

て
シ

ャ
ワ

ー
ル

ー
ム

化
の

工
事

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
も

あ
り

、
令

和
４

年
度

中
の

完
成

が
出

来
な

か
っ

た
。

令
和

５
年

５
月

に
工

事
が

完
了

し
、

使
用

で
き

る
こ

と
か

ら
入

院
患

者
の

生
活

環
境

の
改

善
が

大
幅

に
向

上
す

る
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
そ

の
他

施
設

内
の

手
す

り
や

破
損

部
の

修
繕

も
適

切
に

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

3

・
病

棟
浴

室
の

シ
ャ

ワ
ー

ル
ー

ム
化

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
に

伴
い

、
当

初
予

定
よ

り
着

工
時

期
の

遅
れ

は
あ

っ
た

も
の

の
、

令
和

５
年

度
５

月
に

は
工

事
が

完
了

す
る

。

ア
　

引
き

続
き

療
養

環
境

の
改

善
、

美
化

に
努

め
た

。

イ
　

患
者

や
来

院
者

に
、

よ
り

快
適

な
環

境
を

提
供

す
る

た
め

の
院

内
整

備
と

し
て

、
病

棟
壁

・
手

す
り

の
改

修
。

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
の

ブ
ー

ス
造

設
の

際
に

検
査

終
了

後
の

鎮
静

覚
醒

ま
で

の
間

を
よ

り
快

適
な

環
境

を
提

供
で

き
る

よ
う

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
ソ

フ
ァ

ー
を

設
置

。
ま

た
新

型
コ

ロ
ナ

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
用

の
プ

レ
ハ

ブ
を

設
置

し
風

雨
の

時
で

も
患

者
が

よ
り

安
全

に
、

且
つ

快
適

に
お

待
ち

い
た

だ
け

る
よ

う
環

境
整

備
に

努
め

た
。

中
期

目
標

ア
 
患

者
や

来
院

者
に

、
よ

り
清

潔
で

快
適

な
療

養
環

境
を

提
供

す
る

た
め

、
院

内
の

整
理

、
整

頓
及

び
美

化
に

努
め

る
こ

と
。

イ
 
施

設
の

維
持

補
修

を
計

画
的

に
行

う
と

共
に

、
誰

も
が

利
用

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
。

ウ
 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

受
け

入
れ

を
推

進
し

、
病

棟
な

ど
多

様
な

分
野

へ
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
拡

充
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
患

者
や

来
院

者
に

よ
り

快
適

で
安

全
な

療
養

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

病
棟

・
外

来
・

検
査

室
等

の
整

理
・

整
頓

、
清

掃
及

び
美

化
を

徹
底

す
る

。

・
本

計
画

期
間

中
に

病
棟

浴
室

の
シ

ャ
ワ

ー
ル

ー
ム

化
（

旧
浴

槽
の

撤
去

）
を

完
了

す
る

。

イ
 
患

者
や

来
院

者
に

、
よ

り
快

適
な

環
境

を
提

供
す

る
た

め
、

院
内

設
備

に
つ

い
て

計
画

的
に

維
持

補
修

を
行

う
と

と
も

に
、

院
内

に
設

置
し

て
い

る
ご

意
見

箱
や

、
患

者
満

足
度

調
査

を
通

し
て

、
患

者
や

市
民

の
意

見
を

収
集

し
、

よ
り

一
層

の
環

境
整

備
に

努
め

る
。

ア
　

患
者

や
来

院
者

に
よ

り
快

適
で

安
全

な
療

養
環

境
を

提
供

す
る

た
め

、
病

棟
・

外
来

・
検

査
室

等
の

整
理

・
整

頓
、

清
掃

及
び

美
化

を
徹

底
す

る
。

・
本

計
画

期
間

中
に

病
棟

浴
室

の
シ

ャ
ワ

ー
ル

ー
ム

化
（

旧
浴

槽
の

撤
去

）
を

完
了

す
る

。

イ
　

患
者

や
来

院
者

に
、

よ
り

快
適

な
環

境
を

提
供

す
る

た
め

、
院

内
設

備
に

つ
い

て
計

画
的

に
維

持
補

修
を

行
う

と
と

も
に

、
院

内
に

設
置

し
て

い
る

ご
意

見
箱

や
、

患
者

満
足

度
調

査
を

通
し

て
、

患
者

や
市

民
の

意
見

を
収

集
し

、
よ

り
一

層
の

環
境

整
備

に
努

め
る

。
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ウ
　

令
和

４
年

度
も

コ
ロ

ナ
渦

で
あ

り
、

感
染

症
対

策
の

観
点

か
ら

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
再

開
と

し
な

か
っ

た
。

　
令

和
５

年
５

月
８

日
、

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
５

類
移

行
と

な
り

、
感

染
症

の
動

向
も

注
視

し
つ

つ
活

動
に

つ
い

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
代

表
と

と
も

に
検

討
し

て
い

く
予

定
で

あ
る

。

エ
　

病
棟

共
有

部
の

手
す

り
や

壁
の

老
朽

化
や

破
損

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

患
者

の
受

け
入

れ
を

継
続

し
つ

つ
、

適
切

に
更

新
を

行
っ

た
。

今
後

、
病

室
内

の
壁

紙
等

の
更

新
も

検
討

予
定

で
あ

る
。

周
産

期
病

室
の

簡
易

個
室

化
に

つ
い

て
は

、
入

札
を

行
う

も
業

者
か

ら
の

提
案

が
基

準
点

に
届

か
な

か
っ

た
た

め
、

再
度

仕
様

等
を

検
討

予
定

で
あ

る
。

エ
　

今
年

度
計

画
に

お
い

て
特

別
室

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
工

事
を

行
う

。
患

者
の

療
養

環
境

の
大

き
な

改
善

を
図

る
た

め
、

床
材

の
貼

り
替

え
及

び
設

備
品

（
応

接
セ

ッ
ト

等
）

の
家

具
等

見
直

し
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
活

用
し

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

。

ウ
 
患

者
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
現

在
の

活
動

に
加

え
て

新
し

い
活

動
に

も
取

り
組

め
る

よ
う

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

登
録

者
数

増
加

に
努

め
る

。
院

内
デ

イ
ケ

ア
活

動
に

お
け

る
サ

ポ
ー

ト
、

緩
和

ケ
ア

病
棟

に
お

い
て

患
者

に
寄

り
添

う
こ

と
に

よ
り

、
不

安
の

軽
減

、
入

院
生

活
の

質
の

向
上

に
繋

げ
て

い
く

。
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

動
向

を
考

慮
し

、
活

動
の

再
開

を
進

め
て

い
く

。
）

ウ
　

患
者

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

現
在

の
活

動
に

加
え

て
新

し
い

活
動

に
も

取
り

組
め

る
よ

う
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
登

録
者

数
増

加
に

努
め

る
。

院
内

デ
イ

ケ
ア

活
動

に
お

け
る

サ
ポ

ー
ト

、
緩

和
ケ

ア
病

棟
に

お
い

て
患

者
に

寄
り

添
う

こ
と

に
よ

り
、

不
安

の
軽

減
、

入
院

生
活

の
質

の
向

上
に

繋
げ

て
い

く
。

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

つ
い

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
動

向
を

考
慮

し
、

活
動

の
再

開
を

進
め

て
い

く
。

）

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

2
）

病
棟

浴
室

の
シ

ャ
ワ

ー
化

（
浴

槽
の

撤
去

）
概

ね
実

施
実

施
概

ね
実

施
--

療
養

環
境

の
改

善
1
）

周
産

期
病

室
の

簡
易

個
室
化

実
施

未
実

施
未

実
施
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
計

画
の

一
部

は
令

和
５

年
度

に
持

ち
越

し
と

な
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
患

者
の

入
院

診
療

・
外

来
診

療
を

継
続

し
た

中
で

、
適

宜
改

修
を

行
い

院
内

環
境

の
快

適
性

向
上

に
努

め
こ

と
か

ら
、

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

カ
　

外
来

エ
リ

ア
サ

イ
ン

に
つ

い
て

は
、

再
入

札
実

施
の

影
響

か
ら

、
当

初
の

計
画

か
ら

の
遅

れ
は

あ
る

も
の

の
基

本
計

画
作

成
に

着
手

し
、

令
和

５
年

度
中

に
は

改
修

完
了

の
予

定
で

あ
る

。

オ
　

電
気

料
等

高
騰

に
伴

い
、

更
な

る
範

囲
の

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

実
施

す
べ

き
工

事
範

囲
の

見
直

し
（

院
内

全
て

）
を

行
い

、
令

和
５

年
度

に
実

施
予

定
で

あ
る

。

オ
　

院
内

の
照

明
の

第
２

期
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
を

行
う

。

カ
　

外
来

エ
リ

ア
に

お
い

て
、

案
内

板
等

の
サ

イ
ン

の
見

直
し

を
行

い
、

内
科

系
・

外
科

系
等

統
一

性
を

も
た

せ
、

患
者

に
分

か
り

や
す

い
表

示
と

す
る

。
（

利
便

性
・

認
識

性
の

向
上

。
）

キ
　

病
棟

に
お

け
る

手
す

り
や

壁
の

老
朽

化
や

破
損

に
つ

い
て

、
３

か
年

計
画

で
全

面
補

修
を

行
う

。
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

3
 
信

頼
性

の
向

上
と

情
報

発
信

（
1
）

医
療

の
質

・
安

全
対

策

ア
　

日
本

医
療

機
能

評
価

機
構

の
病

院
機

能
評

価
を

令
和

５
年

２
月

に
受

審
し

た
。

今
回

は
本

審
査

に
加

え
、

初
め

て
副

機
能

と
し

て
緩

和
ケ

ア
部

門
に

つ
い

て
も

受
審

し
た

。
（

令
和

５
年

度
に

「
認

定
」

の
連

絡
を

受
け

た
。

）
　

積
極

的
に

医
療

の
質

改
善

活
動

を
病

院
ス

タ
ッ

フ
一

丸
と

な
っ

て
取

り
組

ん
だ

成
果

で
あ

り
、

５
年

後
の

受
審

に
向

け
て

更
な

る
改

善
活

動
に

尽
力

し
て

い
く

。
・

卒
後

臨
床

研
修

医
の

働
き

方
や

働
き

易
さ

を
中

心
に

環
境

を
整

え
た

。
今

後
も

研
修

医
育

成
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

イ
　

患
者

中
心

の
医

療
・

臨
床

倫
理

委
員

会
：

５
回

開
催

・
「

身
寄

り
の

な
い

患
者

さ
ん

へ
の

対
応

要
領

」
等

は
整

備
し

て
い

る
が

、
要

領
等

で
は

対
応

困
難

な
事

例
に

対
し

て
は

適
宜

、
臨

床
倫

理
委

員
会

を
開

催
し

対
応

を
行

っ
た

。
・

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
の

観
点

か
ら

各
種

の
患

者
説

明
書

、
同

意
書

の
整

備
を

行
っ

た
。

ア
 
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
の

病
院

機
能

評
価

の
受

審
に

よ
る

医
療

の
質

改
善

活
動

の
継

続
、

卒
後

臨
床

研
修

評
価

機
構

の
臨

床
研

修
評

価
の

受
審

に
よ

る
臨

床
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
、

よ
り

良
い

医
師

の
養

成
を

進
め

て
い

く
。

法
人

の
評

価
が

妥
当

と
し

、
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。

中
期

目
標

ア
 
安

全
・

安
心

で
質

の
高

い
医

療
を

効
率

的
に

提
供

で
き

て
い

る
か

第
三

者
に

よ
る

評
価

を
受

け
、

継
続

的
に

業
務

改
善

活
動

に
取

り
組

む
こ

と
。

イ
 
医

療
安

全
対

策
や

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
を

徹
底

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

4
4

イ
 
患

者
中

心
の

医
療

（
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

）
を

行
う

。

・
各

種
の

患
者

説
明

書
及

び
同

意
書

の
整

備

・
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

実
施

の
徹

底
及

び
保

存

ア
　

日
本

医
療

機
能

評
価

機
構

の
病

院
機

能
評

価
の

受
審

に
よ

る
医

療
の

質
改

善
活

動
の

継
続

、
卒

後
臨

床
研

修
評

価
機

構
の

臨
床

研
修

評
価

の
受

審
に

よ
る

臨
床

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善

、
よ

り
良

い
医

師
の

養
成

を
進

め
て

い
く

。

イ
　

患
者

中
心

の
医

療
（

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
）

を
行

う
。

・
各

種
の

患
者

説
明

書
及

び
同

意
書

の
整

備

・
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

実
施

の
徹

底
及

び
保

存
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
蓄

積
し

た
デ

ー
タ

利
活

用
と

し
て

「
厚

生
労

働
省

：
医

療
の

質
向

上
の

た
め

の
体

制
整

備
事

業
　

医
療

の
質

可
視

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

に
参

画
し

指
標

デ
ー

タ
を

提
出

。
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

デ
ー

タ
を

用
い

て
分

析
を

行
い

、
医

療
の

質
を

向
上

さ
せ

る
活

動
を

継
続

し
て

い
る

。

ウ
　

医
療

の
質

の
向

上
を

図
る

。
・

特
定

行
為

看
護

師
を

配
置

し
、

医
師

の
負

担
軽

減
、

チ
ー

ム
医

療
の

充
実

を
強

化
し

た
。

・
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
の

病
院

機
能

評
価

を
受

審
し

た
。

（
再

掲
）

・
チ

ー
ム

医
療

及
び

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

充
実

・
第

三
者

の
適

時
・

適
切

な
介

入
（

相
談

体
制

の
拡

充
、

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン

（
※

）
の

活
用

、
臨

床
倫

理
検

討
委

員
会

の
開

催
、

倫
理

監
督

監
の

任
命

）
※

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン

＝
患

者
と

医
療

者
の

対
話

を
促

進
す

る
仲

介
的

立
場

ウ
 
医

療
の

質
の

向
上

を
図

る
。

・
第

三
者

に
よ

る
視

点
の

活
用

（
病

院
機

能
評

価
な

ど
）

・
蓄

積
し

た
デ

ー
タ

の
統

計
化

に
基

づ
く

経
年

変
化

の
分

析
や

他
の

医
療

機
関

と
の

比
較

・
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
方

式
の

活
用

（
現

場
の

意
見

の
吸

い
上

げ
、

Ｔ
Ｑ

Ｍ
（

※
）

大
会

の
開

催
な

ど
）

※
Ｔ

Ｑ
Ｍ

=
ト

ー
タ

ル
・

ク
オ

リ
テ

ィ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
病

院
全

体
で

医
療

・
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

継
続

的
に

向
上

さ
せ

る
こ

と
）

ウ
　

医
療

の
質

の
向

上
を

図
る

。

・
チ

ー
ム

医
療

及
び

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

充
実

・
第

三
者

に
よ

る
視

点
の

活
用

（
病

院
機

能
評

価
な

ど
）

・
蓄

積
し

た
デ

ー
タ

の
統

計
化

に
基

づ
く

経
年

変
化

の
分

析
や

他
の

医
療

機
関

と
の

比
較

・
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
方

式
の

活
用

（
現

場
の

意
見

の
吸

い
上

げ
、

Ｔ
Ｑ

Ｍ
（

※
）

大
会

の
開

催
な

ど
）

※
Ｔ

Ｑ
Ｍ

=
ト

ー
タ

ル
・

ク
オ

リ
テ

ィ
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
病

院
全

体
で

医
療

・
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

継
続

的
に

向
上

さ
せ

る
こ

と
）

・
第

三
者

の
適

時
・

適
切

な
介

入
（

相
談

体
制

の
拡

充
、

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン

（
※

）
の

活
用

、
臨

床
倫

理
検

討
委

員
会

の
開

催
、

倫
理

監
督

監
の

任
命

）
※

メ
デ

ィ
エ

ー
シ

ョ
ン

＝
患

者
と

医
療

者
の

対
話

を
促

進
す

る
仲

介
的

立
場
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

エ
　

医
療

安
全

管
理

・
感

染
制

御
・

感
染

制
御

に
お

い
て

は
、

保
健

所
及

び
地

域
の

医
師

会
と

連
携

し
近

隣
の

感
染

対
策

向
上

加
算

Ⅱ
・

Ⅲ
取

得
し

た
医

療
機

関
と

合
同

で
年

４
回

の
院

内
感

染
対

策
に

関
す

る
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

っ
た

。
・

医
療

安
全

に
お

い
て

も
近

隣
の

感
染

対
策

向
上

加
算

Ⅰ
・

Ⅱ
取

得
し

た
医

療
機

関
と

相
互

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

実
施

し
、

有
益

な
情

報
交

換
が

で
き

た
。

・
医

療
安

全
と

感
染

制
御

に
お

い
て

は
、

相
互

協
力

し
、

創
造

性
あ

る
研

修
企

画
、

職
員

教
育

を
お

こ
な

い
安

全
文

化
、

心
理

的
安

全
性

の
あ

る
職

場
風

土
の

醸
成

に
取

り
組

ん
で

い
く

。
・

Ｉ
Ｃ

Ｔ
が

主
導

的
役

割
を

担
い

、
新

型
コ

ロ
ナ

対
策

を
は

じ
め

と
し

た
情

報
発

信
、

ク
ラ

ス
タ

ー
対

応
を

実
施

し
た

。
ま

た
院

内
ラ

ウ
ン

ド
を

積
極

的
に

行
い

感
染

制
御

に
努

め
た

。
・

手
指

衛
生

ラ
イ

セ
ン

ス
研

修
を

令
和

４
年

度
は

２
０

回
開

催
。

（
新

規
ゴ

ー
ル

ド
取

得
者

に
は

表
彰

を
実

施
）

　
ゴ

ー
ル

ド
：

６
回

（
新

規
取

得
者

数
１

７
名

：
計

８
２

名
）

　
シ

ル
バ

ー
：

４
回

（
新

規
取

得
者

数
７

０
名

：
計

３
３

３
名

）
　

ブ
ロ

ン
ズ

：
１

０
回

（
新

規
取

得
者

数
６

７
名

：
計

３
７

７
名

）

エ
　

医
療

安
全

管
理

・
感

染
制

御
は

法
人

運
営

や
危

機
管

理
の

根
幹

を
な

す
も

の
で

あ
り

、
こ

れ
ら

へ
の

高
い

意
識

と
理

解
は

組
織

文
化

と
し

て
醸

成
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

以
下

の
取

組
を

進
め

る
。

・
医

療
安

全
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
自

主
点

検
、

医
療

安
全

相
互

チ
ェ

ッ
ク

、
医

療
安

全
に

関
す

る
研

修
、

（
医

療
安

全
推

進
週

間
）

等
を

継
続

し
て

実
施

す
る

な
ど

、
医

療
安

全
の

充
実

を
図

る
。

エ
 
医

療
安

全
管

理
・

感
染

制
御

は
法

人
運

営
や

危
機

管
理

の
根

幹
を

な
す

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

ら
へ

の
高

い
意

識
と

理
解

は
組

織
文

化
と

し
て

醸
成

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
以

下
の

取
組

を
進

め
る

。

・
医

療
安

全
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
自

主
点

検
、

医
療

安
全

相
互

チ
ェ

ッ
ク

、
医

療
安

全
に

関
す

る
研

修
、

（
医

療
安

全
推

進
週

間
）

等
を

継
続

し
て

実
施

す
る

な
ど

、
医

療
安

全
の

充
実

を
図

る
。

・
職

員
へ

の
積

極
的

な
情

報
発

信
及

び
研

修
企

画

・
院

内
で

発
生

し
た

事
象

に
つ

い
て

の
報

告
体

制
及

び
院

内
ラ

ウ
ン

ド
体

制
の

強
化

・
効

果
的

な
対

策
の

企
画

と
評

価

・
職

員
へ

の
積

極
的

な
情

報
発

信
及

び
研

修
企

画

・
院

内
で

発
生

し
た

事
象

に
つ

い
て

の
報

告
体

制
及

び
院

内
ラ

ウ
ン

ド
体

制
の

強
化

・
効

果
的

な
対

策
の

企
画

と
評

価
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

オ
　

虐
待

防
止

虐
待

防
止

に
お

い
て

院
内

連
携

体
制

は
確

立
し

て
お

り
、

被
害

者
安

全
確

保
の

た
め

今
後

も
積

極
的

に
早

期
介

入
し

て
い

く
。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
：

病
院

機
能

評
価

の
受

審
。

ま
た

医
療

安
全

（
医

療
安

全
研

修
受

講
率

８
７

．
９

%
）

、
感

染
対

策
（

Ｉ
Ｃ

Ｔ
研

修
受

講
率

１
０

０
%
）

に
お

い
て

も
積

極
的

な
活

動
を

行
う

事
が

で
き

た
た

め
自

己
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。

オ
　

虐
待

防
止

（
児

童
虐

待
・

夫
婦

間
で

の
虐

待
、

認
知

症
高

齢
者

へ
の

虐
待

）
の

啓
発

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

オ
 
虐

待
防

止
（

児
童

虐
待

・
夫

婦
間

で
の

虐
待

、
認

知
症

高
齢

者
へ

の
虐

待
）

の
啓

発
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

日
本

医
療

機
能

評
価

機
構

認
定

病
院

（
再

掲
）

認
定

認
定

認
定

-

卒
後

臨
床

研
修

評
価

機
構

認
定

病
院

認
定

認
定

認
定

-

医
療

安
全

研
修

受
講

率
（

％
）

7
3
.
8

8
0
.
0

8
7
.
9

1
0
9
.
9
%

感
染

防
止

（
I
C
T
）

研
修

受
講

率
（

％
）

7
4
.
0

8
0
.
0

1
0
0
.
0

1
2
5
.
0
%

- 63 -



第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

3
 
信

頼
性

の
向

上
と

情
報

発
信

（
2
）

情
報

発
信

、
個

人
情

報
保

護

・
情

報
端

末
（

タ
ブ

レ
ッ

ト
）

を
導

入
し

、
法

人
の

経
営

状
況

等
の

最
新

情
報

を
幹

部
職

員
が

閲
覧

で
き

る
体

制
を

構
築

し
た

。
ま

た
院

内
情

報
シ

ス
テ

ム
（

掲
示

板
）

に
も

接
続

可
能

で
あ

り
、

一
部

会
議

等
に

お
い

て
も

情
報

端
末

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

）
を

利
用

し
て

い
る

。

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
活

用
し

た
動

画
配

信
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

て
い

る
。

ア
　

病
院

Ｈ
Ｐ

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

委
員

会
が

発
足

し
、

病
院

と
し

て
の

検
討

の
場

が
確

保
さ

れ
、

現
Ｈ

Ｐ
の

課
題

抽
出

お
よ

び
抜

本
的

な
見

直
し

に
着

手
し

た
。

中
期

目
標

ア
 
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

に
よ

り
、

受
診

案
内

、
医

療
情

報
、

診
療

実
績

及
び

法
人

の
経

営
状

況
等

を
積

極
的

に
発

信
す

る
こ

と
で

患
者

や
地

域
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

、
選

ば
れ

る
病

院
と

な
る

よ
う

努
め

る
こ

と
。

イ
 
患

者
の

権
利

を
尊

重
す

る
と

と
も

に
、

個
人

情
報

保
護

に
つ

い
て

適
切

に
対

処
し

、
信

頼
性

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

◎
3

3
個

人
情

報
保

護
に

つ
い

て
は

令
和

３
年

度
に

外
部

か
ら

の
サ

イ
バ

ー
攻

撃
に

よ
り

診
療

業
務

に
影

響
が

出
た

こ
と

か
ら

令
和

４
年

度
に

か
け

て
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

強
化

に
つ

い
て

、
異

常
検

知
シ

ス
テ

ム
導

入
や

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

シ
ス

テ
ム

の
冗

長
化

等
を

図
っ

た
。

ま
た

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
有

効
的

な
活

用
に

つ
い

て
検

討
さ

れ
、

院
内

情
報

発
信

と
会

議
の

場
で

使
用

す
る

こ
と

で
Ｄ

Ｘ
の

推
進

や
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

に
大

き
く

寄
与

し
た

。
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
強

化
に

か
か

る
新

た
な

運
用

に
つ

い
て

は
令

和
５

年
度

か
ら

開
始

が
見

込
ま

れ
て

い
る

た
め

、
年

度
計

画
を

順
調

に
実

施
し

て
い

る
と

判
断

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

ア
 
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

）
等

に
よ

り
、

受
診

案
内

、
医

療
情

報
、

診
療

実
績

及
び

法
人

の
経

営
状

況
等

を
積

極
的

に
発

信
す

る
こ

と
で

患
者

や
地

域
と

の
信

頼
関

係
を

築
き

、
選

ば
れ

る
病

院
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
広

報
委

員
会

及
び

担
当

部
署

を
立

ち
上

げ
る

。

・
法

人
の

経
営

状
況

等
の

最
新

情
報

を
職

員
が

情
報

端
末

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
）

を
通

じ
て

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

閲
覧

出
来

る
よ

う
、

院
内

広
報

シ
ス

テ
ム

（
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

）
上

に
発

信
す

る
。

ア
　

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

（
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

等
に

よ
り

、
受

診
案

内
、

医
療

情
報

、
診

療
実

績
及

び
法

人
の

経
営

状
況

等
を

積
極

的
に

発
信

す
る

こ
と

で
患

者
や

地
域

と
の

信
頼

関
係

を
築

き
、

選
ば

れ
る

病
院

と
な

る
よ

う
努

め
る

。

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
広

報
委

員
会

及
び

担
当

部
署

を
立

ち
上

げ
る

。

・
法

人
の

経
営

状
況

等
の

最
新

情
報

を
職

員
が

情
報

端
末

（
タ

ブ
レ

ッ
ト

等
）

を
通

じ
て

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

閲
覧

出
来

る
よ

う
、

院
内

広
報

シ
ス

テ
ム

（
グ

ル
ー

プ
ウ

ェ
ア

）
上

に
発

信
す

る
。

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
を

活
用

し
た

情
報

発
信

の
方

法
に

つ
い

て
検

討
を

進
め

る
。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
　

東
大

阪
市

個
人

情
報

保
護

条
例

に
基

づ
く

医
療

セ
ン

タ
ー

個
人

情
報

保
護

規
程

を
遵

守
し

た
。

・
「

診
療

に
関

す
る

個
人

情
報

取
扱

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
整

備
し

、
ま

た
全

職
員

を
対

象
に

個
人

情
報

取
扱

に
関

す
る

院
内

研
修

を
実

施
し

た
。

ウ
　

遅
滞

の
無

い
、

保
険

請
求

・
領

収
を

心
が

け
、

信
頼

性
の

向
上

に
繋

が
る

よ
う

医
事

業
務

を
遂

行
し

た
。

・
書

画
カ

メ
ラ

導
入

、
医

療
材

料
の

Ｊ
Ａ

Ｎ
コ

ー
ド

連
携

を
推

進
。

ま
た

デ
ジ

タ
ル

化
委

員
会

に
お

い
て

も
改

善
を

継
続

中
で

あ
る

。

・
個

人
情

報
の

外
部

流
出

が
な

い
よ

う
全

職
員

へ
の

周
知

と
、

対
策

の
一

つ
と

し
て

Ｕ
Ｓ

Ｂ
メ

モ
リ

運
用

規
程

を
定

め
パ

ス
ワ

ー
ド

管
理

を
実

施
し

た
。

・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

診
療

情
報

等
の

個
人

情
報

に
つ

い
て

は
、

外
部

に
流

出
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
個

人
情

報
保

護
の

重
要

性
を

周
知

徹
底

す
る

等
の

対
策

を
講

じ
る

。

ウ
 
医

療
事

務
（

保
険

請
求

・
領

収
）

へ
の

市
民

か
ら

の
信

頼
性

の
向

上
を

図
る

。

・
医

療
情

報
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

に
よ

り
医

療
事

務
の

効
率

・
精

度
向

上
を

図
る

。

イ
 
東

大
阪

市
個

人
情

報
保

護
条

例
に

基
づ

く
医

療
セ

ン
タ

ー
個

人
情

報
保

護
規

程
を

遵
守

す
る

。

・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

患
者

の
個

人
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
た

め
に

、
「

診
療

に
関

す
る

個
人

情
報

取
扱

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

職
員

に
対

し
て

個
人

情
報

保
護

の
意

識
啓

発
を

行
う

。

・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

診
療

情
報

等
の

個
人

情
報

に
つ

い
て

は
、

外
部

に
流

出
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
個

人
情

報
保

護
の

重
要

性
を

周
知

徹
底

す
る

等
の

対
策

を
講

じ
る

。

ウ
　

医
療

事
務

（
保

険
請

求
・

領
収

）
へ

の
市

民
か

ら
の

信
頼

性
の

向
上

を
図

る
。

・
医

療
情

報
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

に
よ

り
医

療
事

務
の

効
率

・
精

度
向

上
を

図
る

。

イ
　

東
大

阪
市

個
人

情
報

保
護

条
例

に
基

づ
く

医
療

セ
ン

タ
ー

個
人

情
報

保
護

規
程

を
遵

守
す

る
。

・
医

療
セ

ン
タ

ー
が

保
有

す
る

患
者

の
個

人
情

報
を

適
切

に
取

り
扱

う
た

め
に

、
「

診
療

に
関

す
る

個
人

情
報

取
扱

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

職
員

に
対

し
て

個
人

情
報

保
護

の
意

識
啓

発
を

行
う

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

エ
　

令
和

３
年

度
に

外
部

か
ら

の
不

正
ア

ク
セ

ス
に

よ
り

、
画

像
を

参
照

で
き

な
い

事
態

が
生

じ
た

。
こ

れ
を

受
け

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

観
点

か
ら

、
主

に
予

防
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
導

入
と

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
さ

ら
な

る
強

化
に

注
力

し
た

。
予

防
に

つ
い

て
は

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
通

信
を

監
視

し
、

異
常

検
知

し
た

際
に

不
正

な
通

信
を

自
動

遮
断

す
る

仕
組

み
を

導
入

し
た

。
ま

た
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

強
化

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

の
電

子
カ

ル
テ

デ
ー

タ
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

遠
隔

地
保

存
に

加
え

、
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

の
障

害
時

に
お

け
る

別
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

参
照

環
境

の
構

築
に

よ
り

、
診

療
継

続
を

可
能

に
す

る
た

め
の

体
制

を
強

化
し

た
。

ま
た

、
院

内
に

お
け

る
デ

ー
タ

抽
出

に
お

い
て

も
、

新
た

な
運

用
の

確
立

と
使

用
す

る
Ｕ

Ｓ
Ｂ

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
強

化
を

実
施

し
た

。

・
医

療
事

務
に

お
い

て
は

、
新

た
な

レ
セ

プ
ト

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
精

度
向

上
へ

の
取

り
組

み
を

開
始

し
た

。

・
診

断
群

分
類

包
括

評
価

（
以

下
Ｄ

Ｐ
Ｃ

と
記

載
）

調
査

（
厚

生
労

働
省

）
の

基
準

に
基

づ
き

、
適

切
な

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

提
出

を
実

施
し

た
。

・
質

が
担

保
さ

れ
た

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

の
提

出
及

び
高

い
精

度
の

レ
セ

プ
ト

（
診

療
明

細
）

の
作

成
に

よ
り

市
民

か
ら

の
保

険
請

求
・

領
収

へ
の

信
頼

性
の

向
上

を
図

る
。

な
お

、
患

者
診

療
情

報
等

の
個

人
情

報
に

つ
い

て
は

、
当

該
個

人
情

報
を

保
管

す
る

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
環

境
か

ら
完

全
分

離
す

る
等

、
強

固
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

を
確

保
す

る
。

ま
た

、
研

究
等

の
た

め
の

診
療

情
報

等
、

臨
床

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

際
は

、
個

人
が

特
定

で
き

な
い

形
に

デ
ー

タ
を

変
換

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

の
暗

号
化

を
行

う
等

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

い
た

運
用

管
理

を
図

る
。

・
質

が
担

保
さ

れ
た

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

の
提

出
及

び
高

い
精

度
の

レ
セ

プ
ト

（
診

療
明

細
）

の
作

成
に

よ
り

市
民

か
ら

の
保

険
請

求
・

領
収

へ
の

信
頼

性
の

向
上

を
図

る
。

エ
　

患
者

診
療

情
報

等
の

個
人

情
報

に
つ

い
て

、
令

和
３

年
度

に
起

こ
っ

た
サ

イ
バ

ー
攻

撃
の

対
策

を
検

討
し

、
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
の

強
固

な
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
強

化
を

行
う

。
当

該
個

人
情

報
を

保
管

す
る

電
子

カ
ル

テ
シ

ス
テ

ム
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

シ
ス

テ
ム

を
確

保
す

る
。

ま
た

、
研

究
等

の
た

め
の

診
療

情
報

等
、

臨
床

デ
ー

タ
を

利
用

す
る

際
は

、
個

人
が

特
定

で
き

な
い

形
に

デ
ー

タ
を

変
換

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

の
暗

号
化

を
行

う
等

、
厚

生
労

働
省

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

い
た

運
用

管
理

を
図

る
。

・
今

年
度

は
レ

セ
プ

ト
チ

ェ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

よ
り

精
度

・
信

頼
性

の
高

い
レ

セ
プ

ト
作

成
が

出
来

る
体

制
を

図
る

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
病

院
Ｈ

Ｐ
・

Ｓ
Ｎ

Ｓ
委

員
会

を
発

足
。

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

、
医

療
情

報
デ

ジ
タ

ル
化

、
Ｄ

Ｐ
Ｃ

調
査

（
厚

生
労

働
省

）
の

基
準

に
基

づ
い

た
適

切
な

Ｄ
Ｐ

Ｃ
デ

ー
タ

提
出

を
実

施
。

概
ね

達
成

し
た

た
め

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

4
 
地

域
医

療
機

関
等

と
の

連
携

強
化

（
1
）

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
の

機
能

強
化

4
紹

介
患

者
数

に
お

い
て

は
、

昨
年

度
実

績
よ

り
増

加
し

、
目

標
を

達
成

で
き

た
。

同
じ

く
、

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
の

受
託

件
数

や
が

ん
治

療
連

携
計

画
策

定
件

数
も

着
実

に
増

え
て

い
る

。
一

方
、

診
療

情
報

提
供

件
数

に
つ

い
て

は
、

目
標

の
５

０
％

に
達

成
で

き
て

い
な

い
項

目
が

あ
る

が
昨

年
度

実
績

よ
り

大
幅

に
増

加
し

た
こ

と
も

勘
案

し
、

評
価

を
「

４
」

と
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
終

息
後

に
お

い
て

も
紹

介
患

者
数

を
維

持
で

き
る

よ
う

多
岐

に
及

ぶ
分

野
で

地
域

医
療

支
援

に
係

る
中

心
的

な
役

割
を

担
わ

れ
た

い
。

4
ア

　
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

、
地

域
の

医
療

機
関

か
ら

の
紹

介
に

よ
る

、
Ｐ

Ｃ
Ｒ

検
査

、
中

等
症

・
重

症
患

者
を

受
け

入
れ

た
。

ま
た

他
院

で
受

入
困

難
な

小
児

、
妊

産
婦

、
透

析
を

要
す

る
新

型
コ

ロ
ナ

陽
性

患
者

を
受

け
入

れ
た

。
し

か
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

陽
性

患
者

の
感

染
拡

大
と

ク
ラ

ス
タ

ー
、

職
員

の
陽

性
者

が
増

え
た

こ
と

、
同

時
期

に
は

地
域

の
医

療
機

関
や

施
設

で
も

陽
性

患
者

が
増

え
、

ク
ラ

ス
タ

ー
に

よ
り

転
退

院
が

停
滞

し
た

。
そ

の
影

響
で

紹
介

患
者

の
受

入
が

困
難

な
時

期
が

あ
っ

た
。

　
そ

の
た

め
入

院
日

数
が

２
０

日
を

超
え

る
患

者
が

増
え

た
た

め
、

転
退

院
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

の
開

始
、

他
施

設
と

リ
モ

ー
ト

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

情
報

交
換

を
定

期
的

に
行

っ
た

。
年

間
紹

介
件

数
は

１
９

，
６

９
６

人
（

月
平

均
１

，
６

４
１

人
）

、
逆

紹
介

４
５

，
３

０
３

人
（

月
平

均
３

，
７

７
５

人
）

で
目

標
を

達
成

で
き

た
。

た
だ

し
コ

ロ
ナ

外
来

の
患

者
が

含
ま

れ
て

お
り

、
５

類
感

染
症

へ
移

行
後

に
紹

介
数

を
維

持
で

き
る

よ
う

に
連

携
強

化
に

努
め

る
。

中
期

目
標

ア
 
急

性
期

病
院

で
あ

る
医

療
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
果

た
す

た
め

に
、

地
域

の
医

療
機

関
や

市
の

関
係

部
局

と
連

携
し

つ
つ

「
か

か
り

つ
け

医
」

を
持

つ
こ

と
の

啓
発

を
行

い
、

病
状

に
応

じ
た

紹
介

及
び

逆
紹

介
に

よ
り

、
地

域
で

必
要

と
さ

れ
る

専
門

的
な

医
療

、
入

院
医

療
、

救
急

医
療

を
積

極
的

に
行

い
、

機
能

分
担

を
進

め
る

こ
と

。
イ

 
院

内
の

施
設

・
設

備
を

地
域

に
開

放
し

共
同

診
療

を
行

う
ほ

か
、

地
域

医
療

確
保

の
た

め
の

研
修

会
の

開
催

を
行

う
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

、
ま

た
地

域
完

結
型

医
療

に
お

け
る

高
度

急
性

期
・

急
性

期
医

療
を

担
う

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

、
中

河
内

地
域

で
目

指
す

べ
き

役
割

を
明

確
に

し
た

上
で

、
効

果
的

な
地

域
医

療
連

携
の

強
化

に
取

り
組

む
た

め
、

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

地
域

医
療

連
携

室
の

機
能

向
上

を
図

る
。

ア
　

地
域

医
療

支
援

病
院

と
し

て
、

ま
た

地
域

完
結

型
医

療
に

お
け

る
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

を
担

う
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

中
河

内
地

域
で

目
指

す
べ

き
役

割
を

明
確

に
し

た
上

で
、

効
果

的
な

地
域

医
療

連
携

の
強

化
に

取
り

組
む

た
め

、
患

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
及

び
地

域
医

療
連

携
室

の
機

能
向

上
を

図
る

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
高

額
医

療
機

器
の

共
同

利
用

は
、

検
査

依
頼

を
積

極
的

に
受

入
、

依
頼

当
日

で
の

対
応

も
開

始
し

、
目

標
よ

り
１

，
０

５
２

件
増

え
３

，
３

３
７

件
と

な
っ

た
。

・
退

院
時

診
療

情
報

提
供

の
件

数
は

、
昨

年
よ

り
１

，
９

２
０

件
増

え
た

が
、

目
標

の
５

０
%
に

も
達

し
て

い
な

い
。

紹
介

元
以

外
の

提
供

件
数

は
、

昨
年

よ
り

１
，

４
３

６
件

減
っ

た
。

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
の

た
め

、
紹

介
元

と
紹

介
元

以
外

の
情

報
を

共
に

入
院

時
に

把
握

し
、

情
報

提
供

が
容

易
と

な
る

対
策

を
開

始
し

た
。

し
か

し
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

今
後

は
随

時
作

成
状

況
を

確
認

し
情

報
提

件
数

の
増

加
を

目
指

す
。

・
在

宅
医

療
、

介
護

施
設

等
で

の
療

養
の

支
援

・
情

報
提

供
の

取
り

組
み

と
し

て
、

令
和

４
年

１
２

月
１

３
日

に
地

域
連

携
研

修
会

を
開

催
し

た
。

（
ｗ

ｅ
ｂ

参
加

併
用

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
開

催
）

・
急

性
心

筋
梗

塞
や

大
動

脈
解

離
、

急
性

期
脳

卒
中

に
対

し
緊

急
手

術
対

応
可

能
な

体
制

を
維

持
し

受
入

を
継

続
し

た
。

・
紹

介
患

者
の

確
実

な
受

入
れ

の
徹

底
・

良
質

な
医

療
の

提
供

及
び

か
か

り
つ

け
医

等
へ

の
患

者
の

逆
紹

介
の

強
化

・
医

療
連

携
、

特
に

退
院

調
整

機
能

及
び

退
院

時
支

援
機

能
の

強
化

・
在

宅
医

療
の

支
援

（
在

宅
医

療
に

関
す

る
情

報
の

提
供

な
ど

）
の

強
化

・
居

宅
、

或
い

は
介

護
施

設
等

で
の

療
養

の
支

援
・

情
報

提
供

の
強

化

・
紹

介
患

者
の

確
実

な
受

入
れ

の
徹

底
・

良
質

な
医

療
の

提
供

及
び

か
か

り
つ

け
医

等
へ

の
患

者
の

逆
紹

介
の

強
化

・
医

療
連

携
、

特
に

退
院

調
整

機
能

及
び

退
院

時
支

援
機

能
の

強
化

・
在

宅
医

療
の

支
援

（
在

宅
医

療
に

関
す

る
情

報
の

提
供

な
ど

）
の

強
化

・
居

宅
、

或
い

は
介

護
施

設
等

で
の

療
養

の
支

援
・

情
報

提
供

の
強

化 ・
救

急
医

療
、

特
に

生
命

に
か

か
わ

る
重

症
救

急
患

者
の

受
入

れ
救

急
搬

送
、

即
Ｉ

Ｃ
Ｕ

等
入

院
）

の
強

化

・
医

療
機

器
共

同
利

用
の

受
託

実
績

の
向

上
（

C
T
、

M
R
I
、

超
音

波
、

骨
密

度
な

ど
）

・
救

急
医

療
、

特
に

生
命

に
か

か
わ

る
重

症
救

急
患

者
の

受
入

れ
（

救
急

搬
送

、
即

Ｉ
Ｃ

Ｕ
等

入
院

）
の

強
化

・
医

療
機

器
共

同
利

用
の

受
託

実
績

の
向

上
（

C
T
、

M
R
I
、

超
音

波
、

骨
密

度
な

ど
）
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
地

域
医

療
従

事
者

向
け

研
修

会
は

１
３

回
、

東
大

阪
医

療
連

携
ス

ク
ラ

ム
会

は
２

回
開

催
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
の

研
修

の
た

め
、

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

形
式

と
し

、
対

面
で

の
イ

ベ
ン

ト
や

市
民

公
開

講
座

は
見

送
っ

た
。

そ
の

中
で

文
化

創
造

館
で

開
催

し
た

が
ん

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

に
は

１
０

０
名

超
の

参
加

が
あ

っ
た

。

・
診

療
科

案
内

の
早

期
発

行
の

取
り

組
み

と
し

て
、

専
門

性
の

高
い

企
業

と
連

携
し

一
部

を
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
と

し
早

期
に

発
行

可
能

な
体

制
と

し
た

。

・
地

域
の

医
療

従
事

者
に

対
す

る
研

修
を

継
続

方
策

と
し

て
、

・
紹

介
予

約
セ

ン
タ

ー
機

能
の

拡
充

・
強

化
に

よ
り

、
患

者
の

利
便

性
を

高
め

る
。

・
地

域
連

携
（

情
報

提
供

）
ソ

フ
ト

の
有

効
活

用
に

よ
り

、
地

域
医

療
機

関
へ

の
情

報
提

供
を

強
化

す
る

。
・

第
2
 
期

中
期

計
画

期
間

中
に

地
域

医
療

連
携

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

検
討

し
、

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
に

取
り

組
む

。

・
地

域
の

医
療

従
事

者
に

対
す

る
研

修
を

継
続

方
策

と
し

て
、

・
紹

介
予

約
セ

ン
タ

ー
機

能
の

拡
充

・
強

化
に

よ
り

、
患

者
の

利
便

性
を

高
め

る
。

・
地

域
連

携
（

情
報

提
供

）
ソ

フ
ト

の
有

効
活

用
に

よ
り

、
地

域
医

療
機

関
へ

の
情

報
提

供
を

強
化

す
る

。
・

第
２

期
中

期
計

画
期

間
中

に
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
検

討
し

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

に
取

り
組

む
。

・
毎

年
、

診
療

科
案

内
（

診
療

科
の

医
師

の
配

置
状

況
及

び
特

色
、

診
療

枠
の

案
内

）
を

冊
子

化
し

て
発

行
し

て
い

る
。

今
年

度
は

大
幅

に
見

直
し

、
よ

り
詳

細
で

有
意

な
内

容
へ

更
新

す
る

。
そ

の
冊

子
を

も
っ

て
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

の
活

動
を

活
発

化
し

、
紹

介
患

者
の

増
加

に
つ

な
げ

て
い

く
（

地
域

医
療

機
関

へ
の

更
な

る
情

報
の

公
開

）
。

- 70 -



中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
　

か
か

り
つ

け
医

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
令

和
５

年
度

実
施

予
定

で
、

設
問

内
容

に
つ

い
て

検
討

中
で

あ
る

。
広

報
誌

は
、

「
つ

な
が

る
」

４
回

、
「

Ｈ
Ｃ

Ｍ
Ｃ

」
８

回
、

「
ス

ク
ラ

ム
通

信
」

６
回

、
「

ほ
す

ぴ
た

る
ニ

ュ
ー

ス
」

１
回

、
発

行
し

当
セ

ン
タ

ー
の

診
療

科
の

紹
介

や
、

研
修

案
内

・
報

告
、

新
た

な
取

り
組

み
等

を
掲

載
し

た
。

広
報

活
動

と
し

て
、

７
１

１
件

に
カ

レ
ン

ダ
ー

配
布

に
よ

る
広

報
と

渉
外

訪
問

を
行

っ
た

。

イ
　

各
診

療
科

医
師

と
地

域
医

療
連

携
室

で
紹

介
件

数
の

増
加

の
た

め
に

地
域

医
療

機
関

へ
の

訪
問

を
定

期
的

に
行

う
と

と
も

に
、

地
域

医
療

支
援

病
院

運
営

委
員

会
や

地
域

医
療

機
関

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
を

通
し

て
、

ニ
ー

ズ
把

握
に

努
め

る
。

ま
た

、
定

期
的

な
情

報
誌

の
発

刊
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

の
情

報
発

信
、

地
域

研
修

会
、

懇
話

会
、

連
携

会
議

等
を

通
し

て
顔

の
見

え
る

関
係

づ
く

り
や

情
報

発
信

・
共

有
を

行
う

。

イ
 
各

診
療

科
医

師
と

地
域

医
療

連
携

室
で

紹
介

件
数

の
増

加
の

た
め

に
地

域
医

療
機

関
へ

の
訪

問
を

定
期

的
に

行
う

と
と

も
に

、
地

域
医

療
支

援
病

院
運

営
委

員
会

や
地

域
医

療
機

関
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

を
通

し
て

、
ニ

ー
ズ

把
握

に
努

め
る

。
ま

た
、

定
期

的
な

情
報

誌
の

発
刊

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
の

情
報

発
信

、
地

域
研

修
会

、
懇

話
会

、
連

携
会

議
等

を
通

し
て

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

や
情

報
発

信
・

共
有

を
行

う
。

項
　

目
令
和

3年
度

実
績

令
和
4年

度
目

標
令

和
4年

度
実

績
達
成

率

紹
介

患
者

数
（

初
診

に
限

る
）

（
人

）
20

,2
84

18
,0

00
19
,6

96
10

9.
4%

逆
紹

介
患

者
数

（
人

）
37

,2
71

37
,0

00
45
,3

03
12

2.
4%

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
の

受
託

件
数

（
件

）
2,

55
5

2,
28
5

3,
33
7

14
6.
0%

紹
介

元
医

療
機
関
へ

の
退

院
時

診
療

情
報

提
供

の
件
数
（

件
）

2,
57

2
12
,0

00
4,

49
2

37
.4

%

紹
介

元
以

外
の
保
険

医
療

機
関

へ
の

退
院

時
診

療
情
報
提

供
の

件
数

（
件

）
5,

05
3

4,
00
0

3,
61
7

90
.4

%

が
ん

治
療

連
携
計
画

策
定

の
件
数

（
件

）
・

（
が
ん
地

域
連

携
診

療
計

画
書

の
作

成
）

54
48

64
13

3.
3%
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
紹

介
患

者
数

、
逆

紹
介

患
者

数
、

高
度

医
療

機
器

の
共

同
利

用
の

受
託

件
数

、
が

ん
治

療
連

携
は

目
標

値
を

達
成

。
コ

ロ
ナ

渦
の

影
響

で
稼

動
病

床
に

制
限

が
あ

る
中

で
か

か
り

つ
け

医
か

ら
の

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
依

頼
、

府
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

セ
ン

タ
ー

及
び

市
保

健
所

か
ら

の
陽

性
患

者
、

特
に

小
児

・
妊

産
婦

・
透

析
患

者
受

入
な

ど
の

地
域

連
携

の
強

化
を

行
っ

た
点

か
ら

自
己

評
価

を
「

４
」

と
し

た
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目
標

令
和

4
年

度
実

績
達

成
率

か
か
り

つ
け

医
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査
実
施

（
1
回

/
2
年

）
実

施
令

和
5
年

度
実

施
令

和
5
年

度
実

施
-

地
域
医

療
従

事
者

向
け

研
修

会
の
開
催

（
年
1
2
回

以
上

）
の

実
施

継
続

継
続

継
続

-
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第
2
　

市
民

に
対

し
て

提
供

す
る

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

業
務

の
質

の
向

上
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

4
 
地

域
医

療
機

関
等

と
の

連
携

強
化

（
2
）

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

へ
の

貢
献

3
令

和
４

年
度

は
患

者
や

そ
の

家
族

と
の

リ
モ

ー
ト

面
談

を
行

え
る

体
制

が
整

い
退

院
時

指
導

及
び

患
者

紹
介

・
情

報
提

供
を

行
っ

た
が

結
果

と
し

て
は

目
標

の
５

０
％

に
達

成
で

き
な

か
っ

た
項

目
が

あ
っ

た
。

し
か

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

、
高

度
急

性
期

・
急

性
期

病
院

の
役

割
に

つ
い

て
ｗ

ｅ
ｂ

会
議

等
を

活
用

し
関

係
機

関
と

密
に

連
携

し
活

動
を

継
続

し
た

こ
と

を
評

価
し

、
「

３
」

と
し

た
。

3
ア

　
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

中
で

高
度

急
性

期
・

急
性

期
病

院
機

能
の

役
割

を
果

た
す

た
め

積
極

的
に

高
度

急
性

期
・

急
性

期
患

者
の

受
け

入
れ

を
行

っ
た

。

イ
　

医
療

・
介

護
・

福
祉

施
設

、
大

阪
府

・
東

大
阪

市
と

連
携

し
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
高

度
急

性
期

・
急

性
期

病
院

と
し

て
の

役
割

を
継

続
し

て
行

っ
た

。

中
期

目
標

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

ア
 
医

療
・

介
護

・
福

祉
施

設
や

市
と

連
携

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

役
割

を
果

た
す

こ
と

。
イ

 
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

関
す

る
協

議
会

等
に

お
い

て
、

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

の
役

割
を

担
う

こ
と

。

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

市
の

評
価

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
医

療
・

介
護

・
福

祉
施

設
や

市
と

連
携

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

急
性

期
病

院
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
。

ア
　

病
院

完
結

型
の

医
療

か
ら

地
域

完
結

型
の

医
療

へ
の

適
切

な
移

行
及

び
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

中
で

の
急

性
期

病
院

機
能

の
充

実
を

は
か

る
。

イ
　

医
療

・
介

護
・

福
祉

施
設

や
市

と
連

携
し

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
急

性
期

病
院

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

市
の

評
価

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
コ

ロ
ナ

渦
の

影
響

で
他

事
業

所
と

の
対

面
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
が

困
難

な
中

、
リ

モ
ー

ト
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
導

入
し

積
極

的
に

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

や
介

護
支

援
専

門
員

（
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

）
等

と
の

連
携

を
行

っ
た

。
結

果
と

し
て

令
和

３
年

度
実

績
を

上
回

る
こ

と
が

で
き

た
が

、
令

和
４

年
度

の
目

標
値

に
は

届
か

な
か

っ
た

。
退

院
後

の
生

活
に

患
者

や
家

族
が

安
心

で
き

る
よ

う
に

、
地

域
の

医
療

機
関

と
途

切
れ

な
い

情
報

交
換

の
更

な
る

強
化

に
努

め
る

。

・
在

宅
療

養
担

当
医

療
機

関
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
と

の
共

同
又

は
ビ

デ
オ

通
話

が
可

能
な

機
器

を
用

い
て

、
退

院
時

に
居

宅
で

の
療

養
に

つ
い

て
支

援
、

患
者

紹
介

を
行

う
。

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

介
護

支
援

専
門

員
（

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
）

と
連

携
し

、
退

院
後

導
入

が
望

ま
し

い
介

護
等

サ
ー

ビ
ス

又
は

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
や

退
院

後
に

利
用

可
能

な
介

護
等

サ
ー

ビ
ス

又
は

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
に

つ
い

て
患

者
支

援
（

説
明

・
指

導
・

ケ
ア

プ
ラ

ン
等

の
作

成
）

、
患

者
紹

介
を

行
う

。

・
退

院
後

の
療

養
に

お
い

て
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

又
は

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
介

護
保

険
施

設
等

に
対

す
る

情
報

提
供

を
強

化
す

る
。

・
在

宅
療

養
担

当
医

療
機

関
、

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
と

の
共

同
又

は
ビ

デ
オ

通
話

が
可

能
な

機
器

を
用

い
て

、
退

院
時

に
居

宅
で

の
療

養
に

つ
い

て
支

援
、

患
者

紹
介

を
行

う
。

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

介
護

支
援

専
門

員
（

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
）

と
連

携
し

、
退

院
後

導
入

が
望

ま
し

い
介

護
等

サ
ー

ビ
ス

又
は

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
や

退
院

後
に

利
用

可
能

な
介

護
等

サ
ー

ビ
ス

又
は

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
に

つ
い

て
患

者
支

援
（

説
明

・
指

導
・

ケ
ア

プ
ラ

ン
等

の
作

成
）

、
患

者
紹

介
を

行
う

。

・
退

院
後

の
療

養
に

お
い

て
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

又
は

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
介

護
保

険
施

設
等

に
対

す
る

情
報

提
供

を
強

化
す

る
。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

市
の

評
価

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
２

つ
の

指
標

は
目

標
に

達
し

な
か

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
渦

に
お

い
て

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

、
高

度
急

性
期

・
急

性
期

病
院

の
役

割
を

、
ｗ

ｅ
ｂ

会
議

等
を

活
用

し
関

係
機

関
と

密
に

連
携

し
活

動
を

継
続

し
た

こ
と

か
ら

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

・
市

内
の

病
院

連
携

会
議

を
年

７
回

開
催

し
、

市
内

の
全

病
院

、
3
医

師
会

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
代

表
　

保
健

所
、

消
防

局
と

、
各

病
院

の
新

型
コ

ロ
ナ

及
び

救
急

対
応

状
況

の
情

報
共

有
、

対
策

検
討

を
行

っ
た

。

ウ
　

医
療

・
介

護
・

福
祉

機
関

等
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

に
貢

献
し

て
い

く
と

と
も

に
、

地
域

の
関

係
者

と
の

信
頼

関
係

を
深

め
て

連
携

を
強

化
し

、
急

性
期

病
院

と
し

て
診

断
か

ら
治

療
、

在
宅

へ
と

地
域

全
体

で
医

療
・

保
健

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

切
れ

目
な

く
提

供
し

て
い

く
こ

と
で

在
宅

復
帰

に
つ

な
げ

て
い

く
。

・
市

、
保

健
所

、
学

校
、

保
険

薬
局

及
び

介
護

・
福

祉
関

係
機

関
に

対
し

て
積

極
的

に
情

報
提

供
を

行
う

。

・
市

、
保

健
所

、
学

校
、

保
険

薬
局

及
び

介
護

・
福

祉
関

係
機

関
に

対
し

て
積

極
的

に
情

報
提

供
を

行
う

。

イ
 
医

療
・

介
護

・
福

祉
機

関
等

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
に

貢
献

し
て

い
く

と
と

も
に

、
地

域
の

関
係

者
と

の
信

頼
関

係
を

深
め

て
連

携
を

強
化

し
、

急
性

期
病

院
と

し
て

診
断

か
ら

治
療

、
在

宅
へ

と
地

域
全

体
で

医
療

・
保

健
・

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
切

れ
目

な
く

提
供

し
て

い
く

こ
と

で
在

宅
復

帰
に

つ
な

げ
て

い
く

。

項
　

目
令

和
3年

度
実

績
令

和
4年

度
目

標
令

和
4年

度
実

績
達

成
率

在
宅

療
養

担
当

医
療

機
関

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

の
退

院
時

共
同

指
導

及
び

患
者

紹
介

・
情

報
提

供
の

件
数

（
件

）
11

2
19

0
13

2
69

.5
%

介
護

保
険

施
設

等
の

専
門

員
と

の
退

院
時

連
携

指
導

（
ケ

ア
プ

ラ
ン

等
作

成
支

援
）

及
び

患
者

紹
介

・
情

報
提

供
の

件
数

98
34

0
10

5
30

.9
%
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
業

務
運

営
体

制
の

構
築

（
1
）

病
院

の
理

念
と

基
本

方
針

の
浸

透

4
法

人
の

評
価

を
妥

当
と

し
、

評
価

を
「

４
」

と
し

た
。

◎
4

・
第

１
期

中
期

計
画

期
間

に
お

け
る

医
療

環
境

の
変

化
、

医
療

セ
ン

タ
ー

が
担

う
べ

き
使

命
と

役
割

に
つ

い
て

再
検

証
し

、
第

2
 
期

中
期

計
画

初
年

度
に

、
理

念
及

び
基

本
方

針
の

見
直

し
を

行
う

。
新

理
念

（
素

案
）

「
誠

実
で

安
全

な
医

療
」

・
全

て
の

職
員

が
理

念
、

基
本

方
針

を
共

有
し

、
継

続
的

に
実

践
し

て
い

く
組

織
づ

く
り

を
行

う
。

理
　

　
念

：
「

誠
実

な
医

療
」

を
地

域
の

人
々

に
基

本
方

針
：

１
.
市

民
に

信
頼

さ
れ

る
、

安
全

・
安

心
な

質
の

高
い

医
療

を
提

供
し

ま
す

２
.
患

者
さ

ん
を

中
心

と
し

た
多

職
種

協
働

を
実

践
・

推
進

し
ま

す
３

.
地

域
の

医
療

・
保

健
・

福
祉

等
の

機
関

と
連

携
し

、
地

域
医

療
の

充
実

に
貢

献
し

ま
す

４
.
豊

か
な

人
間

性
と

確
実

な
技

能
を

も
っ

た
医

療
人

を
育

成
し

ま
す

５
.
透

明
性

の
高

い
、

効
率

的
な

病
院

経
営

に
努

め
ま

す

・
全

て
の

職
員

が
理

念
、

基
本

方
針

を
共

有
し

、
継

続
的

に
実

践
し

て
い

く
組

織
づ

く
り

を
行

う
。

　
理

念
及

び
基

本
方

針
を

約
１

０
年

ぶ
り

、
地

独
化

し
て

初
め

て
の

改
訂

を
行

い
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
院

内
各

所
へ

の
掲

示
、

刊
行

物
へ

の
掲

載
、

全
職

員
に

対
す

る
メ

ー
ル

・
名

刺
サ

イ
ズ

カ
ー

ド
の

配
布

等
に

よ
り

、
市

民
・

患
者

・
職

員
へ

の
周

知
を

行
っ

た
。

・
全

職
員

が
理

念
、

基
本

方
針

に
基

づ
き

実
践

し
て

い
く

組
織

づ
く

り
を

継
続

す
る

。

中
期

目
標

医
療

セ
ン

タ
ー

の
理

念
と

基
本

方
針

を
 
、

委
託

業
者

も
含

め
た

医
療

セ
ン

タ
ー

で
働

く
全

て
の

者
が

理
解

し
、

そ
の

目
的

達
成

に
向

け
一

丸
と

な
っ

て
 
引

き
続

き
 
取

り
組

む
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

地
独

化
後

初
め

て
理

念
及

び
基

本
方

針
の

改
訂

・
周

知
を

行
っ

た
点

か
ら

自
己

評
価

は
「

４
」

と
し

た
。
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
業

務
運

営
体

制
の

構
築

（
2
）

内
部

統
制

ア
　

市
立

東
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
と

、
府

立
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

を
統

括
す

る
、

法
人

本
部

を
設

置
し

、
セ

ン
タ

ー
間

の
連

携
強

化
・

人
事

交
流

、
年

度
計

画
の

策
定

及
び

進
行

管
理

、
業

務
・

契
約

の
統

合
・

統
一

化
の

検
討

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

対
応

、
内

部
監

査
実

施
に

向
け

て
の

取
り

組
み

を
充

実
さ

せ
た

。

イ
　

職
員

の
処

遇
改

善
の

た
め

の
６

度
の

給
与

規
程

改
正

を
は

じ
め

に
、

就
業

規
則

、
旅

費
規

程
、

組
織

規
程

、
料

金
規

程
、

会
計

規
程

、
会

計
実

施
規

程
、

契
約

規
程

、
た

な
卸

資
産

管
理

規
程

、
施

設
管

理
規

程
の

改
正

を
行

い
、

業
務

の
適

切
な

執
行

に
努

め
た

。

令
和

４
年

度
に

市
立

東
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
と

府
立

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
を

統
括

す
る

法
人

本
部

を
設

置
し

、
内

部
統

制
等

の
強

化
に

努
め

ら
れ

た
こ

と
か

ら
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

◎
3

中
期

目
標

ア
 
地

方
独

立
行

政
法

人
に

求
め

ら
れ

る
内

部
統

制
の

目
的

に
留

意
し

、
当

該
中

期
目

標
に

基
づ

き
法

令
等

を
遵

守
し

つ
つ

 
業

務
を

行
い

、
医

療
セ

ン
タ

ー
の

設
立

目
的

を
有

効
か

つ
効

率
的

に
果

た
す

た
め

の
仕

組
み

を
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

。
イ

 
各

種
情

報
収

集
・

分
析

を
基

に
し

た
企

画
 
及

び
 
院

内
・

院
外

へ
の

広
報

 
や

連
絡

調
整

と
い

っ
た

、
組

織
横

断
的

な
経

営
企

画
機

能
の

強
化

を
図

り
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

。
ウ

 
明

確
な

役
割

分
担

と
適

切
な

権
限

付
与

に
よ

り
、

効
率

的
・

効
果

的
な

運
営

 
を

引
き

続
き

行
う

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
自

治
体

設
立

の
地

方
独

立
行

政
法

人
病

院
と

し
て

、
経

営
・

運
営

の
公

共
性

・
公

平
性

、
及

び
透

明
性

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

ⅰ
)
業

務
の

有
効

性
と

効
率

性
、

ⅱ
)
財

務
報

告
の

信
頼

性
、

ⅲ
)
 
法

令
遵

守
、

ⅳ
)
資

産
の

保
全

、
の

４
つ

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
理

事
長

を
内

部
統

制
の

最
高

責
任

者
と

し
、

そ
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

必
要

な
規

程
等

の
整

備
、

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
内

部
統

制
の

仕
組

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

か
の

点
検

・
検

証
、

点
検

結
果

を
踏

ま
え

た
必

要
な

見
直

し
を

行
う

な
ど

充
実

・
強

化
を

図
る

。
内

部
統

制
の

構
築

・
運

用
状

況
に

つ
い

て
、

定
期

的
に

点
検

を
行

う
と

と
も

に
、

監
事

の
監

査
を

受
け

る
。

ま
た

、
職

員
一

人

3
ア

　
市

立
東

大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー

と
、

指
定

管
理

を
受

託
し

て
い

る
府

立
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

を
統

括
す

る
、

法
人

本
部

を
設

置
し

、
業

務
の

総
合

調
整

、
計

画
策

定
及

び
進

行
管

理
、

医
の

倫
理

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

、
内

部
監

査
等

を
充

実
さ

せ
る

。

イ
　

自
治

体
設

立
の

地
方

独
立

行
政

法
人

病
院

と
し

て
、

経
営

・
運

営
の

公
共

性
・

公
平

性
、

及
び

透
明

性
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
ⅰ

)
業

務
の

有
効

性
と

効
率

性
、

ⅱ
)
財

務
報

告
の

信
頼

性
、

ⅲ
)
 
法

令
遵

守
、

ⅳ
)
資

産
の

保
全

、
の

４
つ

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
理

事
長

を
内

部
統

制
の

最
高

責
任

者
と

し
、

そ
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

必
要

な
規

程
等

の
整

備
、

見
直

し
を
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

　
令

和
３

年
度

計
画

の
事

業
実

績
報

告
書

、
財

務
諸

表
を

作
成

し
、

監
事

監
査

、
理

事
会

決
定

、
東

大
阪

市
へ

の
提

出
、

評
価

委
員

の
意

見
聴

取
、

市
議

会
へ

の
報

告
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

公
表

を
行

い
、

透
明

性
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
を

回
し

た
。

・
診

療
科

別
目

標
を

設
定

し
、

毎
週

の
幹

部
会

、
毎

月
の

理
事

会
、

所
属

長
会

で
達

成
状

況
の

確
認

、
対

策
の

検
討

を
行

っ
た

。

一
人

が
内

部
統

制
の

重
要

性
を

認
識

し
、

自
主

的
に

法
令

を
遵

守
し

、
か

つ
高

い
職

業
倫

理
及

び
医

の
倫

理
観

を
持

っ
て

、
有

効
的

・
効

率
的

に
業

務
を

遂
行

す
る

組
織

風
土

を
醸

成
す

る
。

１
）

業
務

の
公

共
性

・
公

平
性

及
び

透
明

性
等

の
確

保 ・
中

期
目

標
・

計
画

に
基

づ
く

運
営

、
業

務
及

び
財

務
改

善
を

行
う

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
繰

り
返

す
。

計
画

・
評

価
結

果
は

市
及

び
議

会
に

報
告

す
る

と
と

も
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

公
表

し
、

透
明

性
を

確
保

す
る

。

１
）

業
務

の
公

共
性

・
公

平
性

及
び

透
明

性
等

の
確

保 ・
中

期
目

標
・

計
画

に
基

づ
く

運
営

、
業

務
及

び
財

務
改

善
を

行
う

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
繰

り
返

す
。

計
画

・
評

価
結

果
は

市
及

び
議

会
に

報
告

す
る

と
と

も
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

公
表

し
、

透
明

性
を

確
保

す
る

。

行
う

と
と

も
に

、
内

部
統

制
の

仕
組

が
有

効
に

機
能

し
て

い
る

か
の

点
検

・
検

証
、

点
検

結
果

を
踏

ま
え

た
必

要
な

見
直

し
を

行
う

な
ど

充
実

・
強

化
を

図
る

。
内

部
統

制
の

構
築

・
運

用
状

況
に

つ
い

て
、

定
期

的
に

点
検

を
行

う
と

と
も

に
、

監
事

の
監

査
を

受
け

る
。

ま
た

、
職

員
一

人
一

人
が

内
部

統
制

の
重

要
性

を
認

識
し

、
自

主
的

に
法

令
を

遵
守

し
、

か
つ

高
い

職
業

倫
理

及
び

医
の

倫
理

観
を

持
っ

て
、

有
効

的
・

効
率

的
に

業
務

を
遂

行
す

る
組

織
風

土
を

醸
成

す
る

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

　
医

の
倫

理
監

を
設

け
、

担
当

者
と

し
て

筆
頭

副
院

長
を

指
名

し
た

。
　

令
和

５
年

２
月

の
病

院
機

能
評

価
受

審
に

向
け

て
、

入
院

・
外

来
等

の
業

務
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

の
点

検
、

改
定

、
周

知
を

行
っ

た
。

・
診

療
科

お
よ

び
各

部
局

毎
の

年
度

目
標

を
策

定
し

、
月

次
実

績
は

毎
月

の
理

事
会

に
報

告
す

る
。

２
）

財
務

報
告

の
信

頼
性

の
向

上
・

監
事

へ
の

病
院

会
計

・
決

算
及

び
財

務
報

告
の

迅
速

化
と

監
査

体
制

の
確

立
。

・
月

次
の

患
者

数
・

収
支

状
況

に
つ

い
て

は
毎

月
理

事
会

に
報

告
す

る
。

・
毎

年
度

、
決

算
終

了
後

速
や

か
に

事
業

実
績

等
を

理
事

会
（

監
事

）
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
の

公
表

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
公

表
す

る
こ

と
に

よ
り

、
業

務
の

透
明

性
を

高
め

る
。

・
診

療
科

お
よ

び
各

部
局

毎
の

年
度

目
標

を
策

定
し

、
月

次
実

績
は

毎
月

の
理

事
会

に
報

告
す

る
。

２
）

財
務

報
告

の
信

頼
性

の
向

上
・

監
事

へ
の

病
院

会
計

・
決

算
及

び
財

務
報

告
の

迅
速

化
と

監
査

体
制

の
確

立
。

・
月

次
の

患
者

数
・

収
支

状
況

に
つ

い
て

は
毎

月
理

事
会

に
報

告
す

る
。

・
毎

年
度

、
決

算
終

了
後

速
や

か
に

事
業

実
績

等
を

理
事

会
（

監
事

）
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
の

公
表

そ
の

他
の

方
法

に
よ

り
公

表
す

る
こ

と
に

よ
り

、
業

務
の

透
明

性
を

高
め

る
。

３
）

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

（
法

令
遵

守
）

の
強

化
３

）
医

の
倫

理
及

び
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

強
化

・
医

の
倫

理
基

準
の

遵
守

意
識

の
啓

発
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
業

務
方

法
書

・
規

程
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

状
況

の
把

握
と

定
期

的
な

点
検

の
実

施

・
職

員
倫

理
規

程
、

個
人

情
報

保
護

規
程

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
規

程
等

に
基

づ
く

法
令

遵
守

意
識

の
涵

養 ・
内

部
通

報
窓

口
・

外
部

通
報

窓
口

設
置

状
況

の
把

握
と

点
検

の
実

施

・
倫

理
監

督
者

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

統
括

担
当

監
の

設
置

（
仕

組
）

を
継

続

・
業

務
方

法
書

・
規

程
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

状
況

の
把

握
と

定
期

的
な

点
検

の
実

施

・
職

員
倫

理
規

程
、

個
人

情
報

保
護

規
程

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
規

程
等

に
基

づ
く

法
令

遵
守

意
識

の
涵

養 ・
内

部
通

報
窓

口
・

外
部

通
報

窓
口

設
置

状
況

の
把

握
と

点
検

の
実

施

・
倫

理
監

督
者

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

統
括

担
当

監
の

設
置

（
仕

組
）

を
継

続

・
職

員
が

遵
守

す
べ

き
規

程
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
中

央
一

元
管

理
化

・
職

員
が

遵
守

す
べ

き
規

程
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
中

央
一

元
管

理
化
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ウ
　

職
員

の
処

分
案

件
に

つ
い

て
は

、
法

人
と

し
て

統
合

し
た

人
事

審
議

委
員

会
で

審
議

を
行

い
結

果
は

内
部

統
制

委
員

会
、

理
事

会
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
職

員
に

対
す

る
注

意
喚

起
の

通
達

を
発

出
し

た
。

エ
　

令
和

３
年

度
の

事
業

実
績

報
告

書
で

は
、

定
量

的
な

指
標

を
中

心
に

法
人

の
自

己
評

価
、

東
大

阪
市

の
評

価
を

進
め

た
。

　
東

大
阪

市
、

評
価

委
員

会
か

ら
の

指
摘

を
院

内
で

共
有

し
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

強
化

な
ど

今
後

の
改

善
に

つ
な

げ
た

。

オ
　

診
療

科
別

の
入

院
・

外
来

患
者

数
、

手
術

件
数

な
ど

の
目

標
値

を
設

定
し

、
毎

週
の

経
営

会
議

で
検

討
、

毎
月

の
理

事
会

、
所

属
長

会
で

報
告

を
行

っ
た

。
　

令
和

４
年

度
は

２
０

日
超

入
院

患
者

の
転

退
院

調
整

の
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

を
立

ち
上

げ
対

応
を

検
討

し
た

。

イ
 
医

療
過

誤
と

い
っ

た
医

療
安

全
上

の
リ

ス
ク

、
職

員
の

不
祥

事
な

ど
の

経
営

上
の

リ
ス

ク
、

自
然

災
害

な
ど

の
外

的
リ

ス
ク

に
対

し
、

適
切

に
管

理
す

る
仕

組
み

を
整

備
す

る
。

・
リ

ス
ク

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

の
作

成

ウ
 
中

期
計

画
で

は
、

具
体

的
か

つ
定

量
的

な
情

報
に

基
づ

き
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
出

来
る

環
境

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

適
切

な
評

価
の

し
く

み
の

検
討

を
進

め
る

。
ま

た
、

毎
年

度
の

監
事

監
査

、
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
結

果
を

次
の

年
度

計
画

に
反

映
し

て
い

く
。

エ
 
診

療
科

・
病

棟
別

に
具

体
的

数
値

目
標

を
設

定
し

、
達

成
に

向
け

た
取

り
組

み
を

進
め

る
。

重
要

課
題

に
つ

い
て

は
、

セ
ン

タ
ー

長
、

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
リ

ー
ダ

ー
を

任
命

し
、

効
果

的
な

運
営

を
行

う
。

エ
　

中
期

計
画

で
は

、
具

体
的

か
つ

定
量

的
な

情
報

に
基

づ
き

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

出
来

る
環

境
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

評
価

の
し

く
み

の
検

討
を

進
め

る
。

ま
た

、
毎

年
度

の
監

事
監

査
、

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

結
果

を
次

の
年

度
計

画
に

反
映

し
て

い
く

。

オ
　

診
療

科
・

病
棟

別
に

具
体

的
数

値
目

標
を

設
定

し
、

達
成

に
向

け
た

取
り

組
み

を
進

め
る

。
重

要
課

題
に

つ
い

て
は

、
セ

ン
タ

ー
長

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

リ
ー

ダ
ー

を
任

命
し

、
効

果
的

な
運

営
を

行
う

。

ウ
　

医
療

過
誤

と
い

っ
た

医
療

安
全

上
の

リ
ス

ク
、

職
員

の
不

祥
事

な
ど

の
経

営
上

の
リ

ス
ク

、
自

然
災

害
な

ど
の

外
的

リ
ス

ク
に

対
し

、
適

切
に

管
理

す
る

仕
組

み
を

整
備

す
る

。
・

リ
ス

ク
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
の

作
成
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
法

人
本

部
設

置
、

事
業

報
告

・
監

査
・

提
出

・
公

表
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

、
診

療
科

別
・

病
棟

別
実

績
の

報
告

検
討

を
継

続
し

て
行

え
た

点
等

か
ら

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

オ
 
内

部
統

制
の

不
備

に
よ

り
重

大
な

事
象

が
発

生
し

た
場

合
は

、
各

種
専

門
家

で
構

成
さ

れ
た

独
立

し
た

第
三

者
に

よ
る

検
証

組
織

を
設

置
し

、
原

因
の

究
明

と
再

発
防

止
策

の
策

定
を

行
う

。

カ
　

内
部

統
制

の
不

備
に

よ
り

重
大

な
事

象
が

発
生

し
た

場
合

は
、

各
種

専
門

家
で

構
成

さ
れ

た
独

立
し

た
第

三
者

に
よ

る
検

証
組

織
を

設
置

し
、

原
因

の
究

明
と

再
発

防
止

策
の

策
定

を
行

う
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

医
療

セ
ン

タ
ー

業
務

方
法

書
の

点
検

一
部

実
施

実
施

一
部

実
施

-

内
部

統
制

（
ガ

バ
ナ

ン
ス

）
体

制
の

確
立

（
内

部
統

制
委

員
会

を
含

む
）

実
施

実
施

実
施

-

内
部

通
報

窓
口

、
外

部
通

報
窓

口
の

設
置

部
分

実
施

実
施

実
施

-

病
院

会
計

及
び

財
務

報
告

の
監

査
体

制
の

構
築

未
実

施
実

施
実

施
-

規
程

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

整
備

状
況

の
点

検
実

施
実

施
実

施
-
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
業

務
運

営
体

制
の

構
築

（
3
）

適
切

か
つ

弾
力

的
な

人
員

配
置

法
人

の
評

価
を

妥
当

と
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。
3

ア
　

医
務

局
　

医
師

数
の

増
加

に
つ

い
て

は
、

令
和

３
年

度
に

比
し

４
名

増
と

令
和

４
年

度
計

画
を

達
成

し
た

が
、

内
訳

は
専

攻
医

が
１

３
人

増
え

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

常
勤

医
は

９
名

減
少

と
な

っ
て

お
り

、
常

勤
医

の
確

保
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。
シ

フ
ト

勤
務

や
フ

レ
ッ

ク
ス

タ
イ

ム
制

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
一

部
の

診
療

科
で

取
り

組
み

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
今

後
も

引
き

続
き

検
討

を
行

う
。

ア
 
医

務
局

医
師

の
働

き
方

改
革

に
か

か
る

時
間

外
勤

務
縮

減
に

つ
い

て
、

医
師

数
の

増
加

を
図

る
こ

と
に

加
え

、
業

務
の

効
率

化
の

た
め

に
シ

フ
ト

勤
務

な
ど

勤
務

時
間

帯
の

見
直

し
や

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制
の

導
入

な
ど

柔
軟

な
勤

務
体

制
の

構
築

を
検

討
す

る
。

ア
　

医
務

局
　

医
師

の
働

き
方

改
革

に
か

か
る

時
間

外
勤

務
縮

減
に

つ
い

て
、

医
師

数
の

増
加

を
図

る
こ

と
に

加
え

、
業

務
の

効
率

化
の

た
め

に
シ

フ
ト

勤
務

な
ど

勤
務

時
間

帯
の

見
直

し
や

フ
レ

ッ
ク

ス
タ

イ
ム

制
の

導
入

な
ど

柔
軟

な
勤

務
体

制
の

構
築

を
検

討
す

る
。

中
期

目
標

各
診

療
科

や
入

院
・

外
来

の
人

員
配

置
を

適
切

に
行

い
、

効
率

的
・

効
果

的
な

業
務

運
営

に
努

め
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ウ
　

薬
剤

部
　

対
物

業
務

の
調

剤
業

務
の

見
直

し
を

行
い

、
必

要
最

低
限

の
人

員
配

置
に

調
整

す
る

こ
と

で
、

対
人

業
務

の
薬

剤
管

理
指

導
と

病
棟

薬
剤

業
務

実
施

加
算

を
残

さ
ず

算
定

可
能

に
す

べ
く

、
服

薬
指

導
室

の
人

員
配

置
を

進
め

た
。

さ
ら

に
、

連
携

充
実

加
算

、
が

ん
患

者
指

導
管

理
料

ハ
、

薬
剤

総
合

評
価

調
整

加
算

及
び

、
薬

剤
調

整
加

算
の

算
定

に
も

注
力

し
、

薬
剤

師
の

算
定

可
能

な
診

療
報

酬
を

積
極

的
に

算
定

し
た

。
ま

た
、

医
薬

品
の

供
給

不
安

に
対

応
す

べ
く

、
情

報
を

院
内

共
有

し
、

適
正

な
供

給
に

継
続

的
に

努
め

た
。

イ
　

看
護

局
令

和
４

年
度

の
重

症
度

、
医

療
・

看
護

必
要

度
の

年
間

平
均

は
、

３
７

．
４

％
（

前
年

比
▲

１
．

８
％

）
で

診
療

報
酬

上
の

要
件

を
満

た
し

た
。

C
O
V
I
D
-
1
9
の

流
行

に
応

じ
て

感
染

症
対

応
病

床
数

が
変

化
し

た
が

、
感

染
症

対
応

病
棟

間
、

も
し

く
は

一
般

病
棟

間
で

応
援

体
制

を
組

み
、

ケ
ア

の
量

や
質

が
低

下
し

な
い

よ
う

に
努

め
た

。
し

か
し

、
看

護
職

員
や

家
族

の
C
O
V
I
D
-

1
9
感

染
に

よ
り

、
長

期
に

渡
り

体
制

維
持

に
難

渋
し

た
。

看
護

師
長

の
細

や
か

な
采

配
に

よ
り

辛
う

じ
て

体
制

の
維

持
が

図
れ

、
年

間
を

通
じ

て
急

性
期

一
般

入
院

基
本

料
１

の
算

定
基

準
を

満
た

し
た

。
ま

た
、

令
和

４
年

５
月

よ
り

、
病

床
管

理
専

従
看

護
師

長
を

配
置

し
、

専
門

性
や

業
務

量
を

勘
案

し
た

入
院

調
整

に
努

め
た

。
夜

勤
体

制
に

於
い

て
は

、
Ｉ

Ｃ
Ｕ

、
緩

和
ケ

ア
病

棟
に

続
き

、
Ｎ

Ｉ
Ｃ

Ｕ
も

１
２

時
間

夜
勤

を
開

始
し

た
。

イ
 
看

護
局

病
床

稼
働

率
や

病
床

回
転

率
、

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
重

症
患

者
割

合
等

に
よ

り
、

看
護

職
員

の
傾

斜
配

置
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

患
者

数
や

業
務

内
容

及
び

診
療

報
酬

に
対

応
出

来
る

適
正

配
置

に
努

め
る

と
同

時
に

、
短

時
間

勤
務

や
1
2
 
時

間
夜

勤
、

夜
勤

専
従

勤
務

等
を

促
進

し
、

多
様

で
柔

軟
な

勤
務

体
制

の
構

築
と

人
員

配
置

を
検

討
す

る
。

ウ
 
薬

剤
部

医
療

の
質

を
向

上
す

る
べ

く
、

患
者

に
対

す
る

薬
物

治
療

に
適

切
な

介
入

を
行

い
貢

献
す

る
た

め
の

人
員

配
置

を
行

う
。

院
内

で
の

医
薬

品
の

安
全

管
理

と
適

正
な

供
給

に
務

め
る

と
と

も
に

、
新

た
な

診
療

報
酬

算
定

に
よ

る
収

益
増

、
患

者
支

援
拡

充
に

必
要

な
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

配
置

を
検

討
す

る
。

イ
　

看
護

局
　

病
床

稼
働

率
や

病
床

回
転

率
、

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

の
重

症
患

者
割

合
等

に
よ

り
、

看
護

職
員

の
傾

斜
配

置
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

患
者

数
や

業
務

内
容

及
び

診
療

報
酬

に
対

応
出

来
る

適
正

配
置

に
努

め
る

と
同

時
に

、
短

時
間

勤
務

や
１

２
時

間
夜

勤
、

夜
勤

専
従

勤
務

等
を

促
進

し
、

多
様

で
柔

軟
な

勤
務

体
制

の
構

築
と

人
員

配
置

を
検

討
す

る
。

ウ
　

薬
剤

部
医

療
の

質
を

向
上

す
る

べ
く

、
患

者
に

対
す

る
薬

物
治

療
に

適
切

な
介

入
を

行
い

貢
献

す
る

た
め

の
人

員
配

置
を

行
う

。
院

内
で

の
医

薬
品

の
安

全
管

理
と

適
正

な
供

給
に

務
め

る
と

と
も

に
、

新
た

な
診

療
報

酬
算

定
に

よ
る

収
益

増
、

患
者

支
援

拡
充

に
必

要
な

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
配

置
を

検
討

す
る

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

エ
　

医
療

技
術

局
新

型
コ

ロ
ナ

診
療

応
需

の
状

況
下

に
お

い
て

も
弾

力
的

な
勤

務
編

成
を

行
い

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
よ

う
に

今
後

積
極

的
に

増
加

を
目

指
す

業
務

や
放

射
線

治
療

の
一

部
の

専
門

業
務

を
除

き
各

科
・

係
の

時
間

外
業

務
の

削
減

を
進

め
た

。

オ
　

事
務

局
令

和
４

年
４

月
に

市
職

員
３

名
の

交
代

、
新

た
に

設
置

し
た

法
人

本
部

や
事

務
局

の
幹

部
へ

配
置

し
、

令
和

４
年

８
月

に
は

、
法

人
本

部
の

下
に

法
人

運
営

課
を

設
置

し
、

事
務

局
を

総
務

課
、

契
約

会
計

課
、

医
事

課
、

情
報

管
理

課
に

組
織

再
編

す
る

と
共

に
人

事
異

動
を

行
い

重
要

課
題

に
対

応
す

る
た

め
の

体
制

強
化

を
行

っ
た

。

エ
　

医
療

技
術

局
　

就
業

規
則

に
定

め
ら

れ
た

、
医

療
技

術
局

職
員

の
勤

務
時

間
を

柔
軟

に
活

用
す

る
こ

と
で

、
各

科
、

係
の

業
務

形
態

に
合

わ
せ

た
弾

力
的

な
人

員
配

置
を

行
い

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

業
務

運
営

を
検

討
す

る
。

エ
 
医

療
技

術
局

新
た

に
就

業
規

則
に

定
め

ら
れ

た
、

医
療

技
術

局
職

員
の

勤
務

時
間

を
柔

軟
に

活
用

す
る

こ
と

で
、

各
科

、
係

の
業

務
形

態
に

合
わ

せ
た

弾
力

的
な

人
員

配
置

を
行

い
、

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
業

務
運

営
を

検
討

す
る

。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
安

全
な

医
療

の
提

供
、

診
療

報
酬

上
必

要
な

人
員

配
置

、
弾

力
的

な
運

用
を

行
え

た
点

か
ら

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

オ
　

事
務

局
今

後
も

持
続

可
能

な
事

務
局

職
員

の
適

正
配

置
を

進
め

る
。

特
に

、
医

事
委

託
業

務
に

つ
い

て
は

、
業

務
内

容
を

総
点

検
し

、
内

製
化

し
た

場
合

の
収

益
と

費
用

を
分

析
し

、
適

正
な

執
行

体
制

を
検

討
す

る
。

オ
 
事

務
局

今
後

も
持

続
可

能
な

事
務

局
職

員
の

適
正

配
置

を
進

め
る

。
特

に
、

医
事

委
託

業
務

に
つ

い
て

は
、

業
務

内
容

を
総

点
検

し
、

内
製

化
し

た
場

合
の

収
益

と
費

用
を

分
析

し
、

適
正

な
執

行
体

制
を

検
討

す
る

。
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
業

務
運

営
体

制
の

構
築

（
4
）

医
療

資
源

等
の

有
効

活
用

中
期

目
標

ア
 
病

床
、

手
術

室
の

稼
働

状
況

に
注

視
し

、
そ

の
効

果
的

な
活

用
に

努
め

る
こ

と
。

イ
 
医

療
機

器
の

購
入

後
は

、
投

資
に

見
合

っ
た

活
用

が
で

き
て

い
る

か
継

続
的

に
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
見

直
し

を
図

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

4
新

型
コ

ロ
ナ

対
応

及
び

緑
膿

菌
の

ア
ウ

ト
ブ

レ
イ

ク
に

よ
る

影
響

で
病

床
稼

働
率

や
Ｉ

Ｃ
Ｕ

管
理

件
数

は
目

標
に

達
し

な
か

っ
た

。
し

か
し

、
手

術
や

全
身

麻
酔

件
数

が
大

き
く

伸
び

た
こ

と
で

効
率

的
・

効
果

的
な

運
営

が
で

き
た

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

評
価

を
「

４
」

と
し

た
。

ア
　

病
棟

別
・

診
療

科
ご

と
の

病
床

稼
働

率
、

曜
日

別
・

時
間

帯
ご

と
の

手
術

室
の

使
用

率
を

検
証

し
、

効
果

的
な

活
用

を
行

う
。

院
内

改
修

工
事

に
よ

り
、

９
室

か
ら

１
１

室
に

増
室

さ
れ

た
手

術
室

の
効

率
的

な
利

用
を

行
い

、
手

術
件

数
、

全
身

麻
酔

件
数

の
大

幅
な

増
加

を
目

標
と

す
る

。
麻

酔
科

医
、

手
術

室
看

護
師

、
臨

床
工

学
技

士
、

薬
剤

師
等

の
確

保
を

行
う

こ
と

に
よ

り
手

術
診

療
の

質
と

安
全

を
担

保
す

る
。

ま
た

、
隣

接
し

た
Ｉ

Ｃ
Ｕ

の
有

効
活

用
を

目
指

し
、

手
術

後
患

者
の

利
用

率
を

高
め

る
。

ア
　

総
手

術
件

数
お

よ
び

全
身

麻
酔

件
数

の
令

和
４

年
度

実
績

値
は

計
画

値
を

上
回

る
成

績
を

達
成

で
き

た
。

ま
た

、
ロ

ボ
ッ

ト
支

援
下

手
術

も
実

績
値

が
計

画
値

を
上

回
っ

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｕ
管

理
件

数
に

関
し

て
は

、
令

和
４

年
度

上
半

期
は

コ
ロ

ナ
対

応
で

、
下

半
期

に
関

し
て

は
薬

剤
耐

性
緑

膿
菌

の
ア

ウ
ト

ブ
レ

イ
ク

の
た

め
、

入
室

管
理

数
を

制
限

し
て

い
た

期
間

が
あ

り
、

計
画

値
に

は
達

し
な

か
っ

た
。

（
令

和
５

年
２

月
以

降
、

ア
ウ

ト
ブ

レ
イ

ク
へ

の
対

策
案

の
実

施
し

入
室

制
限

は
解

除
さ

れ
て

い
る

。
）

ア
 
病

棟
別

・
診

療
科

ご
と

の
病

床
稼

働
率

、
曜

日
別

・
時

間
帯

ご
と

の
手

術
室

の
使

用
率

を
検

証
し

、
効

果
的

な
活

用
を

行
う

。
院

内
改

修
工

事
に

よ
り

、
9
 
室

か
ら

1
1
 
室

に
増

室
さ

れ
た

手
術

室
の

効
率

的
な

利
用

を
行

い
、

手
術

件
数

、
全

身
麻

酔
件

数
の

大
幅

な
増

加
を

目
標

と
す

る
。

麻
酔

科
医

、
手

術
室

看
護

師
、

臨
床

工
学

技
士

、
薬

剤
師

等
の

確
保

を
行

う
こ

と
に

よ
り

手
術

診
療

の
質

と
安

全
を

担
保

す
る

。
ま

た
、

隣
接

し
た

Ｉ
Ｃ

Ｕ
の

有
効

活
用

を
目

指
し

、
手

術
後

患
者

の
利

用
率

を
高

め
る

。

4
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ウ
　

耐
用

年
数

越
え

を
迎

え
る

放
射

線
治

療
機

器
及

び
撮

影
機

器
が

今
後

続
出

す
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
国

指
定

地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

と
し

て
そ

の
責

務
を

市
民

に
果

た
す

た
め

に
、

放
射

線
治

療
機

器
の

よ
り

高
度

な
治

療
技

術
、

高
精

度
及

び
安

全
性

を
担

保
す

る
た

め
に

早
期

に
機

種
選

定
、

工
事

時
期

を
計

イ
　

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

は
平

成
３

０
年

１
１

月
の

更
新

か
ら

令
和

５
年

１
１

月
で

５
年

を
迎

え
る

が
、

更
新

の
時

期
に

つ
い

て
は

、
シ

ス
テ

ム
保

守
が

最
大

延
長

で
き

る
令

和
７

年
で

検
討

し
て

い
る

。
ウ

ク
ラ

イ
ナ

情
勢

の
影

響
に

よ
る

半
導

体
枯

渇
や

国
の

電
子

カ
ル

テ
規

格
を

国
際

標
準

規
格

（
Ｈ

Ｌ
７

Ｆ
Ｈ

Ｉ
Ｒ

）
に

統
一

化
す

る
動

向
な

ど
、

社
会

情
勢

に
よ

る
影

響
も

踏
ま

え
、

円
滑

な
導

入
お

よ
び

当
セ

ン
タ

ー
に

と
っ

て
の

最
適

化
の

た
め

に
コ

ン
サ

ル
導

入
を

決
定

し
た

。
次

年
度

は
コ

ン
サ

ル
業

者
の

決
定

並
び

に
当

セ
ン

タ
ー

の
方

針
検

討
、

翌
年

度
以

降
の

予
算

確
保

を
進

め
る

。
高

額
医

療
機

器
の

使
用

状
況

に
つ

い
て

は
、

コ
ロ

ナ
禍

で
稼

働
率

が
苦

し
い

状
況

で
あ

り
な

が
ら

も
、

ダ
ビ

ン
チ

や
Ｉ

Ｍ
Ｒ

Ｔ
の

件
数

は
計

画
値

を
超

え
て

お
り

、
特

に
手

術
件

数
・

全
麻

件
数

の
増

大
は

収
益

確
保

に
寄

与
し

た
。

ま
た

全
身

麻
酔

下
で

の
緊

急
手

術
数

症
例

数
が

年
間

３
５

０
件

を
超

え
た

こ
と

か
ら

、
次

年
度

（
令

和
５

年
４

月
）

に
急

性
期

充
実

体
制

加
算

の
申

請
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

ウ
 
耐

用
年

数
越

え
を

迎
え

る
放

射
線

治
療

機
器

及
び

撮
影

機
器

が
今

後
続

出
す

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

国
指

定
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

そ
の

責
務

を
市

民
に

果
た

す
た

め
に

、
放

射
線

治
療

機
器

の
よ

り
高

度
な

治
療

技
術

、
高

精
度

及
び

安
全

性
を

担
保

す
る

た
め

に
早

期
に

機
種

選
定

、
工

事
時

期
を

計

ウ
　

高
額

医
療

機
器

に
つ

い
て

は
機

器
選

定
委

員
会

で
審

査
を

行
い

、
幹

部
会

に
提

案
し

承
認

し
た

。
　

放
射

線
治

療
機

器
の

更
新

に
つ

い
て

は
、

院
内

で
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、
予

算
確

保
等

の
整

理
を

行
っ

た
。

令
和

５
年

度
に

お
い

て
、

契
約

手
続

、
令

和
６

年
度

に
新

機
種

の
稼

働
を

予
定

し
て

い
る

。
　

Ｍ
Ｒ

Ｉ
に

つ
い

て
は

翌
年

度
の

更
新

を
決

定
し

た
。

イ
 
電

子
カ

ル
テ

を
含

む
病

院
情

報
シ

ス
テ

ム
は

、
病

院
の

業
務

運
営

に
欠

か
せ

な
い

資
源

で
あ

り
、

単
純

に
減

価
償

却
の

5
 
年

で
更

新
す

る
の

で
は

な
く

、
最

大
限

、
経

済
性

・
耐

久
性

を
考

慮
し

、
有

効
活

用
を

図
る

。
他

の
シ

ス
テ

ム
と

の
関

係
性

や
利

便
性

を
考

慮
し

、
適

切
な

更
新

時
期

を
検

討
す

る
。

加
え

て
更

新
に

向
け

た
計

画
立

案
、

準
備

を
行

う
。

ま
た

、
高

額
医

療
機

器
の

使
用

状
況

を
集

約
し

、
導

入
効

果
を

検
証

し
て

い
く

。

イ
　

電
子

カ
ル

テ
を

含
む

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

は
、

病
院

の
業

務
運

営
に

欠
か

せ
な

い
資

源
で

あ
り

、
単

純
に

減
価

償
却

の
５

年
で

更
新

す
る

の
で

は
な

く
、

最
大

限
、

経
済

性
・

耐
久

性
を

考
慮

し
、

有
効

活
用

を
図

る
。

他
の

シ
ス

テ
ム

と
の

関
係

性
や

利
便

性
を

考
慮

し
、

適
切

な
更

新
時

期
を

検
討

す
る

。
加

え
て

更
新

に
向

け
た

計
画

立
案

、
準

備
を

行
う

。
ま

た
、

高
額

医
療

機
器

の
使

用
状

況
を

集
約

し
、

導
入

効
果

を
検

証
し

て
い

く
。

- 88 -



中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

画
し

て
い

く
。

Ｍ
Ｒ

Ｉ
装

置
に

つ
い

て
も

よ
り

高
磁

場
化

が
進

み
、

新
た

な
撮

影
法

も
開

発
臨

床
応

用
さ

れ
て

い
る

昨
今

、
導

入
後

１
４

年
を

経
過

し
た

１
．

５
Ｔ

-
Ｍ

Ｒ
Ｉ

の
更

新
を

３
Ｔ

-
Ｍ

Ｒ
Ｉ

へ
更

新
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

今
後

の
画

像
診

断
の

方
向

性
は

断
層

画
像

診
断

と
し

て
Ｃ

Ｔ
よ

り
も

Ｍ
Ｒ

Ｉ
の

適
応

が
広

が
っ

て
い

く
こ

と
が

想
定

さ
れ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ

を
さ

ら
に

１
台

増
設

し
、

３
台

体
制

と
す

る
こ

と
を

検
討

し
て

い
く

。
今

後
、

画
像

診
断

の
有

効
活

用
と

し
て

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

へ
の

技
術

導
入

や
地

域
医

療
機

関
等

と
の

画
像

共
有

等
を

進
め

て
い

き
、

よ
り

ス
ム

ー
ズ

な
地

域
医

療
連

携
に

寄
与

し
て

い
く

。

エ
　

医
療

情
報

Ｄ
Ｗ

Ｈ
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
他

院
に

お
け

る
サ

イ
バ

ー
攻

撃
に

よ
る

診
療

機
能

低
下

の
情

報
を

受
け

、
単

に
経

営
分

析
目

的
で

は
な

く
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

と
し

て
の

活
用

を
加

味
し

た
う

え
で

の
導

入
に

切
り

替
え

、
さ

ら
な

る
有

効
活

用
に

つ
な

げ
た

。

エ
　

医
療

情
報

Ｄ
Ｗ

Ｈ
シ

ス
テ

ム
の

強
化

を
行

い
、

電
子

カ
ル

テ
及

び
医

事
以

外
の

部
門

シ
ス

テ
ム

と
接

続
し

、
経

営
分

析
判

断
に

活
用

で
き

る
定

義
を

決
定

し
、

５
～

１
０

年
先

を
見

据
え

た
Ｄ

Ｂ
を

作
成

す
る

。
（

臨
床

研
究

及
び

経
営

分
析

に
活

用
）

画
し

て
い

く
。

Ｍ
Ｒ

Ｉ
装

置
に

つ
い

て
も

よ
り

高
磁

場
化

が
進

み
、

新
た

な
撮

影
法

も
開

発
臨

床
応

用
さ

れ
て

い
る

昨
今

、
導

入
後

1
4
 
年

を
経

過
し

た
1
.
5
Ｔ

-
Ｍ

Ｒ
Ｉ

の
更

新
を

3
Ｔ

-
Ｍ

Ｒ
Ｉ

へ
更

新
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

今
後

の
画

像
診

断
の

方
向

性
は

断
層

画
像

診
断

と
し

て
Ｃ

Ｔ
よ

り
も

Ｍ
Ｒ

Ｉ
の

適
応

が
広

が
っ

て
い

く
こ

と
が

想
定

さ
れ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ

を
さ

ら
に

1
 
台

増
設

し
、

3
 
台

体
制

と
す

る
こ

と
を

検
討

し
て

い
く

。
今

後
、

画
像

診
断

の
有

効
活

用
と

し
て

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

へ
の

技
術

導
入

や
地

域
医

療
機

関
等

と
の

画
像

共
有

等
を

進
め

て
い

き
、

よ
り

ス
ム

ー
ズ

な
地

域
医

療
連

携
に

寄
与

し
て

い
く

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
新

型
コ

ロ
ナ

対
応

の
休

床
の

影
響

で
、

病
床

稼
働

率
は

目
標

値
に

は
届

か
な

か
っ

た
。

し
か

し
当

セ
ン

タ
ー

の
使

命
で

あ
る

高
度

急
性

期
・

急
性

期
医

療
で

あ
る

手
術

実
績

（
全

身
麻

酔
件

数
、

ロ
ボ

ッ
ト

支
援

手
術

件
数

）
は

目
標

及
び

前
年

度
実

績
を

上
回

っ
た

点
か

ら
自

己
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

病
床

稼
働

率
（

％
）

7
4
.
6

9
2
.
8

7
9
.
1

8
5
.
2
%

（
休

床
考

慮
稼

働
率

）
（

8
8
.
1
）

-
（

8
5
.
0
）

-

総
手

術
件

数
（

件
）

6
,
7
9
4

7
,
0
4
0

7
,
4
3
2

1
0
5
.
6
%

全
身

麻
酔

件
数

（
件

）
3
,
0
3
1

3
,
2
0
0

3
,
5
1
6

1
0
9
.
9
%

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

手
術

室
稼

働
率

（
％

）
6
8
.
6

7
0
.
0

6
7
.
1

9
5
.
9
%

ダ
ビ

ン
チ

（
ロ

ボ
ッ

ト
支

援
）

手
術

実
施

件
数

（
件

）
1
3
2

1
4
0

1
6
6

1
1
8
.
6
%

強
度

変
調

放
射

線
治

療
（

I
M
R
T
）

件
数

（
件

）
2
,
4
9
2

3
,
4
5
0

3
,
8
0
9

1
1
0
.
4
%

I
C
U
（

特
定

集
中

治
療

室
）

管
理

件
数

（
件

）
3
,
1
2
5

2
,
9
0
0

2
,
3
6
2

8
1
.
5
%
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

1
）

人
材

の
確

保 ア
　

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

、
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
た

め
に

必
要

な
人

材
の

確
保

（
量

の
確

保
）

と
機

能
充

実
・

拡
充

（
質

の
向

上
）

を
継

続
し

て
い

く
。

優
秀

な
人

材
を

確
保

し
、

能
力

を
発

揮
で

き
る

働
き

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る

。

・
臨

床
研

修
医

、
専

攻
医

及
び

常
勤

医
師

の
確

保
の

た
め

、
①

今
年

度
に

つ
い

て
は

医
局

・
初

期
研

修
医

室
の

美
化

及
び

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
図

る
。

②
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
及

び
論

文
の

オ
ン

ラ
イ

ン
検

索
シ

ス
テ

ム
の

充
実

を
図

る
。

令
和

2
年

度
に

お
い

て
導

入
し

た
「

今
日

の
臨

床
サ

ポ
ー

ト
」

に
つ

い
て

更
な

る
有

効
活

用
を

図
る

。
③

関
連

大
学

へ
の

働
き

か

ア
 
地

域
の

中
核

病
院

と
し

て
、

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

た
め

に
必

要
な

人
材

の
確

保
（

量
の

確
保

）
と

機
能

充
実

・
拡

充
（

質
の

向
上

）
を

継
続

し
て

い
く

。
優

秀
な

人
材

を
確

保
し

、
能

力
を

発
揮

で
き

る
働

き
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
。

・
臨

床
研

修
医

、
専

攻
医

及
び

常
勤

医
師

の
確

保
の

た
め

、
①

研
修

医
室

の
整

備
・

拡
充

を
図

る
。

②
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
及

び
論

文
の

オ
ン

ラ
イ

ン
検

索
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
図

る
。

③
関

連
大

学
へ

の
働

き
か

け
を

中
心

に
、

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

う
え

で
必

要
な

医
師

を
確

保
す

る
。

3
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

影
響

下
、

オ
ン

ラ
イ

ン
試

験
を

継
続

し
、

既
卒

者
の

随
時

採
用

を
行

い
、

看
護

師
等

の
確

保
に

努
め

ら
れ

た
が

既
卒

者
の

採
用

数
が

３
名

に
留

ま
っ

た
。

新
人

（
在

職
期

間
３

年
未

満
）

の
退

職
者

数
が

依
然

多
い

傾
向

が
続

い
て

い
る

が
全

体
の

看
護

師
離

職
率

は
わ

ず
か

に
減

少
し

て
い

る
こ

と
か

ら
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。
看

護
職

の
離

職
防

止
に

向
け

た
新

た
な

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
る

。

3

①
の

初
期

研
修

医
室

と
④

の
図

書
室

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

つ
い

て
は

、
計

画
通

り
実

施
し

た
。

　
初

期
研

修
医

室
は

フ
リ

ー
ア

ド
レ

ス
が

採
用

さ
れ

、
快

適
な

空
間

に
充

分
な

電
子

カ
ル

テ
も

配
置

さ
れ

て
お

り
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
に

も
有

効
に

利
用

で
き

た
。

　
医

師
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

専
攻

医
は

増
え

た
が

専
攻

医
を

除
い

た
常

勤
医

は
減

少
し

て
お

り
、

関
連

大
学

へ
の

継
続

し
た

働
き

か
け

を
継

続
し

て
い

く
。

ア
　

地
域

の
中

核
病

院
と

し
て

高
度

急
性

期
・

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

た
め

に
必

要
な

人
材

確
保

、
労

務
環

境
の

整
備

を
継

続
し

て
行

っ
た

。

中
期

目
標

ア
 
医

療
セ

ン
タ

ー
が

提
供

す
る

医
療

水
準

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
優

秀
な

医
師

、
看

護
師

及
び

医
療

技
術

職
員

の
安

定
確

保
に

努
め

る
こ

と
。

イ
 
病

院
特

有
の

事
務

に
精

通
し

た
職

員
を

確
保

し
、

事
務

部
門

の
職

務
能

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

け
を

中
心

に
、

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

う
え

で
必

要
な

医
師

を
確

保
す

る
。

④
図

書
室

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

図
る

。
⑤

研
修

医
・

専
攻

医
募

集
専

門
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

な
る

充
実

及
び

広
報

活
動

の
活

発
化

・
看

護
職

に
つ

い
て

は
、

実
習

生
受

入
れ

、
病

院
見

学
会

、
働

き
続

け
る

こ
と

の
で

き
る

環
境

の
整

備
、

非
常

勤
嘱

託
の

活
用

な
ど

に
よ

り
、

体
制

維
持

に
必

要
な

人
員

確
保

に
努

め
る

。

・
看

護
職

に
つ

い
て

は
、

実
習

生
受

入
れ

、
病

院
見

学
会

、
働

き
続

け
る

こ
と

の
で

き
る

環
境

の
整

備
、

非
常

勤
嘱

託
の

活
用

な
ど

に
よ

り
、

体
制

維
持

に
必

要
な

人
員

確
保

に
努

め
る

。

・
看

護
職

に
つ

い
て

は
C
O
V
I
D
-
1
9
感

染
状

況
に

配
慮

し
、

遠
隔

地
の

方
に

つ
い

て
は

オ
ン

ラ
イ

ン
面

接
試

験
を

継
続

し
た

。
既

卒
者

の
随

時
採

用
を

行
っ

た
が

、
今

年
度

の
採

用
試

験
受

験
者

は
１

５
２

名
（

前
年

比
４

３
名

減
）

に
減

少
し

た
。

令
和

４
年

度
は

、
中

途
採

用
を

含
め

７
０

名
（

前
年

比
２

２
名

減
）

の
看

護
師

・
助

産
師

の
確

保
に

留
ま

っ
た

。
特

に
既

卒
者

に
関

し
て

は
、

わ
ず

か
３

名
で

、
看

護
職

の
ラ

ダ
ー

構
成

を
考

え
る

と
よ

り
一

層
の

確
保

へ
の

努
力

が
必

要
で

あ
る

。
　

定
年

退
職

者
（

３
名

）
を

除
く

看
護

師
離

職
率

は
、

１
１

．
６

％
と

前
年

よ
り

わ
ず

か
に

減
少

し
た

。
新

人
の

離
職

率
が

２
０

%
（

前
年

比
△

３
．

３
％

）
、

退
職

者
の

５
３

%
が

在
職

期
間

３
年

未
満

で
平

均
在

職
期

間
４

．
７

年
（

前
年

比
０

．
２

年
増

）
と

昨
年

同
様

で
あ

っ
た

。
C
O
V
I
D
-
1
9
を

直
接

の
理

由
に

し
た

離
職

者
は

い
な

か
っ

た
が

、
キ

ャ
リ

ア
初

期
の

退
職

が
多

い
傾

向
が

継
続

し
て

お
り

、
教

育
体

制
や

労
務

環
境

な
ど

今
後

の
課

題
で

あ
る

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
医

療
技

術
職

、
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
つ

い
て

は
、

患
者

支
援

の
充

実
に

必
要

な
体

制
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

施
設

基
準

の
取

得
に

よ
る

収
益

増
を

図
る

。

イ
　

事
務

職
に

つ
い

て
は

、
自

ら
課

題
解

決
に

取
り

組
み

、
将

来
的

に
病

院
運

営
の

中
核

を
担

っ
て

い
け

る
人

材
の

確
保

に
努

め
る

。

・
医

療
技

術
職

、
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
つ

い
て

は
、

患
者

支
援

の
充

実
に

必
要

な
体

制
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

施
設

基
準

の
取

得
に

よ
る

収
益

増
を

図
る

。

イ
 
事

務
職

に
つ

い
て

は
、

自
ら

課
題

解
決

に
取

り
組

み
、

将
来

的
に

病
院

運
営

の
中

核
を

担
っ

て
い

け
る

人
材

の
確

保
に

努
め

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
専

攻
医

を
含

め
た

医
師

数
は

増
加

。
看

護
師

は
若

干
の

増
に

と
ど

ま
っ

た
が

、
医

療
技

術
者

に
つ

い
て

は
患

者
支

援
の

充
実

に
必

要
な

体
制

は
維

持
し

た
点

か
ら

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

イ
　

事
務

職
に

つ
い

て
地

方
独

立
行

政
法

人
化

後
の

体
制

強
化

を
迅

速
に

行
う

た
め

、
こ

れ
ま

で
は

積
極

的
に

経
験

者
を

採
用

し
て

き
た

が
、

令
和

４
年

度
は

、
事

務
局

の
活

性
化

お
よ

び
将

来
を

見
据

え
た

体
制

構
築

を
図

る
観

点
か

ら
、

新
規

学
卒

者
や

若
年

層
を

対
象

に
採

用
活

動
を

行
い

、
令

和
５

年
４

月
に

２
名

の
新

規
学

卒
者

を
採

用
し

た
。

・
医

療
技

術
職

に
つ

い
て

は
、

患
者

支
援

の
充

実
に

必
要

な
体

制
を

継
続

し
、

診
療

報
酬

改
定

で
新

設
さ

れ
た

施
設

基
準

（
感

染
対

策
向

上
加

算
１

、
緊

急
整

復
固

定
加

算
、

周
術

期
栄

養
管

理
実

施
加

算
、

等
）

を
取

得
し

収
益

増
を

図
っ

た
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

医
師

数
（

専
攻

医
含

む
）

（
人

）
1
4
4

1
4
6

1
4
8

1
0
1
.
4
%

看
護

師
離

職
率

（
％

）
1
3
.
3

1
0
％

以
内

1
1
.
6

-
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

2
）

人
材

の
育

成

3
ア

　
全

体
質

の
高

い
医

療
の

提
供

及
び

安
定

し
た

経
営

基
盤

を
構

築
す

る
た

め
、

優
秀

な
人

材
（

特
に

医
師

）
の

確
保

、
定

着
、

育
成

に
つ

い
て

充
実

・
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
資

質
の

向
上

に
努

め
る

。

・
職

員
の

大
半

が
専

門
職

で
あ

る
と

い
う

特
殊

性
に

鑑
み

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
人

材
育

成
を

戦
略

的
・

計
画

的
に

行
う

た
め

、
研

修
計

画
の

策
定

及
び

効
果

の
検

証
を

行
う

。

ア
　

質
の

高
い

医
療

提
供

の
た

め
優

秀
な

人
材

の
確

保
、

定
着

、
育

成
に

引
き

続
き

努
め

た
。

中
期

目
標

職
員

の
職

務
能

力
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

な
ど

役
割

に
応

じ
た

多
様

な
研

修
に

よ
る

人
材

育
成

を
戦

略
的

・
計

画
的

に
行

う
こ

と
。

特
に

、
職

員
の

意
識

改
革

を
図

る
措

置
を

講
じ

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ア
 
全

体
質

の
高

い
医

療
の

提
供

及
び

安
定

し
た

経
営

基
盤

を
構

築
す

る
た

め
、

優
秀

な
人

材
（

特
に

医
師

）
の

確
保

、
定

着
、

育
成

に
つ

い
て

充
実

・
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
資

質
の

向
上

に
努

め
る

。

・
職

員
の

大
半

が
専

門
職

で
あ

る
と

い
う

特
殊

性
に

鑑
み

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
人

材
育

成
を

戦
略

的
・

計
画

的
に

行
う

た
め

、
研

修
計

画
の

策
定

及
び

効
果

の
検

証
を

行
う

。

3
法

人
の

評
価

を
妥

当
と

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
 
医

務
局

医
師

に
つ

い
て

は
、

臨
床

研
修

医
制

度
及

び
専

門
医

制
度

の
動

向
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
し

、
若

手
医

師
の

育
成

を
図

る
こ

と
に

加
え

て
、

指
導

医
の

育
成

も
行

っ
て

い
く

。
最

新
の

知
識

・
技

術
の

取
得

に
繋

が
る

、
学

会
発

表
や

研
修

会
の

参
加

を
促

し
、

計
画

的
な

資
格

試
験

受
験

を
行

う
。

イ
　

医
務

局
医

師
に

つ
い

て
は

、
臨

床
研

修
医

制
度

及
び

専
門

医
制

度
の

動
向

に
迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

し
、

若
手

医
師

の
育

成
を

図
る

こ
と

に
加

え
て

、
指

導
医

の
育

成
も

行
っ

て
い

く
。

最
新

の
知

識
・

技
術

の
取

得
に

繋
が

る
、

学
会

発
表

や
研

修
会

の
参

加
を

促
し

、
計

画
的

な
資

格
試

験
受

験
を

行
う

。
・

ヒ
ト

を
対

象
と

す
る

医
学

研
究

（
医

師
主

導
治

験
）

等
に

積
極

的
に

参
加

す
る

。
・

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

マ
イ

ン
ド

を
持

つ
医

師
を

育
成

す
る

。
・

研
修

医
の

質
向

上
等

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

を
導

入
す

る
。

イ
　

医
務

局
　

専
門

医
数

は
、

令
和

３
年

度
の

８
９

人
か

ら
令

和
４

年
度

は
８

７
人

と
２

名
減

少
し

た
。

　
学

会
発

表
件

数
も

、
令

和
３

年
度

１
４

３
件

か
ら

令
和

４
年

度
は

１
３

７
件

と
減

少
、

治
験

数
も

増
え

て
お

ら
ず

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

移
動

の
制

限
等

の
影

響
が

大
き

か
っ

た
。

　
各

種
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

に
つ

い
て

は
、

年
度

内
に

導
入

は
終

了
し

て
お

り
、

次
年

度
か

ら
の

運
用

開
始

予
定

で
あ

る
。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

ウ
 
看

護
局

・
看

護
師

･
助

産
師

に
つ

い
て

は
、

新
人

看
護

職
員

研
修

や
ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
制

度
に

よ
る

継
続

教
育

を
実

施
す

る
。

ま
た

学
会

発
表

や
研

修
会

へ
の

参
加

を
推

進
す

る
。

・
患

者
・

家
族

に
良

質
で

効
率

的
な

医
療

を
提

供
す

る
チ

ー
ム

医
療

の
中

心
的

な
役

割
を

果
た

す
と

と
も

に
、

医
療

の
質

の
確

保
、

地
域

と
の

切
れ

目
の

な
い

ケ
ア

の
推

進
に

向
け

活
動

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

専
門

・
認

定
看

護
師

及
び

認
定

看
護

管
理

者
の

育
成

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
看

護
師

の
特

定
行

為
の

導
入

に
向

け
て

準
備

を
進

め
る

。

エ
 
薬

剤
部

薬
剤

師
に

つ
い

て
は

、
薬

剤
師

研
修

制
度

の
動

向
に

迅
速

か
つ

適
切

に
対

応
し

、
若

手
薬

剤
師

の
育

成
を

図
る

こ
と

に
加

え
て

、
専

門
薬

剤
師

の
育

成
も

行
っ

て
い

く
。

ま
た

、
新

人
薬

剤
師

教
育

や
実

務
実

習
生

に
対

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善

及
び

充
実

を
図

り
、

学
会

発
表

や
研

修
会

へ
の

参
加

を
推

進
す

る
。

ウ
　

看
護

局
・

看
護

師
･
助

産
師

に
つ

い
て

は
、

新
人

看
護

職
員

研
修

や
ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
制

度
に

よ
る

継
続

教
育

を
実

施
す

る
。

ま
た

学
会

発
表

や
研

修
会

へ
の

参
加

を
推

進
す

る
。

・
患

者
・

家
族

に
良

質
で

効
率

的
な

医
療

を
提

供
す

る
チ

ー
ム

医
療

の
中

心
的

な
役

割
を

果
た

す
と

と
も

に
、

医
療

の
質

の
確

保
、

地
域

と
の

切
れ

目
の

な
い

ケ
ア

の
推

進
に

向
け

活
動

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

専
門

・
認

定
看

護
師

及
び

認
定

看
護

管
理

者
の

育
成

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
特

定
行

為
に

係
る

看
護

師
の

研
修

制
度

及
び

指
定

研
修

施
設

の
指

定
に

向
け

て
準

備
を

進
め

る
。

エ
　

薬
剤

部
　

新
人

薬
剤

師
教

育
に

つ
い

て
は

、
院

内
勉

強
会

の
開

催
や

、
院

外
勉

強
会

の
参

加
奨

励
を

行
い

、
継

続
的

に
教

育
体

制
を

強
化

し
た

。
チ

ー
ム

勉
強

会
（

が
ん

、
緩

和
ケ

ア
、

感
染

、
循

環
器

な
ど

）
の

活
動

を
継

続
し

、
専

門
資

格
の

取
得

に
つ

な
が

る
よ

う
に

教
育

体
制

を
構

築
し

た
。

実
務

実
習

生
の

受
け

入
れ

を
継

続
的

に
対

応
し

、
指

導
す

る
立

場
の

薬
剤

師
も

、
Ｏ

Ｊ
Ｔ

を
含

め
た

教
育

に
携

わ
る

こ
と

で
、

自
分

自
身

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

繋
げ

た
。

ウ
　

看
護

局
　

看
護

師
・

助
産

師
の

看
護

実
践

力
向

上
に

繋
げ

る
方

策
の

一
つ

と
し

て
、

教
育

関
連

研
修

、
認

定
関

連
研

修
、

専
門

関
連

研
修

を
継

続
教

育
と

し
て

企
画

・
運

営
し

、
年

間
を

通
じ

て
滞

り
な

く
実

施
し

た
。

看
護

師
と

し
て

「
一

人
前

」
と

見
な

す
ラ

ダ
ー

３
以

上
の

取
得

率
は

５
７

．
１

％
で

令
和

３
年

度
の

５
８

．
６

％
を

わ
ず

か
に

下
回

っ
た

。
今

年
度

は
、

指
導

力
向

上
を

目
的

に
延

べ
３

３
名

が
看

護
大

学
の

学
内

演
習

に
参

加
し

た
。

急
性

期
医

療
を

実
践

で
き

る
看

護
師

の
育

成
が

急
務

で
あ

り
、

今
後

と
も

教
育

の
リ

ソ
ー

ス
を

有
効

活
用

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
令

和
４

年
度

は
、

新
た

に
感

染
管

理
認

定
看

護
師

と
認

定
看

護
師

が
資

格
を

取
得

し
た

。
看

護
師

特
定

行
為

に
関

し
て

は
、

３
名

の
看

護
師

が
他

教
育

機
関

の
研

修
を

受
け

、
令

和
５

年
３

月
に

修
了

し
た

。
　

令
和

４
年

１
０

月
に

市
立

東
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
特

定
行

為
研

修
セ

ン
タ

ー
が

開
設

さ
れ

、
６

名
の

看
護

師
が

選
考

に
合

格
し

受
講

を
開

始
し

た
。

ま
た

、
次

年
度

の
研

修
受

講
者

と
し

て
８

名
が

選
考

に
合

格
し

た
。

エ
　

薬
剤

部
薬

剤
師

に
つ

い
て

は
、

薬
剤

師
研

修
制

度
の

動
向

に
迅

速
か

つ
適

切
に

対
応

し
、

若
手

薬
剤

師
の

育
成

を
図

る
こ

と
に

加
え

て
、

専
門

薬
剤

師
の

育
成

も
行

っ
て

い
く

。
ま

た
、

新
人

薬
剤

師
教

育
や

実
務

実
習

生
に

対
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
及

び
充

実
を

図
り

、
学

会
発

表
や

研
修

会
へ

の
参

加
を

推
進

す
る

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

カ
 
事

務
局

計
画

的
な

ジ
ョ

ブ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

を
進

め
、

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
と

院
内

の
連

携
強

化
を

図
り

、
広

い
視

野
で

病
院

全
体

を
見

渡
す

こ
と

が
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
。

・
医

事
課

に
つ

い
て

は
内

製
化

し
た

入
院

医
療

事
務

の
充

実
を

図
る

。
外

来
医

療
事

務
に

つ
い

て
は

必
要

最
低

限
の

内
製

化
を

行
い

、
業

務
委

託
を

継
続

す
る

。

オ
 
医

療
技

術
局

医
療

技
術

局
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

領
域

の
専

門
技

師
・

認
定

技
師

等
の

資
格

取
得

、
資

格
維

持
に

繋
が

る
各

種
学

会
や

研
修

会
の

参
加

を
促

し
、

医
療

技
術

職
と

し
て

、
専

門
的

な
知

識
と

技
術

を
高

め
最

新
の

医
療

技
術

、
医

療
機

器
に

対
応

で
き

る
人

材
育

成
に

取
り

組
む

。

オ
　

医
療

技
術

局
　

学
会

発
表

や
各

種
学

会
に

積
極

的
に

参
加

す
る

と
共

に
、

令
和

４
年

度
も

業
務

拡
大

に
係

る
告

示
研

修
修

了
者

を
多

く
輩

出
し

、
採

血
や

R
I

静
注

な
ど

の
業

務
タ

ス
ク

シ
フ

ト
を

推
し

進
め

た
。

ま
た

、
医

療
技

術
局

の
各

職
種

に
お

い
て

は
新

た
に

専
門

技
師

・
認

定
技

師
等

の
資

格
取

得
者

が
増

え
、

専
門

的
な

知
識

や
技

術
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

オ
　

医
療

技
術

局
医

療
技

術
局

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
領

域
の

専
門

技
師

・
認

定
技

師
等

の
資

格
取

得
、

資
格

維
持

に
繋

が
る

各
種

学
会

や
研

修
会

の
参

加
を

促
し

、
医

療
技

術
職

と
し

て
、

専
門

的
な

知
識

と
技

術
を

高
め

最
新

の
医

療
技

術
、

医
療

機
器

に
対

応
で

き
る

人
材

育
成

に
取

り
組

む
。

今
年

度
は

業
務

タ
ス

ク
シ

フ
ト

を
行

う
こ

と
を

前
提

に
、

学
術

研
修

旅
費

の
増

額
を

行
い

更
な

る
技

術
向

上
を

図
る

。

カ
　

事
務

局
計

画
的

な
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

進
め

、
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

と
院

内
の

連
携

強
化

を
図

り
、

広
い

視
野

で
病

院
全

体
を

見
渡

す
こ

と
が

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
・

医
事

課
に

つ
い

て
は

内
製

化
し

た
入

院
医

療
事

務
の

充
実

を
図

る
。

外
来

医
療

事
務

に
つ

い
て

は
必

要
最

低
限

の
内

製
化

を
行

い
、

業
務

委
託

を
継

続
す

る
。

カ
　

事
務

局
　

効
果

的
な

人
員

配
置

及
び

連
携

強
化

を
図

る
た

め
令

和
５

年
４

月
に

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
を

含
め

た
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
。

今
後

も
計

画
的

に
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

と
と

も
に

、
管

理
職

研
修

及
び

主
任

・
主

査
研

修
を

継
続

し
て

行
い

、
将

来
的

な
事

務
職

員
の

中
核

を
担

う
人

材
の

育
成

に
努

め
る

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
専

門
医

の
減

少
、

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

る
医

師
の

学
会

発
表

件
数

の
低

下
が

あ
っ

た
が

、
特

定
行

為
研

修
指

定
研

修
機

関
と

し
て

の
認

定
を

取
得

し
た

の
点

、
薬

剤
部

で
は

院
内

勉
強

会
の

開
催

、
医

療
技

術
局

で
は

学
会

発
表

・
新

た
な

専
門

・
認

定
資

格
取

得
に

取
り

組
ん

だ
点

か
ら

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

指
導
医

数
（

人
）

※
延

数
（

領
域

毎
に

カ
ウ
ン

ト
）

1
6
3

1
3
9

1
6
6

1
1
9
.
4
%

（
う
ち

新
規

取
得

数
）

（
人

）
5

3
4

1
3
3
.
3
%

専
門
、

認
定

看
護

師
、

認
定

看
護

管
理

者
数
（

人
）

2
6

2
3

2
7

1
1
7
.
4
%

- 98 -



第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

3
）

人
事

給
与

制
度

ア
　

看
護

職
員

等
処

遇
改

善
事

業
補

助
金

を
活

用
し

て
看

護
職

員
へ

の
手

当
支

給
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
か

か
る

病
床

確
保

料
を

活
用

し
て

看
護

職
員

以
外

の
職

員
に

対
す

る
手

当
支

給
を

実
施

す
る

。
看

護
職

員
に

つ
い

て
は

恒
久

的
措

置
と

し
て

、
そ

の
他

の
職

員
に

つ
い

て
は

臨
時

的
措

置
と

し
て

実
施

す
る

。

3

ア
 
中

期
計

画
の

実
現

に
向

け
て

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
、

人
材

育
成

、
経

営
意

識
の

向
上

を
柱

と
し

た
、

人
事

評
価

制
度

の
本

格
的

実
施

に
取

り
組

む
。

イ
　

中
期

計
画

の
実

現
に

向
け

て
、

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

、
人

材
育

成
、

経
営

意
識

の
向

上
を

柱
と

し
た

、
人

事
評

価
制

度
の

実
施

に
取

り
組

む
。

令
和

２
年

度
お

よ
び

令
和

３
年

度
に

実
施

し
た

ト
ラ

イ
ア

ル
評

価
の

結
果

を
踏

ま
え

、
適

正
か

つ
効

果
的

な
人

事
評

価
制

度
と

な
る

よ
う

評
価

表
等

の
見

直
し

を
行

い
、

令
和

４
年

度
か

ら
本

格
的

に
運

用
を

開
始

す

法
人

の
評

価
を

妥
当

と
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。
3

ア
　

看
護

職
員

に
対

し
て

は
、

令
和

４
年

９
月

ま
で

は
看

護
職

員
等

処
遇

改
善

事
業

補
助

金
を

活
用

、
令

和
４

年
１

０
月

か
ら

は
診

療
報

酬
に

お
い

て
看

護
職

員
処

遇
改

善
評

価
料

を
取

得
し

手
当

支
給

を
継

続
し

、
看

護
職

員
以

外
の

職
員

に
対

し
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
か

か
る

病
床

確
保

料
を

活
用

し
て

令
５

年
３

月
ま

で
手

当
を

支
給

し
た

。

イ
　

２
年

間
の

ト
ラ

イ
ア

ル
を

経
て

令
和

４
年

度
か

ら
人

事
評

価
制

度
の

本
格

運
用

を
開

始
し

た
。

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
運

用
し

て
い

く
た

め
、

人
事

評
価

委
員

会
を

設
置

し
組

織
横

断
的

に
管

理
・

運
用

し
て

い
る

。
制

度
へ

の
理

解
を

深
め

定
着

さ
せ

る
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

中
期

目
標

ア
 
職

員
の

業
務

や
能

力
を

適
切

に
評

価
で

き
る

人
事

評
価

制
度

の
構

築
を

検
討

す
る

こ
と

。
イ

 
職

員
の

給
与

は
、

当
該

職
員

の
勤

務
成

績
や

法
人

の
業

務
実

績
を

考
慮

し
、

か
つ

、
社

会
一

般
の

情
勢

に
適

合
さ

せ
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
 
職

員
給

与
の

適
正

化
に

向
け

て
、

同
規

模
病

院
を

参
考

に
持

続
可

能
な

給
与

制
度

を
構

築
し

、
職

員
一

人
一

人
が

働
き

甲
斐

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

経
営

状
況

や
人

事
評

価
等

に
よ

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
検

討
す

る
。

ウ
 
働

き
方

改
革

の
推

進
に

向
け

て
、

有
給

休
暇

の
取

得
推

進
と

労
働

時
間

の
適

正
化

に
向

け
た

取
組

み
を

進
め

る
。

特
に

、
長

時
間

労
働

に
起

因
す

る
健

康
障

害
の

防
止

に
努

め
る

。

エ
 
優

秀
な

成
績

を
残

し
た

所
属

や
職

員
を

表
彰

す
る

こ
と

で
、

組
織

の
活

性
化

と
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
を

促
す

。

ウ
　

職
員

給
与

の
適

正
化

に
向

け
て

、
同

規
模

病
院

を
参

考
に

持
続

可
能

な
給

与
制

度
を

構
築

し
、

職
員

一
人

一
人

が
働

き
甲

斐
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
経

営
状

況
や

人
事

評
価

等
に

よ
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

検
討

す
る

。

エ
　

働
き

方
改

革
の

推
進

に
向

け
て

、
有

給
休

暇
の

取
得

推
進

と
労

働
時

間
の

適
正

化
に

向
け

た
取

組
み

を
進

め
る

。
特

に
、

長
時

間
労

働
に

起
因

す
る

健
康

障
害

の
防

止
に

努
め

る
。

オ
　

優
秀

な
成

績
を

残
し

た
所

属
や

職
員

を
表

彰
す

る
こ

と
で

、
組

織
の

活
性

化
と

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

を
促

す
。

る
。

ウ
　

中
河

内
地

域
に

お
け

る
中

核
病

院
と

し
て

緊
急

医
療

や
救

急
医

療
を

よ
り

充
実

さ
せ

る
た

め
令

和
４

年
7
月

に
緊

急
医

療
等

従
事

手
当

の
支

給
要

件
を

見
直

し
、

こ
れ

ら
に

従
事

し
て

い
る

医
師

、
看

護
師

、
助

産
師

の
処

遇
改

善
を

行
っ

た
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
に

従
事

し
た

職
員

に
対

し
令

和
４

年
９

月
及

び
令

和
５

年
３

月
に

特
別

手
当

を
支

給
し

た
。

　
国

家
資

格
に

プ
ラ

ス
ア

ル
フ

ァ
の

専
門

・
認

定
資

格
を

有
し

、
よ

り
高

度
で

よ
り

安
心

な
医

療
提

供
を

行
っ

て
い

る
職

員
に

対
し

て
、

次
年

エ
　

年
次

有
給

休
暇

の
取

得
率

を
定

期
的

に
労

働
安

全
衛

生
委

員
会

に
報

告
し

、
取

得
が

進
ん

で
い

な
い

所
属

に
対

し
取

得
促

進
に

向
け

た
発

信
を

行
う

な
ど

、
継

続
し

た
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
。

長
時

間
労

働
を

お
こ

な
っ

て
い

る
職

員
に

対
し

て
は

産
業

医
面

談
の

受
診

を
勧

奨
し

て
い

る
。

オ
　

臨
床

研
修

管
理

委
員

会
主

導
で

職
員

投
票

を
行

い
、

最
優

秀
研

修
医

（
１

年
次

・
２

年
次

）
及

び
最

優
秀

指
導

医
の

表
彰

を
行

っ
た

。
　

ま
た

診
療

録
管

理
委

員
会

よ
り

ベ
ス

ト
カ

ル
テ

表
彰

を
実

施
し

た
。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
緊

急
医

療
従

事
者

手
当

の
見

直
し

、
特

別
手

当
の

支
給

、
新

規
手

当
の

創
設

、
人

事
評

価
制

度
の

本
格

運
用

開
始

。
ま

た
有

給
休

暇
の

計
画

的
取

得
を

促
進

し
た

点
か

ら
自

己
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

人
事

評
価

制
度

の
実
施

一
部

実
施

実
施

実
施

-
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第
３

 
業

務
運

営
の

改
善

及
び

効
率

化
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
人

材
の

確
保

と
育

成
（

4
）

職
員

満
足

度
の

向
上

3
3

ア
　

職
員

の
妊

娠
、

出
産

、
育

児
・

介
護

と
仕

事
の

両
立

支
援

の
た

め
の

措
置

と
し

て
、

育
児

休
業

制
度

の
改

正
、

育
児

参
加

の
た

め
の

特
別

休
暇

の
改

正
を

行
っ

た
。

男
性

育
休

に
つ

い
て

も
、

令
和

４
年

度
は

８
名

が
取

得
し

５
７

．
１

％
の

取
得

率
で

あ
っ

た
。

・
研

修
医

室
を

新
た

に
整

備
し

、
若

手
医

師
の

労
働

・
学

習
環

境
の

整
備

を
行

っ
た

。

・
労

働
安

全
衛

生
委

員
会

に
お

い
て

、
診

療
科

別
の

時
間

外
労

働
時

間
の

把
握

を
行

い
、

時
間

数
の

多
い

診
療

科
に

対
し

指
導

、
担

当
者

へ
の

産
業

医
面

談
を

行
っ

た
。

男
性

育
休

取
得

者
は

８
名

と
な

り
取

得
率

も
５

７
．

１
％

に
上

昇
し

た
こ

と
や

有
休

休
暇

取
得

日
数

に
お

い
て

も
昨

年
度

実
績

よ
り

着
実

に
増

え
て

目
標

を
達

成
し

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
も

の
の

、
職

員
満

足
度

調
査

で
は

５
６

％
に

留
ま

り
目

標
未

達
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
更

な
る

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

た
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
に

努
め

て
い

た
だ

き
た

い
こ

と
か

ら
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

ア
　

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

た
、

働
き

や
す

く
、

働
き

が
い

の
あ

る
職

場
環

境
の

実
現

に
向

け
、

就
労

環
境

の
向

上
を

図
る

。
ま

た
、

子
育

て
や

介
護

に
資

す
る

制
度

に
つ

い
て

、
利

用
者

だ
け

で
は

な
く

全
て

の
職

員
が

理
解

を
深

め
、

多
様

な
働

き
方

を
認

め
合

い
、

制
度

の
利

用
と

職
場

復
帰

が
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

を
進

め
る

。

・
優

秀
な

医
師

確
保

の
観

点
か

ら
、

医
務

局
・

研
修

医
室

の
美

化
と

研
修

機
器

や
設

備
を

整
備

す
る

。

・
時

間
内

診
療

の
効

率
ア

ッ
プ

及
び

時
間

外
労

働
時

間
、

特
に

緊
急

医
療

等
従

事
の

時
間

を
除

く
平

日
の

残
業

時
間

の
短

縮
を

図
る

。

ア
 
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

、
働

き
や

す
く

、
働

き
が

い
の

あ
る

職
場

環
境

の
実

現
に

向
け

、
就

労
環

境
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
子

育
て

や
介

護
に

資
す

る
制

度
に

つ
い

て
、

利
用

者
だ

け
で

は
な

く
全

て
の

職
員

が
理

解
を

深
め

、
多

様
な

働
き

方
を

認
め

合
い

、
制

度
の

利
用

と
職

場
復

帰
が

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

進
め

る
。

・
優

秀
な

医
師

確
保

の
観

点
か

ら
、

医
務

局
・

研
修

医
室

の
美

化
と

研
修

機
器

や
設

備
を

整
備

す
る

。

・
時

間
内

診
療

の
効

率
ア

ッ
プ

及
び

時
間

外
労

働
時

間
、

特
に

緊
急

医
療

等
従

事
の

時
間

を
除

く
平

日
の

残
業

時
間

の
短

縮
を

図
る

。

中
期

目
標

ア
 
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

働
き

や
す

い
就

労
環

境
の

整
備

に
努

め
る

こ
と

。
イ

 
職

員
が

満
足

し
て

働
く

こ
と

が
で

き
て

い
る

か
定

期
的

に
測

定
し

、
適

切
に

評
価

す
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

結
果

を
現

場
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

、
結

果
の

有
効

活
用

を
図

る
こ

と
。

ウ
 
職

員
が

明
確

な
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

を
描

け
る

よ
う

 
支

援
す

る
と

と
も

に
 
、

自
己

研
鑚

を
推

進
す

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
 
職

員
満

足
度

調
査

を
定

期
的

に
実

施
し

、
職

員
の

意
見

、
要

望
を

よ
り

的
確

に
把

握
し

て
、

そ
の

結
果

の
有

効
活

用
を

図
る

。

・
医

療
従

事
者

負
担

軽
減

委
員

会
に

お
い

て
、

医
療

従
事

者
負

担
軽

減
計

画
を

策
定

し
タ

ス
ク

シ
フ

ト
を

推
進

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

よ
り

改
善

を
図

っ
た

。

・
可

能
な

限
り

受
入

れ
を

行
っ

た
が

、
園

児
が

新
型

コ
ロ

ナ
の

陽
性

者
と

な
り

や
む

を
得

ず
閉

園
と

な
っ

た
時

が
あ

っ
た

。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

を
整

備
し

、
令

和
４

年
４

月
１

日
か

ら
院

内
の

フ
リ

ー
Ｗ

ｉ
Ｆ

ｉ
の

運
用

を
開

始
し

た
。

イ
　

令
和

４
年

９
月

に
職

員
満

足
度

調
査

を
実

施
し

た
。

前
年

度
と

比
較

し
て

、
問

１
０

「
当

院
で

の
受

診
を

知
人

に
す

す
め

る
か

」
、

問
１

４
「

昨
年

度
と

比
較

し
て

労
働

環
境

の
改

善
が

進
ん

で
い

る
か

」
を

除
き

、
全

て
の

項
目

で
改

善
が

み
ら

れ
た

。
各

所
属

内
で

職
員

満
足

度
調

査
の

結
果

に
対

す
る

協
議

を
行

い
、

協
議

事
項

や
取

組
み

内
容

を
令

和
５

年
１

月
の

委
員

会
で

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
っ

た
。

・
外

来
診

療
に

お
い

て
国

（
診

療
報

酬
制

度
）

が
進

め
て

い
る

「
一

般
再

来
外

来
の

縮
小

」
及

び
「

専
門

外
来

の
確

保
」

を
推

進
し

、
医

師
等

医
療

従
事

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
。

・
院

内
保

育
所

の
充

実
及

び
受

入
れ

拡
大

を
図

る
。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

及
び

院
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

の
整

備
を

図
る

。

イ
　

職
員

満
足

度
調

査
を

定
期

的
に

実
施

し
、

職
員

の
意

見
、

要
望

を
よ

り
的

確
に

把
握

し
て

、
そ

の
結

果
の

有
効

活
用

を
図

る
。

・
外

来
診

療
に

お
い

て
国

（
診

療
報

酬
制

度
）

が
進

め
て

い
る

「
一

般
再

来
外

来
の

縮
小

」
及

び
「

専
門

外
来

の
確

保
」

を
推

進
し

、
医

師
等

医
療

従
事

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
。

・
院

内
保

育
所

の
充

実
及

び
受

入
れ

拡
大

を
図

る
。

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

及
び

院
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

の
整

備
を

図
る

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
職

員
満

足
度

は
目

標
値

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

一
方

、
有

給
休

暇
取

得
日

数
は

計
画

を
達

成
で

き
、

研
修

医
室

の
改

修
、

労
働

安
全

衛
生

委
員

会
、

医
療

従
事

者
負

担
軽

減
委

員
会

が
主

体
と

な
り

医
療

従
事

者
の

負
担

軽
減

に
取

り
組

ん
だ

点
か

ら
自

己
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。

※
年

休
+
W
L
B

ウ
　

令
和

４
年

８
月

３
０

日
付

で
「

特
定

行
為

研
修

指
定

研
修

機
関

」
と

し
て

指
定

さ
れ

、
特

定
行

為
１

５
区

分
、

４
領

域
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
研

修
が

認
定

さ
れ

た
。

令
和

４
年

１
０

月
か

ら
特

定
行

為
研

修
を

開
始

し
、

特
定

行
為

を
行

う
看

護
師

の
育

成
を

開
始

し
た

。

ウ
 
専

門
性

向
上

の
た

め
の

資
格

取
得

に
対

す
る

支
援

制
度

を
設

け
、

各
職

種
の

専
門

、
認

定
資

格
取

得
を

促
進

し
、

患
者

に
質

の
高

い
医

療
を

提
供

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

。

ウ
　

専
門

性
向

上
の

た
め

の
資

格
取

得
に

対
す

る
支

援
制

度
を

設
け

、
各

職
種

の
専

門
、

認
定

資
格

取
得

を
促

進
し

、
患

者
に

質
の

高
い

医
療

を
提

供
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

三
六

協
定

の
締

結
の

有
無

あ
り

継
続

あ
り

-

（
医

師
）

時
間

外
労

働
上

限
規

制
（

年
7
2
0
時

間
）

超
え

の
医

師
数

（
％

）
2
1
.
4

0
.
0

2
1
.
3

-

有
給

休
暇

取
得

日
数

（
日

）
※

1
6
.
9

1
6
.
0

1
8
.
2

1
1
3
.
8
%

職
員

ア
ン

ケ
ー

ト
総

合
満

足
度

（
6
0
％

以
上

）
未

達
成

達
成

未
達

成
（

5
6
%

）
-
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第
４

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
1
 
経

営
基

盤
の

確
立

ア
 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

求
め

ら
れ

る
政

策
医

療
、

急
性

期
医

療
を

継
続

的
に

安
定

し
て

提
供

し
つ

つ
、

第
1

期
中

期
計

画
期

間
中

に
整

備
し

た
人

的
及

び
物

的
な

医
療

資
源

を
最

大
限

有
効

活
用

し
、

早
期

の
黒

字
化

を
目

指
す

。

イ
 
資

金
計

画
に

基
づ

き
業

務
運

営
に

必
要

な
資

金
を

安
定

的
に

確
保

す
る

。

ア
　

医
療

セ
ン

タ
ー

に
求

め
ら

れ
る

政
策

医
療

、
急

性
期

医
療

を
継

続
的

に
安

定
し

て
提

供
し

つ
つ

、
第

1
期

中
期

計
画

期
間

中
に

整
備

し
た

人
的

及
び

物
的

な
医

療
資

源
を

最
大

限
有

効
活

用
し

、
毎

年
度

の
経

常
収

支
の

黒
字

化
を

目
指

す
。

イ
　

資
金

計
画

に
基

づ
き

業
務

運
営

に
必

要
な

資
金

を
安

定
的

に
確

保
す

る
。

経
常

収
支

比
率

、
医

業
収

支
比

率
と

も
に

計
画

値
を

達
成

す
る

事
が

で
き

３
年

連
続

の
黒

字
決

算
、

ま
た

資
金

を
確

保
で

き
た

点
に

つ
い

て
は

評
価

が
で

き
る

が
、

黒
字

化
に

は
新

型
コ

ロ
ナ

補
助

金
に

よ
る

影
響

が
大

い
に

あ
る

。
翌

年
度

以
降

の
収

支
に

は
令

和
４

年
度

と
同

等
の

新
型

コ
ロ

ナ
補

助
金

の
確

保
が

見
込

め
な

い
こ

と
も

想
定

さ
れ

る
が

、
年

度
業

務
実

績
の

評
価

方
法

に
基

づ
き

、
計

画
値

を
上

回
っ

て
い

る
た

め
評

価
を

「
４

」
と

し
た

。

4
4

（
自

己
評

価
理

由
）

　
経

常
収

支
比

率
、

医
業

収
支

比
率

と
も

に
計

画
値

を
達

成
す

る
事

が
で

き
３

年
連

続
の

黒
字

決
算

、
資

金
的

に
も

十
分

確
保

で
き

た
点

か
ら

自
己

評
価

を
「

４
」

と
し

た
。

ア
　

継
続

的
に

安
定

し
た

医
療

提
供

を
行

え
る

よ
う

、
令

和
４

年
度

も
経

常
収

支
の

黒
字

化
を

目
指

し
た

。
 
結

果
と

し
て

新
型

コ
ロ

ナ
補

助
金

を
含

ん
だ

経
常

損
益

は
約

１
２

億
と

な
り

計
画

を
達

成
で

き
た

。

イ
　

３
年

連
続

の
黒

字
達

成
も

あ
り

業
務

運
営

に
必

要
な

資
金

を
確

保
し

た
。

中
期

目
標

ア
 
毎

年
度

の
経

常
収

支
比

率
を

改
善

す
る

こ
と

。
イ

 
業

務
運

営
に

必
要

な
資

金
を

安
定

的
に

確
保

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

経
常

収
支

比
率

（
％

）
1
1
5
.
3

1
0
3
.7

1
0
8
.
5

1
0
4
.
6
%

医
業

収
支

比
率

（
％

）
1
0
1
.
7

1
0
0
.3

1
0
2
.
0

1
0
1
.
7
%
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第
４

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
2
 
収

入
の

確
保

ア
 
２

年
毎

の
診

療
報

酬
制

度
改

定
に

的
確

、
適

正
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
常

に
施

設
基

準
・

管
理

加
算

等
の

要
件

の
変

更
な

ど
に

細
心

の
注

意
を

払
い

つ
つ

、
必

要
な

人
材

の
確

保
を

図
る

な
ど

、
収

益
向

上
に

有
効

な
対

策
を

講
じ

る
。

ア
　

２
年

毎
の

診
療

報
酬

制
度

改
定

に
的

確
、

適
正

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

常
に

施
設

基
準

・
管

理
加

算
等

の
要

件
の

変
更

な
ど

に
細

心
の

注
意

を
払

い
つ

つ
、

必
要

な
人

材
の

確
保

を
図

る
な

ど
、

収
益

向
上

に
有

効
な

対
策

を
講

じ
る

。

・
要

件
資

格
を

持
っ

た
認

定
看

護
師

等
を

確
保

し
、

総
合

体
制

加
算

２
を

継
続

す
る

。
機

能
評

価
係

数
Ⅱ

の
う

ち
の

、
特

に
全

国
平

均
を

下
回

る
複

雑
性

係
数

、
救

急
医

療
係

数
の

向
上

を
図

る
。

・
第

2
 
期

中
期

計
画

期
間

中
に

上
位

基
準

の
Ｄ

Ｐ
Ｃ

特
定

病
院

群
を

目
指

す
。

要
件

資
格

を
持

っ
た

認
定

看
護

師
等

を
確

保
し

、
総

合
体

制
加

算
２

を
取

得
す

る
。

機
能

評
価

係
数

Ⅱ
の

う
ち

の
、

特
に

全
国

平
均

を
下

回
る

複
雑

性
係

数
、

救
急

医
療

係
数

の
向

上
を

図
る

た
め

、
各

係
数

に
お

い
て

7
5
～

8
0

パ
ー

セ
ン

タ
イ

ル
を

目
標

値
に

設
定

す
る

。

◎
5

5
収

益
に

つ
い

て
は

コ
ロ

ナ
補

助
金

に
依

存
し

て
い

る
点

も
大

い
に

あ
る

が
い

ず
れ

の
項

目
も

目
標

を
達

成
で

き
た

こ
と

に
お

い
て

は
、

十
分

評
価

に
値

す
る

と
考

え
る

。
ま

た
、

未
収

金
の

管
理

や
回

収
強

化
に

努
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
評

価
を

「
５

」
と

し
た

。
令

和
５

年
度

に
は

未
収

金
回

収
業

者
を

見
直

す
こ

と
も

含
め

、
対

策
を

強
化

す
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

が
迅

速
な

対
応

を
求

め
て

お
き

た
い

。

ア
　

ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

を
見

据
え

、
コ

ロ
ナ

補
助

金
に

依
存

せ
ず

、
医

業
収

益
で

の
黒

字
化

を
目

指
し

た
が

、
コ

ロ
ナ

補
助

金
を

除
い

た
医

業
収

益
で

は
黒

字
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

　
し

か
し

入
院

・
外

来
単

価
増

も
あ

り
、

入
院

診
療

収
益

・
外

対
診

料
収

益
と

も
に

令
和

４
年

度
の

計
画

値
を

上
回

っ
た

。
　

ま
た

、
診

療
報

酬
改

定
で

新
た

に
設

置
さ

れ
た

施
設

基
準

「
急

性
期

充
実

体
制

加
算

」
の

取
得

を
目

指
し

、
１

年
を

通
じ

て
緊

急
手

術
の

う
ち

の
全

身
麻

酔
手

術
件

数
に

つ
い

て
年

間
３

５
０

件
の

必
要

件
数

に
対

し
、

４
０

１
件

の
実

績
を

残
し

令
和

５
年

度
か

ら
の

取
得

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

中
期

目
標

ア
 
法

改
正

や
診

療
報

酬
改

定
に

対
し

て
迅

速
に

対
応

し
、

新
た

な
基

準
・

加
算

の
取

得
な

ど
に

よ
り

収
益

を
確

保
す

る
こ

と
。

イ
 
地

域
医

療
機

関
か

ら
の

新
規

紹
介

患
者

の
増

加
を

図
り

 
、

 
新

規
入

院
患

者
の

増
加

及
び

病
床

利
用

率
の

向
上

に
よ

る
増

収
を

目
指

す
こ

と
。

ウ
 
医

療
事

務
の

電
子

化
と

精
度

向
上

を
図

り
、

 
適

切
な

診
療

報
酬

の
請

求
に

努
め

る
こ

と
。

エ
 
未

収
金

の
未

然
防

止
対

策
及

び
早

期
回

収
に

努
め

る
こ

と
。

オ
 
診

療
報

酬
に

よ
ら

な
い

料
金

の
設

定
に

つ
い

て
は

、
原

価
や

周
辺

施
設

と
の

均
衡

な
ど

を
考

慮
し

、
適

時
、

適
切

な
改

定
に

努
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

・
種

々
の

入
院

料
等

加
算

、
医

学
管

理
料

等
加

算
等

を
漏

れ
な

く
入

力
・

算
定

し
、

正
確

な
レ

セ
プ

ト
の

作
成

、
精

度
の

高
い

診
療

報
酬

請
求

に
繋

げ
る

。
医

学
管

理
料

ナ
ビ

、
診

療
報

酬
算

定
補

助
ソ

フ
ト

等
を

有
効

活
用

す
る

。

イ
　

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
や

救
急

医
療

体
制

の
強

化
に

よ
り

、
新

入
院

患
者

数
の

増
加

に
努

め
る

と
と

も
に

、
退

院
支

援
の

強
化

に
よ

る
病

床
回

転
率

の
向

上
を

図
る

。
ま

た
、

入
院

単
価

の
向

上
、

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
の

適
正

化
な

ど
、

部
門

ご
と

に
具

体
的

な
目

標
を

設
定

し
、

そ
の

達
成

状
況

を
適

宜
確

認
す

る
な

ど
経

営
管

理
を

徹
底

す
る

。

ウ
　

医
療

事
務

の
電

子
化

及
び

院
内

で
の

研
修

や
チ

ェ
ッ

ク
体

制
の

強
化

を
通

じ
て

精
度

向
上

を
図

る
。

算
定

控
え

と
な

ら
な

い
よ

う
留

意
す

る
。

・
「

Ｄ
Ｐ

Ｃ
包

括
範

囲
出

来
高

点
数

情
報

」
入

力
の

精
度

向
上

を
図

り
、

病
院

機
能

評
価

係
数

Ⅱ
の

向
上

に
つ

な
げ

る
。

・
種

々
の

入
院

料
等

加
算

、
医

学
管

理
料

等
加

算
等

を
漏

れ
な

く
入

力
・

算
定

し
、

正
確

な
レ

セ
プ

ト
の

作
成

、
精

度
の

高
い

診
療

報
酬

請
求

に
繋

げ
る

。
医

学
管

理
料

ナ
ビ

、
診

療
報

酬
算

定
補

助
ソ

フ
ト

等
を

有
効

活
用

す
る

。

イ
 
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

や
救

急
医

療
体

制
の

強
化

に
よ

り
、

新
入

院
患

者
数

の
増

加
に

努
め

る
と

と
も

に
、

退
院

支
援

の
強

化
に

よ
る

病
床

回
転

率
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
入

院
単

価
の

向
上

、
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
適

正
化

な
ど

、
部

門
ご

と
に

具
体

的
な

目
標

を
設

定
し

、
そ

の
達

成
状

況
を

適
宜

確
認

す
る

な
ど

経
営

管
理

を
徹

底
す

る
。

ウ
 
医

療
事

務
の

電
子

化
及

び
院

内
で

の
研

修
や

チ
ェ

ッ
ク

体
制

の
強

化
を

通
じ

て
精

度
向

上
を

図
る

。
算

定
控

え
と

な
ら

な
い

よ
う

留
意

す
る

。
・

「
Ｄ

Ｐ
Ｃ

包
括

範
囲

出
来

高
点

数
情

報
」

入
力

の
精

度
向

上
を

図
り

、
病

院
機

能
評

価
係

数
Ⅱ

の
向

上
に

つ
な

げ
る

。

ウ
　

レ
セ

プ
ト

チ
ェ

ッ
ク

ソ
フ

ト
を

使
用

し
、

チ
ェ

ッ
ク

項
目

の
自

動
化

を
行

い
、

精
度

の
向

上
、

時
間

短
縮

を
図

っ
た

。
病

院
機

能
評

価
係

数
Ⅱ

の
向

上
に

つ
い

て
は

、
救

急
医

療
係

数
や

効
率

性
係

数
、

複
雑

性
係

数
を

意
識

し
、

算
定

に
結

び
付

け
た

。
特

に
救

急
医

療
管

理
加

算
の

算
定

控
え

と
な

ら
な

い
よ

う
に

対
応

し
た

。
詳

細
な

病
名

や
副

症
病

名
の

算
定

も
意

識
し

、
包

括
範

囲
の

検
査

等
も

適
切

に
入

力
し

た
こ

と
で

、
診

療
密

度
、

複
雑

性
係

数
の

向
上

へ
つ

な
げ

た
。

令
和

３
年

度
よ

り
係

数
は

上
が

っ
て

い
る

が
、

複
雑

性
、

救
急

医
療

係
数

は
、

ま
だ

低
い

た

イ
　

年
間

通
じ

て
、

入
院

期
間

２
０

日
超

え
の

患
者

の
転

退
院

促
進

を
図

っ
て

き
た

。
地

域
医

療
連

携
室

主
導

で
２

０
日

超
患

者
が

多
い

診
療

科
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

介
入

し
、

転
退

院
を

進
め

て
、

毎
週

幹
部

会
議

で
そ

の
進

捗
を

確
認

し
、

管
理

に
努

め
た

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

エ
　

医
業

未
収

金
の

適
切

な
回

収
・

患
者

に
対

す
る

入
院

時
の

説
明

の
徹

底
や

院
内

連
携

に
よ

り
、

未
収

金
の

発
生

の
防

止
に

努
め

る
と

と
も

に
、

発
生

し
た

未
収

金
に

つ
い

て
は

、
定

期
的

な
督

促
や

滞
納

者
か

ら
の

承
認

書
の

徴
取

等
、

債
権

の
法

的
保

全
措

置
を

執
り

、
適

切
に

回
収

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
医

業
未

収
金

比
率

（
医

業
収

益
に

対
す

る
個

人
未

収
金

の
割

合
）

の
低

減
に

取
組

む
。

オ
　

室
料

差
額

、
診

断
書

料
金

な
ど

に
つ

い
て

、
常

に
原

価
を

意
識

し
、

周
辺

病
院

と
の

均
衡

を
考

慮
し

た
う

え
で

料
金

改
定

を
行

う
。

エ
 
医

業
未

収
金

の
適

切
な

回
収

・
患

者
に

対
す

る
入

院
時

の
説

明
の

徹
底

や
院

内
連

携
に

よ
り

、
未

収
金

の
発

生
の

防
止

に
努

め
る

と
と

も
に

、
発

生
し

た
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

定
期

的
な

督
促

や
滞

納
者

か
ら

の
承

認
書

の
徴

取
等

、
債

権
の

法
的

保
全

措
置

を
執

り
、

適
切

に
回

収
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

医
業

未
収

金
比

率
（

医
業

収
益

に
対

す
る

個
人

未
収

金
の

割
合

）
の

低
減

に
取

組
む

。

オ
 
室

料
差

額
、

診
断

書
料

金
な

ど
に

つ
い

て
、

常
に

原
価

を
意

識
し

、
周

辺
病

院
と

の
均

衡
を

考
慮

し
た

う
え

で
料

金
改

定
を

行
う

。

め
、

更
な

る
向

上
に

向
け

て
、

取
り

組
む

。
エ

　
前

日
退

院
の

未
収

金
の

管
理

に
つ

い
て

は
、

早
期

連
絡

を
行

う
等

に
よ

り
、

強
化

し
た

。
し

か
し

コ
ロ

ナ
関

連
（

外
来

）
に

つ
い

て
は

、
振

り
込

み
対

応
と

し
た

患
者

が
多

く
、

未
収

金
が

比
例

し
て

増
加

し
た

こ
と

に
よ

り
、

未
収

の
減

少
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

令
和

５
年

度
で

は
、

更
な

る
強

化
を

図
る

た
め

、
未

収
金

回
収

業
者

を
見

直
し

、
コ

ロ
ナ

関
連

の
未

収
も

含
め

迅
速

に
対

応
し

て
い

く
。

オ
　

近
隣

病
院

と
比

較
し

、
診

断
書

の
金

額
の

比
較

を
行

っ
た

。
ま

た
産

科
料

金
の

比
較

も
行

い
、

料
金

の
見

直
し

を
行

っ
た

。

項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

入
院

診
療

収
益

（
百

万
円

）
1
1
,
5
6
4

1
1
,
9
7
2

1
2
,
3
0
0

1
0
2
.
7
%

外
来

診
療

収
益

（
百

万
円

）
5
,
4
2
4

5
,
7
8
3

5
,
8
7
4

1
0
1
.
6
%

入
院

単
価

（
円

/
日

）
8
1
,
6
4
0

8
0
,
5
0
9

8
0
,
5
6
5

1
0
0
.
1
%

外
来

単
価

（
円

/
日

）
2
3
,
0
8
4

2
3
,
7
0
4

2
4
,
6
9
4

1
0
4
.
2
%

新
入

院
患

者
数

（
人

）
1
3
,
9
4
6

1
4
,
1
9
7

1
4
,
2
2
3

1
0
0
.
2
%

外
来

新
患

者
数

（
人

）
3
5
,
1
4
9

3
4
,
6
3
5

3
5
,
1
5
5

1
0
1
.
5
%
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
入

院
・

外
来

診
療

収
益

、
入

院
・

外
来

単
価

、
新

入
院

患
者

数
、

外
来

新
患

者
数

、
全

て
の

計
画

値
を

達
成

し
た

点
か

ら
自

己
評

価
を

「
５

」
と

し
た

。
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第
４

 
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
と

る
べ

き
措

置
3
 
費

用
の

節
減

◎
3

ア
　

第
２

期
中

期
計

画
期

間
に

お
け

る
診

療
収

入
の

確
保

見
込

、
職

員
数

及
び

人
件

費
支

出
見

込
に

基
づ

き
、

人
件

費
比

率
を

算
出

し
適

正
な

水
準

を
目

指
し

て
い

く
。

人
件

費
比

率
に

つ
い

て
、

委
託

等
の

間
接

人
件

費
を

総
人

件
費

の
中

に
入

れ
て

評
価

す
る

。
経

費
節

減
に

つ
い

て
、

理
事

長
の

強
い

指
導

力
の

下
で

、
事

務
内

容
、

予
算

配
分

及
び

人
員

配
置

等
を

弾
力

的
に

対
応

で
き

る
機

動
的

か
つ

効
率

的
な

業
務

運
営

体
制

を
確

立
す

る
。

・
外

来
受

付
業

務
プ

ロ
セ

ス
等

を
改

革
し

、
医

事
等

委
託

費
の

適
正

化
を

図
る

。

イ
　

抗
悪

性
腫

瘍
剤

は
、

後
発

医
薬

品
の

発
売

が
あ

れ
ば

、
す

み
や

か
に

変
更

し
、

現
在

は
全

て
後

発
医

薬
品

に
変

更
出

来
て

い
る

。
そ

の
他

の
医

薬
品

も
、

医
薬

品
の

供
給

状
況

に
応

じ
て

、
同

様
に

後
発

医
薬

品
に

す
み

や
か

に
変

更
出

来
る

よ
う

に
継

続
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

ア
　

前
年

度
に

引
き

続
き

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

の
対

応
に

伴
い

、
特

別
手

当
及

び
一

時
金

の
支

出
が

発
生

し
た

も
の

の
、

そ
れ

に
見

合
う

補
助

金
収

入
を

確
保

し
た

こ
と

で
人

件
費

比
率

は
５

１
．

５
％

と
な

っ
た

。

イ
　

切
り

替
え

可
能

な
薬

品
に

つ
い

て
、

原
則

的
に

後
発

医
薬

品
を

採
用

し
て

い
く

。
抗

悪
性

腫
瘍

剤
は

非
常

に
高

価
な

も
の

が
多

く
、

切

い
ず

れ
の

項
目

も
概

ね
目

標
を

達
成

で
き

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

法
人

評
価

と
同

じ
く

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

今
後

も
物

価
高

騰
に

よ
る

材
料

費
の

高
騰

や
光

熱
費

等
の

単
価

も
上

昇
し

て
い

る
こ

と
か

ら
後

発
品

へ
の

切
り

替
え

や
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
へ

の
工

事
も

含
め

、
経

費
削

減
で

き
る

と
こ

ろ
に

つ
い

て
は

契
約

方
法

を
含

め
、

対
応

手
法

に
つ

い
て

検
討

さ
れ

た
い

。

中
期

目
標

ア
 
人

件
費

比
率

の
適

正
化

を
図

る
こ

と
。

イ
 
後

発
医

薬
品

採
用

の
更

な
る

促
進

を
図

る
こ

と
。

ウ
 
診

療
材

料
等

の
調

達
コ

ス
ト

の
削

減
を

図
る

こ
と

。
エ

 
各

種
契

約
の

見
直

し
（

仕
様

の
見

直
し

、
複

数
年

契
約

等
）

に
よ

り
、

経
費

の
削

減
を

図
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3

イ
 
切

り
替

え
可

能
な

薬
品

に
つ

い
て

、
原

則
的

に
後

発
医

薬
品

を
採

用
し

て
い

く
。

抗
悪

性
腫

瘍
剤

は
非

常
に

高
価

な
も

の
が

多
く

、
切

替
え

に
よ

り
患

者
負

担
軽

減
及

び
病

院
の

薬
品

費

ア
 
第

2
 
期

中
期

計
画

期
間

に
お

け
る

診
療

収
入

の
確

保
見

込
、

職
員

数
及

び
人

件
費

支
出

見
込

に
基

づ
き

、
人

件
費

比
率

を
算

出
し

適
正

な
水

準
を

目
指

し
て

い
く

。
人

件
費

比
率

に
つ

い
て

、
委

託
等

の
間

接
人

件
費

を
総

人
件

費
の

中
に

入
れ

て
評

価
す

る
。

経
費

節
減

に
つ

い
て

、
理

事
長

の
強

い
指

導
力

の
下

で
、

事
務

内
容

、
予

算
配

分
及

び
人

員
配

置
等

を
弾

力
的

に
対

応
で

き
る

機
動

的
か

つ
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制
を

確
立

す
る

。
・

外
来

受
付

業
務

プ
ロ

セ
ス

等
を

改
革

し
、

医
事

等
委

託
費

の
適

正
化

を
図

る
。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

オ
 
外

来
、

手
術

、
当

直
等

の
応

援
医

師
の

配
置

に
つ

い
て

精
査

し
、

報
償

費
の

適
正

化
を

図
る

。

オ
　

外
来

、
手

術
、

当
直

等
の

応
援

医
師

の
配

置
に

つ
い

て
精

査
し

、
報

償
費

の
適

正
化

を
図

る
。

ウ
 
医

薬
品

、
診

療
材

料
、

医
療

機
器

の
購

入
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
折

衝
を

行
い

調
達

コ
ス

ト
の

節
減

を
図

る
。

・
診

療
材

料
に

つ
い

て
、

採
用

品
目

の
見

直
し

を
行

い
費

用
の

節
減

を
図

る
。

ウ
　

医
薬

品
、

診
療

材
料

、
医

療
機

器
の

購
入

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
た

折
衝

を
行

い
調

達
コ

ス
ト

の
節

減
を

図
る

。
・

診
療

材
料

に
つ

い
て

、
採

用
品

目
の

見
直

し
を

行
い

費
用

の
節

減
を

図
る

。

エ
 
人

的
業

務
の

委
託

契
約

及
び

機
器

・
設

備
の

保
守

委
託

契
約

に
つ

い
て

、
仕

様
の

見
直

し
を

行
う

こ
と

で
効

率
化

を
図

り
、

委
託

費
の

節
減

を
図

る
。

エ
　

人
的

業
務

の
委

託
契

約
及

び
機

器
・

設
備

の
保

守
委

託
契

約
に

つ
い

て
、

仕
様

の
見

直
し

を
行

う
こ

と
で

効
率

化
を

図
り

、
委

託
費

の
節

減
を

図
る

。

オ
　

常
勤

医
師

の
働

き
方

改
革

の
推

進
や

、
困

難
な

手
術

症
例

に
対

応
す

る
た

め
、

応
援

医
師

の
配

置
が

必
要

な
診

療
科

に
お

い
て

は
積

極
的

に
活

用
し

、
勤

務
医

の
負

担
軽

減
に

努
め

た
。

ウ
　

令
和

４
年

度
も

引
き

続
き

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

関
連

に
対

応
し

な
が

ら
、

抗
癌

剤
治

療
・

ロ
ボ

ッ
ト

支
援

下
手

術
な

ど
の

高
度

急
性

期
医

療
が

増
加

た
こ

と
で

、
材

料
費

も
増

加
し

て
い

る
。

ま
た

、
物

価
上

昇
に

対
し

て
、

仕
様

書
の

見
直

し
等

に
取

り
組

ん
だ

も
の

の
、

ロ
シ

ア
に

よ
る

ウ
ク

ラ
イ

ナ
侵

攻
の

影
響

等
に

よ
る

物
価

上
昇

、
特

に
光

熱
費

単
価

の
高

騰
に

よ
り

、
昨

年
度

よ
り

も
電

気
使

用
量

は
減

少
し

た
も

の
の

経
費

増
と

な
っ

た
。

エ
　

Ｓ
Ｒ

Ｌ
（

検
体

検
査

、
検

査
試

薬
）

と
の

契
約

見
直

し
を

行
っ

た
。

替
え

に
よ

り
患

者
負

担
軽

減
及

び
病

院
の

薬
品

費
抑

制
に

つ
な

が
る

一
方

で
、

安
全

性
・

有
効

性
の

問
題

か
ら

切
替

え
が

実
施

で
き

て
い

な
い

も
の

が
あ

る
が

、
他

施
設

の
状

況
も

鑑
み

て
検

討
し

て
い

く
。

抑
制

に
つ

な
が

る
一

方
で

、
安

全
性

・
有

効
性

の
問

題
か

ら
切

替
え

が
実

施
で

き
て

い
な

い
も

の
が

あ
る

が
、

他
施

設
の

状
況

も
鑑

み
て

検
討

し
て

い
く

。 項
　

目
令

和
3
年

度
実

績
令

和
4
年

度
目

標
令

和
4
年

度
実

績
達

成
率

医
業

収
益

対
人

件
費

比
率

（
％

）
5
2
.
1

5
2
.
7

5
1
.
5

1
0
2
.
3
%

医
業

収
益

対
材

料
費

比
率

（
％

）
3
0
.
1

3
1
.
5

3
0
.
9

1
0
1
.
9
%

医
業

収
益

対
経

費
比

率
（

％
）

1
5
.
5

1
6
.
0

1
5
.
5

1
0
3
.
1
%
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
概

ね
各

目
標

を
達

成
で

き
た

点
か

ら
自

己
評

価
は

「
３

」
と

し
た

。
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第
５

 
そ

の
他

の
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

1
 
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

の
運

営

3
指

定
管

理
者

２
期

目
と

し
て

、
業

務
効

率
化

・
契

約
統

合
・

人
事

交
流

に
取

り
組

ま
れ

た
結

果
、

重
症

度
に

応
じ

た
患

者
治

療
に

繋
が

る
こ

と
に

な
っ

た
こ

と
を

評
価

し
、

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

3
ア

 
三

次
救

急
は

大
阪

府
の

責
務

で
あ

る
と

の
認

識
の

も
と

、
指

定
管

理
期

間
が

満
了

と
な

る
令

和
４

年
度

以
降

の
運

営
に

つ
い

て
、

大
阪

府
、

東
大

阪
市

と
協

議
の

う
え

決
定

し
て

い
く

。

イ
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

応
を

は
じ

め
、

府
民

の
命

を
守

る
た

め
に

、
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

と
医

療
セ

ン
タ

ー
が

連
携

し
て

救
急

患
者

に
対

し
，

よ
り

安
全

で
レ

ベ
ル

の
高

い
医

療
対

応
を

行
う

。

ウ
 
毎

月
・

毎
年

度
の

収
支

状
況

に
基

づ
き

、
大

阪
府

と
の

十
分

な
調

整
を

継
続

し
て

い
く

。

ア
　

三
次

救
急

は
大

阪
府

の
責

務
で

あ
る

と
の

認
識

の
も

と
、

令
和

４
年

度
か

ら
２

期
目

５
年

間
の

指
定

管
理

者
と

し
て

着
実

な
運

営
を

行
っ

て
い

く
。

イ
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
応

を
は

じ
め

、
府

民
の

命
を

守
る

た
め

に
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

医
療

セ
ン

タ
ー

が
連

携
し

て
救

急
患

者
に

対
し

，
よ

り
安

全
で

レ
ベ

ル
の

高
い

医
療

対
応

を
行

う
。

ウ
　

毎
月

・
毎

年
度

の
収

支
状

況
に

基
づ

き
、

大
阪

府
と

の
十

分
な

調
整

を
継

続
し

て
い

く
。

ア
　

指
定

管
理

者
２

期
目

の
初

年
度

と
し

て
、

事
務

的
な

部
分

は
法

人
本

部
が

中
心

と
な

り
業

務
効

率
化

・
契

約
統

合
・

人
事

交
流

な
ど

に
取

り
組

ん
だ

。

イ
　

医
療

面
で

は
、

引
き

続
き

両
セ

ン
タ

ー
が

連
携

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
応

を
は

じ
め

と
す

る
救

急
患

者
の

受
入

を
行

っ
た

。

ウ
　

毎
月

及
び

年
間

の
収

支
状

況
を

、
大

阪
府

、
理

事
会

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

新
型

コ
ロ

ナ
に

か
か

る
病

床
確

保
料

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
協

議
し

た
。

中
期

目
標

ア
 
現

在
の

指
定

管
理

期
間

満
了

と
な

る
令

和
4
年

4
月

以
降

の
運

営
に

つ
い

て
、

本
市

と
と

も
に

大
阪

府
と

十
分

な
協

議
を

行
い

方
向

性
を

決
定

す
る

こ
と

。
イ

 
医

療
セ

ン
タ

ー
と

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

連
携

強
化

に
よ

る
効

率
化

な
ど

、
相

乗
効

果
を

発
揮

す
る

こ
と

。
ウ

 
事

業
運

営
に

当
た

っ
て

は
収

支
状

況
に

注
視

し
、

管
理

運
営

事
業

の
委

託
者

で
あ

る
大

阪
府

と
十

分
な

調
整

を
図

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
両

セ
ン

タ
ー

が
連

携
し

、
患

者
の

重
症

度
に

応
じ

た
新

型
コ

ロ
ナ

対
応

を
実

施
で

き
た

点
か

ら
自

己
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。
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第
５

 
そ

の
他

の
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

2
 
地

域
医

療
構

想
を

踏
ま

え
た

役
割

の
明

確
化

中
期

目
標

中
期

目
標

に
定

め
た

も
の

の
他

、
地

域
医

療
構

想
を

踏
ま

え
、

医
療

セ
ン

タ
ー

と
し

て
果

す
べ

き
役

割
を

明
確

化
し

、
そ

の
実

現
に

向
け

た
具

体
的

取
組

み
を

実
行

す
る

こ
と

。

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

3
3

法
人

の
評

価
を

妥
当

と
し

、
評

価
を

「
３

」
と

し
た

。
ア

 
地

域
医

療
構

想
に

お
い

て
、

医
療

セ
ン

タ
ー

は
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

を
提

供
す

る
地

域
中

核
病

院
の

役
割

を
担

う
。

イ
 
中

河
内

医
療

圏
に

お
け

る
地

域
完

結
型

医
療

を
遂

行
す

る
た

め
に

、
高

度
な

急
性

期
医

療
を

必
要

と
す

る
入

院
診

療
に

注
力

す
る

医
療

機
能

分
化

と
、

地
域

の
介

護
・

保
健

・
医

療
機

関
、

医
師

会
、

行
政

機
関

と
の

連
携

を
推

進
し

、
市

民
に

と
っ

て
住

み
よ

い
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
の

基
礎

と
な

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

一
角

を
担

っ
て

い
く

。

ウ
 
外

来
診

療
に

お
い

て
は

、
紹

介
患

者
の

受
入

を
主

体
と

す
る

専
門

外
来

の
確

保
・

拡
充

及
び

一
般

再
来

外
来

の
縮

小
を

図
っ

て
い

く
。

ア
　

地
域

医
療

構
想

に
お

い
て

、
医

療
セ

ン
タ

ー
は

高
度

急
性

期
・

急
性

期
医

療
を

提
供

す
る

地
域

中
核

病
院

の
役

割
を

担
う

。

イ
　

中
河

内
医

療
圏

に
お

け
る

地
域

完
結

型
医

療
を

遂
行

す
る

た
め

に
、

高
度

な
急

性
期

医
療

を
必

要
と

す
る

入
院

診
療

に
注

力
す

る
医

療
機

能
分

化
と

、
地

域
の

介
護

・
保

健
・

医
療

機
関

、
医

師
会

、
行

政
機

関
と

の
連

携
を

推
進

し
、

市
民

に
と

っ
て

住
み

よ
い

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

の
基

礎
と

な
る

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
一

角
を

担
っ

て
い

く
。

ウ
　

外
来

診
療

に
お

い
て

は
、

紹
介

患
者

の
受

入
を

主
体

と
す

る
専

門
外

来
の

確
保

・
拡

充
及

び
一

般
再

来
外

来
の

縮
小

を
図

っ
て

い
く

。

ア
　

地
域

医
療

構
想

に
お

け
る

高
度

急
性

期
・

急
性

期
医

療
の

役
割

を
継

続
し

急
性

期
充

実
体

制
加

算
の

実
績

要
件

を
満

た
し

た
。

ま
た

新
型

コ
ロ

ナ
対

応
に

お
い

て
も

、
東

大
阪

市
及

び
中

河
内

医
療

圏
で

の
中

心
的

役
割

を
担

っ
た

。

イ
　

地
域

完
結

型
医

療
に

お
け

る
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

を
中

心
と

す
る

入
院

診
療

に
注

力
し

た
。

　
当

セ
ン

タ
ー

を
含

む
市

内
の

医
療

機
関

、
医

師
会

（
布

施
・

河
内

・
枚

岡
：

３
医

師
会

）
、

保
健

所
、

消
防

局
と

ｗ
ｅ

ｂ
会

議
で

情
報

共
有

・
意

見
交

換
を

行
い

、
連

携
強

化
に

努
め

た
。

ウ
　

紹
介

患
者

の
受

け
入

れ
を

主
体

と
す

る
専

門
外

来
の

確
保

・
拡

充
及

び
一

般
再

来
外

来
の

縮
小

に
向

け
た

取
り

組
み

を
継

続
し

て
行

っ
た

。
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中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

（
自

己
評

価
理

由
）

　
中

河
内

医
療

圏
に

お
い

て
「

病
病

・
病

診
連

携
」

を
継

続
し

、
高

度
急

性
期

・
急

性
期

医
療

の
提

供
体

制
を

維
持

し
た

点
か

ら
「

３
」

と
し

た
。

- 115 -



第
５

 
そ

の
他

の
業

務
運

営
に

関
す

る
重

要
事

項
を

達
成

す
る

た
め

と
る

べ
き

措
置

3
 
施

設
整

備
に

関
す

る
事

項

中
期

目
標

ア
 
建

築
か

ら
 
2
0
 
年

以
上

経
過

し
た

 
施

設
 
・

設
備

に
つ

い
て

、
計

画
的

に
適

切
な

点
検

・
改

修
・

更
新

を
行

い
、

長
寿

命
化

を
進

め
る

こ
と

。
イ

 
従

来
の

想
定

を
超

え
る

災
害

発
生

時
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

施
設

の
強

靭
化

に
つ

い
て

 
検

討
し

、
取

組
を

進
め

る
こ

と
。

中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

◎
3

4
中

期
保

全
計

画
に

基
づ

き
、

水
熱

源
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ビ

ル
マ

ル
チ

エ
ア

コ
ン

更
新

工
事

、
内

視
鏡

セ
ン

タ
ー

改
修

拡
張

工
事

、
病

棟
浴

室
改

修
工

事
等

を
行

い
つ

つ
、

病
院

美
化

と
し

て
病

棟
共

有
部

の
手

す
り

・
壁

の
改

修
工

事
を

行
っ

た
ほ

か
、

職
場

環
境

の
向

上
を

目
的

に
、

大
会

議
室

A
・

B
・

C
の

改
修

を
完

了
し

た
こ

と
か

ら
計

画
的

な
改

修
が

進
ん

で
い

る
と

判
断

し
、

評
価

を
「

４
」

と
し

た
。

ア
 
施

設
の

長
寿

命
化

築
2
0
 
年

以
上

が
経

過
し

老
朽

化
し

た
施

設
・

設
備

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

病
院

全
体

の
美

化
の

徹
底

、
適

切
な

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

中
期

保
全

計
画

に
基

づ
き

計
画

的
に

改
修

を
行

い
、

長
寿

命
化

を
図

る
。

・
病

院
（

療
養

環
境

・
職

場
環

境
）

の
美

化
こ

れ
ま

で
の

補
修

・
修

繕
計

画
に

と
ら

わ
れ

ず
に

、
病

院
全

体
の

美
化

を
徹

底
し

て
行

う
。

ア
　

施
設

の
長

寿
命

化
築

2
0
年

以
上

が
経

過
し

老
朽

化
し

た
施

設
・

設
備

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

病
院

全
体

の
美

化
の

徹
底

、
適

切
な

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

中
期

保
全

計
画

に
基

づ
き

計
画

的
に

改
修

を
行

い
、

長
寿

命
化

を
図

る
。

・
病

院
（

療
養

環
境

・
職

場
環

境
）

の
美

化
こ

れ
ま

で
の

補
修

・
修

繕
計

画
に

と
ら

わ
れ

ず
に

、
病

院
全

体
の

美
化

を
徹

底
し

て
行

う
。

ア
　

令
和

４
年

度
は

、
中

長
期

保
全

計
画

に
基

づ
き

、
水

熱
源

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

ビ
ル

マ
ル

チ
エ

ア
コ

ン
更

新
工

事
、

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
改

修
拡

張
工

事
、

病
棟

浴
室

改
修

工
事

等
を

行
い

つ
つ

、
病

院
美

化
と

し
て

病
棟

共
有

部
の

手
す

り
・

壁
の

改
修

工
事

を
行

っ
た

ほ
か

、
職

場
環

境
の

向
上

を
目

的
に

、
大

会
議

室
A
・

B
・

C
の

改
修

を
完

了
し

た
。
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中
期

計
画

令
和

4
年

度
計

画
法

人
の

自
己

評
価

市
の

評
価

評
価

の
判

断
理

由
（

業
務

実
績

等
）

ウ
エ

イ
ト

評
価

評
価

評
価

の
判

断
理

由
、

コ
メ

ン
ト

等

イ
 
災

害
対

応
従

来
の

想
定

を
超

え
る

自
然

災
害

の
際

、
患

者
の

生
命

及
び

病
院

機
能

を
守

る
た

め
、

地
下

一
階

の
電

力
・

ガ
ス

を
含

む
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

設
備

の
地

上
化

（
「

エ
ネ

ル
ギ

ー
棟

」
建

設
）

を
計

画
す

る
。

イ
　

災
害

対
応

従
来

の
想

定
を

超
え

る
自

然
災

害
の

際
、

患
者

の
生

命
及

び
病

院
機

能
を

守
る

た
め

、
地

下
一

階
の

電
力

・
ガ

ス
を

含
む

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
設

備
の

地
上

化
（

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

棟
」

建
設

）
を

計
画

す
る

。
令

和
4
年

度
に

お
い

て
、

基
本

構
想

に
基

づ
く

基
本

設
計

に
着

手
す

る
。

（
自

己
評

価
理

由
）

　
経

年
劣

化
し

た
設

備
改

修
の

実
施

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

棟
の

検
討

、
市

と
の

協
議

を
開

始
し

た
点

な
ど

か
ら

自
己

評
価

を
「

３
」

と
し

た
。

イ
　

災
害

時
に

お
け

る
対

策
と

し
て

、
浸

水
リ

ス
ク

の
あ

る
地

下
一

階
の

電
力

・
ガ

ス
を

含
む

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
設

備
の

地
上

化
に

向
け

、
基

本
構

想
を

踏
ま

え
た

基
本

設
計

の
前

段
階

と
し

て
、

他
施

設
の

設
備

導
入

状
況

、
予

算
規

模
等

の
比

較
検

討
を

行
い

、
東

大
阪

市
の

財
政

当
局

と
協

議
を

行
っ

た
。

- 117 -



第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
1
）

腎
臓

内
科

（
1
）

腎
臓

内
科

【
取

組
み
】

①
慢

性
腎

臓
病
(
Ｃ

Ｋ
Ｄ

)
の

診
療

に
お

い
て

、
地

域
連

携
パ

ス
を

運
用

し
つ

つ
、

地
域

の
先

生
方
と

の
連

携
を

深
め

る
(
年

間
３

０
例

ほ
ど

の
地

域
連

携
パ

ス
の

導
入

を
目

標
)
。

②
地

域
に

お
け

る
講

演
会

な
ど

の
開

催
や

医
療

関
係

者
を

対
象

と
し

た
研

修
な

ど
を

行
い

、
広

く
Ｃ

Ｋ
Ｄ

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

、
Ｃ

Ｋ
Ｄ

対
策

に
必

要
な

人
材

の
育

成
を

図
る
。

③
腹

膜
透

析
の

新
規

導
入

数
と

し
て

透
析

導
入

全
体

の
１

割
に

当
た

る
６

人
/
年

を
目

標
と

す
る
。

腎
代

替
療

法
選

択
外

来
に

つ
い

て
も

積
極

的
に

運
用

し
、

患
者

に
適

切
な

情
報

提
供

を
行

う
。

④
心

臓
血

管
外

科
、

放
射

線
科

、
形

成
外

科
と

連
携

し
て

、
可

能
な

範
囲

で
透

析
関

連
ブ

ラ
ッ

ド
ア

ク
セ

ス
の

造
設

や
ト

ラ
ブ

ル
に

対
処

で
き

る
体

制
を

構
築

し
て

い
く
。

⑤
Ｃ

Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ

－
１

９
の

感
染

状
況

に
応

じ
て

、
大

阪
府

か
ら

透
析

患
者

の
受

け
入

れ
要

請
が

あ
る

場
合

は
可

能
な

範
囲

で
円

滑
な

受
け

入
れ

を
継

続
し

て
い

く
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
２

５
０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
５

７
０
人

ⅲ
）

腎
代

替
療

法
選

択
外

来
患

者
数

：
６

０
人

ⅳ
）

腹
膜

透
析

新
規

導
入

患
者

数
（

再
掲

）
：

６
件

1
.
 
慢

性
腎

臓
病
(
Ｃ

Ｋ
Ｄ

)
診

療
に

お
い

て
地

域
完

結
型

医
療

を
目

指
す

べ
く

、
Ｃ

Ｋ
Ｄ

地
域

連
携

パ
ス

を
効

率
的

に
運

用
し

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

を
深

め
た
。

2
.
 
地

域
に

お
け

る
研

修
や

講
演

会
、

お
よ

び
行

政
機

関
や

医
師

会
と

の
連

携
を

行
い

、
Ｃ

Ｋ
Ｄ
対

策
の

推
進

を
行

っ
た
。

3
.
 
腎

代
替

療
法

選
択

に
携

わ
る

ス
タ

ッ
フ

各
々

が
療

法
選

択
の

最
適

化
を

実
践

し
、

腎
代

替
療
法

選
択

外
来

の
さ

ら
な

る
充

実
化

を
行

っ
た
。

4
.
 
血

液
透

析
の

ブ
ラ

ッ
ド

ア
ク

セ
ス

造
設

や
ア

ク
セ

ス
ト

ラ
ブ

ル
に

対
し

、
心

臓
血

管
外

科
・
放

射
線

科
と

協
同

し
て

タ
イ

ム
リ

ー
な

治
療

を
行

っ
た
。

5
.
 
C
O
V
I
D
-
1
9
の

透
析

症
例

に
関

し
て

、
可

能
な

範
囲

で
積

極
的

に
受

け
入

れ
を

行
っ

た
。

6
.
 
令

和
５

年
度

の
腎

臓
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
開

始
に

向
け

て
、

体
制

を
構

築
し

た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
２

６
５
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
４

５
２
人

ⅲ
）

腎
代

替
療

法
選

択
外

来
患

者
数

：
５

４
人

ⅳ
）

腹
膜

透
析

新
規

導
入

患
者

数
（

再
掲

）
：

７
件

（
2
）

免
疫

内
科

（
2
）

免
疫

内
科

【
取

組
み
】

①
適

切
な

医
療

が
提

供
出

来
る

様
に

、
診

療
体

制
を

確
立

す
る
。

②
関

節
エ

コ
ー

を
導

入
し

、
個

別
化

医
療

を
推

進
す

る
。

③
チ

ー
ム

医
療

を
推

進
す

る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
２

５
０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

７
，

４
０

０
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

２
０
人

ⅳ
）

延
べ

入
院

患
者

数
：

２
，

０
０

０
人

ⅴ
）

平
均

在
院

日
数

：
１

６
．

７
日

令
和

4
年

度
は

新
医

長
の

着
任

も
あ

り
、

関
節

エ
コ

ー
を

は
じ

め
、

免
疫

内
科

に
必

要
な

医
療

体
制

が
あ

る
程

度
構

築
す

る
事

が
で

き
た

。
延

べ
外

来
患

者
数

・
延

べ
入

院
患

者
数

・
新

入
院

患
者

数
は

目
標

達
成

で
き

た
が

、
外

来
新

患
数

・
平

均
在

院
日

数
に

つ
い

て
は

目
標

達
成

で
き

な
か

っ
た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

７
７
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

８
，

０
４

５
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

２
５
人

ⅳ
）

延
べ

入
院

患
者

数
：

２
，

９
１

８
人

ⅴ
）

平
均

在
院

日
数

：
２

４
．

２
日
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
3
）

内
分

泌
代

謝
内
科

（
3
）

内
分

泌
代

謝
内
科

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
３

５
０
人

ⅱ
）

糖
尿

病
性

腎
症

患
者

数
（

初
診

）
：

１
０

０
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
３

１
０
人

ⅳ
）

糖
尿

病
教

育
入

院
（

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

不
良

症
例

）
：

３
０
人

ⅴ
）

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
実

施
件

数
：

２
５
件

教
育

入
院

に
つ

い
て

は
ほ

ぼ
目

標
通

り
で

あ
っ

た
。

新
入

院
患

者
数

に
つ

い
て

は
紹

介
患

者
数

を
増

や
す

必
要

が
あ

り
、

今
後

近
隣

医
療

機
関

が
紹

介
し

て
頂

き
や

す
い

よ
う

な
外

来
紹

介
枠

の
設

定
を

行
う

よ
う

留
意

す
る

。
糖

尿
病

性
腎

症
患

者
数

・
糖

尿
病

透
析

予
防

指
導

実
施

件
数

に
つ

い
て

は
今

後
腎

臓
内

科
や

各
部

門
と

の
連

携
を

強
化

し
て

行
き

た
い
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
２

５
７
人

ⅱ
）

糖
尿

病
性

腎
症

患
者

数
（

初
診

）
：

６
７
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
２

６
１
人

ⅳ
）

糖
尿

病
教

育
入

院
（

血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

不
良

症
例

）
：

３
１
人

ⅴ
）

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
実

施
件

数
：

１
１
件

（
4
）

血
液

内
科

（
4
）

血
液

内
科

【
取

組
み
】

①
 
地

域
医

療
機

関
に

広
報

し
、

院
内

各
診

療
科

に
周

知
し

、
血

球
数

異
常

や
リ

ン
パ

節
腫

大
に
つ

い
て

、
症

例
の

紹
介

、
受

入
強

化
・

精
査

を
し

診
断

を
行

う
。

②
 
治

療
に

関
し

て
は

、
薬

剤
や

プ
ロ

ト
コ

ー
ル

の
導

入
を

推
進

す
る
。

③
 
内

科
専

攻
医

を
指

導
し

て
入

院
体

制
を

整
備

す
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

２
０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

８
０

０
人

①
血

液
内

科
は

、
令

和
4
年

1
1
月

よ
り

総
合

診
療

科
の

応
援

医
師

が
２

名
追

加
に

な
っ

た
こ

と
に
よ

り
午

前
の

外
来

診
察

室
の

空
き

が
な

く
な

り
す

べ
て

午
後

の
診

察
と

な
っ

た
。

初
診

患
者

は
当

日
中

に
多

く
の

検
査

の
結

果
を

得
る

必
要

が
あ

り
午

後
診

で
は

対
応

で
き

な
い

場
合

が
多

く
、

血
液

内
科

部
長

の
総

合
診

療
科

外
来

で
診

察
す

る
こ

と
が

多
く

な
っ

た
。

そ
の

た
め

、
血

液
内

科
外

来
新

患
数

は
目

標
値

を
下

回
っ

た
が

、
そ

の
分

は
総

合
診

療
科

外
来

新
患

数
の

上
乗

せ
と

な
っ

た
。

②
血

液
疾

患
治

療
薬

剤
の

導
入

は
順

次
進

め
た
。

③
内

科
専

攻
医

２
名

に
対

し
て

血
液

疾
患

の
入

院
診

療
の

指
導

を
行

っ
た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
６

６
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

８
２

３
人

（
5
）

総
合

診
療
科

（
5
）

総
合

診
療
科

【
取

組
み
】

地
域

医
療

機
関

が
当

セ
ン

タ
ー

へ
患

者
さ

ん
を

紹
介

す
る

際
に

、
各

専
門

診
療

科
の

選
定

が
困

難
な

場
合

の
窓

口
を

担
い

、
診

断
な

ら
び

に
治

療
の

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
各

専
門

診
療

科
へ

院
内

紹
介

を
行

う
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

５
０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

９
０

０
人

総
合

診
療

科
は

令
和

４
年

１
１

月
よ

り
応

援
医

師
を

２
名

追
加

し
、

外
来

の
一

層
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

外
来

患
者

数
の

増
加

お
よ

び
血

液
内

科
初

診
患

者
の

総
合

診
療

科
へ

の
移

行
に

よ
る

上
乗

せ
に

よ
り

、
目

標
値

を
上

回
っ

た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

９
９
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
，

２
０

８
人
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
6
）

循
環

器
内
科

（
6
）

循
環

器
内
科

【
取

組
み
】

①
経

皮
的

冠
動

脈
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

、
不

整
脈

、
下

肢
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

等
の

専
門

医
の

育
成

を
図
る

②
カ

テ
ー

テ
ル

ア
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
治

療
を

推
進

し
、

不
整

脈
専

門
医

の
育

成
に

取
り

組
む
。

③
心

臓
Ｍ

Ｒ
Ｉ

の
読

影
医

の
育

成
及

び
Ｔ

Ａ
Ｖ

Ｉ
開

始
に

む
け

て
心

エ
コ

ー
専

門
医

・
ハ

ー
ト

チ
ー

ム
人

材
の

育
成

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
９

７
０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
７

１
０
人

ⅲ
）

経
皮

的
冠

動
脈

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
（

再
掲

）
：

３
６

０
件

ⅳ
）

カ
テ

ー
テ

ル
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

：
１

２
０
件

ⅴ
）

下
肢

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
：

５
０
件

ⅵ
）

急
性

心
筋

梗
塞

（
Ａ

Ｍ
Ｉ

）
症

例
数

：
８

０
例

令
和

４
年

度
は

年
度

途
中

で
２

名
の

退
職

が
あ

り
、

全
体

的
に

入
院

患
者

数
及

び
カ

テ
ー

テ
ル

件
数

が
減

少
し

た
。

し
か

し
、

カ
テ

ー
テ

ル
術

者
に

関
し

て
は

、
若

手
の

育
成

に
注

力
し

少
し

ず
つ

成
長

を
遂

げ
て

い
る

こ
と

が
見

受
け

ら
れ

る
。

Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ

（
経

カ
テ

ー
テ

ル
大

動
脈

弁
置

換
術

）
に

関
し

て
は

、
心

臓
血

管
外

科
と

協
力

し
施

設
認

定
が

ほ
ぼ

可
能

な
状

態
に

き
て

お
り

、
令

和
5
年

度
に

は
開

始
が

見
込

ま
れ

る
。

若
手

医
師

が
多

い
た

め
、

着
実

な
技

術
の

向
上

と
働

き
方

改
革

へ
向

け
て

の
更

な
る

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
向

上
に

努
め

る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
９

４
４
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
３

５
６
人

ⅲ
）

経
皮

的
冠

動
脈

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
（

再
掲

）
：

２
８

１
件

ⅳ
）

カ
テ

ー
テ

ル
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

：
１

１
９
件

ⅴ
）

下
肢

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
：

４
７
件

ⅵ
）

急
性

心
筋

梗
塞

（
Ａ

Ｍ
Ｉ

）
症

例
数

：
６

３
例

（
7
）

消
化

器
内
科

（
7
）

消
化

器
内
科

【
取

組
み
】

①
消

化
管

癌
の

早
期

発
見

と
内

視
鏡

治
療

体
制

の
強
化

②
胆

膵
疾

患
に

対
す

る
内

視
鏡

検
査

治
療

体
制

の
整

備
と

拡
大

③
慢

性
肝

障
害

か
ら

の
発

癌
に

対
す

る
予

防
と

早
期

治
療

介
入

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

，
８

１
０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
７

１
０
人

ⅲ
）

大
腸

ポ
リ

ペ
ク

ト
ミ

ー
実

施
件

数
：

６
０

０
件

ⅳ
）

粘
膜

下
剥

離
術

（
Ｅ

Ｓ
Ｄ

）
実

施
件

数
：

１
０

０
件

ⅴ
）

粘
膜

切
除

術
（

Ｅ
Ｍ

Ｒ
）

実
施

件
数

：
１

７
０
件

ⅵ
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｐ

実
施

件
数

：
４

０
０
件

今
回

の
成

績
は

全
て

の
項

目
に

お
い

て
目

標
を

下
回

る
結

果
と

な
り

ま
し

た
。

そ
の

要
因

の
一

つ
と

し
て

は
コ

ロ
ナ

渦
の

影
響

が
あ

る
と

思
わ

れ
ま

す
が

、
中

で
も

外
来

新
患

数
と

新
入

院
患

者
数

が
伸

び
悩

ん
だ

結
果

と
な

り
ま

し
た

。
今

後
の

対
策

と
し

て
は

地
域

連
携

に
て

開
業

医
さ

ん
と

の
つ

な
が

り
を

強
化

し
患

者
数

と
内

視
鏡

治
療

件
数

の
増

加
の

た
め

研
鑽

し
て

ま
い

り
ま

す
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

，
５

０
８
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
２

２
６
人

ⅲ
）

大
腸

ポ
リ

ペ
ク

ト
ミ

ー
実

施
件

数
：

５
７

４
件

ⅳ
）

粘
膜

下
剥

離
術

（
Ｅ

Ｓ
Ｄ

）
実

施
件

数
：

８
０
件

ⅴ
）

粘
膜

切
除

術
（

Ｅ
Ｍ

Ｒ
）

実
施

件
数

：
１

５
６
件

ⅵ
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｐ

実
施

件
数

：
２

９
５
件
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
8
）

脳
神

経
内
科

（
8
）

脳
神

経
内
科

【
取

組
み
】

①
中

河
内

医
療

圏
唯

一
の

脳
神

経
内

科
教

育
病

院
と

し
て

、
市

の
保

健
・

福
祉

機
関

と
協

力
し

、
神

経
筋

難
病

疾
病

に
関

す
る

情
報

発
信

を
行

う
。

②
脳

卒
中

な
ど

神
経

救
急

を
幅

広
く

受
け

入
れ

る
た

め
に

、
地

域
か

か
り

つ
け

医
か

ら
の

受
け

入
れ

シ
ス

テ
ム

を
単

純
化

し
、

診
断

ま
で

の
時

間
が

短
縮

出
来

る
よ

う
目

指
す
。

③
急

性
期

脳
卒

中
の

診
療

体
制

と
し

て
Ｓ

Ｃ
Ｕ

（
Ｓ

ｔ
ｒ

ｏ
ｋ

ｅ
 
Ｃ

ａ
ｒ

ｅ
 
Ｕ

ｎ
ｉ

ｔ
）

開
設
を

目
指

す
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
８

１
０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
６

０
０
人

ⅲ
）

ｔ
-
Ｐ

Ａ
実

施
件

数
（

再
掲

）
：

１
５
件

ⅳ
）

脳
卒

中
平

均
入

院
日

数
（

再
掲

）
：

１
９

日
以
内

外
来

患
者

数
（

紹
介

患
者

数
）

８
２

９
人

、
新

入
院

患
者

数
６

１
１

人
と

な
り

令
和
4
年

度
計

画
値

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

し
か

し
、

ｔ
-
Ｐ

Ａ
実

施
件

数
は

１
０

件
で

令
和

３
年

度
と

同
件
数

に
と

ど
ま

り
、

ま
た

脳
卒

中
平

均
入

院
日

数
も

２
１

．
３

日
と

計
画

値
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

令
和

５
年

度
は

達
成

で
き

る
よ

う
に

努
め

る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
８

２
９
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
６

１
１
人

ⅲ
）

ｔ
-
Ｐ

Ａ
実

施
件

数
（

再
掲

）
：

１
０
件

ⅳ
）

脳
卒

中
平

均
入

院
日

数
（

再
掲

）
：

２
１

．
３
日

（
9
）

皮
膚

科
（

9
）

皮
膚

科
【

取
組

み
】

①
地

域
医

療
支

援
病

院
の

皮
膚

科
と

し
て

、
地

域
医

療
機

関
と

の
役

割
分

担
と

連
携

を
一

層
強

化
す

る
。

②
生

物
学

的
製

剤
を

用
い

た
乾

癬
・

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎

の
治

療
を

推
進

す
る
。

③
学

術
活

動
と

し
て

、
学

会
発

表
は
8
件

/
年

、
論

文
発

表
は
2
編

/
年

を
目

標
と

す
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）
 
（

再
掲

）
：

１
，

０
４

０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
０

，
０

０
０
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

（
再

掲
）

：
２

９
０
人

ⅳ
）

平
均

在
院

日
数

：
９

．
６
日

①
令

和
４

度
の

紹
介

患
者

数
は

１
，

０
９

７
件

で
、

延
べ

外
来

患
者

数
も

１
０

，
９

７
３

件
と

目
標

を
上

回
る

こ
と

が
で

き
た

。
こ

れ
に

対
し

て
新

入
院

患
者

数
が

計
画

値
に

達
せ

ず
、

次
年

度
は

入
院

基
準

に
つ

き
や

や
幅

広
く

考
え

る
必

要
が

あ
る
。

②
生

物
学

的
製

剤
の

新
規

導
入

は
１

３
件

で
あ

っ
た

。
地

域
の

医
療

機
関

に
さ

ら
に

ア
ピ

ー
ル

し
、

適
応

患
者

を
紹

介
し

て
い

た
だ

き
、

導
入

件
数

を
増

や
し

た
い
。

③
学

会
発

表
は

２
回

、
論

文
は

２
編

と
、

発
表

数
が

目
標

を
大

き
く

下
回

っ
た

。
次

年
度

は
発

表
数

を
増

や
し

た
い
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）
 
（

再
掲

）
：

１
，

０
９

７
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
０

，
９

７
３
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

（
再

掲
）

：
２

０
４
人

ⅳ
）

平
均

在
院

日
数

：
１

２
．

０
日
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
1
0
）

小
児

科
（

1
0
）

小
児

科
【

取
組

み
】

①
 
感

染
性

疾
患

を
中

心
と

し
た

急
性

疾
患

と
慢

性
疾

患
児

の
受

け
入

れ
を

強
化

し
入

院
数

の
増
多

を
図

る
。

②
 
食

物
経

口
負

荷
試

験
の

入
院

数
を

５
０

０
人
/
年

を
目

標
と

す
る
。

③
血

友
病

地
域

中
核

病
院

と
し

て
他

科
と

の
連

携
を

強
め

、
血

友
病

包
括

外
来

を
立

ち
上

げ
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
５

，
０

１
０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
７

，
５

０
０
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
２

，
２

９
０
人

ⅳ
）

延
べ

入
院

患
者

数
（

再
掲

）
：

１
０

，
５

０
０
人

ⅴ
）

急
性

疾
患

入
院

：
１

，
０

０
０
人

ⅵ
）

食
物

経
口

負
荷

試
験

入
院

（
再

掲
）

：
５

０
０
件

ⅶ
）

レ
ス

パ
イ

ト
入

院
：

１
０
件

ⅷ
）

小
児

科
救

急
外

来
よ

り
の

入
院

（
再

掲
）

：
３

３
０
件

令
和

4
年

夏
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
第

７
波

に
お

け
る

救
急

患
者

数
増

に
よ

り
、

外
来

新
患

数
お

よ
び

延
べ

外
来

患
者

数
に

お
け

る
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
引

き
続

き
、

救
急

診
療

に
力

を
入

れ
｢
断

ら
な

い
救

急
｣
の

実
践

に
努

め
る
。

入
院

者
数

は
目

標
に

届
か

な
か

っ
た

。
令

和
５

年
度

は
地

域
医

療
機

関
か

ら
の

患
者

受
け

入
れ

を
強

化
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
流

行
で

停
止

し
て

い
た

病
児

入
院

を
再

開
さ

せ
る

こ
と

で
入

院
数

の
増

加
を

図
る

。
ま

た
、

地
域

の
ア

ン
メ

ッ
ト

ニ
ー

ズ
を

探
り

、
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

医
療

を
新

規
提

供
す

る
こ

と
で

外
来

患
者

数
お

よ
び

入
院

数
を

増
加

さ
せ

、
目

標
を

達
成

で
き

る
よ

う
に

努
め

る
。

食
物

経
口

負
荷

試
験

は
目

標
を

達
成

で
き

た
。

今
後

も
本

分
野

に
お

け
る

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

に
努

め
る
。

レ
ス

パ
イ

ト
入

院
は

コ
ロ

ナ
病

床
確

保
の

影
響

を
受

け
休

止
し

て
い

た
が

、
令

和
５

年
度

か
ら

再
開

し
た

。
目

標
の

達
成

に
努

め
る
。

令
和

４
年

度
に

血
友

病
包

括
外

来
を

立
ち

上
げ

た
。

今
後

も
血

友
病

地
域

中
核

病
院

と
し

て
他

科
と

の
連

携
を

強
め

、
血

友
病

患
者

様
に

よ
り

よ
い

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

よ
う

に
努

め
る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
６

，
８

２
３
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
７

，
７

４
１
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
８

９
２
人

ⅳ
）

延
べ

入
院

患
者

数
（

再
掲

）
：

８
，

４
０

７
人

ⅴ
）

急
性

疾
患

入
院

：
１

，
０

２
９
人

ⅵ
）

食
物

経
口

負
荷

試
験

入
院

（
再

掲
）

：
５

２
７
件

ⅶ
）

レ
ス

パ
イ

ト
入

院
：

０
件

ⅷ
）

小
児

科
救

急
外

来
よ

り
の

入
院

（
再

掲
）

：
２

８
６
件

（
1
1
）

心
臓

血
管

外
科

（
1
1
）

心
臓

血
管

外
科

【
取

組
み
】

①
心

臓
血

管
外

科
領

域
の

高
度

専
門

治
療

に
対

応
す

る
た

め
に

、
心

臓
血

管
外

科
専

門
医

、
修

練
指

導
者

の
育

成
、

取
得

を
め

ざ
す
。

②
低

侵
襲

手
術

の
積

極
的

取
り

組
み

と
し

て
、

胸
腔

鏡
下

小
切

開
心

臓
手

術
を

開
始

す
る
。

③
学

術
活

動
と

し
て

は
、

学
会

発
表
1
0
件

/
年

、
論

文
発

表
5
編

/
年

を
目

標
と

す
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

１
０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
２

５
０
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

２
５

０
件

ⅳ
）

冠
動

脈
バ

イ
パ

ス
手

術
：

１
０
件

ⅴ
）

弁
膜

症
手

術
：

４
０
件

ⅵ
）

大
動

脈
瘤

手
術

：
１

５
件

ⅶ
）

末
梢

血
管

手
術

（
シ

ャ
ン

ト
造

設
術

を
含

む
）

：
１

０
０
件

ⅷ
）

急
性

大
動

脈
解

離
（

Ａ
Ａ

Ｄ
）

症
例

数
：

１
０
例

紹
介

患
者

・
新

入
院

患
者

は
目

標
値

に
は

届
か

な
か

っ
た

が
、

Ｃ
Ａ

Ｂ
Ｇ

（
冠

動
脈

バ
イ

パ
ス

術
）

・
心

臓
弁

手
術

・
大

動
脈

瘤
手

術
は

目
標

を
達

成
す

る
事

が
で

き
た

。
特

に
Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｇ
は

目
標

値
１

０
件

に
対

し
実

績
は

２
３

件
、

大
動

脈
瘤

手
術

（
Ｔ

Ｅ
Ｖ

Ａ
Ｒ

・
Ｅ

Ｖ
Ａ

Ｒ
含

む
）

は
目

標
１

５
件

に
対

し
実

績
５

４
件

と
大

き
く

目
標

を
上

回
る

実
績

と
な

っ
た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
８

９
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

７
２
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

２
０

７
件

ⅳ
）

冠
動

脈
バ

イ
パ

ス
手

術
：

２
３
件

ⅴ
）

弁
膜

症
手

術
：

４
１
件

ⅵ
）

大
動

脈
瘤

手
術

：
５

４
件

ⅶ
）

末
梢

血
管

手
術

（
シ

ャ
ン

ト
造

設
術

を
含

む
）

：
７

６
件

ⅷ
）

急
性

大
動

脈
解

離
（

Ａ
Ａ

Ｄ
）

症
例

数
：

１
５
例
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
1
2
）

消
化

器
外
科

（
1
2
）

消
化

器
外
科

【
取

組
み
】

①
肝

胆
膵

領
域

の
高

度
進

行
癌

症
例

に
対

応
す

る
た

め
、

肝
胆

膵
外

科
高

度
技

能
専

門
医

の
取

得
を

目
指

す
。

②
低

侵
襲

手
術

へ
の

積
極

的
取

り
組

み
と

し
て

、
腹

腔
鏡

手
術

並
び

に
ロ

ボ
ッ

ト
支

援
下

手
術

の
導

入
を

す
る

た
め

に
、

腹
腔

鏡
下

手
術

技
術

認
定

医
の

取
得

を
目

指
す
。

③
学

術
活

動
と

し
て

は
、

学
会

発
表

は
８

０
件
/
年

、
論

文
発

表
は

１
０

編
/
年

を
目

標
と

す
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
５

５
０
人

ⅱ
）

外
来

化
学

療
法

（
延

患
者

数
）

：
３

，
０

０
０
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
１

０
０
人

ⅳ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

７
３

０
件

ⅴ
）

消
化

器
が

ん
手

術
：

３
０

０
件

ⅵ
）

腹
腔

鏡
下

胆
嚢

摘
出

術
：

１
０

０
件

ⅶ
）

腹
腔

鏡
下

鼠
径

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

：
６

０
件

ⅷ
）

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

実
施

件
数

：
４

０
件

新
入

院
患

者
数

・
年

間
総

手
術

件
数

・
胆

嚢
摘

出
術

・
鼠

径
ヘ

ル
ニ

ア
手

術
件

数
・

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

件
数

は
、

目
標

を
達

成
し

た
。

紹
介

患
者

数
・

外
来

化
学

療
法

件
数

・
消

化
器

が
ん

手
術

件
数

が
、

目
標

を
下

回
っ

て
い

る
。

地
域

連
携

を
さ

ら
に

密
に

し
、

開
業

医
の

先
生

方
か

ら
の

が
ん

患
者

の
紹

介
数

を
増

や
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
連

携
パ

ス
の

運
用

数
を

増
や

し
た

り
、

地
域

の
先

生
方

と
の

顔
の

見
え

る
関

係
作

り
を

し
て

、
信

頼
関

係
を

構
築

し
て

い
く
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
４

８
１
人

ⅱ
）

外
来

化
学

療
法

（
延

患
者

数
）

：
２

，
８

３
６
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
１

６
９
人

ⅳ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

９
１

７
件

ⅴ
）

消
化

器
が

ん
手

術
：

２
７

５
件

ⅵ
）

腹
腔

鏡
下

胆
嚢

摘
出

術
：

１
１

１
件

ⅶ
）

腹
腔

鏡
下

鼠
径

ヘ
ル

ニ
ア

手
術

：
１

１
４
件

ⅷ
）

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

実
施

件
数

：
８

４
件

（
1
3
）

呼
吸

器
外
科

（
1
3
）

呼
吸

器
外
科

【
取

組
み
】

①
年

間
肺

悪
性

腫
瘍

の
手

術
数

に
つ

い
て

は
６

０
例

以
上

を
目

標
と

す
る
。

②
年

間
原

発
性

肺
癌

の
治

療
例

（
手

術
と

内
科

的
治

療
例

の
合

計
）

を
７

５
例

以
上

に
増

や
す
。

③
年

間
呼

吸
器

外
科

手
術

総
数

１
０

０
例

以
上

を
目

標
と

す
る
。

④
ダ

ビ
ン

チ
へ

の
移

行
を

視
野

に
肺

癌
に

対
す

る
胸

腔
鏡

手
術

の
年

間
目

標
を

５
０

例
以

上
を
目

標
と

す
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
：

１
０

０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
３

９
０
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
（

再
掲

）
：

≧
１

０
０
件

ⅳ
）

肺
が

ん
手

術
数

：
≧

５
０
件

ⅴ
）

原
発

性
肺

が
ん

治
療

件
数

（
手

術
＋

化
学

療
法

）
（

再
掲

）
：

７
５
件

ⅵ
）

胸
腔

鏡
手

術
：

≧
５

０
件

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
受

診
控

え
、

入
院

病
床

数
の

制
限

な
ど

の
た

め
、

入
院

治
療

や
外

来
紹

介
数
は

1
0
-
2
0
%
減

と
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
一

方
、

が
ん

薬
物

療
法

件
数

な
ど

は
増

加
し

、
進

行
肺

が
ん

患
者

の
治

療
件

数
は

増
加

し
、

肺
が

ん
に

対
す

る
全

体
の

治
療

件
数

は
増

加
傾

向
が

み
ら

れ
た

。
（

例
え

ば
、

緩
和

ケ
ア

患
者

も
増

え
た
）

コ
ロ

ナ
禍

開
け

の
令

和
５

年
度

は
回

復
に

努
め

る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
：

７
９
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
３

７
４
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
（

再
掲

）
：

９
０
件

ⅳ
）

肺
が

ん
手

術
数

：
５

２
件

ⅴ
）

原
発

性
肺

が
ん

治
療

件
数

（
手

術
＋

化
学

療
法

）
（

再
掲

）
：

１
０

５
件

ⅵ
）

胸
腔

鏡
手

術
：

７
７
件
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
1
4
）

乳
腺

外
科

（
1
4
）

乳
腺

外
科

【
取

組
み
】

①
原

発
乳

癌
手

術
数

目
標

１
２

０
例

を
目

標
と

す
る
。

②
全

麻
手

術
症

例
を

１
日

で
３

例
目

標
と

す
る
。

③
年

間
２

０
例

の
パ

ネ
ル

検
査

を
目

標
と

す
る
。

④
遺

伝
性

乳
癌

卵
巣

癌
(
Ｈ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
)
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
産

婦
人

科
と

毎
月

行
う
。

⑤
Ｈ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
外

来
開

始
を

調
整

中
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
４

０
０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
２

０
０
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

１
４

０
件

ⅳ
）

原
発

性
乳

が
ん

手
術
 
（

再
掲

）
：

１
２

０
件

ⅴ
）

が
ん

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

件
数

（
再

掲
）

：
２

０
件

ⅵ
）

新
規

Ｈ
Ｂ

Ｏ
Ｃ

症
例

：
２
例

未
だ

続
く

コ
ロ

ナ
禍

で
は

あ
っ

た
が

手
術

件
数

、
遺

伝
子

パ
ネ

ル
検

査
件

数
は

目
標

値
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
全

て
の

項
目

を
達

成
す

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

の
で

、
令

和
５

年
度

は
コ

ロ
ナ

禍
開

け
を

見
据

え
て

の
取

り
組

み
を

行
う

よ
う

に
努

め
る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
３

９
８
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

４
４
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

１
４

３
件

ⅳ
）

原
発

性
乳

が
ん

手
術
 
（

再
掲

）
：

１
０

５
件

ⅴ
）

が
ん

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

件
数

（
再

掲
）

：
３

５
件

ⅵ
）

新
規

Ｈ
Ｂ

Ｏ
Ｃ

症
例

：
３

８
例

（
1
5
）

小
児

外
科

（
1
5
）

小
児

外
科

【
取

組
み
】

①
年

間
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
と

し
て

　
１

２
０

例
の

確
保

に
取

組
む

②
年

間
手

術
件

数
　

７
５

例
 
の

確
保

に
取

組
む

③
鏡

視
下

手
術

数
　

３
０

例
 
の

確
保

に
取

組
む

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

（
再

掲
）

：
１

２
０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
９

０
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
（

再
掲

）
：

７
５
件

ⅳ
）

鏡
視

下
手

術
数

（
再

掲
）

：
３

０
件

令
和

４
年

度
は

手
術

件
数

等
の

目
標

が
達

成
に

至
ら

な
か

っ
た

。
令

和
５

年
度

は
目

標
の

達
成

に
努

め
る

。
【

実
績

】
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
（

再
掲

）
：

１
２

５
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
６

２
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
（

再
掲

）
：

６
９
件

ⅳ
）

鏡
視

下
手

術
数

（
再

掲
）

：
１

９
件
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
1
6
）

泌
尿

器
科

（
1
6
）

泌
尿

器
科

【
取

組
み
】

大
学

よ
り

派
遣

さ
れ

る
ス

タ
ッ

フ
数

を
確

保
し

た
い

（
現

在
育

児
休

暇
ス

タ
ッ

フ
を

含
め

て
７

名
）

。
そ

の
た

め
に

必
要

な
こ
と

・
手

術
数

の
維

持
(
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
　

６
０

件
/
年

、
Ｔ

Ｕ
Ｌ
 
１

０
０

件
/
年

、
Ｔ

Ｕ
Ｒ

Ｂ
Ｔ
 
１

５
０

件
)

・
学

術
的

業
績

（
学

会
発

表
３

件
以

上
,
 
論

文
２

編
以

上
）

・
大

学
か

ら
の

当
院

へ
の

手
術

指
導

の
維
持

・
後

期
研

修
医

の
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
認

定
資

格
の

取
得

【
目

標
】

　
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

１
，

０
６

０
人

　
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

１
，

１
６

０
人

　
ⅲ

）
年

間
総

手
術

件
数

：
６

６
０
件

　
ⅳ

）
泌

尿
器

が
ん

手
術

件
数

：
２

５
０
件

　
ⅴ

）
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
実

施
件

数
（

再
掲

）
：

６
０
件

　
ⅵ

）
Ｔ

Ｕ
Ｌ

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
１

０
０
件

　
ⅶ

）
Ｔ

Ｕ
Ｒ

Ｂ
Ｔ

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
１

５
０
件

　
ⅷ

）
前

立
腺

生
検

実
施

件
数

：
１

７
０
件

ダ
ビ

ン
チ

等
の

技
術

の
進

歩
が

、
周

辺
医

療
機

関
や

患
者

層
へ

認
識

さ
れ

て
来

る
に

つ
れ

て
、
入

院
・

手
術

の
患

者
が

増
加

し
て

お
り

件
数

増
と

な
っ

て
い

る
。

【
実

績
】

　
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

８
８

２
人

　
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

１
，

３
２

７
人

　
ⅲ

）
年

間
総

手
術

件
数

：
９

０
３
件

　
ⅳ

）
泌

尿
器

が
ん

手
術

件
数

：
２

７
０
件

　
ⅴ

）
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
実

施
件

数
（

再
掲

）
：

７
８
件

　
ⅵ

）
Ｔ

Ｕ
Ｌ

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
１

３
４
件

　
ⅶ

）
Ｔ

Ｕ
Ｒ

Ｂ
Ｔ

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
１

７
４
件

　
ⅷ

）
前

立
腺

生
検

実
施

件
数

：
２

６
４
件

（
1
7
）

脳
神

経
外
科

（
1
7
）

脳
神

経
外
科

【
取

組
み
】

①
手

術
件

数
に

関
し

て
は

日
本

脳
外

科
学

会
へ

の
報

告
様

式
に

て
年

間
３

６
５

件
（

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
症

例
も

含
め

て
）

を
目

指
す
。

③
 
血

管
内

治
療

の
強
化

③
他

医
療

圏
に

流
出

す
る

中
河

内
医

療
圏

の
急

性
期

脳
卒

中
患

者
を

当
院

に
獲

得
す

る
た

め
救

急
隊

と
の

連
携

を
図

る
。

④
近

隣
救

急
隊

向
け

の
教

育
講

演
、

近
隣

開
業

医
へ

の
講

演
会

な
ど

を
企

画
し

て
連

携
を

強
化
す

る
。

⑤
外

傷
性

疾
患

に
対

し
、

よ
り

当
院

か
ら

の
協

力
体

制
を

強
化

し
、

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
の

実
績

向
上

に
も

貢
献

す
る
。

⑥
Ｓ

Ｃ
Ｕ

を
立

ち
上

げ
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
・

救
急

搬
送

）
：

４
６

０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
４

６
０
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
（

再
掲

）
：

３
６

５
件

ⅳ
）

開
頭

手
術

（
直

達
）

手
術

件
数
 
（

再
掲

）
：

５
０
件

ⅴ
）

脳
血

管
内

治
療

実
施

件
数

：
８

０
件

①
　

外
来

患
者

、
入

院
患

者
の

確
保

に
関

し
て

は
　

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
時

期
的

に
著

明
に

減
少

す
る

月
も

見
ら

れ
た

も
の

の
目

標
は

達
成

で
き

た
。

②
　

開
頭

手
術

・
血

管
内

手
術

数
も

目
標

は
達

成
で

き
た
。

③
　

年
間

手
術

数
に

関
し

て
は

　
１

つ
は

中
河

内
救

命
セ

ン
タ

ー
で

も
外

傷
関

連
の

症
例

が
　

同
セ

ン
タ

ー
の

体
制

的
に

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
厳

し
か

っ
た

こ
と

、
全

体
的

に
外

傷
症

例
が

減
少

し
た

こ
と

も
影

響
し

か
な

り
件

数
が

減
っ

た
こ

と
が

影
響

し
て

い
る

。
現

在
、

徐
々

に
同

セ
ン

タ
ー

で
の

外
傷

症
例

は
増

加
傾

向
に

あ
り

　
令

和
５

年
度

は
症

例
数

は
増

え
る

と
見

込
ま

れ
る
。

④
　

市
民

講
座

な
ど

の
地

域
住

民
や

開
業

医
へ

の
啓

蒙
に

関
し

て
は

　
コ

ロ
ナ

の
感

染
問

題
の

た
め

な
か

な
か

困
難

で
あ

っ
た

。
状

況
も

変
化

し
つ

つ
あ

り
令

和
５

年
度

に
は

達
成

し
た

い
。

⑤
　

Ｓ
Ｃ

Ｕ
の

立
ち

上
げ

は
悲

願
で

あ
り

当
直

体
制

も
整

っ
て

い
る

が
達

成
で

き
て

い
な

い
。

関
係

各
所

に
協

力
を

依
頼

し
ハ

ー
ド

面
を

更
に

強
化

し
て

　
是

非
と

も
Ｓ

Ｃ
Ｕ

を
立

ち
上

げ
た

い
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
・

救
急

搬
送

）
：

４
８

９
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
４

８
９
人

ⅲ
）

年
間

総
手

術
件

数
（

再
掲

）
：

３
０

３
件

ⅳ
）

開
頭

手
術

（
直

達
）

手
術

件
数
 
（

再
掲

）
：

８
５
件

ⅴ
）

脳
血

管
内

治
療

実
施

件
数

：
９

４
件
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
1
8
）

整
形

外
科

（
1
8
）

整
形

外
科

【
取

組
み
】

①
中

河
内

医
療

圏
の

整
形

外
科

急
性

期
治

療
の

中
核

と
し

て
の

役
目

を
果

た
す

べ
く

、
地

域
の

医
療

機
関

と
連

携
を

密
に

し
、

高
度

な
整

形
外

科
治

療
を

供
給

す
る

こ
と

を
目

指
す
。

②
関

節
外

科
、

脊
椎

外
科

、
手

外
科

領
域

の
最

先
端

の
治

療
を

供
給

す
る

と
と

も
に

、
骨

折
な

ど
で

外
傷

疾
患

の
受

け
入

れ
な

ら
び

に
治

療
に

も
注

力
す

る
。

【
目

標
】

　
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

１
，

５
１

０
人

　
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

８
０

０
人

　
ⅲ

）
年

間
総

手
術

件
数

：
１

，
０

０
０

件
以
上

　
ⅳ

）
Ｄ

Ｐ
Ｃ

Ⅱ
期

以
内

退
院

患
者

比
率

：
７

０
％

以
上

在
院

日
数

の
短

縮
（

Ｄ
Ｐ

Ｃ
Ⅱ

期
間

以
内

退
院

患
者

巣
比

）
に

関
し

て
は

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
が

、
手

術
件

数
等

は
目

標
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

令
和

５
年

度
は

目
標

達
成

に
向

け
取

り
組

む
。

【
実

績
】

　
ⅰ

）
外

来
新

患
数

（
紹

介
患

者
数

）
：

１
，

１
３

１
人

　
ⅱ

）
新

入
院

患
者

数
：

７
１

３
人

　
ⅲ

）
年

間
総

手
術

件
数

：
９

０
２

件
以
上

　
ⅳ

）
Ｄ

Ｐ
Ｃ

Ⅱ
期

以
内

退
院

患
者

比
率

：
７

５
．

３
％

以
上

（
1
9
）

形
成

外
科

（
1
9
）

形
成

外
科

【
取

組
み
】

①
緊

急
疾

患
の

受
け

入
れ

を
充

実
す

る
。

②
難

治
性

皮
膚

潰
瘍

の
受

け
入

れ
及

び
手

術
に

つ
い

て
は

年
間

４
２

例
以

上
を

目
標

と
す

る
。

③
全

手
術

数
に

つ
い

て
は

５
０

０
例

以
上

を
目

標
と

す
る
。

④
外

傷
に

つ
い

て
は

４
５

例
以

上
を

目
標

と
す

る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
７

５
０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

５
，

０
０

０
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
２

０
０
人

ⅳ
）

年
間

総
手

術
件

数
（

再
掲

）
：

５
０

０
件

以
上

ⅴ
）

難
治

性
皮

膚
潰

瘍
症

例
（

再
掲

）
：

４
２

例
以
上

ⅵ
）

外
傷

（
再

掲
）

：
４

５
例

以
上

新
入

院
患

者
数

は
目

標
値

に
は

届
か

な
か

っ
た

が
、

手
術

件
数

を
は

じ
め

他
の

項
目

は
全

て
目

標
を

上
回

る
実

績
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
７

６
６
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

５
，

１
０

３
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

４
８
人

ⅳ
）

年
間

総
手

術
件

数
（

再
掲

）
：

６
６

０
件

以
上

ⅴ
）

難
治

性
皮

膚
潰

瘍
症

例
（

再
掲

）
：

４
３

例
以
上

ⅵ
）

外
傷

（
再

掲
）

：
７

８
例

以
上

（
2
0
）

眼
科

（
2
0
）

眼
科

【
取

組
み
】

①
地

域
の

眼
科

で
は

対
応

困
難

な
メ

デ
ィ

カ
ル

、
サ

ー
ジ

カ
ル

両
方

が
必

要
と

な
る

網
膜

疾
患

の
紹

介
患

者
の

積
極

的
受

け
入

れ
を

継
続

す
る
。

②
水

晶
体

疾
患

の
日

帰
り

～
１

泊
入

院
手

術
を

推
進

す
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
９

３
０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
１

，
０

０
０
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
０

０
０
人

ⅳ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

１
，

９
５

０
件

ⅴ
）

白
内

障
手

術
件

数
：

１
,
０

０
０

件
ⅵ

）
硝

子
体

手
術

件
数

：
１

０
０
件

ⅶ
）

眼
内

注
射

実
施

件
数

：
８

５
０
件

コ
ロ

ナ
感

染
症

の
影

響
が

あ
り

白
内

障
手

術
を

外
来

手
術

へ
移

行
、

眼
内

注
射

を
一

部
外

来
処

置
室

へ
と

移
行

し
た

。
そ

の
影

響
も

あ
り

新
入

院
患

者
数

は
目

標
値

と
は

な
ら

な
か

っ
た

が
、

他
の

実
績

は
全

て
目

標
値

を
達

成
す

る
事

が
出

来
た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
９

６
１
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
１

，
９

７
７
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
６

１
４
人

ⅳ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

２
，

１
１

２
件

ⅴ
）

白
内

障
手

術
件

数
：

１
，

３
４

２
件

ⅵ
）

硝
子

体
手

術
件

数
：

１
１

９
件

ⅶ
）

眼
内

注
射

実
施

件
数

：
７

５
５
件
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
2
1
）

耳
鼻

咽
喉
科

（
2
1
）

耳
鼻

咽
喉
科

【
取

組
み
】

①
総

手
術

数
の

増
加

を
図

る
。

②
鼓

室
形

成
術

年
間

７
５

件
。

③
紹

介
患

者
数

の
増

加
を

図
る
。

④
新

入
院

患
者

数
の

増
加

を
図

る
。

⑤
入

院
診

療
単

価
に

つ
い

て
は

基
準

値
超

え
の

維
持

を
目

指
す
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

，
５

２
０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

９
，

０
０

０
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
７

０
０
人

ⅳ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

４
２

０
件

ⅴ
）

鼓
室

形
成

術
（

年
間

）
（

再
掲

）
：

７
５
件

ⅵ
）

入
院

診
療

単
価

：
６

７
，

０
０

０
円

紹
介

患
者

数
、

外
来

数
、

入
院

単
価

に
つ

い
て

は
概

ね
目

標
超

え
か

そ
れ

に
近

い
実

績
で

あ
っ
た

が
、

新
入

院
数

と
手

術
に

つ
い

て
は

改
善

の
余

地
が

あ
る

。
年

度
初

旬
の

手
術

数
減

少
（

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
る

影
響

）
が

響
い

て
い

る
。

今
後

は
単

価
の

高
い

耳
や

鼻
の

手
術

数
、

入
院

数
を

伸
ば

し
た

い
。

同
時

に
、

地
域

連
携

の
強

化
に

よ
り

、
急

性
炎

症
や

麻
痺

系
の

入
院

数
増

加
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

心
が

け
て

い
き

た
い
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

，
４

８
８
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

９
，

０
４

３
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
６

２
１
人

ⅳ
）

年
間

総
手

術
件

数
：

３
６

３
件

ⅴ
）

鼓
室

形
成

術
（

年
間

）
（

再
掲

）
：

６
１
件

ⅵ
）

入
院

診
療

単
価

：
７

０
，

３
０

８
円

（
2
2
）

産
婦

人
科

（
2
2
）

産
婦

人
科

【
取

組
み
】

①
分

娩
数

の
維

持
（

６
０

０
例

）
。

②
年

間
１

０
０

例
の

内
視

鏡
手

術
を

行
う

（
ロ

ボ
ッ

ト
手

術
　

１
０

例
含

む
）
。

③
婦

人
科

手
術

の
増

加
（

２
５

０
例

）
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

，
５

２
０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

２
０

，
５

０
０
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
５

０
０
人

ⅳ
）

年
間

分
娩

数
（

再
掲

）
：

＞
６

０
０
件

ⅴ
）

婦
人

科
年

間
総

手
術

件
数

（
再

掲
）

：
２

５
０
件

ⅵ
）

婦
人

科
が

ん
手

術
件

数
：

３
０
件

ⅶ
）

内
視

鏡
手

術
実

施
件

数
（

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

１
０

例
含

む
）

（
再

掲
）

：
１

０
０
件

９
月

か
ら

１
１

月
に

か
け

て
３

名
の

医
師

が
退

職
し

た
こ

と
で

、
マ

ン
パ

ワ
ー

を
必

須
業

務
に

集
約

化
す

る
た

め
、

業
務

内
容

の
大

幅
な

見
直

し
を

施
行

し
ま

し
た
。

具
体

的
に

は
、

分
娩

数
と

手
術

件
数

の
減

少
を

最
小

限
に

食
い

止
め

る
た

め
、

紹
介

予
約

制
導

入
に

よ
る

予
約

患
者

の
選

択
・

再
診

患
者

の
地

域
医

療
機

関
へ

の
逆

紹
介

に
よ

り
医

療
資

源
の

温
存

を
促

進
し

た
。

紹
介

患
者

数
・

新
入

院
患

者
数

は
計

画
値

に
至

り
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
年

間
分

娩
数

・
婦

人
科

年
間

手
術

件
数

・
婦

人
科

が
ん

手
術

件
数

に
関

し
て

は
計

画
値

を
上

回
る

こ
と

が
で

き
た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

，
２

８
５
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

２
０

，
８

１
６
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
１

，
０

８
２
人

ⅳ
）

年
間

分
娩

数
（

再
掲

）
：

６
０

８
件

ⅴ
）

婦
人

科
年

間
総

手
術

件
数

（
再

掲
）

：
２

６
５
件

ⅵ
）

婦
人

科
が

ん
手

術
件

数
：

７
１
件

ⅶ
）

内
視

鏡
手

術
実

施
件

数
（

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

１
０

例
含

む
）

（
再

掲
）

：
１

７
８
件

- 127 -



第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
2
3
）

放
射

線
科

（
2
3
）

放
射

線
科

【
取

組
み
】

①
 
地

域
診

療
の

拡
充

を
さ

ら
に

強
化

す
る
。

・
病

診
連

携
検

査
：

Ｕ
Ｓ

を
含

む
放

射
線

科
担

当
画

像
検

査
の

１
０
%
増

加
（

１
，

９
０

０
件
/
年

）
・

画
像

共
有

の
迅

速
化

（
Ｃ

Ｄ
Ｒ

の
運

用
改

善
、

ク
ラ

ウ
ド

化
な

ど
の

新
シ

ス
テ

ム
導

入
、

中
河
内

　
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
と

の
画

像
共

有
方

法
の

模
索

）
を

引
き

続
き

検
討

す
る
。

②
 
Ｉ

Ｖ
Ｒ

の
拡

充
を

行
う
。

・
症

例
の

増
加

を
図

る
。

年
間

Ｉ
Ｖ

Ｒ
学

会
登

録
件

数
の

１
０
%
増

加
（

５
０

０
件
/
年

）
・

時
間

外
手

技
を

減
少

さ
せ

る
た

め
の

Ｉ
Ｖ

Ｒ
１

室
の

効
率

的
運

用
を

目
指

す
。

③
 
高

精
度

放
射

線
治
療

・
定

位
・

強
度

変
調

放
射

線
治

療
の

維
持

、
増

加
を

目
指

す
（

１
５

０
件
/
年

）
。

・
適

切
な

放
射

線
治

療
機

器
更

新
に

向
け

て
の

ワ
ー

キ
ン

グ
を

続
行
。

・
治

療
専

任
の

人
員

確
保

、
環

境
整
備

・
臨

床
科

と
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
な

ど
連

携
強

化
を

図
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

，
６

３
０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

６
，

７
０

０
人

ⅲ
）

年
間

Ｉ
Ｖ

Ｒ
総

件
数

（
再

掲
）

：
５

０
０
件

ⅳ
）

年
間

が
ん

放
射

線
治

療
延

べ
件

数
：

６
，

９
０

０
件

ⅴ
）

定
位

・
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
再

掲
）

：
１

５
０
件

ⅵ
）

年
間

Ｃ
Ｔ

検
査

件
数

：
２

３
７

，
０

０
０
件

ⅶ
）

年
間

Ｍ
Ｒ

検
査

件
数

：
７

，
７

４
０
件

ⅷ
）

地
域

連
携

画
像

診
断

検
査

件
数

（
Ｕ

Ｓ
含

む
）

（
再

掲
）

：
１

，
９

０
０
件

令
和

４
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
前

年
度

に
続

い
て

病
棟

の
制

限
や

検
診

の
減

少
・

が
ん

診
療

の
停

滞
を

背
景

に
放

射
線

業
務

に
あ

た
っ

た
一

年
で

あ
っ

た
。

そ
ん

な
中

、
継

続
的

に
目

標
と

し
て

き
た

放
射

線
診

断
領

域
の

業
務

向
上

、
地

域
連

携
の

拡
充

に
関

し
て

、
十

分
な

結
果

が
得

ら
れ

た
と

考
え

る
。

Ｃ
Ｔ

や
Ｍ

Ｒ
Ｉ

検
査

の
増

加
は

病
診

連
携

に
よ

る
紹

介
患

者
の

検
査

数
増

加
に

よ
る

と
こ

ろ
が

大
き

い
。

ま
た

、
放

射
線

科
が

担
当

す
る

Ｉ
Ｖ

Ｒ
は

著
し

く
増

加
し

て
お

り
、

各
臨

床
科

に
と

っ
て

よ
り

高
度

で
適

切
な

医
療

体
制

を
整

え
る

上
で

十
分

な
役

割
を

果
た

せ
た

と
考

え
る
。

放
射

線
治

療
に

関
し

て
は

、
前

述
の

通
り

、
病

棟
の

制
約

、
全

国
的

な
が

ん
診

療
の

停
滞

を
反

映
し

て
、

延
べ

照
射

件
数

は
少

な
く

な
っ

て
い

る
が

、
逆

に
専

門
性

が
高

く
、

加
算

項
目

で
あ

る
定

位
放

射
線

治
療

は
増

加
し

て
お

り
、

放
射

線
治

療
の

収
支

は
む

し
ろ

増
加

し
た
。

Ｉ
Ｖ

Ｒ
の

増
加

に
伴

い
、

効
率

的
な

検
査

室
の

利
用

を
進

め
て

い
る

も
の

の
す

で
に

検
査

室
の

待
ち

時
間

に
よ

る
業

務
時

間
超

過
が

生
じ

つ
つ

あ
る
。

一
方

で
、

老
朽

化
に

よ
る

業
務

遅
延

が
問

題
と

な
っ

て
い

る
Ｍ

Ｒ
Ｉ

は
令

和
５

年
度

、
放

射
線

治
療

も
令

和
６

年
度

に
更

新
の

予
定

と
し

て
い

る
。

令
和

５
年

度
は

そ
の

工
事

期
間

に
病

院
機

能
へ

の
影

響
を

最
小

限
に

遅
滞

な
く

適
切

な
診

療
の

提
供

を
す

べ
く

対
策

に
努

め
る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
１

，
９

２
３
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

７
，

６
２

５
人

ⅲ
）

年
間

Ｉ
Ｖ

Ｒ
総

件
数

（
再

掲
）

：
６

６
９
件

ⅳ
）

年
間

が
ん

放
射

線
治

療
延

べ
件

数
：

６
，

２
２

６
件

ⅴ
）

定
位

・
強

度
変

調
放

射
線

治
療

（
再

掲
）

：
１

５
６
件

ⅵ
）

年
間

Ｃ
Ｔ

検
査

件
数

：
２

６
，

０
６

２
件

ⅶ
）

年
間

Ｍ
Ｒ

検
査

件
数

：
８

，
５

３
０
件

ⅷ
）

地
域

連
携

画
像

診
断

検
査

件
数

（
Ｕ

Ｓ
含

む
）

（
再

掲
）

：
２

，
６

１
９
件

（
2
4
）

麻
酔

科
（

2
4
）

麻
酔

科
【

取
組

み
】

・
コ

ロ
ナ

感
染

症
蔓

延
の

た
め

定
期

手
術

症
例

は
減

少
傾

向
で

あ
る

が
、

外
科

系
診

療
科

の
手

術
希

望
に

は
手

術
枠

の
範

囲
内

で
全

て
応

需
で

き
る

体
制

を
維

持
す

る
。

全
身

麻
酔

症
例

３
,
２

０
０

例
、

麻
酔

科
管

理
症

例
３
,
５

０
０

例
を

目
標

と
す

る
。

・
緊

急
手

術
に

対
し

て
も

可
能

な
限

り
常

勤
麻

酔
科

医
で

対
応

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
今

年
度

は
平

日
週

３
日

全
科

対
応

、
週

７
日

産
科

オ
ン

コ
ー

ル
対

応
を

で
き

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

麻
酔

科
管

理
 
手

術
麻

酔
症

例
（

再
掲

）
：

３
，

５
０

０
件

ⅱ
）

麻
酔

科
管

理
 
全

身
麻

酔
症

例
（

再
掲

）
：

３
，

２
０

０
件

ⅲ
）

ⅱ
）

の
う

ち
常

勤
麻

酔
科

医
管

理
 
全

身
麻

酔
症

例
：

１
，

６
０

０
件

ⅳ
）

ⅱ
）

の
う

ち
非

常
勤

麻
酔

医
管

理
 
全

身
麻

酔
症

例
：

１
，

６
０

０
件

麻
酔

科
管

理
手

術
症

例
お

よ
び

全
身

麻
酔

症
例

は
と

も
に

目
標

を
超

え
る

数
値

を
達

成
し

た
。

常
勤

麻
酔

科
医

の
全

身
麻

酔
症

例
は

目
標

を
下

回
っ

た
た

め
、

次
年

度
も

引
き

続
き

目
標

を
超

え
る

よ
う

体
制

を
整

備
し

て
い

き
た

い
。

平
日

時
間

外
、

土
日

祝
日

の
緊

急
対

応
に

つ
い

て
、

平
日

は
週

３
日

の
全

科
対

応
を

行
い

、
新

た
に

日
曜

、
祝

日
を

常
勤

ス
タ

ッ
フ

で
全

科
対

応
と

す
る

こ
と

と
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
緊

急
手

術
麻

酔
お

よ
び

オ
ン

コ
ー

ル
待

機
を

外
部

委
託

す
る

比
率

を
減

ら
す

こ
と

が
で

き
た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

麻
酔

科
管

理
 
手

術
麻

酔
症

例
（

再
掲

）
：

３
，

８
１

９
件

ⅱ
）

麻
酔

科
管

理
 
全

身
麻

酔
症

例
（

再
掲

）
：

３
，

４
９

５
件

ⅲ
）

ⅱ
）

の
う

ち
常

勤
麻

酔
科

医
管

理
 
全

身
麻

酔
症

例
：

１
，

５
２

１
件

ⅳ
）

ⅱ
）

の
う

ち
非

常
勤

麻
酔

医
管

理
 
全

身
麻

酔
症

例
：

１
，

９
７

４
件
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
2
5
）

病
理

診
療
科

（
2
5
）

病
理

診
療
科

【
取

組
み
】

①
最

新
の

診
断

基
準

や
取

り
扱

い
規

約
に

精
通

し
、

正
確

な
病

理
診

断
を

心
が

け
る
。

②
診

断
精

度
を

高
め

る
た

め
症

例
に

応
じ

て
、

免
疫

組
織

学
的

検
討

を
行

う
。

③
診

断
困

難
例

に
対

す
る

対
応

と
し

て
大

阪
大

学
を

含
め

他
施

設
と

の
連

携
を

強
化

す
る
。

④
ゲ

ノ
ム

医
療

に
関

連
し

た
病

理
組

織
の

取
扱

い
、

診
断

、
判

定
に

精
通

す
る
。

⑤
解

剖
症

例
は

で
き

る
だ

け
Ｃ

Ｐ
Ｃ

を
行

う
。

⑥
研

修
医

の
た

め
の

病
理

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

可
能

な
限

り
行

う
。

⑦
他

院
へ

の
病

理
関

連
の

協
力

を
行

う
。

中
河

内
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

病
理

解
剖

、
臓

器
移

植
関

係
で

の
協

力
、

恵
生

会
病

院
か

ら
の

術
中

迅
速

診
断

の
協

力
等
。

不
十

分
な

部
分

も
あ

っ
た

が
、

概
ね

、
年

度
目

標
に

向
か

っ
て

取
り

組
み

を
す

す
め

た
。

（
2
6
）

緩
和

ケ
ア

内
科

（
2
6
）

緩
和

ケ
ア

内
科

【
取

組
み
】

①
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
と

し
て

必
要

な
緩

和
ケ

ア
要

件
を

満
た

す
。

・
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

介
入

件
数

　
２

５
０

件
以
上

・
地

域
連

携
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

　
４

回
以
上

・
緩

和
ケ

ア
研

修
会

　
　

　
　

　
４

回
以
上

②
緩

和
ケ

ア
病

棟
に

お
け

る
ケ

ア
の

充
実

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
加

算
１

の
基

準
を

満
た

す
（

平
均

在
院

日
数

３
０

日
以

内
。

在
宅

退
院

１
５

％
以

上
入

院
待

機
期

間
１

４
日

以
内
）

・
病

床
稼

働
率

　
８

０
％

以
上

③
緩

和
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
の

活
動

を
維

持
し

、
院

内
外

で
の

緩
和

ケ
ア

の
普

及
・

充
実

を
は

か
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

新
規

紹
介

患
者

数
）

：
２

５
０
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
３

０
０
人

ⅲ
）

病
床

稼
働

率
（

再
掲

）
：

８
０
%
以

上
ⅳ

）
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

介
入

件
数

（
再

掲
）

：
２

５
０

件
以
上

外
来

新
患

数
の

増
加

は
認

め
た

も
の

の
、

コ
ロ

ナ
禍

が
続

い
て

い
る

な
か

で
の

、
家

庭
環

境
の

変
化

や
病

院
の

面
会

制
限

な
ど

の
影

響
か

ら
入

院
よ

り
も

在
宅

療
養

を
希

望
さ

れ
る

患
者

が
増

え
た
た

め
、

新
入

院
患

者
数

は
若

干
減

少
し

た
。

定
期

的
に

地
域

連
携

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

緩
和

ケ
ア

研
修

会
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

の
で

次
年

度
も

継
続

し
て

い
き

た
い
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

新
規

紹
介

患
者

数
）

：
２

８
９
人

ⅱ
）

新
入

院
患

者
数

：
２

９
３
人

ⅲ
）

病
床

稼
働

率
（

再
掲

）
：

８
４

．
８
%
以

上
ⅳ

）
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

介
入

件
数

（
再

掲
）

：
２

８
８

件
以
上

（
2
7
）

歯
科

（
2
7
）

歯
科

【
取

組
み
】

①
周

術
期

口
腔

機
能

管
理

件
数

の
増

加
　

１
割

増
を

目
指

す
。

②
他

職
種

と
の

連
携

を
強

化
し

、
よ

り
充

実
し

た
口

腔
管

理
を

目
指

す
。

③
外

来
新

患
数

の
増

加
を

図
る

　
　

院
内

他
科

か
ら

の
紹

介
（

周
術

期
や

そ
の

他
口

腔
管

理
が

必
要

な
症

例
に

つ
い

て
）

増
加

を
図

る
。

④
口

腔
管

理
を

行
っ

た
患

者
に

対
し

、
退

院
時

に
地

域
の

医
院

へ
の

逆
紹

介
を

行
い

、
ス

ム
ー

ズ
な

治
療

移
行

な
ど

地
域

連
携

の
強

化
を

図
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
７

０
０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

５
，

０
０

０
人

ⅲ
）

周
術

期
口

腔
機

能
管

理
件

数
：

４
０

０
件

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
受

診
控

え
の

影
響

が
未

だ
続

き
、

外
来

に
関

し
て

は
目

標
値

と
は

な
ら

な
か
っ

た
。

入
院

患
者

等
に

対
す

る
周

術
期

口
腔

機
能

管
理

は
積

極
的

な
取

り
組

み
を

行
い

目
標

値
を

大
き

く
違

和
回

る
実

績
と

な
っ

た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
６

１
９
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

４
，

２
６

０
人

ⅲ
）

周
術

期
口

腔
機

能
管

理
件

数
：

５
２

６
件
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
2
8
）

口
腔

外
科

（
2
8
）

口
腔

外
科

【
取

組
み
】

①
口

腔
外

科
に

割
り

振
ら

れ
て

い
る

入
院

手
術

枠
の

１
０

０
％

利
用

を
引

き
続

き
継

続
維

持
す

る
。

②
口

腔
外

科
の

特
性

と
し

て
、

手
術

件
数

は
外

来
紹

介
初

診
患

者
数

に
大

き
く

依
存

す
る

。
更

に
積

極
的

に
外

来
紹

介
を

受
け

入
れ

、
コ

ロ
ナ

禍
で

減
少

し
た

受
診

患
者

数
の

回
復

を
図

る
こ

と
で

手
術

件
数

を
維

持
し

た
い
。

③
緊

急
対

応
が

必
要

な
症

例
、

他
医

療
機

関
か

ら
の

急
患

は
病

院
の

掲
げ

る
｢
断

ら
な

い
救

急
｣
に

沿
っ

て
、

引
き

続
き

積
極

的
に

受
け

入
れ

て
い

く
。

④
病

院
全

体
で

進
め

て
い

る
働

き
方

改
革

に
関

し
て

、
当

科
医

師
も

積
極

的
に

取
り

組
み

、
効

率
的

な
業

務
遂

行
を

図
る
。

⑤
外

来
手

術
待

機
期

間
が
2
月

に
及

ん
で

お
り

患
者

サ
ー

ビ
ス

の
観

点
か

ら
も

手
術

待
機

期
間

の
短

縮
が

急
務

で
あ

っ
た

。
令

和
4
年

度
は

外
来

診
療

室
診

療
ユ

ニ
ッ

ト
増

設
、

大
学

か
ら

の
処

置
Ｄ
ｒ

応
援

、
歯

科
衛

生
士

の
新

規
採

用
お

よ
び

研
修

医
増

員
を

得
て

外
来

手
術

増
加

を
達

成
す

る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
２

，
５

０
０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
０

，
０

０
０
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
５

９
０
人

ⅳ
）

延
べ

入
院

患
者

数
：

４
，

０
０

０
人

ⅴ
）

年
間

入
院

手
術

件
数

：
４

２
０
件

ⅵ
）

年
間

外
来

手
術

件
数

：
２
,
３

０
０

件

積
極

的
な

受
け

入
れ

を
継

続
し

、
概

ね
目

標
の

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
特

に
入

院
手

術
は

目
標

値
よ

り
１

割
増

の
４

６
２

件
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
令

和
５

年
度

も
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

を
見

据
え

積
極

的
な

受
入

を
継

続
し

て
い

く
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
（

紹
介

患
者

数
）

：
２

，
６

９
４
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

１
０

，
８

９
３
人

ⅲ
）

新
入

院
患

者
数

：
５

８
３
人

ⅳ
）

延
べ

入
院

患
者

数
：

３
，

０
７

６
人

ⅴ
）

年
間

入
院

手
術

件
数

：
４

６
２
件

ⅵ
）

年
間

外
来

手
術

件
数

：
１

，
５

３
９
件

（
2
9
）

精
神

科
（

2
9
）

精
神

科
【

取
組

み
】

①
地

域
医

療
・

地
域

保
健

や
福

祉
に

貢
献

で
き

る
精

神
科

診
療

を
実

施
す

る
（

医
師

会
と

の
連

携
、

紹
介

外
来

患
者

数
の

増
加

、
東

大
阪

市
内

で
開

か
れ

る
精

神
保

健
福

祉
等

に
関

す
る

会
議

等
へ

の
参

加
、

保
健

セ
ン

タ
ー

等
行

政
と

の
連

携
）
。

②
地

域
か

ら
の

ニ
ー

ズ
の

高
い

認
知

症
専

門
外

来
を

維
持

す
る

（
新

規
患

者
年

間
１

５
０

名
程

度
）

。
③

院
内

認
知

症
ケ

ア
チ

ー
ム

の
組

み
入

れ
患

者
数

の
拡

大
を

図
る

（
年

間
３

５
０

名
程

度
）
。

④
院

内
リ

エ
ゾ

ン
診

療
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
る

（
年

間
３

３
０

名
程

度
）
。

⑤
減

少
し

て
い

る
精

神
科

医
師

を
確

保
す

る
。

（
１

名
を

２
名

に
増

員
す

る
）

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
・

認
知

症
専

門
外

来
（

再
掲

）
：

１
５

０
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

３
，

０
０

０
人

ⅲ
）

院
内

リ
エ

ゾ
ン

診
療

実
施

件
数
 
（

再
掲

）
：

３
３

０
件

ⅳ
）

院
内

認
知

症
ケ

ア
チ

ー
ム

関
与

・
介

入
件

数
（

再
掲

）
：

３
５

０
件

ⅴ
）

認
知

症
ケ

ア
加

算
算

定
件

数
（

再
掲

）
：

４
，

８
０

０
件

認
知

症
専

門
外

来
は

１
４

４
人

で
計

画
値

を
達

成
す

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

外
来

延
べ

患
者

数
・

リ
エ

ゾ
ン

診
療

実
績

は
計

画
値

を
達

成
し

た
。

ま
た

認
知

症
ケ

ア
チ

ー
ム

の
活

動
を

積
極

的
に

取
り

組
み

、
介

入
件

数
７

１
３

件
、

認
知

症
ケ

ア
加

算
算

定
件

数
９

，
３

５
６

件
と

計
画

値
を

大
き

く
上

回
る

実
績

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

新
患

数
・

認
知

症
専

門
外

来
（

再
掲

）
：

１
４

４
人

ⅱ
）

延
べ

外
来

患
者

数
：

３
，

２
６

２
人

ⅲ
）

院
内

リ
エ

ゾ
ン

診
療

実
施

件
数
 
（

再
掲

）
：

３
５

２
件

ⅳ
）

院
内

認
知

症
ケ

ア
チ

ー
ム

関
与

・
介

入
件

数
（

再
掲

）
：

７
１

３
件

ⅴ
）

認
知

症
ケ

ア
加

算
算

定
件

数
（

再
掲

）
：

９
，

３
５

６
件
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

1
.
診

療
科

部
門

1
.
診

療
科

部
門

（
2
9
）

臨
床

腫
瘍

科
（

外
来

化
学

療
法

セ
ン

タ
ー
）

（
2
9
）

臨
床

腫
瘍

科
（

外
来

化
学

療
法

セ
ン

タ
ー
）

【
取

組
み
】

①
外

来
化

学
療

法
室

に
専

従
専

門
医

１
名

が
専

従
す

る
体

制
を

整
備

す
る
。

②
化

学
療

法
を

時
間

単
位

で
予

約
す

る
よ

う
に

改
善

し
、

外
来

化
学

療
室

延
べ

人
数

も
４

，
２

０
０

人
を

目
指

す
。

③
高

度
で

安
全

な
治

療
を

継
続

す
る

た
め

に
、

ナ
ー

ス
サ

ポ
ー

タ
ー

（
月

曜
日

－
金

曜
日

）
、

ド
ク

タ
ー

ズ
ク

ラ
ー

ク
（

木
曜

日
、

金
曜

日
の

午
前

中
）

の
確

保
を

行
う
。

【
目

標
】

ⅰ
）

外
来

化
学

療
法

新
規

患
者

数
：

２
１

０
人

ⅱ
）

外
来

化
学

療
法

延
べ

患
者

数
（

再
掲

）
：

４
，

２
０

０
人

ⅲ
）

が
ん

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

（
再

掲
）

：
１

２
人

コ
ロ

ナ
禍

が
続

く
中

、
化

学
療

法
の

件
数

維
持

に
取

り
組

み
、

目
標

値
を

達
成

す
る

こ
と

が
で
き

た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

外
来

化
学

療
法

新
規

患
者

数
：

２
５

７
人

ⅱ
）

外
来

化
学

療
法

延
べ

患
者

数
（

再
掲

）
：

４
，

４
５

８
人

ⅲ
）

が
ん

遺
伝

子
パ

ネ
ル

検
査

（
再

掲
）

：
３

５
人
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

2
.
中

央
診

療
部

門
等

2
.
中

央
診

療
部

門
等

（
1
）

集
中

治
療
部

（
1
）

集
中

治
療
部

【
取

組
み
】

①
Ｉ

Ｃ
Ｕ

１
０

床
の

運
用

を
継

続
し

、
院

内
重

症
患

者
、

外
科

手
術

後
患

者
、

地
域

の
高

度
急

性
期

医
療

が
必

要
な

重
症

患
者

の
集

中
治

療
管

理
を

行
う
。

②
集

中
治

療
専

従
医

、
看

護
師

、
臨

床
工

学
技

士
、

薬
剤

師
、

理
学

療
法

士
等

の
体

制
を

確
立

し
、

特
定

集
中

治
療

室
管

理
料
1
を

維
持

す
る
。

③
働

き
方

改
革

に
準

じ
た

Ｉ
Ｃ

Ｕ
当

直
体

制
を

維
持

す
る
。

→
院

内
と

応
援

医
師

の
協

力
で

目
標

達
成

④
外

科
術

後
患

者
の

Ｉ
Ｃ

Ｕ
利

用
率

を
高

め
、

病
床

の
有

効
利

用
（

満
床

運
用

）
を

図
る
。

→
循

環
器

、
脳

神
経

の
緊

急
入

室
に

対
応

す
る

た
め

十
分

に
で

き
て

い
な

い
。

Ｉ
Ｃ

Ｕ
ベ

ッ
ド

に
余

裕
が

あ
る

場
合

は
、

手
術

後
で

入
室

基
準

を
満

た
す

患
者

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る
。

⑤
応

援
医

師
の

派
遣

要
請

を
行

う
。

→
人

員
不

足
に

対
し

、
適

宜
応

援
医

師
を

派
遣

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
。

⑥
個

室
化

、
陰

圧
管

理
を

活
用

し
て

、
重

症
の

感
染

症
患

者
の

入
室

に
対

し
、

積
極

的
に

対
応
す

る
。

⑦
臨

床
研

修
医

、
看

護
師

教
育

を
進

め
、

重
症

集
中

治
療

ケ
ア

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
新

入
室

患
者

数
：

７
５

０
人

ⅱ
）

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
在

室
延

べ
患

者
数

：
３

，
０

０
０
人

ⅲ
）

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
平

均
稼

働
率

：
９

０
％

ⅳ
）

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
平

均
在

室
日

数
：

４
日

今
年

度
は

、
C
O
V
I
D
-
1
9
感

染
症

重
症

患
者

の
入

室
が

減
少

し
、

入
室

制
限

が
緩

和
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

通
常

の
I
C
U
運

営
が

可
能

に
な

っ
た

。
新

入
室

患
者

の
目

標
は

到
達

で
き

な
か

っ
た

が
、

延
べ

患
者

数
は

目
標

値
を

上
回

っ
て

い
る

。
原

因
と

し
て

は
、

長
期

入
室

患
者

が
多

く
、

平
均

在
院

日
数

と
延

べ
患

者
数

が
増

加
し

た
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

ス
タ

ッ
フ

の
負

担
は

延
べ

患
者

数
に

反
映

さ
れ

て
い

る
が

、
算

定
で

き
な

い
短

期
入

室
患

者
や

１
４

日
越

え
の

長
期

入
室

患
者

が
多

い
こ

と
が

考
え

ら
れ

、
経

営
的

に
は

好
ま

し
く

な
い

状
況

で
あ

る
。

今
後

は
、

新
入

室
患

者
を

増
加

さ
せ

、
各

診
療

科
の

要
望

に
応

え
る

こ
と

と
、

１
４

日
越

え
の

長
期

入
室

患
者

の
割

合
を

減
少

さ
せ

、
ベ

ッ
ド

の
有

効
利

用
を

図
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
き

た
い
。

将
来

的
な

展
望

と
し

て
、

長
期

療
養

を
必

要
と

し
重

症
度

の
高

い
患

者
を

収
容

す
る

Ｈ
Ｃ

Ｕ
の

必
要

性
も

含
め

検
討

し
て

い
く
。

【
実

績
】

ⅰ
）

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
新

入
室

患
者

数
：

６
７

２
人

ⅱ
）

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
在

室
延

べ
患

者
数

：
３

，
５

９
３
人

ⅲ
）

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
平

均
稼

働
率

：
９

８
．

４
％

ⅳ
）

年
間

Ｉ
Ｃ

Ｕ
平

均
在

室
日

数
：

４
．

３
日
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６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

2
.
中

央
診

療
部

門
等

2
.
中

央
診

療
部

門
等

（
2
）

が
ん

拠
点

病
院

機
能

推
進

室
（

が
ん

診
療

セ
ン

タ
ー
）

（
2
）

が
ん

拠
点

病
院

機
能

推
進

室
（

が
ん

診
療

セ
ン

タ
ー
）

【
取

組
み
】

令
和

４
年

度
も

継
続

し
て

国
指

定
「

高
度

型
地

域
が

ん
診

療
連

携
拠

点
病

院
」

の
指

定
を

視
野

に
、

以
下

の
イ

～
二

の
目

標
値

を
掲

げ
、

コ
ロ

ナ
禍

に
屈

し
な

い
良

質
で

安
全

で
患

者
満

足
度

が
高

い
が

ん
診

療
を

提
供

で
き

る
よ

う
に

、
以

下
の

目
標

と
各

診
療

体
制

の
構

築
を

図
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

が
ん

患
者

登
録

数
（

院
内

が
ん

登
録

者
数

）
：

１
，

７
０

０
件

以
上

ⅱ
）

が
ん

手
術

件
数

（
再

掲
）

：
 
１

，
１

０
０

件
以
上

ⅲ
）

が
ん

放
射

線
治

療
件

数
（

新
規

患
者

）
：

３
０

０
件

以
上

ⅳ
）

が
ん

放
射

線
治

療
延

べ
患

者
数

（
再

掲
）

：
 
６

，
９

０
０
人

ⅴ
）

が
ん

薬
物

療
法

レ
ジ

メ
ン

件
数

：
１

，
１

０
０

件
以
上

ⅵ
）

が
ん

化
学

療
法

延
べ

患
者

数
（

再
掲

）
：

４
，

２
０

０
人

ⅶ
）

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
新

規
介

入
件

数
（

再
掲

）
：

２
５

０
件

【
各

診
療

体
制

に
お

け
る

取
組

み
】

①
 
局

所
限

局
型

が
ん

に
対

す
る

早
期

治
療

、
低

侵
襲

治
療

の
取

り
組
み

・
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

低
迷

し
て

い
る

検
診

セ
ン

タ
ー

や
人

間
ド

ッ
ク

等
の

施
設

と
の

連
携

を
強
化

し
、

放
射

線
診

断
医

、
内

視
鏡

医
に

よ
る

早
期

病
変

に
対

す
る

確
実

な
診

断
と

、
安

全
か

つ
低

侵
襲

で
し

か
も

根
治

性
を

重
視

し
た

質
の

高
い

内
視

鏡
治

療
、

外
科

治
療

（
鏡

視
下

手
術

、
ロ

ボ
ッ

ト
支

援
手

術
な

ど
）

、
放

射
線

治
療

（
高

精
度

放
射

線
治

療
な

ど
）

の
症

例
増

加
を

図
る
。

②
進

行
が

ん
に

対
す

る
集

学
的

治
療

・
先

進
的

治
療

の
取

り
組
み

・
最

新
の

標
準

的
薬

物
療

法
を

安
全

に
行

え
る

よ
う

に
、

腫
瘍

内
科

医
、

が
ん

化
学

療
法

看
護

認
定

看
護

師
、

が
ん

看
護

専
門

看
護

師
、

が
ん

専
門

薬
剤

師
な

ど
の

人
材

確
保

の
も

と
、

充
実

し
た

診
療

体
制

を
整

備
す

る
。

・
標

準
療

法
を

終
え

た
が

ん
患

者
に

対
し

、
臨

床
試

験
や

治
験

な
ど

最
先

端
の

薬
物

療
法

も
提

供
で

き
る

体
制

を
整

え
る
。

・
中

河
内

二
次

医
療

圏
唯

一
の

「
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

連
携

病
院

」
と

し
て

、
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

拠
点

病
院

で
あ

る
大

阪
国

際
が

ん
セ

ン
タ

ー
と

密
に

連
携

し
な

が
ら

、
各

が
ん

腫
に

対
す

る
新

し
い

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
医

療
（

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
）

を
提

供
で

き
る

体
制

を
積

極
的

に
構

築
す

る
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
が

ん
患

者
の

受
診

控
え

や
入

院
病

床
数

の
制

限
が

あ
り

、
明

ら
か

に
入

院
治
療

（
例

え
ば

手
術

件
数

）
の

件
数

が
減

少
し

て
し

ま
っ

た
。

一
方

、
外

来
レ

ベ
ル

で
の

が
ん

診
療

は
あ

る
程

度
件

数
を

キ
ー

プ
で

き
て

お
り

、
放

射
線

治
療

や
薬

物
療

法
は

同
等

か
む

し
ろ

増
加

の
結

果
で

あ
っ

た
。

ま
た

が
ん

患
者

の
受

診
控

え
か

、
進

行
が

ん
が

多
く

、
緩

和
ケ

ア
介

入
の

件
数

も
結

果
的

に
増

え
て

し
ま

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

各
論

で
は
、

ⅰ
）

・
ⅱ

）
は

、
件

数
は

微
減

の
と

こ
ろ

も
あ

る
が

、
基

本
的

に
は

問
題

な
く

出
来

て
い
る

ⅲ
）

か
ら

ⅵ
）

ま
で

は
、

コ
ロ

ナ
禍

の
制

限
下

の
た

め
十

分
な

体
制

で
行

え
な

か
っ

た
と

こ
ろ

も
あ

る
が

、
令

和
５

年
度

は
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

を
見

据
え

た
取

り
組

み
に

努
め

る
。

ⅶ
）

は
、

予
定

通
り

問
題

な
く

実
行

さ
れ

て
い

る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

が
ん

患
者

登
録

数
（

院
内

が
ん

登
録

者
数

）
：

１
，

５
９

８
件

以
上

ⅱ
）

が
ん

手
術

件
数

（
再

掲
）

：
 
８

２
３

件
以
上

ⅲ
）

が
ん

放
射

線
治

療
件

数
（

新
規

患
者

）
：

３
４

７
件

以
上

ⅳ
）

が
ん

放
射

線
治

療
延

べ
患

者
数

（
再

掲
）

：
 
６

，
２

２
６
人

ⅴ
）

が
ん

薬
物

療
法

レ
ジ

メ
ン

件
数

：
１

，
０

６
９

件
以
上

ⅵ
）

が
ん

化
学

療
法

延
べ

患
者

数
（

再
掲

）
：

４
，

４
５

８
人

ⅶ
）

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
新

規
介

入
件

数
（

再
掲

）
：

２
８

８
件
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６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

2
.
中

央
診

療
部

門
等

2
.
中

央
診

療
部

門
等

③
緩

和
医

療
の

充
実

・
多

職
種

か
ら

な
る

緩
和

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

の
体

制
を

整
備

し
、

緩
和

ケ
ア

外
来

・
緩

和
ケ

ア
病

棟
・

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
の

統
括

を
行

い
、

効
率

的
に

情
報

共
有

を
図

り
な

が
ら

入
院

通
院

を
問

わ
ず

、
安

全
で

患
者

・
家

族
に

と
っ

て
満

足
度

の
高

い
緩

和
ケ

ア
提

供
の

更
な

る
充

実
を

目
指

す
。

・
地

域
医

療
連

携
室

と
共

同
で

、
研

修
会

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
開

催
に

よ
り

、
地

域
の

緩
和

ケ
ア

を
リ

ー
ド

し
、

コ
ロ

ナ
禍

に
対

応
し

た
在

宅
緩

和
ケ

ア
体

制
を

推
進

す
る
。

④
チ

ー
ム

医
療

に
よ

る
が

ん
診

療
支

援
部

門
の

充
実

・
が

ん
診

療
に

お
け

る
支

援
部

門
と

し
て

、
多

職
種

か
ら

な
る

チ
ー

ム
医

療
（

ｉ
ｒ

－
Ａ

Ｅ
、

Ｎ
Ｓ

Ｔ
、

認
知

症
ケ

ア
、

リ
ハ

ビ
リ

、
褥

瘡
、

口
腔

ケ
ア

な
ど

）
を

整
備

し
、

そ
の

積
極

的
な

介
入

を
継

続
す

る
。

・
が

ん
診

療
に

特
化

し
た

専
門

・
認

定
看

護
師

（
が

ん
看

護
専

門
看

護
師

、
が

ん
化

学
療

法
看

護
認

定
看

護
師

、
が

ん
放

射
線

療
法

看
護

認
定

看
護

師
な

ど
）

を
育

成
し

、
「

が
ん

専
門

看
護

外
来

」
な

ど
に

よ
る

診
療

支
援

外
来

を
整

備
す

る
。

⑤
が

ん
患

者
へ

の
情

報
提

供
・

相
談

支
援

の
更

な
る

充
実

・
が

ん
に

関
す

る
相

談
支

援
と

情
報

提
供

；
患

者
と

そ
の

家
族

の
悩

み
や

不
安

を
汲

み
上

げ
、

患
者

と
家

族
に

と
っ

て
よ

り
相

談
し

や
す

い
相

談
支

援
体

制
を

実
現

す
る
。

⑥
地

域
連

携
、

在
宅

療
法

の
推
進

・
地

域
か

か
り

つ
け

医
と

積
極

的
に

が
ん

診
療

の
連

携
を

図
り

、
が

ん
患

者
・

家
族

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
な

が
ら

安
心

で
満

足
度

の
高

い
在

宅
医

療
を

推
進

す
る
。

・
地

域
か

か
り

つ
け

医
と

の
が

ん
診

療
の

機
能

分
化

を
明

確
に

し
、

外
来

に
お

け
る

が
ん

診
療

の
標

準
化

を
図

る
た

め
、

「
が

ん
地

域
連

携
パ

ス
」

を
積

極
的

に
導

入
す

る
。

⑦
そ

の
他

・
院

内
が

ん
登

録
部

門
に

お
け

る
が

ん
診

療
情

報
の

収
集

及
び

管
理

方
法

を
よ

り
体

系
化

し
、

そ
の

機
能

を
強

化
す

る
。

・
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
と

拡
大

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

；
５

大
が

ん
を

始
め

と
す

る
主

た
る

が
ん

腫
に

つ
い

て
は

、
当

該
診

療
科

医
師

、
放

射
線

医
、

病
理

医
、

緩
和

医
、

看
護

師
、

薬
剤

師
、

理
学

療
法

士
、

Ｍ
Ｓ

Ｗ
等

の
多

職
種

の
メ

ン
バ

ー
構

成
か

ら
な

る
「

キ
ャ

ン
サ

ー
ボ

ー
ド

」
を

定
期

的
に

開
催

し
、

外
来

、
入

院
を

問
わ

ず
が

ん
患

者
の

診
断

・
治

療
の

方
針

等
に

つ
い

て
横

断
的

・
総

合
的

な
検

討
を

行
う

。
加

え
て

複
数

診
療

科
に

関
わ

る
が

ん
患

者
、

多
岐

に
わ

た
る

併
存

症
を

も
つ

が
ん
患

者
、

医
学

的
・

社
会

的
・

精
神

的
に

治
療

に
難

渋
す

る
が

ん
患

者
の

治
療

方
針

に
つ

い
て

は
、

院
内

の
全

医
療

従
事

者
参

加
に

よ
る

「
拡

大
キ

ャ
ン

サ
ー

ボ
ー

ド
」

を
継

続
し

て
開

催
す

る
。

・
が

ん
ゲ

ノ
ム

医
療

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
育

成
し

、
遺

伝
性

乳
が

ん
卵

巣
が

ん
症

候
群

（
Ｈ

Ｂ
Ｏ

Ｃ
）

に
対

し
て

、
乳

腺
外

科
、

産
婦

人
科

で
協

力
し

予
防

手
術

を
含

め
た

Ｈ
Ｂ

Ｏ
Ｃ

患
者

に
対

す
る

全
人

的
医

療
の

提
供

を
推

進
す

る
。

- 134 -



第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

2
.
中

央
診

療
部

門
等

2
.
中

央
診

療
部

門
等

（
3
）

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
推

進
室

（
3
）

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
推

進
室

【
取

組
み
】

①
中

河
内

地
域

で
唯

一
の

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
連

携
病

院
と

し
て

、
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
、

遺
伝

子
情

報
管

理
セ

ン
タ

ー
（

Ｃ
－

Ｃ
Ａ

Ｔ
）

と
ｖ

ｉ
ｒ

ｔ
ｕ

ａ
ｌ
 
ｐ

ｒ
ｉ

ｖ
ａ

ｔ
ｅ
 
ｎ

ｅ
ｔ

ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
で

綿
密

に
連

携
し

て
い

く
。

大
阪

国
際

が
ん

セ
ン

タ
ー

と
エ

キ
ス

パ
ー

ト
パ

ネ
ル

を
ウ

ェ
ブ

会
議

で
行

っ
て

い
く
。

②
医

療
セ

ン
タ

ー
以

外
の

癌
患

者
に

つ
い

て
も

、
標

本
の

保
存

状
態

、
臨

床
情

報
が

入
手

可
能

等
の

条
件

が
揃

え
ば

、
医

療
セ

ン
タ

ー
で

が
ん

パ
ネ

ル
検

査
を

行
い

、
地

域
全

体
に

ｐ
ｒ

ｅ
ｃ

ｉ
ｓ

ｉ
ｏ

ｎ
 
ｍ

ｅ
ｄ

ｉ
ｃ

ｉ
ｎ

ｅ
を

届
け

ら
れ

る
よ

う
に

努
力

す
る
。

③
地

域
医

療
連

携
室

等
で

他
の

医
療

機
関

か
ら

の
依

頼
を

受
け

る
た

め
に

は
、

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
に

つ
い

て
研

修
を

受
け

た
看

護
師

、
事

務
職

等
を

育
て

る
事

が
急

務
で

あ
る
。

④
遺

伝
子

情
報

は
究

極
の

個
人

情
報

で
あ

り
、

Ｉ
Ｄ

の
管

理
な

ど
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
保

護
に

万
全

を
期

す
る

た
め

、
入

退
室

を
管

理
で

き
る

が
ん

ゲ
ノ

ム
医

療
セ

ン
タ

ー
室

の
確

保
に

努
め

る
。

国
立

が
ん

研
究

セ
ン

タ
ー

、
遺

伝
子

情
報

管
理

セ
ン

タ
ー

（
Ｃ

－
Ｃ

Ａ
Ｔ

）
と

ｖ
ｉ

ｒ
ｔ

ｕ
ａ
ｌ

ｐ
ｒ

ｉ
ｖ

ａ
ｔ

ｅ
 
ｎ

ｅ
ｔ

ｗ
ｏ

ｒ
ｋ

の
連

携
を

行
っ

た
。

ま
た

大
阪

国
際

が
ん

セ
ン

タ
ー

と
エ
キ

ス
パ

ー
ト

パ
ネ

ル
を

ウ
ェ

ブ
会

議
に

て
実

施
し

た
。

（
4
）

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー
）

（
4
）

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

（
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー
）

【
取

組
み
】

患
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

患
者

へ
の

き
め

細
や

か
な

支
援

を
よ

り
一

層
充

実
さ

せ
る

た
め

に
、

予
定

入
院

患
者

の
８

割
が

入
退

院
支

援
セ

ン
タ

ー
を

受
診

で
き

る
体

制
を

作
る

と
と

も
に

、
当

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

医
療

の
提

供
が

患
者

に
と

っ
て

地
域

完
結

型
医

療
と

な
る

よ
う

に
、

東
大

阪
市

内
お

よ
び

中
河

内
医

療
圏

を
中

心
と

し
た

地
域

連
携

を
推

進
す

る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

入
退

院
支

援
加

算
　

算
定

件
数

：
１

２
，

０
０

０
件

ⅱ
）

入
院

時
支

援
加

算
１

又
は

２
 
算

定
件

数
：

２
，

４
０

０
件

ⅲ
）

地
域

連
携

診
療

計
画

加
算

：
１

０
０
件

ⅳ
）

退
院

時
共

同
指

導
料

２
：

１
８

０
件

ⅴ
）

介
護

支
援

等
連

携
指

導
料

：
１

２
０
件

ⅵ
）

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

：
１

４
，

４
０

０
件

ⅶ
）

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

：
１

４
，

４
０

０
件

ⅷ
）

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

Ｍ
Ｓ

Ｗ
）

等
介

入
転

・
退

院
調

整
件

数
：

８
，

７
０

０
件

ⅸ
）

医
療

相
談

件
数

（
実

人
数

）
：

１
，

４
０

０
件

新
入

院
数

は
１

４
，

２
２

３
人

で
、

そ
の

う
ち

７
，

６
３

１
人

が
予

定
入

院
で

あ
り

予
定

入
院

の
割

合
は

５
３

．
７

％
で

あ
っ

た
。

予
定

入
院

患
者

の
６

，
７

０
７

人
（

８
９

．
７

％
）

に
対

し
て

、
入

退
院

セ
ン

タ
ー

で
入

院
前

面
談

を
行

い
、

入
院

時
支

援
加

算
件

数
は

目
標

を
達

成
し

た
。

入
退

院
支

援
加

算
は

退
院

困
難

な
要

因
か

ら
支

援
に

繋
げ

る
加

算
で

あ
り

、
検

査
入

院
患

者
や

教
育

入
院

患
者

等
は

対
象

に
該

当
し

な
い

場
合

も
多

く
算

定
件

数
は

目
標

値
と

は
い

か
な

か
っ

た
が

、
患

者
支

援
を

第
一

に
考

え
積

極
的

な
取

り
組

み
を

実
施

し
た

。
令

和
５

年
度

は
更

な
る

院
内

連
携

を
推

進
し

、
退

院
困

難
患

者
へ

の
支

援
充

実
に

注
力

し
た

い
。

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
で

関
係

医
療

機
関

へ
の

連
携

が
難

し
く

、
在

宅
退

院
に

関
連

す
る

加
算

件
数

が
増

え
な

か
っ

た
。

一
方

、
退

院
患

者
１

４
，

２
２

５
人

の
う

ち
１

０
，

３
６

８
人

（
７

２
．

９
％

）
に

対
し

て
Ｍ

Ｓ
Ｗ

お
よ

び
退

院
調

整
看

護
師

等
が

介
入

や
退

院
調

整
を

行
っ

た
。

患
者

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

で
は

、
各

種
の

相
談

に
対

し
て

看
護

局
・

医
事

課
・

医
療

の
質

安
全

管
理

部
な

ど
関

係
す

る
部

局
と

連
携

を
行

い
、

患
者

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
と

と
も

に
か

か
り

つ
け

医
紹

介
に

お
い

て
は

地
域

医
療

連
携

室
が

対
応

を
行

っ
た
。

患
者

が
安

心
し

て
住

み
慣

れ
た

地
域

で
過

ご
せ

る
よ

う
に

、
入

院
前

か
ら

の
多

職
種

に
よ

る
面
談

や
、

転
院

も
し

く
は

在
宅

医
療

に
対

す
る

入
院

中
の

早
期

退
院

調
整

支
援

等
に

取
り

組
み

、
地

域
の

関
連

保
健

医
療

福
祉

機
関

と
の

連
携

強
化

を
図

る
こ

と
で

、
当

セ
ン

タ
ー

が
目

指
す

地
域

完
結

型
医

療
の

提
供

に
資

す
る

よ
う

取
り

組
み

を
継

続
す

る
。

【
実

績
】

ⅰ
）

入
退

院
支

援
加

算
　

算
定

件
数

：
９

，
５

２
５
件

ⅱ
）

入
院

時
支

援
加

算
１

又
は

２
 
算

定
件

数
：

４
，

２
２

６
件

ⅲ
）

地
域

連
携

診
療

計
画

加
算

：
７

４
件

ⅳ
）

退
院

時
共

同
指

導
料

２
：

１
３

４
件

ⅴ
）

介
護

支
援

等
連

携
指

導
料

：
１

０
１
件

ⅵ
）

患
者

サ
ポ

ー
ト

体
制

充
実

加
算

：
１

２
，

８
９

０
件

ⅶ
）

地
域

医
療

体
制

確
保

加
算

：
１

３
，

１
０

６
件

ⅷ
）

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

Ｍ
Ｓ

Ｗ
）

等
介

入
転

・
退

院
調

整
件

数
：

１
０

，
３

６
８
件

ⅸ
）

医
療

相
談

件
数

（
実

人
数

）
：

１
，

８
１

３
件
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

2
.
中

央
診

療
部

門
等

2
.
中

央
診

療
部

門
等

（
5
）

医
師

事
務

作
業

サ
ポ

ー
ト
部

（
5
）

医
師

事
務

作
業

サ
ポ

ー
ト
部

【
取

組
み
】

①
医

師
の

働
き

方
改

革
を

推
進

す
る

目
的

で
医

師
の

事
務

作
業

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、

医
師

事
務

作
業

補
助

者
（

ド
ク

タ
ー

ズ
ク

ラ
ー

ク
）

の
１

５
対

１
配

置
を

目
指

す
中

期
計

画
達

成
に

向
け

て
、

令
和

４
年

度
は

５
名

の
医

師
事

務
作

業
補

助
者

の
新

規
採

用
を

行
う
。

②
現

在
の

診
療

科
単

位
で

の
ク

ラ
ー

ク
の

配
置

を
、

診
療

科
グ

ル
ー

プ
単

位
で

の
配

置
と

す
る

こ
と

で
、

急
な

欠
勤

の
際

で
も

互
い

の
業

務
を

カ
バ

ー
で

き
る

よ
う

に
し

て
、

医
師

の
業

務
に

支
障

の
で

な
い

体
制

構
築

を
目

指
す
。

③
毎

月
、

ク
ラ

ー
ク

全
員

が
集

ま
る

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

と
医

師
事

務
作

業
補

助
者

管
理

ワ
ー

キ
ン

グ
を

行
う

こ
と

で
、

現
場

で
の

問
題

点
を

速
や

か
に

汲
み

上
げ

解
決

を
は

か
る

と
と

も
に

、
病

院
か

ら
の

通
達

を
確

実
に

行
い

、
ク

ラ
ー

ク
業

務
の

透
明

化
、

標
準

化
を

図
る
。

①
　

計
画

よ
り

１
名

少
な

い
４

名
の

新
規

採
用

を
行

っ
た

が
、

９
名

の
退

職
者

が
あ

り
、

２
７

名
体

制
と

な
っ

た
。

年
間

を
通

じ
て

２
５

対
１

配
置

の
運

用
と

な
っ

た
。

②
　

５
つ

の
診

療
科

グ
ル

ー
プ

に
分

け
て

配
置

を
行

い
、

コ
ロ

ナ
な

ど
で

急
な

欠
勤

が
続

い
た

際
に

も
互

い
に

業
務

を
カ

バ
ー

す
る

こ
と

で
、

医
師

の
業

務
へ

の
支

障
を

最
小

限
に

と
ど

め
る

こ
と

が
可

能
で

あ
っ

た
。

③
　

毎
月

第
１

木
曜

日
に

医
師

事
務

作
業

補
助

者
管

理
ワ

ー
キ

ン
グ

を
行

う
こ

と
で

、
現

場
で

の
問

題
点

や
医

師
か

ら
の

新
規

業
務

依
頼

に
つ

い
て

の
対

応
な

ど
を

行
っ

た
。

毎
月

第
４

木
曜

日
に
ク

ラ
ー

ク
全

員
が

集
ま

る
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

行
っ

て
、

現
場

か
ら

の
問

題
点

を
汲

み
上

げ
た

り
、

ワ
ー

キ
ン

グ
や

病
院

か
ら

の
通

達
を

行
っ

た
。

（
6
）

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
（

内
視

鏡
室
）

（
6
）

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
（

内
視

鏡
室
）

【
取

組
み
】

①
内

視
鏡

洗
浄

室
の

整
備

②
内

視
鏡

検
査

ブ
ー

ス
を

３
室

か
ら

４
室

に
拡

充
す
る

③
内

視
鏡

室
T
V
装

置
の

更
新

【
目

標
】

ⅰ
）

年
間

消
化

管
内

視
鏡

検
査

総
数

：
６

，
６

７
０
件

ⅱ
）

上
部

消
化

管
内

視
鏡

検
査

総
数

：
４

，
０

０
０
件

ⅲ
）

下
部

消
化

管
内

視
鏡

検
査

総
数

：
２

，
０

０
０
件

ⅳ
）

Ｅ
Ｓ

Ｄ
実

施
件

数
（

再
掲

）
：

１
０

０
件

ⅴ
）

Ｅ
Ｍ

Ｒ
実

施
件

数
（

再
掲

）
：

１
７

０
件

ⅵ
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｐ

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
４

０
０
件

【
実

績
】

ⅰ
）

年
間

消
化

管
内

視
鏡

検
査

総
数

：
５

，
２

８
０
件

ⅱ
）

上
部

消
化

管
内

視
鏡

検
査

総
数

：
３

，
４

６
７
件

ⅲ
）

下
部

消
化

管
内

視
鏡

検
査

総
数

：
１

，
７

６
２
件

ⅳ
）

Ｅ
Ｓ

Ｄ
実

施
件

数
（

再
掲

）
：

８
０
件

ⅴ
）

Ｅ
Ｍ

Ｒ
実

施
件

数
（

再
掲

）
：

５
７

９
件

ⅵ
）

Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｐ

実
施

件
数

（
再

掲
）

：
２

８
７
件
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

3
.
看

護
局

3
.
看

護
局

看
護

局
看

護
局

【
取

組
み
】

①
質

の
高

い
看

護
・

助
産

及
び

重
症

患
者

へ
の

看
護

が
提

供
で

き
る

看
護

体
制

と
す

る
（

急
性

期
入

院
基

本
料

１
、

重
症

度
､
医

療
･
看

護
必

要
度

Ⅱ
２

９
%
以

上
、

急
性

期
看

護
補

助
体

制
加

算
１

－
１

(
２

５
対

１
､
看

護
補

助
者

５
割

以
上

、
夜

間
１

０
０

対
１
)
、

看
護

職
員

夜
間

配
置

加
算

１
（

１
２
対

１
)
 
を

維
持

す
る

）
。

②
新

採
用

看
護

師
・

助
産

師
の

教
育

・
育

成
と

、
定

着
を

図
る
(
新

採
用

者
離

職
率

１
０

％
以

内
、
全

体
の

離
職

率
１

０
％

以
内

を
目

指
す

）
。

③
実

践
力

の
承

認
と

し
て

、
ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
の

取
得

促
進

と
、

管
理

職
の

育
成

を
行

う
(
承

認
率

：
ラ

ダ
ー

Ⅰ
･
Ⅱ

 
８

０
％

以
上

、
ラ

ダ
ー

Ⅲ
 
５

０
％

、
ラ

ダ
ー

Ⅳ
･
Ⅴ

 
３

０
％

、
1
看

護
単

位
に

２
名

以
上

の
副

看
護

師
長

配
置

を
目

指
す
)
。

④
入

院
患

者
数

の
確

保
に

努
め

、
病

院
経

営
に

貢
献

す
る

。
（

病
床

利
用

率
 
９

０
％

以
上
）

⑤
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

の
育

成
と

活
用

に
よ

っ
て

医
療

の
質

向
上

に
貢

献
す

る
（

専
門

看
護

師
 
３

名
、

認
定

看
護

師
 
１

８
名

、
特

定
行

為
研

修
終

了
者

５
名

を
維

持
す

る
）
。

⑥
５

２
０

床
の

病
床

稼
動

率
及

び
病

床
利

用
率

に
つ

い
て

病
院

目
標

を
達

成
で

き
る

病
床

管
理

を
行

う
。

⑦
特

定
行

為
に

か
か

る
看

護
師

（
特

定
行

為
ナ

ー
ス

）
の

研
修

制
度

指
定

研
修

施
設

の
指

定
に

向
け

て
準

備
を

開
始

す
る

（
再

掲
）
。

・
令

和
４

年
度

の
常

勤
看

護
職

員
は

平
均

５
４

９
名

で
、

急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

１
の

算
定

を
維

持
で

き
た

。
ま

た
、

看
護

補
助

者
は

平
均

６
９

名
で

、
急

性
期

看
護

補
助

体
制

加
算
(
２

５
対

１
)

①
、

夜
間

１
０

０
対

１
を

維
持

し
た

。
重

症
度

・
医

療
看

護
必

要
度

の
年

間
平

均
は

、
３

７
．

４
％

（
前

年
比

▲
１

．
８

％
）

で
診

療
報

酬
上

の
要

件
を

ク
リ

ア
で

き
た
。

・
新

採
用

者
の

離
職

率
は

２
０

％
で

目
標

の
１

０
％

以
内

を
大

き
く

上
回

っ
た

。
離

職
理

由
の

約
半

数
が

急
性

期
医

療
へ

の
適

応
困

難
だ

っ
た

。
定

年
退

職
者

（
３

名
）

を
除

く
全

体
の

離
職

率
は

、
１

１
．

７
％

と
前

年
よ

り
わ

ず
か

に
減

少
し

た
。

退
職

者
の

５
３
%
が

在
職

期
間

３
年

未
満

で
　

平
均

在
職

期
間

４
．

７
年

（
前

年
比

０
．

２
年

増
）

と
ほ

ぼ
昨

年
同

様
だ

っ
た
。

・
ク

リ
ニ

カ
ル

ラ
ダ

ー
制

度
を

活
用

し
た

継
続

教
育

の
充

実
に

努
め

た
。

ラ
ダ

ー
１

：
５

９
．

４
%
（

前
年

比
-
４

．
７

%
）

ラ
ダ

ー
２

：
７

７
．

０
%
（

前
年

比
+
５

．
６

%
）

ラ
ダ

ー
３

：
２

６
．

０
%
（

前
年

比
-
９

．
２

%
）

ラ
ダ

ー
４

：
 
８

．
７

%
（

前
年

比
-
５

．
６

%
）

ラ
ダ

ー
５

：
１

３
．

９
%
（

前
年

比
-
５

．
３

%
）

ラ
ダ

ー
２

を
除

き
、

全
体

的
に

ラ
ダ

ー
取

得
率

は
下

降
し

、
特

に
ラ

ダ
ー

３
の

育
成

が
課

題
と

な
っ

た
。

・
令

和
４

年
度

は
、

感
染

管
理

認
定

看
護

師
が

新
た

に
資

格
取

得
し

、
専

門
看

護
師

２
名

、
認

定
看

護
師

１
９

名
と

な
っ

た
。

ラ
ダ

ー
教

育
を

含
む

院
内

外
の

指
導

教
育

に
努

め
、

実
践

能
力

向
上

に
貢

献
し

た
。

１
０

月
に

市
立

東
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
特

定
行

為
研

修
セ

ン
タ

ー
が

開
設

さ
れ

、
７

名
の

看
護

師
が

受
講

を
開

始
し

、
次

年
度

の
研

修
受

講
者

と
し

て
８

名
が

選
考

に
合

格
し

た
。

ま
た

、
３

名
の

看
護

師
が

他
の

教
育

機
関

で
特

定
行

為
研

修
を

修
了

し
た
。

・
C
O
V
I
D
-
1
9
の

専
用

病
棟

と
し

て
最

大
２

病
棟

を
運

用
し

た
が

、
他

病
棟

で
予

定
入

院
患

者
を

全
て

受
け

入
れ

た
。

５
月

下
旬

よ
り

、
病

床
管

理
専

従
看

護
師

長
制

度
を

導
入

し
、

効
率

的
で

柔
軟

な
病

床
管

理
に

努
め

た
が

、
病

床
稼

働
率

は
７

９
．

１
％

に
留

ま
っ

た
。
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ン
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ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

（
1
）

薬
剤

部
（

1
）

薬
剤

部
【

取
組

み
】

薬
剤

管
理

指
導

件
数

は
１

，
８

０
０

件
、

後
発

医
薬

品
使

用
率

（
数

量
ベ

ー
ス

）
は

９
０

％
台

を
維

持
す

る
。

他
の

診
療

報
酬

上
の

算
定

可
能

な
も

の
に

つ
い

て
は

体
制

を
整

え
、

積
極

的
に

取
得

し
て

い
く

。
【

目
標

】
ⅰ

）
薬

剤
管

理
指

導
料
 
算

定
件

数
：

１
，

８
０

０
件

ⅱ
）

薬
剤

管
理

指
導

料
（

ハ
イ

リ
ス

ク
薬

）
算

定
件

数
：

５
５

７
件

ⅲ
）

特
定

薬
剤

治
療

管
理

料
１
 
算

定
件

数
：

８
０
件

ⅳ
）

退
院

時
薬

剤
情

報
管

理
指

導
料

　
算

定
件

数
：

２
６

８
件

令
和

４
年

度
は

コ
ロ

ナ
専

用
病

棟
化

も
あ

り
薬

剤
管

理
指

導
対

象
患

者
が

減
少

し
た

こ
と

で
、

算
定

件
数

は
月

平
均

１
，

７
７

３
件
/
月

と
な

り
計

画
の

１
，

８
０

０
件
/
月

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
た

だ
、

薬
剤

部
で

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
陽

性
者

や
濃

厚
接

触
者

が
頻

発
し

た
こ

と
に

加
え

、
産

休
育

休
等

が
５

～
７

名
と

重
な

り
年

間
を

通
し

て
薬

剤
師

の
マ

ン
パ

ワ
ー

が
大

幅
に

減
少

し
た

こ
と

な
ど

を
鑑

み
る

と
、
1
人

あ
た

り
の

残
業

時
間

は
増

加
と

な
っ

た
が

一
定

の
件

数
を

達
成

で
き

た
。

ま
た

、
薬

剤
管

理
指

導
料

（
ハ

イ
リ

ス
ク

薬
）

件
数

は
、

対
象

と
な

る
全

て
の

新
入

院
患

者
へ

の
薬

剤
管

理
指

導
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

「
特

に
管

理
が

必
要

な
医

薬
品

」
の

指
導

に
重

点
を

置
い

た
こ

と
で

、
算

定
件

数
は

月
平

均
６

６
７

件
/
月

と
な

り
計

画
の

５
５

７
件
/
月

を
上

回
る

実
績

と
な
っ

た
。

特
定

薬
剤

治
療

管
理

料
１

お
よ

び
退

院
時

薬
剤

情
報

管
理

指
導

料
に

つ
い

て
は

積
極

的
な

介
入

お
よ

び
適

切
な

薬
学

的
管

理
指

導
の

支
援

の
結

果
、

計
画

を
達

成
で

き
た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

薬
剤

管
理

指
導

料
 
算

定
件

数
：

１
，

７
７

３
件

ⅱ
）

薬
剤

管
理

指
導

料
（

ハ
イ

リ
ス

ク
薬

）
算

定
件

数
：

６
６

７
件

ⅲ
）

特
定

薬
剤

治
療

管
理

料
１
 
算

定
件

数
：

８
７
件

ⅳ
）

退
院

時
薬

剤
情

報
管

理
指

導
料

　
算

定
件

数
：

２
７

９
件
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

（
2
）

臨
床

検
査

部
（

臨
床

検
査

科
＋

臨
床

検
査

技
術

第
一

、
二

科
）

（
2
）

臨
床

検
査

部
（

臨
床

検
査

科
＋

臨
床

検
査

技
術

第
一

、
二

科
）

【
取

組
み
】

①
患

者
数

（
入

院
・

外
来

）
の

前
年

比
率

に
対

し
て

検
査

件
数

を
５

％
程

度
増

加
す

る
。

②
生

理
検
査

・
ホ

ル
タ

ー
心

電
図

検
査

件
数

を
昨

年
度

の
１

０
％

増
を

実
現

す
る
。

③
超

音
波

検
査

・
腹

部
エ

コ
ー

の
病

診
枠

を
倍

増
し

、
地

域
医

療
に

貢
献

す
る
。

・
検

査
技

師
に

よ
る

、
産

婦
人

科
胎

児
エ

コ
ー

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
を

安
定

稼
働

し
、

人
材

育
成

に
取

り
組

む
。

・
他

施
設

の
年

間
超

音
波

検
査

件
数

を
参

考
に

、
検

査
枠

・
検

査
件

数
の

増
を

図
る
。

・
超

音
波

検
査

（
地

域
連

携
枠

）
を

増
や

し
、

検
査

待
ち

日
数

の
短

縮
を

図
る
。

④
検

体
検
査

・
費

用
対

効
果

を
鑑

み
た

新
規

項
目

の
導
入

・
Ｔ

Ａ
Ｔ

（
結

果
報

告
ま

で
の

時
間

）
短

縮
へ

向
け

た
取

り
組

み
の

継
続

。
検

体
前

処
理

方
法

の
効

率
化

、
検

査
マ

ス
タ

再
構
築

・
患

者
負

担
軽

減
の

取
り

組
み

の
継

続
。

検
体

必
要

量
の

自
動

算
出

・
検

査
マ

ス
タ

設
定

⑤
輸

血
検
査

・
安

全
な

輸
血

運
営

を
第

一
に

、
イ

ン
シ

デ
ン

ト
防

止
対

策
及

び
血

液
製

剤
の

保
管

管
理
を

徹
底

す
る
。

・
製

剤
供

給
ま

で
の

時
間

を
短

縮
す

る
た

め
に

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

ク
ロ

ス
マ

ッ
チ

導
入
に

向
け

て
の

検
討

を
行

う
。

・
認

定
輸

血
検

査
技

師
取

得
の

た
め

の
人

材
育

成
に

取
り

組
む
。

⑥
細

菌
検
査

・
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

を
見

据
え

た
遺

伝
子

検
査

機
器

の
活

用
方

法
の

検
討

・
感

染
制

御
学

を
絡

め
た

微
生

物
検

査
結

果
の

解
釈

が
で

き
る

技
師

の
育
成

・
認

定
臨

床
微

生
物

検
査

技
師

資
格

取
得

へ
向

け
た

人
材

育
成

①
患

者
数

　
　

概
ね

達
成

し
て

い
る
。

②
生

理
検
査

　
　

目
標

の
件

数
に

は
届

か
な

か
っ

た
。

③
超

音
波

検
査

　
　

概
ね

達
成

し
て

い
る
。

④
検

体
検
査

・
費

用
対

効
果

を
鑑

み
た

新
規

項
目

の
導
入

　
　

Ｋ
Ｌ

－
６

、
Ｍ

ｇ
（

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

）
、

Ｐ
Ｔ

Ｈ
－

Ｉ
Ｎ

Ｔ
Ａ

Ｃ
Ｔ

・
Ｔ

Ａ
Ｔ

（
結

果
報

告
ま

で
の

時
間

）
短

縮
へ

向
け

た
取

り
組

み
の

継
続

　
　

　
　

検
体

前
処

理
方

法
の

効
率

化
、

検
査

マ
ス

タ
再

構
築

　
　

　
　

採
血

・
採

尿
受

付
機

、
尿

検
体

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

導
入

・
患

者
負

担
軽

減
の

取
り

組
み

の
継
続

　
　

　
　

検
体

必
要

量
の

自
動

算
出

・
検

査
マ

ス
タ

再
構
築

⑤
輸

血
検
査

　
　

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
ク

ロ
ス

マ
ッ

チ
は

検
討

中
で

あ
る

が
、

認
定

輸
血

検
査

技
師

の
資

格
を

１
名

が
取

得
し

、
そ

の
他

は
、

概
ね

達
成

し
て

い
る

。
。

⑥
細

菌
検
査

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
で

導
入

し
た

遺
伝

子
検

査
機

器
を

使
用

し
、

抗
酸

菌
Ｐ

Ｃ
Ｒ

検
査

を
外

注
か

ら
院

内
実

施
へ

切
り

替
え

・
認

定
臨

床
微

生
物

検
査

技
師

受
験

資
格

取
得

に
向

け
学

会
発

表
の

実
施
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

⑦
病

理
検
査

・
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
診

断
や

ゲ
ノ

ム
医

療
が

推
進

さ
れ

る
中

、
病

理
組

織
検

体
の

扱
い

に
つ

い
て

適
切

な
処

理
が

行
え

る
技

量
の

習
得

と
、

病
理

学
的

知
識

を
積

極
的

に
習

得
し

、
判

定
不

能
例

を
１

０
％

削
減

す
る
。

・
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
診

断
や

が
ん

ゲ
ノ

ム
検

査
な

ど
提

出
ま

で
の

工
程

が
煩

雑
な

項
目

の
新

規
受

託
や

提
出

件
数

増
加

に
速

や
か

に
対

応
で

き
る

体
制

の
確

保
。

・
Ｒ

Ｏ
Ｓ

Ｅ
や

Ｅ
Ｕ

Ｓ
－

Ｆ
Ｎ

Ａ
な

ど
検

体
処

理
の

迅
速

性
と

診
断

精
度

が
求

め
ら

れ
る

迅
速

細
胞

診
検

査
に

対
応

出
来

る
技

師
の

育
成
。

【
目

標
】

ⅰ
）

ホ
ル

タ
―

心
電

図
検

査
件

数
：

７
０

０
件

ⅱ
）

腹
部

エ
コ

ー
検

査
件

数
：

４
，

０
０

０
件

ⅲ
）

心
エ

コ
ー

検
査

件
数

：
５

，
６

０
０
件

ⅳ
）

泌
尿

器
エ

コ
ー

検
査

件
数

：
２

，
７

０
０
件

ⅴ
）

産
婦

人
科

胎
児

エ
コ

ー
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

：
３

５
０
件

⑦
病

理
検
査

　
　

概
ね

達
成

し
て

い
る
。

ホ
ル

タ
ー

心
電

図
検

査
の

件
数

の
み

少
し

届
か

な
か

っ
た

が
、

他
の

目
標

値
は

全
て

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

ホ
ル

タ
―

心
電

図
検

査
件

数
：

６
６

９
件

ⅱ
）

腹
部

エ
コ

ー
検

査
件

数
：

５
，

５
６

８
件

ⅲ
）

心
エ

コ
ー

検
査

件
数

：
６

，
２

５
３
件

ⅳ
）

泌
尿

器
エ

コ
ー

検
査

件
数

：
２

，
７

３
０
件

ⅴ
）

産
婦

人
科

胎
児

エ
コ

ー
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

：
３

９
０
件

（
3
）

放
射

線
技

術
科

（
3
）

放
射

線
技

術
科

【
取

組
み
】

被
曝

相
談

に
応

じ
る

体
制

を
図

り
、

患
者

の
被

曝
低

減
の

た
め

に
、

診
断

の
質

を
落

と
さ

ず
に

診
断

参
考

レ
ベ

ル
(
Ｄ

Ｒ
Ｌ

)
を

下
回

る
線

量
設

定
を

計
画

す
る
。

①
被

曝
相

談
：

平
日

午
後

に
完

全
予

約
制

（
１

人
３

０
分

程
度

１
日

４
枠

）
で

実
施

②
被

曝
低

減
：

全
て

の
放

射
線

撮
影

装
置

で
下

回
る
。

③
地

域
枠

Ｃ
Ｔ

・
Ｍ

Ｒ
検

査
件

数
の

増
を

図
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

地
域

枠
Ｃ

Ｔ
検

査
件

数
（

土
日

祝
実

日
）

：
１

，
２

５
０
件

ⅱ
）

地
域

枠
Ｍ

Ｒ
検

査
件

数
（

土
日

祝
実

日
）

：
１

，
０

０
０
件

①
被

曝
線

量
シ

ス
テ

ム
を

構
築

中
で

、
患

者
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

方
法

を
検

討
中
。

②
Ｃ

Ｔ
で

は
、

全
て

の
プ

ロ
ト

コ
ル

に
お

い
て

Ｄ
Ｒ

Ｌ
を

下
回

っ
て

お
り

、
さ

ら
に

プ
ロ

ト
コ

ル
の

　
見

直
し

も
行

っ
て

い
る
。

　
核

医
学

・
血

管
造

影
に

つ
い

て
は

検
討

中
で

あ
る
。

③
令

和
４

年
度

は
、

Ｃ
Ｔ

・
Ｍ

Ｒ
Ｉ

と
も

に
目

標
を

上
回

っ
た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

地
域

枠
Ｃ

Ｔ
検

査
件

数
（

土
日

祝
実

日
）

：
１

，
３

１
０
件

ⅱ
）

地
域

枠
Ｍ

Ｒ
検

査
件

数
（

土
日

祝
実

日
）

：
１

，
０

９
３
件

- 140 -



第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

（
4
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
技

術
科

（
4
）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
技

術
科

【
取

組
み
】

①
「

言
語

聴
覚

部
門

の
拡

充
」

・
言

語
聴

覚
士

（
Ｓ

Ｔ
）

人
員

確
保

、
Ｓ

Ｔ
室

増
設

な
ど

の
拡

充
整

備
を

行
い

、
現

在
実

施
し

て
い

る
嚥

下
リ

ハ
ビ

リ
の

み
で

は
な

く
、

言
語

訓
練

、
高

次
脳

機
能

訓
練

と
い

っ
た

一
般

的
な

言
語

聴
覚

療
法

の
実

施
を

実
現

す
る
。

②
「

心
大

血
管

リ
ハ

ビ
リ

の
拡

充
」

・
心

肺
負

荷
試

験
装

置
（

Ｃ
Ｐ

Ｘ
）

の
導

入
に

よ
る

心
大

血
管

リ
ハ

ビ
リ

の
質

向
上

を
目

指
す
。

③
「

急
性

期
を

中
心

と
し

た
リ

ハ
ビ

リ
介

入
」

（
初

期
加

算
・

早
期

加
算

）
実

施
単

位
数

の
増

加
（

初
期

５
０

％
早

期
８

０
％
）

④
「

専
門

性
の

育
成
」

・
各

種
資

格
取

得
の

支
援

を
行

い
、

資
格

取
得

者
を

リ
ハ

ビ
リ

技
師

総
人

数
の

半
数

を
目

標
と
す

る
。

⑤
「

休
日

の
切

れ
間

の
な

い
リ

ハ
ビ

リ
実

施
介

入
の

実
現
」

⑥
　

退
院

時
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

件
数

の
増

を
図
る

【
目

標
】

ⅰ
）

退
院

時
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

件
数

：
リ

ハ
ビ

リ
技

術
科

で
６

０
０

件
/
年

①
 
「

言
語

聴
覚

部
門

の
拡

充
」

に
つ

い
て

Ｓ
Ｔ

人
員

に
つ

い
て

は
、

令
和

４
年

４
月

に
１

名
、

令
和

５
年

１
月

に
１

名
の

合
計

２
名

の
人

員
確

保
で

、
令

和
４

年
度

は
Ｓ

Ｔ
実

働
２

．
２

５
人

と
な

っ
た

。
ま

た
、

Ｓ
Ｔ

室
ハ

ー
ド

面
の

調
整

も
進

ん
で

お
り

、
令

和
５

年
度

に
は

増
設

予
定

で
あ

る
。

ま
た

、
令

和
５

年
４

月
よ

り
高

次
脳

機
能

訓
練

の
再

開
（

介
入

制
限

付
き

）
も

実
現

で
き

て
い

る
。

②
 
「

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

の
拡

充
」

に
つ

い
て

心
肺

運
動

負
荷

試
験

装
置

（
Ｃ

Ｐ
Ｘ

）
の

導
入

に
関

し
て

は
、

令
和

４
年

度
に

学
習

会
及

び
業

者
説

明
会

、
デ

モ
機

を
用

い
て

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
も

済
ん

で
お

り
、

医
師

と
の

連
携

も
出

来
て
い

る
。

ま
た

、
循

環
器

内
科

・
心

臓
血

管
外

科
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
科

の
連

名
で

令
和

５
年

度
の

機
器

予
算

取
得

が
で

き
て

い
る

。
今

後
は

機
器

導
入

次
第

、
各

関
係

部
署

と
連

携
し

運
用

を
開

始
す

る
。

③
 
「

急
性

期
を

中
心

と
し

た
リ

ハ
ビ

リ
介

入
」

に
つ

い
て

は
、

年
度

比
較
で

令
和

３
年

度
 
初

期
加

算
４

２
，

７
１

６
単

位
、

早
期

加
算

６
２

，
７

６
７

単
位

令
和

４
年

度
　

初
期

加
算

４
２

，
２

７
０

単
位

、
早

期
加

算
６

３
，

３
２

３
単
位

と
初

期
加

算
は

若
干

の
減

少
で

あ
っ

た
が

、
実

施
率

は
初

期
加

算
５

７
%
早

期
加

算
８

５
％
(
加

算
算

定
可

能
の

疾
患

の
み

で
算

出
)
で

目
標

を
達

成
で

き
て

い
る

。
今

後
も

急
性

期
リ

ハ
ビ

リ
介

入
を
積

極
的

に
行

っ
て

い
く

④
 
「

専
門

性
の

育
成

」
に

つ
い
て

積
極

的
に

ｗ
ｅ

ｂ
研

修
の

参
加

及
び

専
門

認
定

取
得

を
促

し
た

結
果

、
令

和
４

年
度

は
３

学
会

合
同

呼
吸

療
法

認
定

士
３

名
、

日
本

離
床

学
会

離
床

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

１
名

、
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア
ル

ケ
ア

研
修

修
了

１
名

、
腎

臓
リ

ハ
ビ

リ
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
講

習
会

修
了

３
名

の
専

門
的

知
識

を
有

す
る

技
師

が
増

加
し

た
。

現
在

技
師

の
半

数
以

上
が

各
種

資
格

を
有

し
て

い
る
。

⑤
 
「

休
日

の
切

れ
間

の
な

い
リ

ハ
ビ

リ
実

施
介

入
」

に
つ

い
て

電
子

カ
ル

テ
・

部
門

シ
ス

テ
ム

を
使

用
し

た
病

棟
で

実
施

で
き

る
リ

ハ
ビ

リ
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
各

病
棟

と
リ

ハ
ビ

リ
科

で
連

携
す

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

休
日

の
廃

用
予

防
が

可
能

と
な

っ
た

。
今

後
技

師
人

数
及

び
運

用
等

体
制

強
化

を
行

い
、

療
法

士
に

よ
る

切
れ

間
の

な
い

介
入

の
運

用
を

す
す

め
て

い
く

。
⑥

 
「

退
院

時
リ

ハ
ビ

リ
指

導
件

数
の

増
加

を
図

る
」

に
つ

い
て

、
電

子
カ

ル
テ

文
書

シ
ス

テ
ム
を

活
用

し
て

指
導

内
容

記
載

を
利

便
化

し
た

こ
と

と
、

リ
ハ

ビ
リ

科
全

体
で

の
退

院
時

指
導

料
算

定
の

意
識

改
革

に
よ

り
、

目
標

を
上

回
る

結
果

と
な

っ
た
。

【
実

績
】

ⅰ
）

退
院

時
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

指
導

件
数

：
リ

ハ
ビ

リ
技

術
科

で
１

，
７

４
６

件
/
年
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

（
5
）

栄
養

管
理
科

（
5
）

栄
養

管
理
科

【
取

組
み
】

①
 
病

棟
へ

の
管

理
栄

養
士

常
駐

配
置

を
拡

充
。

現
在

２
病

棟
で

常
駐

→
３

病
棟

常
駐

を
目

指
す
。

患
者

さ
ん

の
病

態
に

応
じ

た
栄

養
管

理
を

実
施

す
る

。
き

め
細

や
か

な
栄

養
介

入
を

行
う

こ
と

で
食

事
摂

取
量

の
維

持
、

必
要

栄
養

量
の

確
保

が
で

き
る

よ
う

に
サ

ポ
ー

ト
し

、
患

者
の

栄
養

状
態
維

持
・

改
善

に
貢

献
す

る
。

早
期

に
食

思
不

振
患

者
へ

の
対

応
を

行
い

欠
食

患
者

減
少

と
入

院
時

食
事

療
養

（
Ⅰ

）
の

算
定

増
加

、
適

切
な

特
別

食
の

提
供

に
よ

る
特

別
食

加
算

算
定

増
加

と
栄

養
指

導
件

数
増

加
を

目
指

し
病

院
収

益
増

加
に
 

げ
る

。
病

棟
に

お
け

る
チ

ー
ム

医
療

の
一

員
と

し
て

活
動

し
、

患
者

満
足

度
向

上
と

医
師

、
病

棟
ス

タ
ッ

フ
の

負
担

軽
減

に
貢

献
す

る
。

②
 
他

職
種

連
携

業
務

を
充

実
さ

せ
る
。

・
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

（
Ｎ

Ｓ
Ｔ

）
に

よ
る

栄
養

介
入

の
充

実
。

　
現

状
週

１
回

の
加

算
算

定
で

あ
る

が
、

週
２

回
の

加
算

算
定

を
目

指
す
。

・
チ

ー
ム

医
療

の
な

か
で

管
理

栄
養

士
と

し
て

他
職

種
と

の
連

携
を

強
化

し
、

栄
養

管
理

の
充

実
と

患
者

満
足

度
向

上
に

貢
献

す
る

。
（

が
ん

患
者

・
食

思
不

振
患

者
に

対
す

る
ア

ラ
カ

ル
ト

メ
ニ

ュ
ー

の
新

設
、

外
来

化
学

療
法

室
で

の
栄

養
指

導
の

充
実
）

・
Ｉ

Ｃ
Ｕ

で
の

栄
養

管
理

を
充

実
さ

せ
、

早
期

栄
養

介
入

加
算

算
定

に
 

げ
る

。
③

 
研

修
や

学
会

へ
の

積
極

的
な

参
加

、
情

報
収

集
を

行
い

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に
 

げ
る

。
各
分

野
や

チ
ー

ム
医

療
の

一
員

と
し

て
よ

り
専

門
的

な
栄

養
管

理
が

行
え

る
よ

う
に

専
門

性
を

強
化

し
て

い
く

。
【

目
標

】
ⅰ

）
入

院
栄

養
食

事
指

導
件

数
：

３
，

５
０

０
件

①
 
病

棟
常

駐
配

置
の

拡
充

を
行

っ
た
。

新
た

に
１

病
棟

（
Ｉ

Ｃ
Ｕ

）
へ

、
午

前
中

半
日

の
管

理
栄

養
士

の
常

駐
配

置
を

行
っ

た
。

②
 
他

職
種

連
携

業
務

の
充

実
を

目
標

と
し

た
取

り
組

み
の

中
で

、
昨

年
度

は
下

記
２

点
に

つ
い
て

強
化

で
き

た
。

１
．

 
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

（
Ｎ

Ｓ
Ｔ

）
に

よ
る

栄
養

介
入

の
充

実
に

着
手

し
た
。

週
１

回
か

ら
週

２
回

の
回

診
回

数
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

、
加

算
件

数
も

増
加

し
た
。

　
　

介
入

件
数

：
令

和
３

年
度

１
，

１
８

８
件

　
→

　
令

和
４

年
度

１
，

９
５

３
件

２
．

 
Ｉ

Ｃ
Ｕ

へ
管

理
栄

養
士

を
配

置
し

栄
養

管
理

の
充

実
を

図
り

、
早

期
栄

養
介

入
加

算
の

算
定

を
開

始
し

た
。

③
　

学
会

や
研

修
会

へ
の

参
加

や
、

発
表

を
目

標
と

し
て

取
り

組
ん

だ
。

日
本

臨
床

栄
養

代
謝

学
１

件
、

日
本

臨
床

栄
養

代
謝

学
会

近
畿

支
部

会
発

表
１
件

日
本

集
中

治
療

学
会

発
表

１
件

資
格

更
新

に
関

連
す

る
研

修
受

講
を

実
施

。
（

Ｎ
Ｓ

Ｔ
専

門
療

法
士

・
癌

病
態

栄
養

専
門

管
理

栄
養

士
・

Ｔ
Ｎ

Ｔ
-
Ｄ

専
門

管
理

栄
養

士
・

糖
尿

病
療

養
指

導
士
）

【
実

績
】

ⅰ
）

入
院

栄
養

食
事

指
導

件
数

：
４

，
３

８
７
件

（
6
）

臨
床

工
学
科

（
6
）

臨
床

工
学
科

【
取

組
み
】

①
臨

床
業

務
で

は
、

緊
急

時
の

心
臓

外
科

手
術

、
心

臓
ア

ブ
レ

－
シ

ョ
ン

の
業

務
が

課
題

で
あ

る
。

・
心

臓
外

科
手

術
は

緊
急

時
に

備
え

る
た

め
３

チ
－

ム
運

用
を

確
保

す
る
。

・
心

臓
ア

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

業
務

は
２

チ
－

ム
運

用
を

確
保

す
る
。

・
手

術
室

に
１

名
を

配
置

す
る
。

・
当

直
月

２
回

の
他

院
サ

ポ
－

ト
の

自
前

で
の

運
用

を
目

指
す
。

②
機

器
管

理
業

務
は

、
医

療
機

器
管

理
シ

ス
テ

ム
Ｃ

Ｅ
Ｉ

Ａ
に

お
け

る
運

用
を

拡
充

さ
せ

る
。

・
手

術
室

機
器

の
管

理
を

始
め

る
為

に
、

手
術

室
に

常
時

１
名

を
配

置
す

る
。

・
実

績
管

理
を

行
う
。

③
高

度
な

知
識

・
技

術
の

会
得

に
尽

力
し

、
臨

床
工

学
科

の
更

な
る

発
展

を
目

指
す
。

・
『

業
務

範
囲

追
加

に
伴

う
厚

生
労

働
大

臣
指

定
に

よ
る

研
修

』
に

年
４

名
の

参
加

、
３

年
で

　
の

研
修

終
了

を
目

指
す
。

④
臨

床
工

学
科

の
安

定
し

た
事

業
継

続
の

た
め

、
増

員
な

ら
び

に
人

員
育

成
を

進
め

る
。

①
年

度
途

中
に

１
名

の
退

職
が

あ
り

、
両

チ
ー

ム
数

共
に

人
員

増
と

は
な

ら
な

か
っ

た
。

但
し

、
取

り
組

み
は

順
調

に
進

ん
で

お
り

、
年

度
途

中
で

の
採

用
も

あ
り

、
改

善
の

方
向

に
進

ん
で

い
る

。
手

術
室

１
名

配
置

は
未

達
で

あ
る
。

当
直

は
、

一
時

的
に

１
名

あ
た

り
の

月
当

直
日

数
の

上
限

を
上

げ
る

こ
と

で
自

前
運

用
が

で
き

た
。

②
Ｃ

Ｅ
Ｉ

Ａ
（

医
療

機
器

管
理

シ
ス

テ
ム

）
の

運
用

拡
大

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

が
、

手
術

室
へ

の
ス

タ
ッ

フ
常

駐
は

で
き

ず
、

手
術

室
は

機
器

の
情

報
管

理
、

修
理

・
点

検
な

ど
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

管
理

を
強

化
し

、
連

絡
あ

れ
ば

す
ぐ

に
対

応
で

き
る

体
制

を
整

え
た

。
実

績
管

理
は

自
動

算
出

を
進

め
て

い
る
。

③
『

業
務

範
囲

追
加

に
伴

う
厚

生
労

働
大

臣
指

定
に

よ
る

研
修

』
は

４
名

の
受

講
が

修
了

し
、

計
画

通
り

進
ん

で
い

る
。

④
中

途
退

職
に

よ
る

欠
員

が
あ

っ
た

が
、

中
途

採
用

も
あ

り
、

人
員

育
成

を
進

め
て

い
る
。
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

4
.
薬

剤
部

、
医

療
技

術
局
等

（
7
）

臨
床

技
術
係

（
7
）

臨
床

技
術
係

【
取
組
み
】

①
視
能
訓
練
士

・
検
査
の
効
率
化
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
外
来
待
ち
時
間
を
減
ら
す
。

・
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
策
を
強
化
し
、
暗
室
検
査
等
で
の
転
倒
事
故
防
止
に
努
め
る

　
　
ａ
)
 
検
査
時
の
安
全
な
動
線
を
確
保
す
る
。

　
　
ｂ
)
 
検
査
器
械
の
配
置
を
見
直
す
。

・
予
約
枠
以
外
の
検
査
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
業
務
改
善
を
行
う
。

・
蛍
光
眼
底
造
影
検
査
　
検
査
件
数
前
年
度
比
５
％
増
を
目
指
す
。
各
検
査
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
検

査
体
制
を
整
え
る
。

②
歯
科
技
工
士

・
ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ
ス
プ
を
き
れ
い
に
曲
げ
る
。

③
歯
科
衛
生
士

・
知
識
・
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
能
力
に
応
じ
た
役
割
を
積
極
的
に
担
う
。

・
診
察
前
に
可
能
な
限
り
症
状
等
の
聞
き
取
り
、
診
察
の
準
備
等
を
事
前
に
行
う
こ
と
で
チ
ェ
ア
ー
使
用

時
間
の
短
縮
と
ス
ム
ー
ズ
な
診
察
の
流
れ
を
作
っ
て
い
く
。

・
歯
科
衛
生
業
務
の
み
な
ら
ず
、
患
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
苦
痛
や
摂
食
に
関
す
る
思
い
を
傾
聴
し
、
悩

み
や
症
状
の
改
善
を
図
れ
る
よ
う
努
め
る
。

④
公
認
心
理
師

・
心
理
検
査
及
び
心
理
面
接
の
実
施
総
数
２
，
０
１
０
件
／
年
（
前
年
度
比
3
％
増
）
を
目
標
と
す
る
。

・
高
次
脳
機
能
検
査
、
知
能
検
査
、
そ
の
他
の
心
理
検
査
の
精
度
を
上
げ
、
様
々
な
精
神
疾
患
・
神
経
疾

患
の
鑑
別
の
サ
ポ
ー
ト
に
尽
力
す
る
。

・
心
理
的
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
期
待
さ
れ
る
様
々
な
要
望
に
、
可
能
な
限
り
応
じ
て
い
く
。

⑤
精
神
保
健
福
祉
士

・
精
神
科
診
療
に
必
要
な
情
報
収
集
を
行
い
、
患
者
が
主
体
的
に
治
療
に
取
り
組
み
地
域
生
活
を
継
続
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
。
相
談
件
数
８
０
件
/
月
を
目
標
と
し
、
適
切
な
診
療
と
高
齢
者
福
祉
・
精
神
保
健
分

野
に
関
す
る
制
度
活
用
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
家
族
支
援

に
取
り
組
む
。

・
院
内
外
の
精
神
科
医
療
及
び
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
対
し
、
専
門
的
知
識
を
も
っ
て
対
応
す

る
。

・
「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
」
に
向
け
、
精
神
疾
患
患
者
の
地
域
定
着

に
む
け
た
包
括
的
支
援
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
地
域
精
神
科
医
療
の
機
能
分
化
を
図
る
。

①
視
能
訓
練
士

　
検
査
件
数
は
目
標
に
達
し
な
か
っ
た
。
次
年
度
は
達
成
で
き
る
よ
う
に
目
指
す
。

②
歯
科
技
工
士

　
目
標
は
達
成
で
き
た
。

③
歯
科
衛
生
士

・
知
識
、
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
能
力
に
応
じ
た
役
割
を
積
極
的
に
担
え
た
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

引
き
続
き
そ
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

・
診
察
前
に
症
状
等
の
聞
き
取
り
や
診
察
準
備
を
行
い
、
チ
ェ
ア
ー
タ
イ
ム
の
短
縮
や
ス
ム
ー
ズ
な
診
察

の
流
れ
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
人
員
が
不
足
し
て
お
り
な
か
な
か
達
成
で
き
な

か
っ
た
。

・
歯
科
衛
生
士
業
務
の
み
な
ら
ず
、
患
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
思
い
を
傾
聴
し
、
悩
み
の
改
善
や
症
状
の

改
善
を
図
れ
る
よ
う
に
あ
ま
り
努
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
上
記
２
点
に
つ
い
て
今
年
度
は
人
員
増
加
し
た
の
で
み
ん
な
で
協
力
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
目
標

達
成
を
目
指
す
。

④
公
認
心
理
師

・
心
理
検
査
及
び
心
理
面
接
の
実
施
総
数
に
つ
い
て
、
計
画
で
は
前
年
度
比
３
％
増
を
目
標
と
し
て
い
た

が
、
精
神
科
医
師
数
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
比
７
．
５
％
増
と
な
り
、
増
加
し
た
。

・
高
次
脳
機
能
検
査
、
知
能
検
査
、
そ
の
他
の
心
理
検
査
の
精
度
を
上
げ
、
様
々
な
精
神
疾
患
・
神
経
疾

患
の
鑑
別
の
サ
ポ
ー
ト
に
尽
力
し
た
。

・
心
理
的
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
期
待
さ
れ
る
様
々
な
要
望
に
、
可
能
な
限
り
応
じ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

⑤
精
神
保
健
福
祉
士

・
精
神
科
医
師
の
増
員
に
伴
い
予
診
、
調
整
業
務
の
増
加
に
対
応
し
全
体
の
相
談
件
数
前
年
度
比
5
％
増

と
な
っ
た
。
引
き
続
き
適
切
な
診
療
と
高
齢
者
福
祉
・
精
神
保
健
分
野
に
関
す
る
制
度
活
用
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
い
、
患
者
が
主
体
的
に
治
療
に
取
り
組
み
地
域
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

・
東
大
阪
市
の
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
会
議
へ
の
参
加
を
継
続
し
、
精
神
障
が
い
者
の
地
域
定
着
に
む

け
た
包
括
的
　
支
援
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
情
報
の
更
新
、
共
有
を
行
い
各
関
係
機
関
と
の
連
携
に
取

り
組
ん
だ
。
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

5
.
地

域
医

療
連

携
室

、
医

療
の

質
・

安
全

管
理

部
、

事
務
局

5
.
地

域
医

療
連

携
室

、
医

療
の

質
・

安
全

管
理

部
、

事
務

局
、

法
人

本
部

（
1
）

地
域

医
療

連
携
室

（
1
）

地
域

医
療

連
携
室

【
取

組
み
】

①
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
に

貢
献

す
る

体
制

を
構

築
す

る
。

②
地

域
医

療
支

援
病

院
と

し
て

の
役

割
機

能
を

充
実

さ
せ

る
。

③
各

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

の
推

進
（

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
）

を
更

に
進

め
る
。

【
目

標
】

ⅰ
）

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

Ｍ
Ｓ

Ｗ
）

等
介

入
転

・
退

院
調

整
件

数
:
８

，
７

０
０
件

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

と
し

て
、

急
性

期
医

療
を

担
う

当
セ

ン
タ

ー
は

、
治

療
が

終
了

す
る

と
同

時
に

転
院

や
退

院
が

で
き

る
よ

う
に

入
院

中
か

ら
準

備
を

進
め

た
。

新
入

院
患

者
１

４
，

２
２

３
人

の
う

ち
１

０
，

３
６

８
人

、
７

２
．

８
%
に

介
入

し
退

院
調

整
や

支
援

を
行

っ
た
。

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

は
、

保
健

所
や

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

依
頼

、
医

療
機

関
か

ら
の

依
頼

な
ど

、
重

症
を

含
め

Ｉ
Ｃ

Ｕ
か

ら
コ

ロ
ナ

病
棟

で
対

応
し

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
に

つ
い

て
は

、
後

方
支

援
病

院
へ

円
滑

な
転

院
の

た
め

に
入

退
院

支
援

ク
ラ

ウ
ド

を
活

用
し

て
い

る
。

地
域

連
携

を
強

化
と

い
う

点
で

は
、

診
療

情
報

や
検

査
結

果
の

参
照

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
、

診
察

や
予

約
に

つ
い

て
地

域
医

療
連

携
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の

活
用

を
検

討
し

て
い

く
。

【
実

績
】

ⅰ
）

医
療

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

Ｍ
Ｓ

Ｗ
）

等
介

入
転

・
退

院
調

整
件

数
:
１

０
，

３
６

８
件

（
2
）

医
療

の
質

・
安

全
管

理
部

（
2
）

医
療

の
質

・
安

全
管

理
部

【
取

組
み
】

質
の

向
上

、
安

全
管

理
、

感
染

制
御

、
が

ん
登

録
と

い
う

四
大

業
務

の
品

質
管

理
し

な
が

ら
安

定
的

に
遂

行
し

、
自

立
連

携
型

チ
ー

ム
医

療
の

実
践

、
部

門
横

断
的

課
題

の
解

決
や

突
発

的
事

象
に

積
極

的
に

対
応

す
る
。

質
の

向
上

、
医

療
安

全
、

感
染

管
理

の
更

な
る

向
上

に
努

め
た

。
ま

た
厚

生
労

働
省

補
助

事
業

　
医

療
の

質
向

上
の

た
め

の
体

制
整

備
事

業
で

あ
る

「
医

療
の

質
可

視
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
へ

参
加

、
指

標
計

測
の

時
系

列
推

移
等

を
比

較
し

、
医

療
の

質
に

関
す

る
状

況
を

可
視

化
す

る
取

り
組

み
を

実
施

し
た

。

※
令

和
４

年
８

月
に

、
事

務
局

の
体

制
を

「
総

務
課

」
「

医
事

課
」

「
情

報
管

理
課

」
「

契
約

会
計

課
」

と
し

た
。

※
法

人
本
部

市
立

東
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
と

、
府

立
中

河
内

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

を
統

括
す

る
、

法
人

本
部

を
設

置
し

、
セ

ン
タ

ー
間

の
連

携
強

化
・

人
事

交
流

、
年

度
計

画
の

策
定

及
び

進
行

管
理

、
業

務
・

契
約

の
統

合
・

統
一

化
の

検
討

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

防
止

対
応

、
内

部
監

査
実

施
に

向
け

て
の

取
り

組
み

を
充

実
さ

せ
た
。
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医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

5
.
地

域
医

療
連

携
室

、
医

療
の

質
・

安
全

管
理

部
、

事
務
局

5
.
地

域
医

療
連

携
室

、
医

療
の

質
・

安
全

管
理

部
、

事
務

局
、

法
人

本
部

（
3
）

事
務

局
総

務
課

（
3
）

事
務

局
総

務
課

【
取

組
み
】

①
医

師
等

の
働

き
方

改
革

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

医
務

局
、

研
修

医
室

の
美

化
及

び
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

推
進

し
、

職
員

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備
を

進
め

る
。

②
採

用
試

験
を

計
画

的
に

実
施

し
、

適
切

な
職

種
別

職
員

数
の

確
保

を
行

う
。

　
③

人
事

評
価

制
度

を
本

格
的

に
実

施
し

、
人

材
の

育
成

と
経

営
意

識
の

向
上

を
図

る
。

　
④

従
来

の
想

定
を

超
え

る
自

然
災

害
に

対
し

、
患

者
の

生
命

及
び

病
院

機
能

を
守

る
た

め
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
セ

ン
タ

ー
棟

増
築

（
地

下
設

備
の

地
上

化
）

に
か

か
る

基
本

構
想

を
上

半
期

に
完

成
さ

せ
、

下
半

期
よ

り
基

本
設

計
に

着
手

す
る
。

　
⑤

外
来

各
所

に
お

い
て

冷
暖

房
機

能
を

担
っ

て
い

る
「

水
熱

源
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
ビ

ル
マ

ル
チ

エ
ア

コ
ン

」
に

つ
い

て
一

斉
更

新
を

行
い

、
施

設
の

長
寿

命
化

を
図

る
と

と
も

に
、

病
棟

部
に

お
け

る
特

別
室

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

、
手

摺
・

壁
面

等
の

補
修

を
計

画
的

に
進

め
、

療
養

環
境

の
向

上
を

図
る
。

　
⑥

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
、

診
療

室
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

及
び

増
設

、
洗

浄
室

機
能

の
改

善
工

事
を

行
う

こ
と

で
、

患
者

さ
ん

、
職

員
双

方
に

と
っ

て
安

全
か

つ
快

適
な

環
境

づ
く

り
を

進
め

る
。

　
⑦

医
薬

品
、

診
療

材
料

の
購

入
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
折

衝
を

行
い

、
参

加
施

設
の

上
位

１
０

％
内

順
位

を
維

持
す

る
。

①
労

働
安

全
衛

生
委

員
会

に
お

い
て

「
医

師
労

働
時

間
短

縮
計

画
」

を
策

定
し

、
医

療
従

事
者

負
担

軽
減

委
員

会
に

お
い

て
「

医
療

従
事

者
負

担
軽

減
計

画
」

を
策

定
し

医
師

等
の

働
き

方
改

革
に

取
り

組
ん

だ
。

研
修

医
室

を
新

た
に

整
備

し
環

境
の

整
備

を
行

っ
た
。

②
各

所
属

か
ら

の
要

望
、

理
事

長
・

院
長

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

基
づ

き
採

用
計

画
の

立
案

、
試

験
実

施
、

人
材

確
保

を
行

っ
た
。

③
令

和
４

年
度

か
ら

人
事

評
価

制
度

の
運

用
を

開
始

し
た

。
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

運
用

し
て

い
く

た
め

、
人

事
評

価
委

員
会

を
設

置
し

組
織

横
断

的
に

管
理

・
運

用
し

て
い

る
。

制
度

へ
の

理
解

を
深

め
定

着
さ

せ
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る
。

（
4
）

事
務

局
医

事
課

（
4
）

事
務

局
医

事
課

【
取

組
み
】

①
診

療
報

酬
に

関
し

て
、

適
切

か
つ

積
極

的
な

請
求

、
請

求
漏

れ
の

防
止

、
査

定
の

対
策

、
再

審
査

請
求

を
徹

底
す

る
。

（
目

標
査

定
率

：
０

．
３

％
）

②
未

収
金

の
発

生
防

止
、

関
連

部
署

と
の

早
期

連
携

、
法

的
措

置
を

踏
ま

え
た

早
期

督
促

を
徹

底
す

る
。

ま
た

、
未

収
金

管
理

方
法

を
再

構
築

す
る
。

③
医

事
的

財
務

管
理

に
つ

い
て

、
業

務
の

見
直

し
と

関
連

部
署

と
の

連
携

で
正

確
か

つ
、

効
率

的
な

運
用

シ
ス

テ
ム

を
再

構
築

す
る
。

④
課

員
に

対
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
す

る
。

①
 
診

療
報

酬
に

つ
い

て
は

、
救

急
医

療
管

理
加

算
等

、
積

極
的

な
請

求
を

行
い

一
定

の
増

加
に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
再

審
査

請
求

を
行

い
、

点
数

が
復

活
し

た
項

目
も

あ
っ

た
。

し
か

し
査

定
率

は
、

目
標

以
下

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
令

和
５

年
度

も
更

な
る

適
切

か
つ

積
極

的
な

請
求

を
行

う
と

同
時

に
、

目
標

査
定

率
の

維
持

に
努

め
る
。

②
 
退

院
後

の
未

収
金

に
つ

い
て

は
、

早
期

に
連

絡
を

行
う

事
に

よ
り

回
収

に
繋

げ
た

。
し

か
し
コ

ロ
ナ

関
連

に
つ

い
て

は
、

振
り

込
み

対
応

と
し

た
患

者
が

多
く

、
未

収
金

が
比

例
し

て
増

加
し

た
こ

と
に

よ
り

、
未

収
の

減
少

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
令

和
５

年
度

か
ら

は
、

更
な

る
強

化
を

図
る
た

め
、

未
収

金
回

収
業

者
を

見
直

し
、

コ
ロ

ナ
関

連
の

未
収

も
含

め
迅

速
に

対
応

し
て

い
く
。

③
 
財

務
連

携
の

シ
ス

テ
ム

改
修

を
行

い
、

ま
た

収
入

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

見
直

し
、

業
務

の
徹

底
を
行

う
こ

と
で

、
日

々
の

未
収

金
額

、
入

金
額

の
管

理
を

行
っ

た
が

、
さ

ら
な

る
精

査
や

管
理

が
必

要
で

あ
る

。
④

 
各

個
人

の
目

標
の

設
定

及
び

面
談

を
行

っ
た

が
、

具
体

的
な

年
度

計
画

策
定

ま
で

に
至

ら
な

か
っ

た
。

令
和

５
年

度
か

ら
は

、
新

入
職

員
も

入
り

、
計

画
を

た
て

対
応

し
て

い
る
。
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第
６

 
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
各

部
局

の
取

り
組
み

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

（
取

組
）

報
告

5
.
地

域
医

療
連

携
室

、
医

療
の

質
・

安
全

管
理

部
、

事
務
局

5
.
地

域
医

療
連

携
室

、
医

療
の

質
・

安
全

管
理

部
、

事
務

局
、

法
人

本
部

（
5
）

事
務

局
経

営
企

画
課

※
事

務
局

情
報

管
理
課

【
取

組
み
】

①
経

営
面

に
お

い
て

、
収

入
の

増
大

及
び

費
用

抑
制

を
図

り
、

黒
字

を
維

持
す

る
。

所
属

長
の

経
営

意
識

向
上

の
た

め
に

、
院

内
に

お
け

る
経

営
情

報
の

見
え

る
化

・
共

有
化

の
仕

組
み

を
構

築
す

る
。

②
院

内
に

お
け

る
情

報
基

盤
の

確
立

を
図

り
、

院
内

情
報

共
有

化
の

仕
組

み
を

改
善

す
る
。

必
要

な
数

字
の

抽
出

元
、

抽
出

方
法

を
見

直
し

、
イ

ン
ト

ラ
ネ

ッ
ト

で
共

有
化

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
。

③
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

強
化

を
図

る
。

「
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

安
全

管
理

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
（

厚
生

労
働

省
）

を
参

考
に

サ
イ

バ
ー

攻
撃

を
含

む
不

正
ア

ク
セ

ス
に

対
す

る
予

防
策

お
よ

び
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
の

構
築

を
図

る
。

④
診

療
録

の
質

の
向

上
を

図
り

、
診

療
の

質
の

向
上

に
貢

献
す

る
。

診
療

情
報

関
連

業
務

の
見

直
し

を
図

る
。

分
散

し
て

い
る

診
療

情
報

関
連

業
務

を
集

約
化

し
、

業
務

お
よ

び
分

担
を

見
直

し
、

改
め

て
業

務
の

確
立

を
図

る
。

診
療

情
報

に
関

す
る

情
報

発
信

を
院

内
外

に
行

え
る

よ
う

に
す

る
。

⑤
財

務
業

務
の

見
直

し
を

行
う
。

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

更
新

と
と

も
に

財
務

業
務

自
体

の
見

直
し

を
行

い
、

業
務

の
効

率
化

と
他

部
署

と
の

連
携

を
強

化
す

る
。

①
経

営
面

に
お

い
て

、
収

入
の

増
亜

大
を

図
り

黒
字

を
維

持
し

た
。

②
院

内
に

お
け

る
情

報
基

盤
、

院
内

情
報

共
有

化
に

着
手

し
た
。

③
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

強
化

と
し

て
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

通
信

を
監

視
し

、
異

常
検

知
し

た
際

に
不

正
な

通
信

を
自

動
遮

断
す

る
仕

組
み

を
導

入
。

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

強
化

と
し

て
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

の
障

害
時

を
想

定
し

た
別

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
参

照
環

境
の

構
築

に
着

手
し

た
。

④
診

療
録

の
質

の
向

上
を

図
り

、
積

極
的

な
診

療
情

報
に

関
す

る
院

内
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

※
事

務
局

契
約

会
計
課

【
取

組
み
】

院
内

設
備

の
更

新
・

美
化

と
し
て

・
医

局
初

期
研

修
医

室
の

改
修

工
事

　
・

「
病

棟
共

有
部

の
壁

・
手

す
り

」
の

更
新

・
「

内
視

鏡
セ

ン
タ

ー
」

の
拡

張
整

備
　

・
「

本
館

３
階

会
議

室
」

の
更

新
　

　
を

実
施

し
た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

へ
の

対
応

と
し

て
、

・
Ｐ

Ｃ
Ｒ

検
査

用
プ

レ
ハ

ブ
の

設
置

　
・

「
コ

ロ
ナ

専
用

病
棟

」
の

浴
室

改
修

工
事

　
を

実
施
し

た
。

【
エ

ネ
ル

ギ
ー

セ
ン

タ
ー

構
想

基
本

方
針
】

平
成

１
０

年
の

開
院

か
ら

２
０

年
余

り
が

経
過

し
、

施
設

の
老

朽
化

及
び

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
新

た
な

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

対
応

す
る

た
め

本
館

地
階

に
集

中
設

置
さ

れ
て

い
る

主
要

イ
ン

フ
ラ

設
備

を
更

新
す

る
と

と
も

に
、

地
上

階
へ

移
設

す
る

基
本

構
想

を
策

定
し

ま
し

た
。

今
後

、
高

額
な

設
備

更
新

に
向

け
た

具
体

的
な

基
本

設
計

、
詳

細
設

計
を

行
う

と
と

も
に

市
財

政
当

局
と

も
相

談
を

行
い

予
算

確
保

に
努

め
る

予
定

で
す
。
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第
7
 
 
予

算
（

人
件

費
の

見
積

り
を

含
む

。
）

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画

※
財

務
諸

表
及

び
決

算
報

告
書

を
参

照

第
8
　

 
短

期
借

入
金

の
限

度
額

第
9
　

 
出

資
等

に
係

る
不

要
財

産
の

処
分

に
関

す
る

計
画

第
1
0
 
　

第
9
の

財
産

以
外

の
重

要
な

財
産

を
譲

渡
し

、
又

は
担

保
に

供
す

る
計

画

な
し

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画

な
し

な
し

令
和

４
年

度
実

績

１
　

限
度

額
　

　
１

，
０

０
０

百
万

円
２

　
想

定
さ

れ
る

短
期

借
入

金
の

発
生

事
由

　
ア

　
賞

与
の

支
給

等
に

よ
る

一
時

的
な

資
金

不
足

へ
の

対
応

　
イ

　
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的

な
出

費
へ

の
対

応

１
　

限
度

額
　

　
１

，
０

０
０

百
万

円
２

　
想

定
さ

れ
る

短
期

借
入

金
の

発
生

事
由

　
ア

　
賞

与
の

支
給

等
に

よ
る

一
時

的
な

資
金

不
足

へ
の

対
応

　
イ

　
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

発
的

な
出

費
へ

の
対

応

実
績

な
し

令
和

４
年

度
実

績

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画

な
し

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画
令

和
４

年
度

実
績

な
し

な
し
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第
1
1
　

 
剰

余
金

の
使

途

第
1
2
　

地
方

独
立

行
政

法
人

市
立

東
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
の

業
務

運
営

並
び

に
財

務
及

び
会

計
に

関
す

る
規

則
で

定
め

る
業

務
運

営
に

関
す

る
事

項

令
和

４
年

度
実

績

１
 
中
期

目
標

の
期

間
を

超
え

る
債

務
負

担
　

(
単

位
：
百
万
円
)

１
　

積
立

金
の

処
分

に
関

す
る

計
画

　
　

　
な

し

２
　

前
号

の
ほ

か
、

法
人

の
業

務
運

営
に

関
し

必
要

な
事

項
　

　
　

な
し

１
　

積
立

金
の

処
分

に
関

す
る

計
画

　
　

　
な

し

２
　

前
号

の
ほ

か
、

法
人

の
業

務
運

営
に

関
し

　
必

要
な

事
項

　
　

　
な

し

項
　

　
目

中
期

目
標
期

間
償

還
額

次
期

以
降

償
還

額
総

債
務

償
還

額

移
行

前
地
方

債
償

還
債
務

3
,
9
7
7

2
,
5
7
2

6
,
5
4
9

長
期

借
入
金

償
還

債
務

3
,
4
1
7

4
,
8
3
7

8
,
2
5
4

令
和

４
年

度
実

績

決
算

に
お

い
て

剰
余

が
生

じ
た

場
合

は
、

病
院

施
設

の
整

備
又

は
医

療
機

器
の

購
入

等
に

充
て

る
。

決
算

に
お

い
て

剰
余

が
生

じ
た

場
合

は
、

病
院

施
設

の
整

備
又

は
医

療
機

器
の

購
入

等
に

充
て

る
。

実
績

な
し

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画

中
期

計
画

令
和

４
年

度
計

画

２
　

積
立

金
の

処
分

に
関

す
る

計
画

　
　

 
 
 
な

し

３
　

前
２

号
の

ほ
か

、
法

人
の

業
務

運
営

に
関

し
必

要
な

事
項

　
　

 
 
 
な

し
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地方独立行政法人市立東大阪医療センター 

業務実績評価の基本方針 

 

平成３０年４月１日 

東大阪市 健康部 

 

地方独立行政法人市立東大阪医療センター（以下「法人」という。）の設立団体の

長（以下「市長」という。）が、地方独立行政法人法（平成15年法律第118号）第28条

第1項の規定に基づき、法人の業務の実績に関する評価（以下「評価」という。）を実

施するに当たっては、以下の方針に基づき行うものとする。  

 

１ 基本方針  

（１）評価は、法人が中期目標を達成するために、業務運営の改善及び効率化が進め

られること及び法人の質的向上に資することを目的として行うものとする。 

（２）評価は、中期計画及び年度計画の実施状況について確認及び分析を行い、特に

中期目標達成に向けた取り組みを考慮し、法人の業務運営等について総合的に判

断して行うものとする。 

（３）評価を通じて、中期目標及び中期計画の達成に向けた取組状況等を市民にわか

りやすく示すものとする。  

（４）業務運営改善や効率化等の特色のある取組や様々な工夫を積極的に評価する。  

（５）評価方法については、法人を取り巻く環境変化などを踏まえ、柔軟に対応する

とともに、必要に応じて見直しを行うものとする。  

 

２ 評価方法  

評価は、各事業年度終了後に実施する「年度評価」、中期目標の期間の最後の

事業年度の直前の事業年度終了後に実施する「中期目標期間見込評価」及び中期

目標期間の最後の事業年度終了後に実施する「中期目標期間評価」とする。 

それぞれの評価に係る基準の詳細については、別途実施要領で定めるものとす

る。 
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３ 評価の進め方 

（１）報告書の提出 

法人は、年度評価、中期目標期間見込評価及び中期目標期間評価に関する報告

書について該当する年度終了後３か月以内に、市長に提出するものとする。 

（２）評価の実施 

市長は、提出された報告書をもとに、法人からのヒアリング及び評価委員会の

意見聴取等を踏まえて業務実績を確認及び分析し、総合的な評価を行う。 

（３）意見申立て機会の付与 

市長は、評価結果の決定に当たり、法人に対し評価結果（案）に対する意見申

立ての機会を付与する。 

 

４ 評価結果の活用 

（１）法人は、評価結果を中期計画及び年度計画並びに業務運営の改善に適切に反映

させ、その状況を市長に報告するとともに、毎年度、当該評価の結果の反映状況

を公表するものとする。 

（２）市長は、法人の業務継続又は組織の存続の必要性その他その業務及び組織の全

般にわたる検討、次期中期目標の策定及び次期中期計画の作成に関して、評価委

員会の意見を聴くにあたっては、年度評価及び中期目標期間見込評価を適切に示

した上で意見を求めるものとする。  
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地方独立行政法人市立東大阪医療センター年度評価実施要領 

 

(趣旨） 

第１条 この要綱は、地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号）（以下「法」とい

う。）第２８条第１項第１号及び第２号の規定する地方独立行政法人市立東大阪医療セ

ンター（以下「法人」という。）の各事業年度に係る業務実績に関する評価（以下「年

度評価」という。）の手続きについて定めるものである。 

 

（評価方法） 

第２条 市長は、毎事業年度の終了後、年度評価を実施するに当たっては、評価委員会の意

見を聴いた上で、「項目別評価」と「全体評価」により行う。 

 

（項目別評価の具体的方法） 

第３条 市長は、前条に定める項目別評価を実施するに当たっては、年度計画に定めた小項

目及び大項目ごとにその実施状況を確認し、以下に掲げる方法で評価する。 

 但し、年度計画に掲げる法人独自の計画（第６）については、当該年度の業務実績の

み記載し、全体評価を行う際に考慮する。 

(1) 法人による自己評価 

ア 法人は、中期目標達成のための小項目にあらかじめウエイト（以下ウエイト小項目）

の設定を行い、小項目ごとの進捗状況について、次の５段階で自己評価を行う。 

５・・・年度計画を大幅に上回って実施している。 

４・・・年度計画を上回って実施している。 

３・・・年度計画を順調に実施している。 

２・・・年度計画を十分に実施できていない。 

１・・・年度計画を大幅に下回っている。 

イ 法人は、業務実績報告書を作成する際には、市長及び評価委員会が業務の実施状況

を客観的かつ適正に判断し評価できるよう、小項目ごとの実施状況をできる限り定量

的かつ正確な記述により業務実績が分かるよう工夫し、自己評価の結果と判断理由を

記載する。 
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ウ 業務実績報告書には、特記事項として、特色ある取り組み、法人運営を円滑に進め

るための工夫、今後の課題などを記載した報告書を作成する。 

(2)市長による小項目評価 

ア 市長は、法人の自己評価及び目標設定の妥当性などを総合的に検証し、小項目ごと

の進捗状況について、法人の自己評価と同様に１～５の５段階による評価を行う。 

イ 市長の評価と法人の自己評価が異なる場合は、市長が評価の判断理由等を示す。 

ウ その他必要に応じて、特筆すべき点や遅れている点についてコメントを付す。 

(3)市長による大項目評価 

市長は、小項目評価の結果割合やウエイト小項目の評価結果、特記事項の記載内容な

どを考慮し、大項目ごとに中期目標及び中期計画の達成に向けた業務の進捗状況につい

て、次の５段階による評価を行う。 

また、評価結果とその判断理由を評価結果報告書に記載する。 

なお、評価にあたり小項目評価の結果割合は目安であり、市長は、小項目における評価

の構成割合やウエイト小項目の評価結果などを総合的に判断して評価を定める。 

Ｓ：中期目標・中期計画の実現に向けて特筆すべき進捗状況にある。 

（すべての小項目が３～５かつ市長が特に認める場合） 

Ａ：中期目標・中期計画の実現に向けて計画どおり進んでいる。 

（すべての小項目が３～５） 

Ｂ：中期目標・中期計画の実現に向けておおむね計画どおり進んでいる。 

（３～５の小項目の割合がおおむね９割以上） 

Ｃ：中期目標・中期計画の実現のためにはやや遅れている。 

（３～５の小項目の割合がおおむね９割未満） 

Ｄ：中期目標・中期計画の実現のためには重大な改善すべき事項がある。 

（市長が特に認める場合） 

 

（全体評価の具体的方法） 

第４条 市長は、項目別評価の結果やウエイト小項目の評価結果また法人独自の取組みを踏

まえ、年度計画の実施状況及び中期計画の全体的な進捗状況、その他業務運営全体につ

いて、記述式による評価を行う。 

２ 全体評価においては、法人化を契機とした病院改革の取り組み（法人運営における自
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律性・機動性発揮、財務内容の改善など）を積極的に評価する。 

３ 市長は、法人に対して、業務運営の改善すべき事項への指摘について、評価委員会の

意見を聴いた上で、評価結果報告書に記載することとする。 

 

附 則  

この要領は、平成３０年４月１日から施行する。  
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